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			ギルドのチートな受付嬢[image: tobira.png]

			　Fateful　Encounter

			夏にコタツ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・サトモトアイ（ＲＥＶＯｄｅｓｉｇｎ）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ

			少女の選ぶ道

			少年の刃

		

	
		
			　

			プロローグ

			　

			　ダークエルフという種族がある。

			　影(えい)素(そ)を取り込んでしまったエルフの突然変異である彼らは、ハーフエルフのように知識欲が盛んで、その上、彼らよりも感情の起(き)伏(ふく)が激しく、また本能に忠実だった。

			　その性質は、神々の時代には邪神や悪魔とともに戦乱の混乱を招くこととなった。その結果、結晶柱や人神の知識の守護を絶対とするエルフは身内の恥として独自に討(とう)伐(ばつ)を始め、また他の人種にとっても敵対者として判断されるようになった。

			　決して戦闘狂や破滅主義というわけではないため、やがてダークエルフたちは人の目を避けて隠れ住むようになる。

			　もちろん、親しい者を殺された恨み、抑えきれない欲求によって外界に出る者もいた。

			　そんな中、ネリウス夫妻は他のダークエルフと別れ、しかし人里に下りることなく険(けわ)しい森の中でひっそりと暮らしていた。

			　その高い魔力によって生活に不便はなく、時折の狩りと晴(せい)耕(こう)雨(う)読(どく)の日々。

			　幸せな毎日だった。

			　排(はい)卵(らん)周期が普人の三倍以上であることに加えて禁欲を課すエルフとは異なり、夫妻が子供を授(さず)かるのにそれほど時間はかからなかった。

			　産まれた子の肌の色は両親と同じ褐(かつ)色(しよく)だが、もちろんそこに落(らく)胆(たん)はない。

			「ありがとう、フローラ。僕たちの子供だ」

			「コルト……ふふ。そんなにしては可哀想(かわいそう)よ」

			　涙を流しながら赤子を抱きしめる夫に、同じく涙を流しながら妻が力なく微笑(ほほえ)みかける。

			「名前は……」

			「ああ、女の子だからね。ルーラ。ルーラだ」

			「ルーラ……よろしくね」

			　横に寝かせられた小さな赤子を愛おしそうに撫(な)でる妻を、夫は優しい眼差しで見つめていた。

			 

		

	
		
			少女の選ぶ道

		

	
		
			　それは、まるで絡み付く蛇(へび)のようだった。

			　しかし、その蛇(へび)に爬(は)虫(ちゆう)類(るい)の冷たさはなく、むしろ焼き鏝(ごて)のような熱さを持っていた。

			　

			　――なんで、いや、いやだよ、こんなの……！

			　

			　少女は叫ぶが、絡み付く蛇(へび)はその拘(こう)束(そく)を解こうとしない。

			　どれだけの時間もがいただろうか。

			　どれだけの抵抗を試みただろうか。

			　不意に蛇(へび)が消えた。

			　わずかな安(あん)堵(ど)。

			　その直後に、呼吸が止まる。

			　首を圧迫するものがある。それを確かめようと歯を食いしばりながら目を開けると、血のように赤い二つの目があった。

			　その瞳(ひとみ)が放つのは、怒(ど)気(き)、憎悪、殺意。

			　

			　――ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……。

			　

			　言いたいのに、苦しくて言葉を発することができない。

			　

			　――わざとじゃない。

			　――殺したかったんじゃない。

			　――ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい――

			　

			　死にたくない。

			　どうしてそう思ってしまったのだろう。

			　いや、死にたくないという気持ちよりも先に彼女を襲ったのは、怖いという単純な感情。

			　

			　――怖い、怖い、怖い怖い怖い――

			　

			　彼女は逃げた。

			　ただがむしゃらに、行く先も足元も何も見ずに、ただ駆け抜けた。

			　後ろを見れば、すぐそこにあの真っ赤な目が睨(にら)みつけている。

			　蛇(へび)から、赤い目から、恐怖から……彼女は全てから逃げたかった。逃げようとした。

			　逃げて、逃げて、逃げて――

			　

			「――っ!!」

			　目を覚ますと、そこは見慣れた風景だった。

			　部屋中のあちこちに、乱雑に重ねられた書物。

			　窓のカーテンから差し込む光は、室内に舞う埃(ほこり)の多さをまざまざと見せつける。

			「夢……寝ちゃってたんだ」

			　少女は呟(つぶや)く。

			　そこでようやく安心したように、小さく息を吐いて胸を撫(な)で下ろした。

			　明るさから考えて、今は夜が明けたばかりという頃だろうか。

			　しかし、彼女がいるのはベッドではなく机の椅子。

			　一度身体を大きく伸ばして全身の凝りを解すと、少女はのっそりと立ち上がる。

			　ぼりぼりと頭を掻くとフケが飛び、散乱した書物や研究書に新しい層ができた。

			　彼女はそんなことに微(み)塵(じん)も興味がないようで、別の部屋に備わった洗面台の前に移動する。

			　蛇口に魔力を送ると、内部の結石が反応して水を汲(く)み上げる。

			　その水を手で掬(すく)いばしゃばしゃと顔を洗った彼女は、タオルを使うでもなく着ている服の袖(そで)でごしごしと顔を拭(ぬぐ)った。

			　洗面台に設置された鏡は、幾重にも重なった水(みず)垢(あか)で少女の顔を映すことはない。

			　だが、彼女にとって、それはむしろ好都合だった。

			　手まで覆(おお)うボロボロの長袖(そで)に、引きずるようなズボン。

			　そして、伸ばしっぱなしの髪は顔のほとんどを覆(おお)い隠し、端から見れば毛の塊(かたまり)が動いているように見えるかもしれない。

			　それもこれも、全て彼女が自分の容姿を嫌っているからだ。

			　

			　ともあれ、のそのそと動いた彼女は元いた部屋に戻り、筐(きよう)体(たい)の取っ手に手をかける。

			　この筐(きよう)体(たい)は、彼女が作り出した時空魔術によって、内部の時間の流れが止まっている代物。

			　前回の食事から20時間以上が経過しているため、食事をとろうとした。

			「あ……」

			　しかし、食料だったはずのものは、赤や緑、黒など色とりどりの物体と化していた。

			　異(い)臭(しゆう)が広がり、少女は咄(とつ)嗟(さ)に筐(きよう)体(たい)を閉じる。

			　鼻をつまみながら溜(ため)息(いき)を一つ。

			「また失敗……？」

			　彼女の記憶では、昨日までは確実に機能していた。

			　何が悪かったのか。なぜこうなったのか。

			　考えているうちにどうしようもないくらいに空(くう)腹(ふく)を感じて、少女は食糧補給のために活動を再開した。

			　向かった先は、箪(たん)笥(す)……の前にこんもりと積み上げられた布の山。

			　しばらくその山を眺めていた少女は、やがて山の底に腕を突っ込み、逆の手で山の頂上を押さえる。

			　そして、一回転。

			　天辺に現れた布……服を掴(つか)み、少女は着替えを始めた。

			　残念なことに、下着までもが布の山に含まれている始末だった。

			　着替えを終えた少女は、ドアの脇に立つポールハンガーに掛けられたローブを纏(まと)い、ドアの鍵(かぎ)を開ける。

			　幸いなことに通路に人影はなく、そのことを確認した少女は小さく息を吐いた。

			　彼女が住んでいるのは、ミスリレージュ王国にある魔法ギルドの総本山、その研究棟にある一室だ。

			　研究棟は、魔法ギルドの教育機関の卒業に際し優秀な研究結果を発表した者や、教育機関を経ずとも野で成功している魔術師が、ギルドに請(こ)われて研究室を構える場所となっている。

			　そして、彼女は後者だった。

			　招かれた歳は十四歳。当然、最年少の住人であり、紛(まぎ)れもない天才である。

			　研究棟から本館に渡り、向かった先は食堂。

			　早朝ということで人は少ないが、それでも食事をする学生をちらほらと見かける。

			　少女はフードを深くかぶり、俯(うつむ)くようにしてカウンターに向かう。

			　それでも感じる不(ぶ)躾(しつけ)な視線に、少女は眉(み)間(けん)に深い皺(しわ)を刻んだ。

			「いつもの……」

			「……」

			　カウンターに立つ女性従業員は眉(まゆ)を顰(ひそ)め、刺すような視線を送るだけで返答はしない。

			　やがてパンと惣(そう)菜(ざい)の詰まった袋と籠(かご)がカウンターに置かれ、少女はそれを無言で受け取り食堂を後にした。

			　代金を払うことはない。

			　衣食住の保障。それが、彼女が魔法ギルドに籍(せき)を置く上で提示された条件の一つだったからだ。

			　人目を避けるように研究棟の自室に戻り、惣(そう)菜(ざい)をパンに挿んで齧(かじ)り付く。

			　まるで昨夜に作られたような冷たさと硬さだったが、気にしない。

			　がちがちのパンは部屋にある火の結石を用いたトースターで焼くこともできるが、トースターどころか台所全てが埃(ほこり)に塗(まみ)れているため、試す気にもならない。

			　何とか噛(か)み砕(くだ)いて食事を終えると、少女は前掛け代わりにしていたローブをハンガーにかけてから、机に向かった。

			　考察、実験、観察、調査。

			　研究とはこの繰り返しである。

			　彼女が今回行うのは、筐(きよう)体(たい)の調査。

			　まず行うのは、何日の間、時間を止めることができていたのかを調べるために、記録を掘り出すこと。

			　そして、経過時間にそぐわないほどのカビが発生した原因を考えるために、カビがどの程度食料を覆(おお)っていたのかを確認する。

			　彼女の研究対象は時空魔術。

			　時間逆行だ。

			　本来、禁術扱いとなっている空間魔術と時空魔術（総じて古代魔術）だが、魔法ギルドの監視・管理対象のもと、公認となっている使い手が二人いる。

			　その一人が彼女であり、幼い少女が格別の待(たい)遇(ぐう)で魔法ギルドに招かれた理由でもあった。

			　魔法ギルドは、悪用されれば甚(じん)大(だい)な被害が予想され、火を消すには水を、というような対処方法さえ確立されていない魔術を禁術と指定。発見者並びに使用者を監視・管理対象として保護観察下に置いた。

			　そして、それを拒否した場合には実力を以ってこれを封(ふう)印(いん)する。それが、魔術の研究と研(けん)鑽(さん)を宗とする魔法ギルドが、争いの種を生まぬよう自らに課した義務の一つだった。

			　彼女としても、衣食住の保障だけでなく禁書の閲(えつ)覧(らん)許可を得られるというギルドからの提案は渡りに船だった。

			　たとえそれが、監視と管理が目的だと分かっていても。

			「こんなもんかな……」

			　調査の後に考察を終えた少女は、実験を始めようと机の引き出しを漁(あさ)る。

			　一段目、二段目、三段目。

			　何度引き出しを開けて確認しても、目的の品物……触(しよく)媒(ばい)は見当たらない。

			　魔術を発動させる方法は主に二通りある。

			　一つは呪文を詠(えい)唱(しよう)し、魔力を消費して発動させる方法。

			　たいていの魔術師や、魔術にあまり関わらない者たちにとってはこれこそが魔術であり、彼らは既(き)存(ぞん)の呪文が記載された教本を読み、暗記することを魔術の習得としている。

			　そしてもう一つが、触(しよく)媒(ばい)による発動だ。

			　こちらは前述の方法よりも複雑で、触(しよく)媒(ばい)に魔力を通して「触(しよく)媒(ばい)が司(つかさど)る力」を発揮させ、現れた魔法陣の術式を正確に読み取り、呪文に起こすことで魔術を発動させる。

			　この方法は触(しよく)媒(ばい)の持つ能力の根源を理解し、その力をより効率よく強力に引き出すための実験を行うという、膨(ぼう)大(だい)な魔力と緻(ち)密(みつ)な魔力操作の技術が必要となるため、世間一般には浸(しん)透(とう)していない。

			　後者の研究について『未(み)踏(とう)の域に踏み込む知的好奇心への刺激と、新たな魔術を発見した時の興奮と達成感は筆(ひつ)舌(ぜつ)に尽くし難い』とかつての魔術師は書物に残した。しかし、時代が進むにつれ、研究範囲があまりにも深く、広大になりすぎたため、魔術師でも既(き)存(ぞん)の呪文の改善や改造を主にするものが多くなり、触(しよく)媒(ばい)を用いた研究を行う者はこの魔法ギルド総本山の研究棟においても数えるほどしかいないのが現状だった。

			　ちなみに、三つ目の魔術を発動する方法として、自分の魔力を暴走させるというものがある。しかし、これは所(しよ)詮(せん)暴走でしかなく、形の定まらない力の奔(ほん)流(りゆう)は、他者はおろか自分の身さえも危険に曝(さら)してしまうため、まず体内の魔力を本能的に律してしまう魔術師にとっては、不可能に近い行為だった。

			　何はともあれ、今までにない魔術を生み出すには、触(しよく)媒(ばい)がなければ話にならない。

			「……はぁ」

			　少女は宙を仰(あお)ぎ、溜(ため)息(いき)を吐く。

			　着替えたままだったのは不幸中の幸いだったと、無理矢理、前向きに考えながら席を立った彼女は、革(かわ)靴(ぐつ)をブーツに履(は)き替えてマントを羽織り、先端に赤い結晶の付いた杖(つえ)を持って準備を整えた。

			　そうして廊下に出た少女は、圧力を感じて息苦しさを覚えた。

			　圧力の正体は、廊下にいた人々の視線。

			　咄(とつ)嗟(さ)に俯(うつむ)いて足を進めようとした少女に、その行動を制するように声がかかる。

			「ルーラ嬢」

			　少女……ルーラは立ち止まり、ちらりと覗き見るように声の主を見る。

			　声をかけてきたのは、学生の先頭に立つ男だろう。

			　長いヒゲと縁の広い帽子から白髪を見せる、まさに魔術師然とした男性は、ルーラに笑顔を向ける。

			　年齢の妙というべきか、その笑みに含まれる感情をルーラは捉(とら)えかねていたが、周囲の学生たちの視線は負の感情をまるで隠そうとしていなかった。

			「これから講習会を行おうと思っているのだが、是(ぜ)非(ひ)、参加してくださらんか」

			「……出かけるから、無理」

			　そう言って立ち去ろうとするルーラに我慢ができなくなったのだろう。

			「ヘロニモ様がお誘いくださったのを無(む)下(げ)にする気か!?」

			　その言葉の援護が彼女を叱(しつ)責(せき)するとともに、学生たちの感情をよりはっきりと露わにする。

			（別に……約束してたわけじゃないのに）

			　そこまで非難される謂(いわ)れはない。

			　そう思っても、ルーラは何も言わず再び歩き出した。

			　後ろで何かが聞こえたが、聞こえなかったことにする。

			（だからあいつらと関わるのはいやなんだ）

			　愚(おろ)かなダークエルフ。未(み)踏(とう)の地に踏み込んだ天才。才能を笠(かさ)に着て、傍(ぼう)若(じやく)無(ぶ)人(じん)に振る舞う傲(ごう)慢(まん)な奴。

			　嫉(しつ)妬(と)や羨(せん)望(ぼう)、嫌(けん)忌(き)や憎悪……様々な感情を抱いても、自分が劣っていると思えば手を出さない。口を出さない。

			　そのくせ、自分が偉くなったわけでもないのに、強者の下についた途端、他人の威(い)を借りて平気で人を見下す。手を出す。口を出す。

			（嫌い……嫌い嫌い嫌い嫌い！）

			　フードを深く被り、廊下の絨(じゆう)毯(たん)を蹴(け)ってルーラは外へと急いだ。

			　幸い、今回ギルドの購買で買えない素材で必要となる触(しよく)媒(ばい)は、鋸(のこぎり)状(じよう)の爪(つめ)や角をもつ巨大な黒犬、コルソーブ・グエストの鎖(くさり)のような尻尾(しつぽ)だけ。

			　ルーラは採取に出かける前に、ギルドの掲示板でコルソーブ・グエストの討(とう)伐(ばつ)・採取依頼が出ていないかを確認した。

			　コルソーブ・グエストは強力な魔物で、特にその素早さは魔術師にとって天敵と言えるほど相性が悪い。よって、魔術師がかの魔物を討(とう)伐(ばつ)するには、連合ギルドに依頼を出して傭(よう)兵(へい)ギルドの協力を得なければならない。

			　しかし、自ら進んで傭(よう)兵(へい)ギルド員と徒党を組む魔法ギルド員もいるにはいるが、彼らを荒事を好む乱暴者と蔑(さげす)み、屈(くつ)強(きよう)な肉体に羨(せん)望(ぼう)混じりの嫉(しつ)妬(と)を向け、関わろうとしない者が大半を占めているのが現状だ。

			　そんないがみ合いもあり、コルソーブ・グエストの討(とう)伐(ばつ)・採取依頼を出す魔術師はほとんどどいない。

			　傭(よう)兵(へい)ギルドからすれば、コルソーブ・グエストの討(とう)伐(ばつ)で得られる素材は、下位互換のような魔物であるボ・グエストとほぼ同じ。加えて彼女の求めている鎖(くさり)のような尻尾は、金属で作った鎖(くさり)の方が修(しゆう)繕(ぜん)・改修などの面で優れているため、わざわざ強敵であるコルソーブ・グエストに挑む傭(よう)兵(へい)ギルド員は皆(かい)無(む)に等しかった。

			　そう理解していても、討(とう)伐(ばつ)や採取の依頼が出ていたり、それを誰かが受けて鉢(はち)合わせしたりすれば、面倒なことになりかねない。

			　それを嫌ったルーラは二・三度繰り返し探してみたが、それらの依頼表は見当たらなかった。

			（……よかった）

			　これで、人目を気にせず狩りに集中することができる。

			　そう安(あん)堵(ど)の溜(ため)息(いき)を吐いたルーラは、そのまま魔法ギルドを後にした。

			　街を出たルーラは、そのままオプス平原を抜けてリール渓谷に入る。

			　優れた魔術師である彼女にとって、食料や水、火を得るのに苦労はない。

			　むしろ研究のことさえなければ、一人で山にでも篭(こも)ろうと考えるほどだ。

			　朝になれば風の結界を解いて歩みを進め、喉が渇(かわ)けば水を飲み、木の実や狩った動物の肉を焼いて食べ、空(くう)腹(ふく)を満たしたところで歩き出す。

			　そうして夜が来れば風の結界を施して眠りにつき、朝になれば結界を解いて歩みを進める。

			　そうした作業のような行程を経て渓谷を登りきると、背の低い木々や所々で赤茶色の地面が露出するリール高山地域に突入した。

			　コルソーブ・グエストの生活圏に入ったことを確認して、ルーラは一応気を引き締めた。

			　一応というのは、ここには何度も訪れているからだ。

			　風の結界こそ張れるものの、魔力の供給維持が不得手な彼女は、結界を張りながら移動することができない。

			　そのため、いつでも迎撃態勢に入れるよう杖(つえ)を構えながら、慎重に歩みを進めていく。

			　大型の鳥の魔物ミスリアルグレイフォスや、リールパララという毒を撒(ま)く植物を避けながら進んでいると、視界の先、突き出した岩の上に寝転ぶコルソーブ・グエストの姿を見つけた。

			　先に発見されたとしても問題はないが、不意を突くに越したことはない。

			「――掴(つか)み、捉(とら)え、縛(しば)れ」

			　ルーラは呟(つぶや)くように言葉を紡(つむ)ぐ。

			　その言葉は、禁書から読み解いた空間魔術の一つ。

			「――其は罰(ばつ)に非(あら)ず。其は憎しみに非(あら)ず。ただ君がための束(そく)縛(ばく)――」

			　ルーラは手を伸ばし、コルソーブ・グエストに向ける。

			　対象の指定――完了。

			「――ラプレイス・レージング！」

			　文を結んだ直後。

			　コルソーブ・グエストの周囲にこぶし大の捩(よじ)れが生じる。

			　その異変に黒犬が気付いた頃にはすでに遅く、四方八方の捩(よじ)れから延びた何かによって身体を縛(しば)り上げられてしまう。

			　空気の歪(ゆが)みを見れば、それは鎖(くさり)の形をしていることに気付くだろう。

			　唐(とう)突(とつ)な拘(こう)束(そく)に唸り声を上げる魔物は、しかし身動きが取れずに苛(いら)立(だ)ちを募(つの)らせていく。

			　魔術の効果を知るルーラは、涎(よだれ)を撒(ま)き散らしながら牙(きば)を剥(む)き出しにする魔物に警戒する素振りも見せず、悠々と近づいていく。

			　ぎろりとルーラを睨(にら)む魔物。その瞳(ひとみ)に宿るのは、剥(む)き出しにされた憎悪と害(がい)意(い)。

			（……結局、人も魔物も一緒じゃない）

			　ルーラは杖(つえ)を魔物に向ける。

			　わざわざ近づいたのは、距離による魔力消費量の変化を抑えたかったのと、目測による魔術発動位置の誤差を最小限にして、尻尾以外の部位もより良い状態で確保することを望んだからだ。

			　ともあれ、あとは風の魔術で喉を裂き、水の魔術で迅(じん)速(そく)に血を抜いて殺すだけ。

			「――、っ!?」

			　呪文を唱えようとしたルーラは、不意に周囲が暗くなったことに驚いて、咄(とつ)嗟(さ)に辺りを警戒する。

			　そして彼女は〝それ〟を見つけた。

			　上空を舞う、うねる十字架。

			（竜……!?）

			　ルーラは逡(しゆん)巡(じゆん)する。

			　今すぐに迎撃すべきか。

			　あるいは、本来の目的……コルソーブ・グエストの尻尾を回収して逃げに徹するか。

			　欲が出た。

			　後に、彼女はそう振り返る。

			　慢(まん)心(しん)もあったのだろう。

			　他に類を見ない魔術の才覚と、重ねてきた努力に。

			　だが、それ以上に彼女の選択を左右していたのは、先ほどの魔物の目……そこに宿る感情に刺激された不満や苛(いら)立(だ)ちだったのだが、そのことに彼女は気付かない。

			「――弓を持て」

			　杖(つえ)を掲(かか)げ、上空の敵に照準を合わせる。

			　火竜とは言え、一匹。

			　気付かれていない今のうちに、水の魔術を軸(じく)に全力で叩き込む。

			　もし打ち損じたとしても、近づいてきた時にラプレイス・レージングを使えばいい。

			「――張る下(か)弦(げん)に滴(したた)る雫(しずく)は、死者への弔(ちよう)辞(じ)」

			　ルーラは詠(えい)唱(しよう)を開始。体内の魔力が活性化していくのだった――

			　

			　空気が弾ける音がした。

			「っ……!!」

			　跳ねるように飛び起きて、ルーラは周囲に目を遣る。

			　しかし、そこに脅(きよう)威(い)となる姿はなく、音に驚いて慌てて逃げる兎(うさぎ)の後ろ姿が見えただけだった。

			「……はぁ」

			　風の結界は、範囲内の空気や音を外部に漏らすのを防ぐ他、侵入する者がいた場合に炸(さく)裂(れつ)音によって術者に知らせる機能を持つ。

			　しかし、それは本来魔物や盗(とう)賊(ぞく)などのならず者に対する反応であって、兎(うさぎ)や小鳥などの小動物に反応するものではない。

			　この誤作動に原因があるとすれば、それは自分の精神状態だろうとルーラは分(ぶん)析(せき)する。

			　事実、火竜に追い詰められ、恐怖を感じていた彼女の過(か)剰(じよう)な防衛本能が〝何物も近づけたくない〟と無意識に余計な設定を加えていた。

			　冷静に判断しながらも苛(いら)立(だ)ちを覚えたルーラは、移動を再開することにした。

			　この場に留まっていても、先ほどの音を聞いた魔物がやって来ないとは限らないからだ。

			「つっ……！」

			　立ち上がると足首に激痛が走り、嫌な寒気を感じた。

			　逃げていた時に、足首をくじいてしまったらしい。

			（……こんなことなら、回復魔術も勉強しとくんだった……）

			　それこそ、後悔先に立たずというもの。

			　今考えても仕方ないと諦(あきら)め、ルーラは杖(つえ)を支えにしながら移動を始めた。

			　火竜との戦いは、完全にルーラが主導権を握っていた。

			　翼を破壊するには至らなかったものの、火竜はそこかしこから血を流し、怒りの中にも怯(おび)えのようなものをルーラに向けていた。

			　しかし、不意にルーラの足元が揺らいだ。

			　何かの魔術かと勘(かん)繰(ぐ)った彼女だが、すぐに事態は収まり、気のせいだと判断した。

			　しかし、それは勘違いではなかった。

			　偏(かたよ)った食事による栄養不足。

			　体力不足の身で重ねた旅路。

			　そこに溜まっていた精神的疲労が重なり、ルーラは断続的に身体の自由を失っていった。

			　そこに来て、もう一体の火竜が現れる。

			　結局、本来の目的である尻尾を取り損ねたわけだが、五体満足で逃げ切れただけでも幸運だった。

			　そんなわけで、彼女はミスリレージュへと向かうため、森の中を歩いていた。

			　森を出れば街道があり、少し道を変えれば近くに村もある。

			　街道に出れば、行商やギルド員と出会えるかもしれない。

			　村に行けば、足を治すには至らずとも宿がある。

			　しかし、そんな当たり前の選択肢が彼女にはなかった。

			　彼女は、忌(い)み嫌われるダークエルフだ。

			　誰が敵で、誰が裏切り、誰が命を狙ってくるか分かったものじゃない。

			　それが、家を出た彼女が知った、この世界の現実だった。

			　その点、魔法ギルドは良かった。

			　彼女に利用価値があるうちは、手を出さないと分かっているから。

			　だが、彼女は理解していた。

			　魔法ギルドは、彼女にとって安心できる場所ではないということを。

			　それでも良かった。

			　何を利用しても、彼女には果たしたい目的があったから。

			（……見えた）

			　それは、高く聳(そび)えるレージュ連(れん)峰(ぽう)に生えるクリスタルのような、王の住む城。

			　魔法ギルドを抱え、魔術の粋を集めたミスリレージュ王国の王都だ。

			　ルーラは、休むよりもまず魔法ギルドで依頼を出そうと考えた。

			　依頼はもちろん、コルソーブ・グエストの尻尾の採取。

			　今のルーラにとって最優先なのは回復魔術の習得であり、その間に誰かが取って来てくれれば最も効率がいいと考えた。

			　個人名を出さずに魔法ギルドとして依頼を出すようにすれば、保護する側のギルドが勝手に気を遣ってくれるため、ダークエルフだからと下手な工作をされることはない。

			　しかし、回復魔術は違う。

			　ずっと昔のことではあるが、怪(け)我(が)を負ったルーラがラトヴェスター教会の教会堂に治(ち)療(りよう)を求めて訪れたことがあった。

			　ギルド連合の支部や本部でも治(ち)療(りよう)を受けることができるが、それはギルドに所属する者に限られ、この時の彼女は所属する年齢に達していなかった。

			　年齢に達していなくとも所属できる場合もあるが、この時の実力ではそれも叶わなかっただろう。

			　それに対して、寄付という形ではあるが、料金を払いさえすれば教徒が回復魔術で治(ち)療(りよう)を施してくれる。そのことを耳にしたルーラは、当時酷(ひど)く消(しよう)耗(もう)しており、藁(わら)にも縋(すが)る思いで教会を訪れた。

			　しかし、そんな彼女を待っていたのは、回復魔術ではなく攻撃魔術だった。

			　ダークエルフはかつて、その知識欲の赴(おもむ)くままに世界樹を攻撃したことがあると言い伝えられていた。

			　それは、世界樹を信(しん)奉(ぽう)するラトヴェスター教にとって、禁(きん)忌(き)以外の何物でもない。

			　だからこそ、それまでと同じような扱いを受けるかと恐れていたルーラだったが、彼女を迎えた教徒の朗(ほが)らかな笑みを見て安心した。

			　だが、施(せ)術(じゆつ)すると言って教徒が始めたのは、攻撃呪文の詠(えい)唱(しよう)。

			　それまで笑顔だった教徒が、それまで幾度も見て、曝(さら)されてきた敵意以上の害(がい)意(い)……殺意を剥(む)き出しにしたことが、ルーラは恐ろしかった。

			　人は、笑顔の裏にこんなに怖い物を隠すことができる。

			　その事実が、彼女を打ちのめした。

			　明確な敵意や殺意にばかり曝(さら)されてきた彼女だが、この恐ろしい可能性を知ることによってこの世界は心を許せる者などいない地獄となった。

			　件(くだん)の教徒はルーラを見た目で侮(あなど)っていたようだが、もし知らない攻撃呪文だったらと思うと今でも怖(おぞ)気(け)が走る。

			　それ以来、彼女が他者の治(ち)療(りよう)を受けたことはない。

			　そのすぐ後に回復魔術(ヒール)を習得しようと考えたものの、当時は覚えることができず、幸か不幸か治(ち)療(りよう)が必然になる怪(け)我(が)を負ったことはなく、今に至る。

			　それだけ彼女の才能と努力が優れていたという証だが、今回はそれらが災(わざわ)いした。

			　激痛と寒気を我慢しながらギルドの受付に依頼作成の申(しん)請(せい)をし、図書館に行って回復魔術の教本を借りる。

			　その足で食堂に向かい、食料を確保したルーラは再び自室に引き籠(こも)った。

			　ベッドが本で埋まっていたことや、泥や汗を落としてくるべきだったとほんの少し後悔したが、すぐに面倒くさいと切り捨てる。

			　足の痛みを我慢しながら椅子に座り、彼女は本の表紙を捲(めく)った。

			　

			　それから、二日が経過しようとしていた。

			　依然としてルーラは回復魔術を習得できておらず、彼女にとってそれは完全に誤算だった。

			　どうやら、自分には回復魔術の適性がまるっきりないらしい。

			　四属性、全てを操ることができる彼女の詠(えい)唱(しよう)に反応しないのだから、そう判断するしかない。

			　そうして諦(あきら)めると同時に、堰(せき)を切ったかのように押し寄せた眩暈(めまい)と吐き気によって彼女は倒れた。

			　怪(け)我(が)を押して勉強していたのが不(ま)味(ず)かったのだろう。

			　ルーラは、机に突っ伏すように意識を失った。

			　

			　蛇(へび)が迫る。

			　何度経験しても慣れることができない、逃げることができない苦しみがルーラを襲う。

			　

			　――ごめんなさい。

			　

			　彼女は叫ぶ。

			　

			　――ごめんなさい、お父さん。

			　

			　涙と苦しみで顔をぐしゃぐしゃにしながら、歎(たん)願(がん)するように許しを請(こ)う。

			　

			　――ごめんなさい、お母さん。

			　

			　それでも、彼女を押し潰そうとする苦しみは止まない。

			　死ぬまで許さない。

			　その言葉通りに増していく圧力に、ルーラは呼吸さえできなくなり――

			　圧力が、不意に緩(ゆる)んだ。

			　歌。

			　そう、歌だ。

			　微かに聞こえる歌声が、まるで光のようにルーラを包む。

			　優しく、守るように。

			　懐かしい気がした。

			　安心できる声音。

			　心が穏やかでいられる空間。それはまるで母に抱かれているようであり――

			「おかあ……さん……？」

			　ぼやけるルーラの視界に、人影が映った。

			　歌声は止み、人影は振り返る。

			　その人物は、母のように長い耳を持っていた。

			　

			　――許して、くれたの？

			　

			　その思いが言葉になる寸前、彼女は気付く。

			　視界に映るその人物は、確かに母と同じ長い耳を持っている。

			　しかし、母とは決定的な違いがあった。

			　白い肌。

			　母と同じ耳を持ち、白い肌をした者。

			　それはつまり、エルフかハーフエルフ。いや、その長さはハーフエルフのような中途半端な長さではない。

			　つまり、エルフ。敵だ。

			「っ――我に仇(あだ)成(な)す」

			　そう判断するや否や、ルーラは飛び起きて詠(えい)唱(しよう)を開始。

			　だが、

			「はいストップ」

			「あうっ」

			　頭を小突かれ、詠(えい)唱(しよう)は中断させられた。

			　痛みはなく、まるで絹(きぬ)の塊(かたまり)で押されたような感触なのに、まったく行動が見えなかった。

			　驚きで思考が鈍るルーラは、ただぼんやりと目の前の人物を眺めた。

			　白い肌に、輝くような金色の髪。大きな瞳(ひとみ)は海のように深い青い色をしていて、吸い込まれそうな引力があった。

			　敵。

			　そう思っていたはずなのに、その美しさに見(み)蕩(と)れてしまう。

			「元気になったのはいいけど、もうちょっとじっとしてなさい」

			　そう言って、ほとんど歳は変わらないように見える少女はルーラから離れて行った。

			　その姿を目で追っているうちに、ルーラは奇妙な違和感を覚えた。

			　それは見知っている空気なはずなのに、まるで別の場所にいるような感覚。

			　そして、すぐ後にその正体に気付く。

			　あれだけ踏み場もないほど物が散乱し、埃(ほこり)に塗(まみ)れていた寝室。その汚部屋が、見事に整(せい)頓(とん)されて人の住む環境になっていた。

			（フローリング……久しぶりに見た）

			　そんな感想を抱いた直後、ブンブンと首を振って気持ちを切り替える。

			　物音を立てないようにベッドから降りたルーラは、脇に置かれていた杖(つえ)を握りしめる。

			　少女が向かった台所や洗面台のある部屋から距離をとるように、寝室の隅(すみ)に移動する。

			　距離さえあれば迎撃できる。そう判断しての行動だった。

			　しかし、

			「そんなに警戒しなくても、何もしないって」

			「!?」

			　ドアは閉まっているはずなのに、ドア越しにそんな声が聞こえた。

			　部屋を見回しても、何か特別な道具や魔術が発動しているようには見えない。

			　訳が分からないと混乱するルーラが、ドアの開く音にビクついてしまったのは不可抗力というものだろう。

			「おまたせ。ほら、座って」

			　少女が手にしていたのは、料理が盛られたお皿の載ったトレイだった。

			　状況が飲み込めずに目を瞬(またた)かせたルーラは、今さらのように部屋に広がる香りに気付いた。

			　視野が広がったことで少女の行動をなんとなくでも理解したルーラだが、料理と少女を交互に見ながらも、一向に部屋の隅(すみ)から動こうとしない。

			　埒(らち)が明かないと思ったのだろう。

			　苦笑を浮かべたエルフの少女は、トレイを本の山の上に載せて料理に手を伸ばした。

			　パンを千切って口に含み、野菜のサラダを摘まんで食べ、スープを掬(すく)って呑み込む。

			　そうした後で、ルーラに向けて微笑(ほほえ)んだ。

			「ほら、毒なんて入ってないよ」

			　確かに警戒していたことの一つだが、殺すことが目的なら、そもそも目覚めていないだろう。

			　その程度の冷静さは取り戻しているルーラだが、彼女が警戒を解かないのは、それ以前の問題があったからだ。

			「……誰」

			　ああ、とエルフの少女は納得したように頷(うなず)き、少しだけ考える様子を見せた。

			　だがすぐにルーラへと向き直り、お辞儀する。

			「私はイリア。貴女(あなた)に聞きたいことがあって来たの」

			　それが、ダークエルフの少女ルーラとエルフの少女イリアの出会いだった。
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			　イリアがその依頼に目を留めたのは、収集する素材が珍しい物だったからだ。

			　その採取対象は、コルソーブ・グエストの尻尾。

			　取り回しや修復可能であることなど、鎖(くさり)そのものとしては金属で造られた物の方が上。強度や魔素浸(しん)透(とう)力(りよく)で言えばボ・グエストという近縁種の尻尾の方が有用で、生活圏も同大陸内にあるため、わざわざコルソーブ・グエストを指定していることに違和感を覚えた。

			「あのー」

			「は、はい！」

			　掲示板の近くにいたギルド連合支部の受付嬢に声をかけると、イリアとさほど歳は変わらないであろう少女がビクつく。

			　その態度には反応せず、イリアは件(くだん)の依頼表を手に取って受付嬢にその内容を示した。

			「この依頼の依頼主って、教えてもらうことはできますか？」

			「しょ、少々お待ちくださひっ」

			「あ、ゆっくりでいいですよー」

			　ふりふりと手を振って急ぎでないことを示すと、少女は顔を真っ赤にして裏に引っ込んでいった。

			　結界のおかげで、呪いのような能力が誰彼かまわず魅(み)了(りよう)してしまう危険はない。

			　しかし、彼女の出自であるエルフは半ば伝説上の種族と思われるほど人前に姿を見せず、また種族全体が美しい容姿をしているため、どうしても人目は引いてしまう。

			　周囲の視線が鬱(うつ)陶(とう)しくなったイリアが頭に乗せていた仮面を被ろうとした時、ちょうど受付の少女が戻ってきた。

			「お待たせしました……」

			　見るからにしょんぼりとした様子の少女は、俯(うつむ)き気味のまま窺(うかが)うようにイリアを見る。

			　ビクつきながら上目づかいでこちらを見る様子が怯(おび)える小動物のようで、イリアは愛らしさを感じながらも申し訳なさを覚えた。

			「その……ミスリレージュの魔法ギルドが依頼を出したということは分かったのですが……」

			「ありがとうございます。それだけ教えていただければ十分です」

			　そう言って、イリアはできるだけ爽(さわ)やかな笑顔を浮かべる。

			　すると、受付の少女は曇らせていた表情をぱあっと明るくしたが、すぐに真っ赤になって俯(うつむ)いてしまった。

			　見ていて目の保養になるが、このままでは少女のためにならないだろう。

			　そう判断したイリアは、取りあえず依頼を受けることにした。

			「受注登録をお願いします」

			「は、はいっ！」

			　どこかたどたどしい手つきが新人であることを如実に物語っていたが、それを微笑(ほほえ)ましく思うことはあっても、不快に思うイリアではない。

			　むしろ見られていてはやりにくいだろう、とわざと顔を背(そむ)け、先ほどの依頼について考えることにした。

			　依頼が貼られたのはつい先ほど。

			　掲示板を見ていたイリアのすぐ横に貼られたため、それを目で追って見つけたのが切っ掛けだったのだから、そこに間違いはない。

			　作成された依頼の内容は、世界中に根を張る世界樹の魔力を経由して、作成したギルド連合から一日と経たずに世界中のギルド連合本部・支部に送られる。そのため、作成から張り出されるまでの時間的な差異はほとんどなく、今彼女が受けようとしている依頼は魔法ギルドがつい先ほど作成したもの、ということになる。

			　ちなみに世界樹が利用されていることを含め、その技術を知っているのはギルド連合総本部の重役と各ギルドのトップクラスに限られる。その事実が発覚すれば技術を要求する国家が現れることや、世界樹を穢(けが)す行為だと教会が糾(きゆう)弾(だん)するのは目に見えているのだから、この秘(ひ)匿(とく)は当然と言えた。

			（魔法ギルド……か）

			　魔法ギルドが依頼を出すことは珍しいことではない。

			　大量の素材を確保するための依頼や、災害指定の魔物等の強力な個体の部位を必要とする場合、やみくもな討伐によって希望する部位を損失してしまわないよう依頼の優先順位を上げるために、ギルドの名義で依頼を出すことがある。

			　ただ、今回の依頼は内容が腑(ふ)に落ちなかった。

			　まず、ミスリレージュという魔法ギルドの総本山から遠く離れたこの地にまで、広く依頼の受注者を受け付けていること。何より、コルソーブ・グエストの尻尾は、通常、魔術の媒(ばい)介(かい)には使われないことを彼女は知っていたからだ。

			（……尻尾の効果を知っていて、それを利用する、とか……？）

			　コルソーブ・グエストの尻尾は、捕らえたものの変化を止める効果がある。

			　それは本来、獲物の少ない地域で過ごす彼らが食料を保存しておくための機能だが、これを根源として言い換えると〝限定的な時間の停止〟となる。

			　時間の停止。

			　それは時空魔術の概(がい)念(ねん)のひとつ。

			　現在・過去・未来以外の時間の概(がい)念(ねん)が薄いこの世界では、尻尾の効果を知っているだけでは時空魔術まで思い至ることはできないだろう。

			　だが、魔法ギルドであれば、ない話ではない。

			（時空魔術を研究してる魔法ギルドの人なら、あれも持ってるかも）

			　そう考え、イリアは依頼の達成報告時には手近なギルド支部ではなく、直接ミスリレージュの魔法ギルドに向かうことを決めた。

			　総本山に行けば、依頼の作成申(しん)請(せい)者について詳しいことを聞くことができるだろう。

			　加えていえば、魔法ギルドの総本山に行ってみたいと思っていたイリアには一石二鳥でもあった。

			　彼女が今後について取りあえずの方針を決めると、ちょうど受注の登録が完了した。

			「お、お待たせしました！　依頼表と登録証をお返しします！」

			「ありがとうございます」

			「き、期限が設けられていますので、ご注意ください！　ご武運を！」

			　カウンターに頭をぶつけそうな勢いでお辞儀する受付の少女に手を振りながら、イリアは支部を後にした。

			　

			　現在、彼女がいるのはパンカという共和制の国家だ。小国ながら結石に術式を書き込み、機械のような機能を持たせる技術に特化する国策で成功を収めたこの国は、街の活気一つとっても希望で溢(あふ)れているようだった。

			　だが、ここにイリアの求める技術はなかった。

			　そのせいか、街を出るイリアには何の感(かん)慨(がい)もない。

			「――エアリアルバーティ」

			　門を抜けた瞬間に飛行魔術を発動。

			　明らかに後をつけていた者や手練れの追跡者を置き去りに、イリアは瞬(またた)く間に街が拳(こぶし)よりも小さくなるほどの上空に到達した。

			「来て、アカガネ」

			　紋を念じて名を呼ぶと、空中に生じた巨大な陣が円柱を形成する。

			　すると、映像を結ぶように深(しん)紅(く)の鬣(たてがみ)を持つ黒い鷹(たか)が姿を現した。

			『お呼びですか、お嬢』

			「うん。ちょっと長い距離を移動するから、乗せてもらいたいなって」

			『是(ぜ)非(ひ)もなく』

			　羽ばたいて滞(たい)空(くう)していた鷹(たか)は、ぐるりと旋回してイリアの足もとに移動する。

			　その相変わらずの行動の速さに、イリアはお嬢呼ばわりを正すタイミングを失ってしまい、苦笑気味に溜息を吐いた。

			　そんな彼女がその太い首に跨(またが)るや否や、巨大な鷹(たか)はさらに高く飛翔する。

			『どちらに？』

			「ちょっと待ってね」

			　イリアは記憶の中から世界地図を呼び出し、コルソーブ・グエストの生息地・リール高山地域の場所を探る。

			　正確な位置と方角の表示が完了して、イリアはその小さな頭の額を鷹(たか)の首に預けた。

			「伝わった？」

			『承(うけたまわ)りました』

			　言うと同時に鷹(たか)が翼を羽ばたかせると、次の瞬間には加速を始めていた。

			　イリアにダメージはないものの、伝わる慣(かん)性(せい)に似た衝(しよう)撃(げき)が、その速度の尋(じん)常(じよう)ではないことを教える。

			　実際に、地表に目を移せば、まるで激流の川を見るように景色が流れている。

			　空力制御で誘導されているはずの風がイリアの髪を靡(なび)かせている時点で、アカガネの空力制御を超えた明らかなオーバーペースだった。

			（なんか……機嫌良さそう）

			　ますます呼称の訂正を言い出す機会を失って、イリアは苦笑を零(こぼ)す。

			　しばらくの間、アカガネの首に跨(またが)ったまま戦ぐ風を楽しんでいたイリアだったが、進行速度を計算して仮眠をとっておこうと、その大きな背中に寝そべった。

			　アカガネの体毛は短いが、その深(しん)紅(く)の鬣(たてがみ)だけは一メートル以上の長さがある。

			　その上、極上の毛布のように柔らかく、火の魔力を含むために程よい温かさが眠気を促(そく)進(しん)させる。

			　鬣(たてがみ)に埋もれながら、もふもふと肌触りを堪(たん)能(のう)している間に、気付けばイリアはすやすやと眠りこけていた。

			　

			『――ょう』

			　声が聞こえて、イリアは深い眠りから覚(かく)醒(せい)する。

			『間もなく到着です、お嬢』

			「うん、ありがとう。それとごめんね、あんまり話もできなくて」

			『……たまに背に乗っていただければ、私はそれで』

			　そこで、アカガネの言葉は途切れた。

			　原因にはイリアも気付いている。

			　むしろ、彼女が気付いたからこそ、主従の契約を結ぶアカガネも察知できたのだろう。

			（火竜……二匹か）

			　竜は基本的に縄(なわ)張(ば)り意識が強く、彼女たちに用がなくとも、縄(なわ)張(ば)りに侵入した者を大人しく見過ごしてくれる可能性は低い。

			　そう予想したイリアだが、その懸(け)念(ねん)は的中した。

			　火竜の一体が飛び立ったかと思うと、地上に残った片割れが火を纏(まと)う巨大な塊(かたまり)を吐き出した。

			　アカガネは難なく巨大な火球を避けるが、その先を予測していたかのように飛来したもう一体が口から火を噴(ふ)いた。

			　今度は火球ではなく、広範囲に小さな火の玉をシャワーのように撒(ま)き散らすブレスだ。

			　アカガネは加速し、散弾の範囲から逸早く離脱する。

			「アカガネはそいつを引きつけておいて」

			『御(ぎよ)意(い)！』

			　言うが早いか、イリアはアカガネの背から飛び降りて、彼の制限をなくす。

			　アカガネの能力はどちらかと言えば移動と速度に特化しており、火竜と同じ火の属性を得意としているがゆえに、総合力で上回っていても火竜の堅(けん)固(ご)な鱗(うろこ)を破壊するほどの火力はない。

			　だが、空中の牽(けん)制(せい)と撹(かく)乱(らん)であれば、彼以上に任せられる使い魔はいない。

			　だからこそ、彼女が狙うのはもう一体……今まさに地上から羽ばたこうとしている、所々に傷が見える火竜だ。

			　周囲に人がいないかを確認する手間を疎(うと)んだイリアは、すぐに頭部由来の魅(み)了(りよう)効果を遮(しや)断(だん)する〝愚(ぐ)者(しや)の仮面〟を生成。顔を隠し、結界を解除する。

			　そして飛行魔術、エアリアルバーティを発動させた彼女は地上への落下速度をさらに加速させる。

			「邪魔っ！」

			　拳(こぶし)ではなく掌(てのひら)での叩きつけによって、わずかに宙を浮き始めていた火竜は文字通り地上に縫(ぬ)い付けられた。

			　巨大な質量の衝(しよう)突(とつ)で舞い上がる土(つち)埃(ぼこり)の中に着地したイリアは、晴れない視界のまま詠(えい)唱(しよう)を開始する。

			「――捕らえよ、彼の者を纏(まと)う怨(えん)嗟(さ)。縛(しば)れ、彼の地に眠る亡者の索(さく)漠(ばく)」

			　地上に歪(ゆが)みが生じる。

			　その歪(ゆが)みはやがて幾重にも渦を巻いて、全てが混じりあった混(こん)沌(とん)の黒が歪(ゆが)みの中央から周囲を侵(しん)食(しよく)するように広がっていく。

			　依然として晴れない土(つち)埃(ぼこり)に隠され、見えないはずの魔術の発動を感知したアカガネは、地表すれすれを滑(かつ)空(くう)。

			　巻き起こされた風で土(つち)埃(ぼこり)が飛散して、イリアの青い双(そう)眸(ぼう)は宙を舞う赤い竜を捉(とら)えた。

			「――グレイ・ラ・プレイスニル！」

			　火竜が異常な地表の黒点に気付いた時にはすでに遅く、その歪(ゆが)みから延びた紐(ひも)が火竜の四肢を、翼を、口を拘(こう)束(そく)する。それは奇(く)しくも、先にルーラがこの地で使った魔術……ラプライス・レージングの上位に位置する空間魔術だった。

			　魔力も膂(りよ)力(りよく)も封じられた火竜は、紐(ひも)に引き摺(ず)られるまま墜(つい)落(らく)。為す術(すべ)なく地表に激突した。

			　成人男性の五倍はある巨大な質量が地上に叩きつけられれば、それはかなりの衝(しよう)撃(げき)になる。

			　受け流すこともできず、衝(しよう)撃(げき)をもろに受けた火竜は昏(こん)倒(とう)し、遭(そう)遇(ぐう)からものの数秒で二体の火竜が地に伏(ふ)すこととなった。

			「……まったく」

			『止めはよろしいのですか？』

			「別にいいよ。話も聞かないで襲いかかってくるのが悪いんだから。死んだら運が悪かったってことで」

			　すぐ横に着地したアカガネの鬣(たてがみ)を、労(ねぎら)うように撫(な)でながら答える。

			　イリアが身体を覆(おお)うように結界を張り直してから仮面を外すと、アカガネは彼女が乗りやすいよう身を屈(かが)めた。

			　イリアを乗せたアカガネは再び飛翔。

			　低空を飛行してコルソーブ・グエストを探していく。

			「探知が使えれば一発なんだけどね～……」

			　自分の不(ふ)甲(が)斐(い)なさを紛(まぎ)らわせるように、イリアはアカガネの首にしがみついて頬ずりした。

			『高所とはいえ、忌(いま)々(いま)しい虫どもは多いでしょう。無理はされぬよう』

			「わかってるよ～……」

			　探知を使った場合、コルソーブ・グエストのような魔物以外にも、大小様々な生物を知覚してしまい、その中にはイリアが生理的に嫌(けん)悪(お)している虫も含まれる。

			　考えただけで鬣(たてがみ)のもふもふに癒(いや)しを求めるぐらいなのだから、直接目にした時は目も当てられない事態に陥(おちい)ることだろう。

			　そう彼女自身理解しているのだが、フォローしてくれているはずの使い魔の口調がどこか楽しんでいるように聞こえるのは、気のせいだろうか。

			　なんとなく気に入らないイリアはいっそう鬣(たてがみ)に顔を埋め、もふもふを堪(たん)能(のう)するのだった。

			　

			『お嬢、下を』

			　その声にしぶしぶ地上に視線を移したイリアは、アカガネを威(い)嚇(かく)する黒い犬のような魔物を見つけた。

			　角も特徴的だが、彼女の目を引いたのはその鎖(くさり)のような形状の尻尾。

			　イリアは細長い円(えん)錐(すい)のランスを出現させ、左手に握る。

			「アカガネ、お願い」

			『御(ぎよ)意(い)』

			　イリアの一声でアカガネは上昇。

			　そのまま縦に円を描くように弧を描き、急降下。

			　もちろん、向かう先は犬の魔物だ。

			　そしてアカガネの下降が最高速度に達したところでイリアが背中から離れ、アカガネは地表に激突する前に上昇する。

			　戦闘機から射出されたミサイルのようにランスを構えるイリアに、激突されたコルソーブ・グエストは、胴体を潰れたトマトのように圧潰させて絶命。

			　対するイリアは平然と立ち上がり、手にしていたランスを霧(む)散(さん)させた。

			　煌(こう)天(てん)穹(く)と呼ばれる神(しん)獣(じゆう)であるアカガネにとって、本来人間は他の生物と何ら変わらない有(う)象(ぞう)無(む)象(ぞう)の一種に過ぎない。

			　しかし、凄(せい)惨(さん)な血の海に佇(たたず)むイリアの姿を宿す彼の瞳(ひとみ)には、恍(こう)惚(こつ)とした光が灯(とも)っている。

			　この少女を背に乗せること、この少女に頼られること、その幸福を知ってしまった彼は、ただ神(しん)獣(じゆう)然と他の生物を支配することに対して、何の魅力も感じることができなかった。

			「これでよし、っと」

			　尻尾を回収したイリアは、そのままの足で魔法ギルドの総本山があるミスリレージュの王都に向かうことにした。

			　彼女の視線を受けたアカガネは、嬉(き)々(き)として彼女にその身を寄せるのだった。

			　

			　王都に着いたイリアは、足を止めない程度に大通りに並ぶ店を冷やかしながら、魔法ギルドの総本山を目指した。

			　もちろん神(しん)獣(じゆう)であるアカガネを連れて歩くことはできず、王都の哨(しよう)戒(かい)に捕まらない距離で帰還させている。

			　帰還の際には目に見えてしょんぼりとした様子を見せた使い魔だったが、また呼ぶから、と約束しながら撫(な)でてあげることでようやく立ち直り、陣の向こうに帰って行った。

			（あんなに寂(さび)しがり屋だったかな……？）

			　そう不思議に思いつつ、愛おしく思ってしまうのは仕方ないことだろう。

			　次に召(しよう)喚(かん)するのはいつになるか具体的な計画はないが、必ず呼ぼうと決意する。

			　他の使い魔も呼んだ方がいいのかも。そう考えると悩ましいが、イリアとしても使い魔たちは損得ではなく情愛を持って契約した者たちなので、面倒だとは思えなかった。

			　魔法ギルド行きと銘(めい)打たれた昇(しよう)降(こう)機(き)に乗って山肌を上ると、クリスタルのような建築物が見えた。光素を取り入れて七色に輝く様を眺めていると、終点を告げる声とともに昇(しよう)降(こう)機(き)が止まり、開かれたドアの先に一際大きな施設……魔法ギルド総本山が見えた。

			　王都の城が要(よう)塞(さい)と言うよりも豪華で幻想的な建築物なのに対し、魔法ギルドの総本山に当たる施設は、まさに要(よう)塞(さい)のような質(しつ)実(じつ)剛(ごう)健(けん)さが見られる造りだった。

			　あまり開放的ではないその雰囲気が、技術の公開に消極的な魔法ギルドらしい。

			　そんなことを考えながら、イリアは歩みを進めていく。

			　魔法ギルドの内部には、依頼関係の受付以外に、総本山としての機能を利用するための受付カウンターが設けられていた。

			　イリアが向かう受注関連の受付カウンターは三つ。

			　男、男、女。

			　イリアは迷わず女性の列に並んだ。

			「すいません、依頼の達成報告をしたいんですが」

			「……畏(かしこ)まりました。登録証と、収集品をお持ちでしたら、そちらの提示もお願いします」

			　イリアがまだ幼さの残る少女ということもあるせいか、その態度は決して愛想がいいとは言えないものの、かなり慣れた様子の受付嬢だった。

			　言ってしまえば、慣れによって手を抜いていいポイントを覚えたベテラン店員のおばさん、といった風(ふ)情(ぜい)だ。

			「依頼の達成を確認しました」

			　この後は報(ほう)酬(しゆう)の支払いなどに移るわけだが、そこでイリアは口を挿むことにした。

			「この依頼を出した方に直接届けたいのですが、許可は下りますか？」

			「……少々お待ちください」

			　困惑で間が空いたものの、すぐに持ち直した受付嬢は確認のためにカウンターの裏に引っ込んでいった。

			　手(て)持(もち)無(ぶ)沙(さ)汰(た)となったことで、自然とイリアの意識は周囲に向けられる。

			　視線を感じることに慣れしまっていたイリアだが、もちろんそこに含まれる感情によって対応を変えることは怠(おこた)らない。

			　好奇、好色、友好……含まれる欲がどうであれ、好ましいと思われているのであれば受け流すことに終始するイリアだが、それが害(がい)意(い)や敵意であれば排除に移ることも厭(いと)わない。しかし、現在感じている視線は、そのどちらとも言えない違和感があった。

			（……なんか変な感じ）

			　害(がい)意(い)や敵意ではないことは確かなのだが、単純に好感を得ているようなものでもない。

			　似ているのは、美しさを保つこと、着飾ることにばかり注力していた貴族が彼女に向けた嫉(しつ)妬(と)。

			　だが、そこまで粘(ねん)着(ちやく)質(しつ)なものでもなく、威(い)圧(あつ)的(てき)なものでもない。

			　判断に困っていたイリアだが、答えのヒントとなったのは、その当人たちの口から漏れていた言葉だった。

			「（……エルフ、だよな）」

			「（ルーラの奴を探してきたのかな……）」

			「（ダークエルフとエルフって、どっちが強いんだろうな？）」

			「（どっちでもいいさ。ここで暴れるのは勘(かん)弁(べん)して欲しいね）」

			　なるほど、とイリアは納得した。

			　彼らから受けていた視線に含まれる嫉(しつ)妬(と)は、イリア本人ではなくダークエルフだというルーラという人物に向けられたものだったらしい。

			　それから周囲に耳を傾けて情報を集めようとしたが、これといった収穫のないうちに受付嬢が戻ってきた。

			「お待たせいたしました。申し訳ありませんが、素材の受け渡しは当方が行いますので――」

			「ダークエルフでも構いません」

			　言葉を遮(さえぎ)るように告げると、受付嬢が固まってしまった。

			　周囲の緊張感を鑑(かんが)みて、イリアは自分の予測が当たっていたことを確信した。

			　とはいえ、エルフとダークエルフの溝が浅くないことは誰もが知るところであり、口約束で融(ゆう)通(づう)がつけられるとはイリアも考えていない。

			「何でしたら、こちらからは手を出さないと誓約(ギアス)を結んでも構いませんが」

			「し、しかし、それでは貴女(あなた)がまずいのでは……？」

			　受付嬢の懸(け)念(ねん)がイリアのエルフとしての立場を指しているのか、攻撃された場合のことを指しているのか、イリアにその判断はつかない。

			　つかないが、彼女はエルフという種族を捨てている上に、一切の攻撃を受け付けない結界を持っているので、彼女の懸(け)念(ねん)がどちらであっても杞(き)憂(ゆう)でしかない。

			　しかし、そのことを人に納得できるよう説明するのはまた別の問題だった。

			（どうしよっかな）

			　イリアとしては素材の受け渡しがあれば依頼主とスムーズに会うことができると考えての行動であり、ここで拒否されるのであれば手段を変え、施設内を散策して探し出せば良いだけの話だった。

			　ダークエルフという分かりやすい特徴があるのだから、そう時間はかからないだろう。

			　そう考えてみたイリアだったが、思わぬところから助け舟が入った。

			「直接の手渡しを許可します」

			　その声に視線を向けると、カウンター裏の扉から出てきた青年の姿が目に入る。

			　ギョッとした様子の受付嬢は、その青年の下に駆け寄った。

			「り、理事!?　ですが、係長は……！」

			「責任は私が取ります。もちろん、貴女(あなた)に誓約(ギアス)を課すこともいたしません」

			　理事と呼ばれたその青年は、優しげな笑みを浮かべたままイリアへと顔を向ける。

			　しかし、その目は開かれていない。

			　その代わりにというべきか、彼の周囲を踊るように浮遊するいくつかの存在が、きょろきょろと辺りを見回し、時折青年に触れていた。

			「もしよろしければ、私が依頼主の下へご案内させていただきますが」

			「お気遣い、痛み入ります。お願いしてもよろしいでしょうか」

			「ええ。どうぞこちらへ」

			　周囲の困惑を置き去りにして、青年とイリアは魔法ギルドの奥に歩みを進めた。

			　辺りに誰もいない廊下を歩いている途中で青年は立ち止まり、イリアと向き合うようにくるりと振り返る。

			「ご紹介が遅れましたね。私は、魔法ギルド教育理事を務めているサムエル・エステーベという者です」

			「イリアと申します。今は、冒険者を営んでおります」

			　イリアの言葉を聞いて、サムエルはわずかな困惑を示した。

			　しかしすぐに元の微(び)笑(しよう)に戻り、歩みを再開した。

			　案内されるままについて来るイリアに顔を傾け、サムエルは道中の気晴らしにする話だとでも言うように口を開く。

			「君は、こちらを疑わないのですね」

			　その声に非難の色はない。

			　だが、一方的に信頼されるというのも落ち着かない気分になると知っているイリアは、彼の問いに対して正直に答えることにした。

			「精霊に好かれている方のように見受けられましたので」

			　余程の適性がなければ精霊を見ることはできない。

			　精霊を見ることはただ精霊術を使うよりも難しいことなのだが、サムエルは彼女の答えに動じる様子を見せなかった。

			　どちらかといえば、纏(まと)わりつかれるほど精霊に好かれているサムエルにイリアが驚いたほどだ。

			「君にも、見えているのですね」

			「はい」

			　サムエルがくすりと笑い光に手を掲(かか)げると、手の周囲を回るように光の塊(かたまり)……精霊が踊る。

			　それは彼に何かを訴えかけているようにも見えて、実際にサムエルは微(び)笑(しよう)に苦い物を混ぜた。

			「この子たちも、少し興奮しているようなのですが……君に触れても良いものか、迷っているようですね」

			　それは少し違う、と内心で呟(つぶや)きながらイリアは苦笑した。

			「私に触れないように、と厳(げん)命(めい)されているようなんです」

			「……どなたに、と聞いても……？」

			　サムエルの困惑と押し隠した興奮にもう一度苦笑いを浮かべ、イリアは答える。

			「大精霊です」

			「……なる、ほど」

			　サムエルの周囲に漂う彼ら……精霊は、上位に当たる存在である大精霊に何かを命じられてしまえば、幼い子が親の言いつけを守るように、その命に背(そむ)くことはできないとされている。

			　サムエルは精霊たちの反応に納得する一方で、イリアという少女がどういった存在なのかを考えてしまった。

			　大精霊の契約者。

			　その言葉がすぐに思い浮かぶが、彼女からは精霊の気配が微(み)塵(じん)も感じられない。

			「私としては、腫(はれ)物(もの)のように扱われているみたいで嫌なんですけどね」

			　イリアがそう言った瞬間、サムエルの周りにいた精霊たちが、彼女の下に殺到する。

			　言(げん)質(ち)をとった。

			　そう言わんばかりに忙しなく周囲を舞う精霊たちに、イリアは思わず顔を綻(ほころ)ばせる。

			　光の塊(かたまり)に過ぎなかったはずの精霊たちは、やがて小指ほどの子供のような実像を結んでいく。

			　精霊たち自身がその現象に驚いており、名残惜しそうにイリアの肩に止まっては彼女に言葉をかけていく。

			『やくそくをやぶってしまって、ごめんなさい』

			『やっぱり、ボクたちにめがみさまのチカラはつよすぎるみたい』

			『でも、あえてうれしい！』

			『わたしたちは、めがみさまのことがだいすきだよ！』

			『だから、かなしまないで？』

			　呂(ろ)律(れつ)のまわらない言葉が余計に愛おしく、イリアの顔に愛想笑いではない微笑(ほほえ)みが零(こぼ)れる。

			『ありがとう。私も、貴方(あなた)たちのことが大好きだよ』

			　精霊たちの纏(まと)う光が増して、サムエルの下に戻っていく。

			　少しだけ寂(さび)しさを感じながら、イリアは大精霊が精霊に自分への干(かん)渉(しよう)を禁じたことを納得していた。

			　ほんの少し触れ合っただけで原始精霊から低位精霊に進化してしまうほどの影響は、自然の歪(ゆが)みを本能的に疎(うと)む精霊にとって受け入れ難いものだろう。

			　それでも好意を向けてくれるのだから、イリアとしても触れ合えないことを我慢するのに異論はない。

			　精霊のことばかり考えていたイリアだが、ふとサムエルに視線を向ければ、彼が驚いた様子で彼女を見ていることに気付いた。

			「君は、精霊の言葉が話せるのですね……」

			「ええ、まあ」

			「それに……精霊の力が増したようなのですが……これも君が？　……いえ、失礼。忘れてください」

			　さすがに深入りしすぎた質問であり、不(ぶ)躾(しつけ)だと考えたのだろう。

			　サムエルは自分から質問を撤回した。

			　そんな彼に、イリアは柔らかな苦笑を浮かべた。イリアは基本的に男性と関わらないようにしているが、彼のように紳士的な人間であれば話は別だ。

			　そして、精霊に好かれるような人物だと分かっていたからこそ、彼の提案を素直に受けることにしたのだ。

			　再び歩き出した二人はしばらく無言だったが、案内されるまま渡り廊下に差し掛かったところでサムエルが口を開いた。

			「精霊が好意を向ける君の言葉を疑うつもりはありません」

			　それまで見たこともないほどに興奮を見せる精霊たちに導かれるままに遭(そう)遇(ぐう)したのが、カウンターでの一件だった。

			　だが、精霊が気にかけた人物はイリアが初めてではない。

			　ダークエルフの少女、ルーラもだ。

			　気(き)儘(まま)な性質が似ている妖精とは異なり、影(えい)素(そ)の影響を受けたダークエルフは精霊との相性が良好ではない。だが、視察先で出会った際、どういうわけかサムエルの精霊たちは彼女のことを気にかけている様子だった。

			　初めこそ怯(おび)えているのかと勘(かん)繰(ぐ)ったサムエルだが、それにしては自分たちの存在を主張するように漂っていることに気付いた彼は、ギルドの本部長たちに掛け合って彼女を魔法ギルドで保護するよう提案した。

			　監視と管理。彼女に告げた表向きの動機は、その能力を最大限に生かしてもらうため。

			　魔法ギルドとしてもその点について異論はなかったらしく、サムエル主導という責任の所在を明確にしたことで、彼の提案は受け入れられる流れになっていた。

			　そして引っ越しに際して会った時、サムエルはルーラの歪(ゆが)みを改めて見せつけられたような気分だった。

			　生気のない空気と言葉。

			　目の見えないサムエルにしてみれば、彼女から漂う雰囲気は死人に近く、到底、子供の纏(まと)っていいものではなかった。

			「ですが、あの子は……ルーラは難しい子です。できればで構いません。あの子を、救ってあげてください」

			　精霊が気に掛ける者同士なら、何とかなるかもしれない。

			　そう思い頭を下げるサムエルに、イリアは表情を変えずに答える。

			「私は、誰かのために何かをする人間ではありません」

			　その声は硬く、彼女にとって触れられたくない部分なのだとサムエルは察した。

			　無理強いしても意味がない。

			　そう諦(あきら)めかけたサムエルだが、そこでイリアの言葉は終わらなかった。

			「私はやりたいようにやるだけです」

			　イリア本人はその言葉にそれ以外の意味を含めたつもりはない。

			　しかし、サムエルにとってその言葉は「やれるだけのことはする。たとえ何か上手くいったとしても、自分は関係ない」という意味にしか聞こえなかった。

			　ツンデレである。美少女エルフのツンデレである。誤解だが。

			「……それで構いません」

			　再び頭を下げるサムエルに他意はない。

			　しかしイリアはその声音から彼の期待を察してしまい、期待を裏切ることへの罪悪感から胸中で溜(ため)息(いき)を零(こぼ)していた。

			　そうして彼から案内されたのは、研究棟と銘(めい)打たれた施設の一室。

			「ここです」

			　その言葉に、イリアは顔を顰(しか)めた。

			　通路から見た限りでは他のドアとの差異はないが、明らかに漂ってくる異(い)臭(しゆう)が彼女の眉(み)間(けん)に皺(しわ)を作る。

			「私も同行したいのですが、彼女はそれを望みません。申し訳ありませんが、ここで失礼させていただきます。……よろしくお願いします」

			「……はい」

			　彼に限って「臭(くさ)いから入りたくない」という理由は有り得ないだろう。

			　そう思い素直に彼の離脱を認めたイリアだが、内心では自分も逃げたいという気持ちに傾きかけていた。

			　だが、素材を届ける以外の目的が彼女にはある。

			　イリアは気持ちを引き締め、ドアをノックする。

			「……？」

			　反応がない。

			　もう一度ノックして、今度は声をかけてみたが、やはり反応はない。

			　気配察知から中に人がいることは確かなので、寝ているのかもしれない。

			　試しにドアノブを回してみると、不用心なことに鍵(かぎ)がかけられていなかった。

			　ほんの少しだけドアを開けて、ごめんなさいと謝罪の言葉を呟(つぶや)きながら中を覗いてみる。

			「!?」

			　そして、イリアは言葉を失った。

			　凄(せい)惨(さん)と表現するしかない内部の散らかり具合から、イリアの脳裏に一つの言葉が過る。

			（空き巣……!?）

			　イリアはドアをゆっくりと開けながら、無音で中に忍び込む。

			　不幸中の幸いと言うべきか、すでに異(い)臭(しゆう)はダメージを受けるほどの臭(くさ)さにまで達しており、そのおかげで結界による無効対象となったため、イリアは臭いを無視することができるようになっていた。

			　人間の気配は空き巣の犯人かもしれない。だとすれば、待ち伏せしているか、入ったことに気付いていないか。反応がないところから考えれば、そのどちらかだろう。

			　そう考え、気配を絶ちながら相手の気配に近づいていくイリアは、

			「…………毛玉？」

			　机にモコっと盛られている、灰色の毛玉を見つけた。

			　

			　それは、紛(まぎ)れもなく激闘だった。

			　あまりの頑(がん)固(こ)さと強固さに、何度魔術を使って燃やし尽くそうと考えたか分からない。

			　何本の武器を無駄にしただろうか。

			　どれだけの時間、両者は対(たい)峙(じ)し続けただろうか。

			　やがて耐え兼ねた少女が怒声を上げる。

			「もうこれカビじゃなくてなんかの魔物でしょ！」

			　生成した武器……歯ブラシを憂(う)さ晴らしに投げつけるが、風呂場に甲(かん)高(だか)い音が反響するだけで、カビに対する効果はまったくなかった。

			「こっちにだって考えがあるんだからね……！」

			　イリアは妖(よう)艶(えん)な笑みを浮かべ、詠(えい)唱(しよう)を開始する。

			　それはカビの死滅とともに部屋の破壊を齎(もたら)す攻撃魔術ではなく、カビそのものをなかったことにする局所的な時間の逆行。

			　時空魔術の発動により、タイルは生まれたばかりの光沢を取り戻し、タイルの間を埋める樹脂は元の純白へと立ち戻る。

			「あはははは！　カビ如きがこの私に逆らった罰(ばつ)よ！」

			　妙なテンションでタイルの隙間に高笑いを浴びせるイリア。

			　ふと我に返り、赤面して風呂場を後にした彼女は、一段落ついた部屋を見回して満足そうに頷(うなず)いた。

			「まずはこんなもんかな」

			　ゴミは先ほどの黒歴史とともに全て跡形もなく焼(しよう)却(きやく)し、衣服も全て洗浄済み。

			　本だけはどうにもならず内容で分類して山分けにしてあるが、量が多すぎて部屋のあちこちで霧からいくつもの山が顔を出す、黄山の絶景のような状態になってしまった。

			　壁や窓周りの掃除も終えているため、窓が開け放たれた部屋には新鮮な空気が循(じゆん)環(かん)しており、以前ほど異(い)臭(しゆう)はしなくなっていた。

			　台所はほとんど使われていなかったので、油のこびりつきや食材のカスで虫が湧(わ)くことがなかったのがせめてもの救いだろう。

			　気温が低くなってきたことに気付いたイリアは、寝室に向かいベッド脇の窓を閉めた。

			　洗濯と掃除で清(せい)潔(けつ)になったベッドで寝ているのは、灰色の毛玉……もとい、ダークエルフの少女だ。

			　伸ばしっぱなしの髪は艶(つや)もなくボサボサで、栄養が足りていないのか褐(かつ)色(しよく)の肌はどこか血色が悪く、かさかさと荒れていた。

			　イリアが見つけた時には骨折や過労などが重なり非常に危険な状態だったが、イリアの回復魔術によってそのほとんどが改善された。

			（回復魔術、か……）

			　イリアは、机の上に広がっていた書物を思い出す。

			　その内容は回復魔術の詠(えい)唱(しよう)や効果といった取得に関するものだったが、イリアの目が読み取った結果、死んだように眠る少女には、まったくと言っていいほどその適性がなかった。

			　怪(け)我(が)を負ってから回復魔術を覚えようとする。それははっきり言って異常だ。

			　回復魔術に適性がない代わりと言ってはおつりが来るほどに、攻撃魔術に関する能力が特化しているこの少女なら、今まで傷を負わずに過ごせていたかもしれない。

			　もし怪(け)我(が)をした場合、彼女はダークエルフであるため教会で治(ち)療(りよう)してもらうことは難しいのかもしれないが、応急処置程度の治(ち)療(りよう)であればギルドでも施してくれるはずだ。にも拘(かか)わらず、その跡が見られない。

			　――あの子は……ルーラは難しい子です。

			　イリアは、サムエルの言葉を思い出していた。

			（そんなふうに言うのはどうかと思ったけど……確かに、色々大変だったんだろうな……）

			　頭を撫(な)でると、ごわごわの髪が梳(す)くこともできずに指を止めてしまう。

			　鬱(うつ)陶(とう)しいだろうに、髪を切らない理由としてイリアが思いつくのは、その容姿を隠すこと。

			「……はぁ」

			　イリアは込み上げてくる不快感に溜(ため)息(いき)を吐いた。

			　ダークエルフだか何だか知らないが、それだけで幼い少女に重い枷(かせ)を背負わせる連中が理解できない。

			　イリアもルーラとさほど年齢は変わらない少女なのだが、そこは転生前からの記憶を受け継いでいるため、精神的には十分大人だ。だから、どうしても同年代の子供を見る目ではなくなってしまう。

			　ともあれ、憤(いきどお)っていても仕方ないと考えたイリアは、一旦街に出ることにした。

			（さすがに栄養は魔法じゃどうにもできないしね）

			　その後、買い出しを終えて調理を済ませたイリアは、洗濯物を箪(たん)笥(す)に仕舞うために一枚一枚丁寧に畳(たた)んでいく。

			　おそらく贈り物だと思われる衣類はそれなりに良い素材で作られており、作り手の努力を思うとどうしても丁寧な作業になってしまう。

			　黙々と作業を続けることに飽きたイリアが鼻歌を歌っていると、ベッドからもぞりと動く衣擦れの音が聞こえた。

			　振り向いたイリアが立ち上がりベッドに向かうと、少女がゆっくりと目を開く。

			「おかあ……さん……？」

			　視線が合い、わずかな沈黙が訪れた後、

			「っ――我に仇(あだ)成(な)す」

			　跳ねるように飛び起きた少女は詠(えい)唱(しよう)を開始する。

			「はいストップ」

			「あうっ」

			　イリアが頭を小突くと、詠(えい)唱(しよう)を中断させられた少女はベッドに倒れ込んだ。

			　驚いた表情で目を瞬(またた)かせる少女は、イリアを見て困惑しているようだった。

			　即座に敵と判断するあたり警戒心が強いようにも見える。しかし、鍵(かぎ)を閉め忘れるなどうっかりしている点を鑑(かんが)みれば、エルフという判断だけで攻撃してきたようにも考えられる。

			　だとすれば、彼女の困惑も納得できる。

			　納得できても、せっかく掃除した部屋を汚されるのも、無茶をして身体を悪化させるのも面倒だった。

			「元気になったのはいいけど、もうちょっとじっとしてなさい」

			　それだけ告げて、イリアは台所に向かった。

			　調理そのものは終えているため、あとはスープを温め直すだけ。

			　温め直している間に慣れた手つきでサラダとドレッシングを作っていると、イリアは寝室から魔力の流れを感じた。

			「そんなに警戒しなくても、何もしないって」

			　そうドア越しに告げると、動揺したのか大きな物音が聞こえた。

			　トレイに切り分けたパン、サラダ、スープをよそったお皿を載せて寝室に戻ると、部屋の隅(すみ)に移動していた少女がビクついたように身体を揺らした。

			　警戒する様子が、まるで猫のようだった。

			「おまたせ。ほら、座って」

			　差し出したトレイを見て、少女は喉をごくりと鳴らす。

			　しかし余程警戒しているのか、料理と少女を交互に見ながらも少女は部屋の隅(すみ)から動こうとしない。

			　埒(らち)が明かないと思ったイリアは、トレイを本の山の上に載せて料理に手を伸ばした。

			　パンを千切って口に含み、野菜のサラダを摘まんで食べ、スープを掬(すく)って呑み込む。

			　そうした後で、少女に微笑(ほほえ)みかける。

			「ほら、毒なんて入ってないよ」

			　わずかに警戒を解く少女だったが、依然動こうとせずに小さく口を開く。

			「……誰」

			　それは真っ当な疑問で、イリアは彼女の警戒心に納得した。

			　だが、そこでイリアは考える。

			　ダークエルフである彼女は、エルフは全員が名前だけでなく家名を持っていることを知っているかもしれない。

			　家名どころか名前のほとんどを捨てたイリアだが、そんな事情を知らない少女に「イリア」と名乗って、本名を名乗らないと勘違いされて余計な警戒心を持たれることは避けたかった。

			　しかし、いざとなればその事情を話せばいいだけだし、エルフを嫌っていると理解してもらえばむしろ警戒を解いてもらえるかもしれない。

			　そう結論付けたイリアは、改めて姿勢を正して少女にお辞儀する。

			「私はイリア。貴女(あなた)に聞きたいことがあって来たの」

			　明らかに今まで会って来たどの人間とも違う態度に、少女は警戒心を拭(ぬぐ)いきれずにいる。

			「その前に……はい。依頼されてた素材」

			　どこから出したのか分からなかったが、布に包まれた塊(かたまり)を見て少女は怪(け)訝(げん)とした様子でイリアを見る。

			「もう、取って来たの……？」

			「うん。そうだよ」

			「でも……貴女(あなた)、エルフでしょ」

			　つい咎(とが)めるような口調になってしまったのは、今までの経験から考えれば真っ当な、そしてイリア個人にしてみれば理(り)不(ふ)尽(じん)な怒りだが、その原因を察しているイリアはあえて正そうとは思わなかった。

			　それどころか、平然と笑顔を浮かべたまま彼女は言う。

			「私、エルフが嫌いなの」

			　当然、はい、そうですかと信じられるわけがない。

			　しかし、その言葉を聞いてそれまでのイリアの行動を無意識に納得してしまった少女は、それまでのように純粋な警戒心や怒りを向けられなくなっていた。

			　恐る恐るトレイに近づき、一口スープを啜(すす)る。

			「っ！　……！　～～！」

			　気付けば、口に運ぶ手を止められなくなっていた。

			「おかわり、いる？」

			「っ……。……」

			　少女は躊躇(ためら)い、躊躇(ためら)い、躊躇(ためら)って……結局、恐る恐るとお皿を差し出した。

			「待っててね」

			　笑顔でお皿を受け取り、キッチンに向かうその後ろ姿を、少女はただ呆然と眺めていた。

			　戻ってくる際に視線が合って、笑顔を向けられて恥ずかしくなった少女は俯(うつむ)き、パンをもそもそと咀(そ)嚼(しやく)する。そのパンですら、頬が落ちそうになるほどの美味(おい)しさだ。

			「貴女(あなた)の名前、聞いてもいい？」

			「……………………」

			　少女はちらりとイリアを見るが、咀(そ)嚼(しやく)を続けるだけで口を開こうとしない。

			　サムエルとの会話で知っていることは知っているが、口に出すのは本人から聞いてからにしようと考えていたイリアだが、これは長期戦になるかも、と苦笑を浮かべた。

			「……ルーラ」

			　囁(ささや)くような小さな声だった。

			　イリアが視線を向けると、ルーラは眉(まゆ)を顰(ひそ)めて視線を逸らす。

			　その様子が心を許したわけじゃないとそっぽを向く猫のようで、イリアは不快に思うわけもなく、ただ微笑(ほほえ)みを浮かべて服の整理を再開した。

			「教えてくれてありがとう」

			「……」

			　相変わらず返事はないが、それはそれで構わなかった。

			　整理整(せい)頓(とん)を一通り終えてから、イリアは改めてルーラに向き直る。

			「それ、時空魔術の結界だよね？」

			　結局、鍋(なべ)にあったスープとパン一斤、作ったサラダを全て平らげたルーラは、満腹で動けなくなりベッドで横になっていた。

			　そんな彼女にイリアが問いかけたのは、腐(くさ)った食材の詰まっていた筐(きよう)体(たい)のことだった。

			　実験内容も知らずに言い当てたイリアに驚いたルーラだったが、整理された資料の山を見て、

			（片づける時に見たのかも……）

			　と一応の落としどころを見つけて冷静さを保つ。

			「依頼されてた素材もそうだけど、時空魔術の研究をしてるの？」

			「……だったら何」

			　突っぱねるような言い方になってしまったのは、イリアに対する警戒心によるもの。しかしその警戒もイリアがあまりにも的確な物言いをしてしまったのが原因であり、「気付かない振りをしているだけで、全て知られているのでは？」という不安からくるものだった。

			「もしかしてなんだけど、ルーラって禁書を読んだことがあるの？」

			「……」

			　ふい、とルーラはイリアから視線を外して天井を見上げる。

			　読んだことはある。

			　そう答えることは簡単なはずなのに、ルーラはイリアに肯定を返すことができずにいた。

			　そのことが何(な)故(ぜ)か、ルーラ自身を苛(いら)々(いら)させる。

			「…………ある。ここ、置いてあるから」

			　かなり間を開けて答えたルーラの声は小さかったが、イリアはしっかり聞いていたようで「じゃあ」と言葉を返してきた。

			「禁書の閲(えつ)覧(らん)許可、私にも下りるよう申(しん)請(せい)してくれないかな」

			　そう言ったイリアの表情は、それまでのものと何ら変わらない。

			　だからこそ、ルーラは寝返りを打って歯を食いしばった。

			　結局、このエルフも禁書目的で自分に近づいてきたのだろう。

			　そう思って悲しくなり、この短期間でそう思うほどに気を許していた自分に気付き、悔(くや)しかった。

			（……いい人かと思ったのに……！）

			　そう考え、自分の甘さに気付かされたルーラはベッドの上で身体を縮める。

			「申(しん)請(せい)してくれるなら、代わりに貴女(あなた)の研究手伝うよ」

			「……」

			　彼女の知識と実力のほどは分からないが、エルフとしての知識を持っていることを考えれば、魅力的な提案かもしれない。

			　そう冷静に考えて、それでも答えを出せないルーラに、イリアは言葉を続ける。

			「その間、身の回りのお世話もしてあげるけど……ダメかな」

			　無意識に動いたルーラは寝返りを打ち、イリアを盗み見る。

			　彼女は笑っていた。

			　その表情が敵意を秘めたものでないことは明らかで、ルーラを利用するだけ利用して、いざとなれば切り捨てようとしてきた者たちの浮かべる笑顔とも違うものに見えた。

			　等価交換。

			　利用するだけでなく、利用しろ。

			　イリアが言葉の裏でそう告げているように思ってしまったルーラは、再び寝返りを打って彼女から顔を背(そむ)ける。

			「……ごはん」

			「？」

			「ごはん作ってくれるなら……いい」

			　きっと、自分がどんな顔をしているのか、この少女にはバレているだろう。

			　そう考えても、面と向かって言えるわけがなかった。

			「わかった」

			　変わらぬ笑顔でイリアが承(しよう)諾(だく)したことで、二人の間に契約が成立。

			　この先、自分がどんな生活を送りどう変わるのか……この時のルーラには知る由(よし)もなかった。

			　

			　ルーラは耳を疑った。

			　時間は彼女たちが出会ってから数日が経った日の朝方。

			　朝食を食べ終えた二人は、人の少ない時間にさっさと申(しん)請(せい)してしまおうというルーラの提案で、受付カウンターの前に立っていた。

			　そして無事申(しん)請(せい)書類を出し終えたルーラが部屋に戻ろうと踵(きびす)を返したところで、イリアがその腕をがしりと掴(つか)んだのだ。

			「これから街に行きます」

			「……は？」

			　ルーラは耳を疑った。

			　イリアはともかくとしても、ルーラはほとんど部屋着であり、顔を隠す格好をしていない。それどころか、イリアから渡されたゴムとシュシュによって髪が纏(まと)められ、顔が露わになっている状態だ。

			　こんな格好で行けば、どんな仕打ちを受けるか分からない。

			　当然否定しようとしたルーラだったが、イリアはその華(きや)奢(しや)な見た目に似合わない力強さで彼女を引っ張って行ってしまう。

			　――冗談じゃない。

			　街に出るや否や、殺到するような視線の圧力にルーラは目を泳がせ、恐怖によって体が震えてしまう。

			「大丈夫大丈夫」

			　いつの間にかイリアの腕にしがみつく格好になってしまっていたが、羞(しゆう)恥(ち)心(しん)や警戒心よりも恐怖心が勝って離れることができなかった。

			　そんな中、まずイリアが向かったのは、髪の散髪……理髪店だった。

			「いらっしゃ――」

			　店員が声を失って、その視線に険が混じる。

			　――やっぱり。

			　ルーラがそう考えた通り、集まりだした店員はルーラに対して見(み)咎(とが)めるような視線を向け、そのうちの一人がイリアに近寄ってきた。

			「……お嬢さん。申し訳ないんだけど」

			「ダークエルフはダメですか？」

			　イリアのはっきりとした物言いにギョッとしたのは、店員だけでなくルーラも同様だった。

			　かと思えば、イリアはルーラの背後に回りその肩を抱いて、ずい、と前に押し出すように肩を押す。

			「ダークエルフという点を除いて見てみてください。ちゃんと、彼女自身を」

			「ちょ、何を……!?」

			　震える声で抗議しようとするルーラだが、振り向こうとする顔を手で挟まれて店員の方に向き直されてしまう。

			　再び曝(さら)される店員たちの視線に怯(おび)えたルーラだが、その視線に含まれるものが変化し始めていることにようやく気付く。……気付くことができた。

			　ひょこ、とルーラの横から顔を出したイリアが、ここぞとばかりに追撃を加える。

			「こんなに可愛(かわい)いのに、この伸ばしっぱなしの髪……もったいないと思いませんか？」

			　彼女の言葉で、さらに視線の圧力が変化する。

			　この数日間、イリアによる強制的な生活の改善によって、ルーラは見事な美少女の姿を取り戻していた。

			　その一方で、いまだに髪は伸ばし放題。シュシュで結っていなければまるで野生児だ。

			「今は昔の種族への遺(い)恨(こん)と、美しさを際立たせようとする貴方(あなた)がたの職人としての矜(きよう)持(じ)……」

			　そこで言葉を一旦切ったイリアは、挑発するような笑みを店員たちへと向ける。

			　その間は店員たちに彼女の言葉を吟(ぎん)味(み)させる猶(ゆう)予(よ)だが、その実態は意識を改善させるための熟成期間でしかない。

			　そして、問う。

			「貴方(あなた)たちにとって、本当に大事なのはどちらですか？」

			　対(たい)峙(じ)したままの両者の沈黙。

			　ごくり、と誰かの生(なま)唾(つば)を飲む音さえ聞こえそうな静(せい)寂(じやく)の中で、一人の女性店員が進み出て手を上げる。

			「……やりましょう！」

			　それは、握手を求める手だった。

			「よろしくお願いします」

			　イリアが女性店員の手を取って、がっしりと手を結んだのは言うまでもない。

			「どうしましょうか……」

			「ルーラは小顔ですから、このウェーブがかかった髪を生かしてみませんか？」

			「耳……いえ。肩にかかるくらいがちょうどよさそうですね」

			「さすがです！」

			「腕が鳴りますよ～！」

			　ルーラ本人を置いて、あれよあれよとプランが決まっていく。

			　髪型以上に、店員たちの対応の変わりようにルーラは呆気にとられていた。

			（あいつの言葉だけで、こんなに変わるものなの……？）

			　イリアだから、だろうか。

			　それとも、イリアが本来ダークエルフと敵対しているエルフだから、だろうか。

			　当然ながら、ルーラに答えを出せる疑問ではない。

			　結局、イリアは他の店員たちと髪型やヘアアレンジについて盛り上がってしまい、ルーラから離れて行ってしまった。

			　それでも、ルーラへの視線が嫌(けん)悪(お)や敵意に変わることはなかった。

			　店員と二人きりになってしまったルーラは所在なさげに視線を泳がせ、ちらちらと鏡越しにイリアに視線を向けてしまう。

			　見られていると感じたのか、ふと目が合ってしまうとイリアは笑顔を見せてくれるが、ルーラは視線を逸らしてしまう。

			　不快ではないが、居心地が悪い。

			　妙な感覚にルーラがもやもやとしていると、

			「ごめんなさい」

			　と頭上から声がした。

			　鏡越しに声のした方を見ると、店員と目が合って頭を下げられた。

			「貴女(あなた)は何もしてないのに……本当かどうかも分かんない昔話を信じて、貴女(あなた)に酷(ひど)い扱いをしようとして……本当に、ごめんなさい」

			　虫のいい話だ。以前のルーラなら、そう考えて相手にしなかっただろう。

			　しかし、今はそう思う傍(かたわ)ら、どこか冷静に考えることができた。

			　謝罪されたからと言って、今までされてきたことがなくなるわけでもないし、許せるわけもない。

			　だが、それはこの店員にされたことではない。

			　確かに追い払われそうになったが、それは未遂に終わったし、こうして謝罪してくれている。

			　一つの種族が全て同じ人間ではないことを、今の彼女は知っている。

			　鏡の向こうに映る、同じ耳とまったく違う肌の色をした少女。

			　彼女をちらりと見たルーラは、目を閉じて呟(つぶや)く。

			「…………別に、いい」

			「……ありがとう。絶対、もっと可愛(かわい)くするからね！」

			　目を閉じていたルーラは、そんな彼女たちのやり取りを見たイリアが小さく微笑(ほほえ)んだことには気付かなかった。

			　

			「ありがとうございましたー！」

			　店員たちの笑顔に見送られ、二人は理髪店を後にした。

			　店員たちはイリアも髪を切るものだと思っていたらしく、切るつもりはないと告げるとあからさまに落(らく)胆(たん)しているようだった。

			　その後、店員一同からの謝罪を受け、ルーラがそれを言葉少なに受け入れたことで何事もなく和解を遂げ、今に至る。

			「うん、可愛(かわい)い」

			「……」

			　イリアの称(しよう)賛(さん)にも、ルーラは顔を背(そむ)けて反応を見せない。

			　やっと帰れると魔法ギルドの方に向かおうとするルーラだが、イリアはまったく逆方向に動き出したようで、腕を引かれるまま危うく転んでしまうところだった。

			「ちょ、ちょっと、どこに行くつもり……!?」

			「次は服を見なきゃ」

			「うちにあるでしょ!?　いらない……！」

			　ルーラは魔法ギルドに衣食住を保障されているため、服に困ったことはない。

			　衣服の保障の方法にも金(きん)銭(せん)を渡すか服を送るかの二通りがあり、ルーラは後者を選んだため定期的に衣類が送られていた。

			　その結果が、先日の部屋。一度も洗濯されず、無残な姿と化した良質な衣服の山である。

			「分かってないなぁ」

			　イリアはルーラの意見を否定する。

			「あそこにあったのは、季節感と機能性を重視した物と、公式の場に着ていくような華(か)美(び)なものばっかりだったでしょ？」

			「……」

			　言われてみればそうかもしれない。

			　そう思うルーラだったが、それの何がいけないのかが分からなかった。

			「着れればいいでしょ……」

			　ルーラの言葉を聞いたイリアは足を止め、振り向いてお互いに向き合う形をとる。

			　向けられたまっすぐな瞳(ひとみ)に息をのむルーラに、イリアは言った。

			「勝てば官軍、負ければ賊(ぞく)軍という言葉があります」

			「……は？」

			「勝った者が正義、負けた者は悪というこの世の理(り)不(ふ)尽(じん)な正義を的確に表した言葉です」

			　なるほどと納得する内容ではあるが、どうしてこの場でその言葉を持ち出したのかが分からない。

			　戸惑うルーラをよそに、イリアは言葉を続けた。

			「そしてもう一つ、正義を端的に表す言葉を私は知っています」

			「……」

			　ルーラはイリアの言葉を待った。

			　口を挿んではいけない。何かが彼女にそう訴えかけていたからだ。

			　そんなルーラにイリアは言う。

			　声、高らかに。

			「可愛(かわい)いは正義！」

			　ルーラが呆れたのは言うまでもない。

			「……あんた、結構バカなんだね」

			「失礼な」

			　拗(す)ねたように怒る様子を見て、ルーラは大人っぽいと思っていたイリアが、ほとんど年齢の変わらない少女なのだと改めて思った。

			　拗(す)ねたと言ってもそれはノリだったようで、イリアはすぐにいつもの微笑(ほほえ)みを浮かべる。

			「でも、良い服が似合う服とは限らないでしょ？　似合う服が一番可愛(かわい)いんだから、それを探さなきゃ」

			「……私は別に」

			　ルーラの反論は最後まで言い切られることはなく、結局いくつもの店を回ることになってしまった。

			　そのいくつかの店では強固な差別にあったものの、美容院のように態度を変えて「ああでもない」「こうでもない」とルーラの服装を着せ替える店がいくつもあり、そういった店では必ずと言っていいほど店員を含め、皆が笑顔になった。

			　服と靴は切り離せないとイリアが強く主張して、武器や防具の置いてある店ではなく、装飾品としての靴を取り扱う店に連れられ、靴を一通り見て回った後は装飾品の店も回った。

			（こいつ、絶対おかしい）

			　それが、その日一日街を連れ回されたルーラが抱いた、イリアへの感想だった。

			　妙に弁の立つ言い回しで人々を説得したかと思えば、敵意にはルーラ以上に毅(き)然(ぜん)とした態度で立ち向かう。……その動機が分からない。

			　公園のベンチに座る二人の間には、一人分の間(かん)隔(かく)があった。

			　手にした間食の包装紙を見つめながら、ルーラは呟(つぶや)く。

			「あんた……なんでこんなことするの」

			「こんなことって？」

			「髪を切ったり、服を買ったり……なんで」

			　私のために、ここまでしてくれるの？

			　そう言うつもりだったのに、言葉にできなかった。

			　ルーラは怖くなった。

			　もしここでそれを聞いて、打算的な行為だと知ったら？

			　自分の力を利用するために、親切な振りをしているだけだとしたら？

			　その先を考えることができずに固まってしまったルーラに、イリアは何のことはないと微笑(ほほえ)んだまま答える。

			「身の回りのこと、するって言ったでしょ？」

			「……これは、その分を超えてる」

			「そう思うなら、私がしたいことをやってるせいかもね。せっかく可愛(かわい)いのにもったいない、って思っちゃって」

			　思わず顔を上げてイリアを見るルーラ。そして、その呆気にとられたようにも見える表情を見たイリアは苦笑を返す。

			「誰かのために、とかできなくてさ。……私って我(わが)儘(まま)なんだ。ごめんね」

			　何かを言いかけるようにわずかに口を開いたルーラだったが、結局、彼女の口から言葉が発せられることはなかった。

			　再び手にする包装紙を見つめていた彼女は思う。

			（こいつ……やっぱり変だ）

			　ルーラは、今まで会ったことのない変な奴……イリアのことばかりを考えていた。

			　そんな彼女が周囲の視線の変化と、それを気にしていない自分に気付くことはなかった。

			　

			　それから幾ばくかの時が過ぎたある日のこと。

			　鼻歌が聞こえて、ルーラはペンを机に置いて寝室に向かった。

			　寝室のドアを開けると、中ではイリアが何やら服を裁(さい)縫(ほう)しているらしく、細い糸が窓から注ぐ明かりを照り返し、白く光るのが幻想的に映る。

			「……何してるの？」

			「ルーラ、また服がきつくなったって言ってたでしょ？　だから、着れなくなった服を縫(ぬ)い直して新しく作っちゃおうかなって」

			「ふぅん……」

			　イリアが身の回りの世話をするようになって数か月。

			　生活の改善・向上により、ルーラの身体はそれまで貯めていたものを噴出させるような成長を見せた。

			　特に身長と胸囲の成長が著(いちじる)しく、何度も服を買いかえた結果、ルーラが自分で服の好みを言えるようになったほどだった。

			　イリアが背中をもたれかけているベッドに乗り、彼女の横を位置取るように座る。

			　ちくちくと裁(さい)縫(ほう)を続けるイリアの手つきを眺めていたルーラだったが、やがて飽きて来たのか、イリアの髪を梳(す)くように撫(な)でる。

			　触れていることを忘れるような軽さと細さをもつ黄金の髪は、指の動きで波打つ度に光を照り返して輝き、気付けば見(み)蕩(と)れてしまうような魔力があった。

			「どうしたの？」

			「髪、綺(き)麗(れい)だよね……」

			「そう？　ルーラの髪も綺(き)麗(れい)だよ」

			　そうかな、と少しの恥ずかしさと嬉しさを覚えながらルーラは自分の髪を触る。

			　波打つような癖(くせ)っ毛の髪はイリアの流れるような感触とは違い、引っかかるような感覚を指に残す。

			　それを不満に感じたルーラは、眉根を寄せてベッドに倒れ込んだ。

			　しばらく後ろからイリアの作業を眺めていたルーラだったが、やがて歯がゆさを感じ、しな垂れるようにイリアの背中に体重を預けた。

			「ルーラ？」

			　怒るわけでもなく、苦笑気味に優しく問いかけるイリアの声。

			　それが嬉しくて、ルーラはそのままイリアにもたれかかる。

			　たまに揺らして「こら」と怒られたり、何を作ろうとしているのかを聞いてみたり。

			　そうしている間に相応の時間が経っていたらしく、縫(ぬ)い付けていた服を横に置いたイリアがルーラの頭を撫(な)でた。

			「そろそろごはんにしよっか」

			「……ん」

			　最初こそ食べるばかりだったルーラだが、最近では料理の手伝いを買って出るようになった。

			「じゃあ、火傷(やけど)に注意して細かく裂いてね」

			　差し出されたボウルには、茹(ゆ)でてお湯を切った鶏肉が入っていた。

			「はいはい……あちっ」

			「だから言ったのに」

			　なら、もっと強く言ってくれればいいのに。

			　そんなことを理(り)不(ふ)尽(じん)に考えながら、ルーラはイリアに向けてずいっと指を突きだす。

			「ヒール」

			「また火傷(やけど)するかもしれないから、終わってからね」

			「……けち」

			　蛇口から流れる水でその場を凌(しの)ぎながら、鶏肉を裂き終える。

			　他に用意してあるものは、未熟なエンドウ豆の実を茹(ゆ)でたものと炊いたご飯、そしてトマトをペースト状にして色々な野菜と煮込んだもの……ケチャップだ。

			　お米とケチャップは世界に広く流通している物ではないが、狭い世界しか知らないルーラにしてみれば「こんなものもあるんだ」という程度でしかない。

			　並んだそれらの食材を見て、ルーラは料理のメニューを予想した。

			「チキンライス？」

			「当たり。でもちょっと違うかな？　少し卵が余っちゃってるから、使わないとね」

			　大き目のフライパンでイリアがチキンライスを作る傍(かたわ)ら、サラダを作り終えたルーラは卵を溶いていた。

			　チキンライスをお皿に二等分したイリアは、小さめのフライパンに油を引いて熱し始める。

			　煙が出てくるほどに熱したフライパンに解いた卵を半分ほど投入した後は火を止め、広がったまま焼きあがらないよう、かつバラバラにならないよう素早くかき混ぜる。

			　そして卵をフライパンの端に集めたイリアは、手首の返しで見事な楕(だ)円(えん)形(けい)のオムレツを成形させた。

			　そして、そのまま火を通しきらずにチキンライスの上に置き、オムレツの真ん中を菜(さい)箸(ばし)で裂いていく。

			「おー……」

			　ふわりと広がった半熟のオムレツがチキンライスを包み、完成。
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			「これがオムライス。いつもは卵がもったいないから作らないけどね」

			「おー」

			「やってみる？」

			　難しそう。失敗するかも。

			　そんな恐怖心に好奇心が勝り、気付けばルーラはフライパンの前に立っていた。

			　結果、チキンライスと完全に火の通ったオムレツが完成した。

			　半熟で成形しようと焦った結果、いつもならできていた手順で躓(つまず)いて手間取ってしまった結果だった。

			「……」

			「炒(い)り卵じゃないだけ上達したよ」

			　撫(な)でられるままになりながらも、やはり不満が残るルーラはイリアを半眼で見据える。

			　失敗は受け入れるしかないと言うように、イリアは早々に次の段階へと話を進めた。

			「じゃあ、じゃんけんね」

			「！」

			　ルーラは身構えた。

			　チキンライスは何度か食べたことがあるが、オムライスとして食べるのは初めてのこと。

			　どうせならイリアの作ったものを食べたいと思うのが人情というものだろう。

			　なにより、じゃんけんで優先権を決める方法は公平で、勝った者も負けた者も後腐れなく決着がつく点がルーラは好きだった。

			「じゃーんけーん」

			「ぽん！」

			　思わず声を出していたことに気付かないルーラは、差し出したお互いの手を睨(にら)み付ける。

			　ルーラはグーで、イリアはチョキ。

			「やった！」

			「負けちゃったかー」

			「じゃあ私、イリアの作った方ねー」

			「しょうがないなぁ」

			　いつも負けるのにじゃんけんを挑んでくることがルーラは不思議だったが、負けるよりはましだと深く考えることはない。

			　初めて名前で呼んでくれたから許してあげよう。

			　一方のイリアは胸中でそう呟(つぶや)いて、残ったお皿を持ってルーラの後を追った。

			　この世界に、イリアが持つものほどに完成されたお米とケチャップはない。

			　その有(あり)難(がた)味(み)を知らないルーラはぱくぱくとオムライスを平らげていく。

			「ルーラ、明日は実験をする予定はある？」

			「ないけど……どうして？」

			「そろそろ、禁書を見に行ってみようと思って」

			　ふぅん、と呟(つぶや)いたルーラは興味なさげにイリアから視線を外す。

			　オムライスの残りを平らげたルーラは、興味はありませんと言わんばかりに窓の外に視線を向けながら、イリアに問いかけた。

			「……禁書って、何調べるの？」

			「人の蘇(そ)生(せい)法(ほう)」

			　ルーラはギョッとした。

			　蘇(そ)生(せい)法(ほう)といえば、たいていの人間は回復魔術・リザレクションを思い浮かべる。

			　それをイリアが知らないわけもなく、それはつまりリザレクションの範囲外となる蘇(そ)生(せい)魔術……禁(きん)忌(き)とされる、肉体を失った者の蘇(そ)生(せい)を意味していた。

			　肉体を失った魂(たましい)はあらゆる人種の祖とも言われる人神の御許に還り、次の生を待つ。

			　それが現在、宗教・国・人種を問わず語り継がれているこの世の理であるが、肉体を失った者を蘇(そ)生(せい)させるということは、この魂(たましい)を人神から簒(さん)奪(だつ)するということを意味している。

			　原初の三柱、竜神、鬼神、人神。

			　三柱の中で最も術に長(た)け、神話の時代に神々の戦争で滅びかけたこの世界を修復したという人神は、戦争で死んだ多くの魂(たましい)の道標となるべく〝あの世〟の世界に姿を消したと言われており、それこそが、現在のこの世界に人神だけが存在しない理由とされている。

			　その人神の下から魂(たましい)を奪い、怒りを買ってしまったら？

			　滅びかけた世界を修復するほどの力を持つ神が、その力を破壊のために使ったら？

			　魂(たましい)を簒(さん)奪(だつ)した本人だけでなく、この世界全てに怒りが及ぶかもしれない。

			　それが、肉体を失った者の蘇(そ)生(せい)を絶対の禁(きん)忌(き)とする所以(ゆえん)だった。

			　ルーラも一度は禁書を読む際に探してみたものの、それは結局見つからないと高を括(くく)っていた部分が大きい。

			　しかし、イリアなら。

			　そう思ってしまい、ルーラは不安に駆られる。

			　変化に乏(とぼ)しいとはいえ、彼女の表情からその不安を察したのだろう。

			「もちろん、見つけても試したりしないよ」

			　そう言ってイリアは微笑(ほほえ)んだ。

			　そのいつも通りの表情を見て安心したルーラだったが、その後が少し違った。

			「ただ……そういう方法があるっていうことを、知っておきたいだけなんだ」

			　どこか悲しそうなその苦笑は、ルーラが知らない表情だった。

			　出会って間もないのだから、知らないことが多くて当然だ。

			　そう理性では納得できるのに、釈(しやく)然(ぜん)としない不満がルーラの胸中に湧(わ)いてくる。

			「……私も行く」

			「え？　でも実験」

			「行くから」

			　反論を許さずそう宣言したルーラは、しばらくイリアと目を合わせようともしなかった。

			　そんな彼女に、イリアが首を傾げたのも無理はなかった。

			　

			　禁書の保管されている書庫は、人員による警備の他に防御結界、魔術結界などが幾重にも張られ、王族の住む城よりも堅(けん)固(ご)に守られている。

			　進んだ方角と窓のような造りがないことから察するに、山の中を削って作られているらしい。

			　入り口は魔法ギルドに限られる上に、いざとなれば崩(ほう)落(らく)させて全てを埋めてしまうこともできる。

			　まさに一石二鳥の配置だった。

			「案外少ないんだね」

			　イリアの呟(つぶや)きにルーラは無言で頷(うなず)く。

			　縦に長い長方形の部屋は、四方の壁に本が埋まっており、中央に長テーブルと椅子が四つ。

			　そして各壁の角には高い位置の本を取るための階段があり、台座の車輪を見るに、移動して使えるものであることが分かる。

			　上の段に行くにつれて棚に余裕が見られるのは、これから見つかるかもしれない禁書をここに運ぶことを想定しているからだろう。

			「まさか誰もいないとは思わなかった」

			　イリアの想像では数人の研究員がいて、うんうんと頭を唸らせているような光景が広がっていた。

			　しかし、彼女の独白にルーラは意外でもないと本を手に取りながら答える。

			「禁書の解読には根気と時間がいるから、気軽に来る人はいない」

			　そう言って開いて見せられた本の内容を見ると、そこには神々の時代に用いられていた文字が使われていた。

			　現在世界中で使われている文字は国や人種によって多(た)岐(き)にわたり、それは神話時代の戦争で自分たちの情報を分かりにくくするために発展したとも、戦争を起こしたことに怒った三神がこれ以上いがみ合わないように言葉をバラバラにしたとも言われている。

			　結果として神話時代の言葉は忘れ去られ、読むことはおろか解読することすらも困難な文字となっていた。

			「……なるほど」

			　納得したようにイリアは部屋を見渡し、改めてルーラに向き直る。

			「取りあえず見てみるね」

			「……わかった」

			　自分の研究分野の本でも探しに行ったのだろう。

			　ルーラはそのままイリアから離れていき、手近な本を手に取ってパラパラとページを捲(めく)り始めた。

			　イリアも移動し、一段目の端から手に取って本の内容を確認し始める。

			　イリアにとって、それはとても有意義な時間だった。

			　全ての本を確認することはできなかったが、神話時代に生きた人物が何を考え、戦争をどう捉(とら)えていたのかを書き残した物や、古の魔法がどのようにして編み出されていったのかを書き記した物など、エルフの里で厳重に保管されている神話時代の知識とはまた違った観点で情報を得ることができた。

			　一方でルーラは自分も本を開きながら、次々に本を取ってはパラパラとページを捲(めく)り、次の本に手をかけていくイリアをちらちらと眺めていた。

			　その回転は速く、一目見ただけではイリアが意味もなく手を付けているようにしか見えない。

			　しかし、それではページ一枚一枚を確実に捲(めく)り、時折捲(めく)る手を止めて考え込むような仕草を見せることに理由がつかない。

			　読めているのだろうか。だとしたら、もっと簡単に研究が進むかもしれない。

			　そう思う傍(かたわ)ら、読み耽(ふけ)るイリアに言いようのない不満が募(つの)っていく。

			　気付けば、ルーラはイリアの下に近づき、次の本を取ろうと手を伸ばした彼女の動きを制するように、服の裾を掴(つか)んでいた。

			　すぐ傍(そば)にルーラがいたことにも動揺を見せず、振り向いたイリアは首を傾げて「どうしたの？」と問いかける。

			「……まだかかる？」

			「ルーラはもういいの？」

			「……うん」

			　本当のことを言えばまったく解読を進めていないのだから、少しは取り組んでおくべきだろう。

			　しかし今、ルーラは一刻も早くこの部屋から立ち去りたかった。

			　そんなルーラの内心を知ってか知らずか、イリアは本は取らずに、伸ばした手をそのまま降ろす。

			「じゃあ、戻ろっか」

			　ルーラは無言で頷(うなず)き、イリアの服を掴(つか)んだまま引っ張っていこうとする。

			　苦笑いを浮かべたイリアはルーラの指を解くようにして服から彼女の手を離し、そしてそのまま手を握る。

			　服から手を離した際に怯(おび)えたような顔で振り向いたルーラだったが、再び繋がれたその手に唖(あ)然(ぜん)とした表情を浮かべ、かと思えば怒ったように眉根を顰(ひそ)めて顔を背(そむ)けてしまう。

			　それでもゆるく握ったまま離そうとしない手に微笑(ほほえ)みながら、イリアはルーラと書庫を後にした。

			　

			　二人が契約を交わしてから、五か月が経とうとしていた。

			　イリアはルーラの寝室に用意したもう一つのベッドを使っていた。

			　ベッドを用意したのはイリア自身であるが、用意しようと思ったのは「泊まればいい」とルーラに服の裾を掴(つか)まれながら言われたからだった。

			　それはいい。

			　ベッドの生成程度なら朝飯前だし、いちいち王都の宿からルーラの部屋を往復するのも面倒だったから、渡りに船の提案（？）だった。

			　だが、予想外のことがあった。

			（……また入って来たんだ）

			　朝、目を覚ましたイリアの目が最初に映したのは、すやすやと眠りこけるルーラの寝顔。

			　自分の枕があるあたり、意識的に潜(もぐ)り込んだことが分かる。

			　ベッドを置いた最初の数か月は一度もなかったが、ここ最近は毎日だ。

			「しょうがないなぁ……」

			　上半身を起こしたイリアがルーラの頭を撫(な)でると、むずがるような仕草をするものの、やがて穏やかな笑みを浮かべる。
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			　心が温かくなるような寝顔を堪(たん)能(のう)したイリアは、ベッドを出て朝食の準備に取り掛かった。

			　野菜を切っていた手を止めた彼女はふと思う。

			　いつか、自分も子――

			（無いな。ホント無理、有り得ない）

			　考えた瞬間全身に怖気が走り、自分はまだ大丈夫だと胸を撫(な)で下ろす。

			　朝食の準備を終え、ルーラを起こそうと寝室に向かおうとした時、ちょうどドアが開いてルーラが現れた。

			　まだ少し眠いのか、目を擦りながらふらふらと歩いてくる。

			「おはよう。顔洗ったらごはんにしよ」

			「……うん。ふぁ……」

			　大きな欠伸(あくび)をするが、手で隠しているあたりは女の子の自覚を持ってきた証拠だろうか。

			　イリアはエプロンの紐(ひも)を解いて、頃合いだろうと洗濯籠(かご)に放り込む。

			　顔を洗い、さっぱりとした顔で戻ってきたルーラと朝食を運び、テーブルを挿んで食事を始めた。

			　テーブルマナーと言っては大げさだが、ルーラの食事はそれなりに礼儀正しく見えるようになった。しかしどちらかと言えば、作法を思い出したと言った方が正しいのだろう、とイリアは考えていた。

			　おそらく両親に教えられたのだろうが、孤独な生活をしていたルーラに聞けるわけもない。

			「今日はどうするの？」

			「うーん……」

			　食事の手を止めるがその返事は要領を得ず、ルーラは視線を泳がせる。

			　どう、とはもちろん研究のことだ。

			　これまで一心不乱に没頭してきたはずの彼女の態度は乗り気には見えず、それはここ最近顕(けん)著(ちよ)になってきたとイリアは感じていた。

			「必要な素材があるなら取ってくるよ？」

			「……今は、ない」

			　視線は合わせず、硬い声の否定。

			　どこかに嘘を感じながらも、イリアはあえて気付かない振りをすることにした。

			　偶然だとしても、禁書の中から必要な本を探し当て、わずかにでも解読して研究を進めたルーラの才能は本物だ。

			　それは時空魔術に限ったことではなく、目的に沿わなかった禁書の記述から魔術を見つけ出すことにも成功しており、そちらを生(なり)業(わい)とするだけの能力が彼女にはあった。

			　固(こ)執(しゆう)していたことを忘れて生きていけるなら、それも一つの生き方だ。

			「じゃあ、この魔術は攻撃じゃなくて、ただ遠くの相手に言葉を伝えたかっただけってこと？」

			「そう。お互いの干(かん)渉(しよう)力が強すぎたみたい。まだ先があるのに、よく気付いたね」

			「……えへへ」

			　近頃、研究、家事、入浴中を問わず見せるようになった彼女の笑顔。

			　その無邪気な表情を見ていると、イリアはそんなふうに思うことがある。

			　とはいえ、それを決めるのはルーラ自身だ。

			　だからイリアは彼女の変化にあえて突っ込まず、変わらぬ対応を心掛けることにした。

			　ルーラが言い出した禁書の解読の手伝いも一段落して、イリアは椅子から立ち上がる。

			「ちょっと買い出しに行ってくるね」

			「……私も行く」

			　え、とイリアは目を瞬(またた)かせた。

			　一段落したのは手伝いであって、解読を続けようと禁書に向かっていたルーラの目は爛(らん)々(らん)と輝いていた。

			　それを中断すると言う。

			「もうちょっと続けてていいんだよ？」

			「いい。行く」

			　どこか拗(す)ねたように顔を背(そむ)け、禁書を閉じたルーラは元あった場所に本を戻し、参考資料の束を集めて帰宅の準備を始めた。

			　その頑(かたく)なさの滲(にじ)み出る横顔を眺めながら、こうなったら言っても聞かないし、と聞き入れることにしたイリアは、ルーラの後片付けを手伝い禁書の書庫を後にした。

			　一旦部屋に戻り、出かける準備をして街に繰り出した二人。

			　イリアと腕を組むルーラは、先ほどの拗(す)ねていた表情が嘘のようににこにこと笑顔を振りまいていた。

			「あ、イリアちゃんとルーラちゃんじゃないか。今日も仲いいねぇ」

			「新作作ったんだ！　着てみてくれない!?」

			「イリア、今日も可愛(かわい)いねぇ。……取ったりしないからそんなに睨(にら)むなよ。お前も可愛(かわい)……そこまで嫌そうな顔するか？」

			「あー、お菓子のお姉ちゃんたちだー！　はいこれ！　お礼渡そうと思って探してたんだ！」

			　王都……特に魔法ギルドに近い区画では、ルーラを嫌(けん)悪(お)する者は見られなくなっていた。

			　イリアに見せるような笑顔を向けることはないが、ルーラ自身の態度もそれなりに軟化を見せていた。

			　とはいえ、依然としてイリア以外の誰かに触れそうになると、身を竦(すく)ませるような反応を見せるのは変わらない。

			　恐怖心からくる反射。イリアは何となくそう感じていた。

			　そして、たとえ相手がイリアでも、ルーラが一つだけ拒むことがあった。

			　それは、唇に触れること。

			　以前口元についていたソースを拭(ぬぐ)おうとした時、ルーラはその手を撥(は)ね除けて、怯(おび)えるような表情を浮かべた。

			　その原因について、イリアは自分の目に映るルーラの固有能力……【魅(み)了(りよう)の口づけ】によるものだと考えた。

			　その効果は、口づけした相手を魅(み)了(りよう)するという、単純だが所持者の意思が介(かい)在(ざい)しないタイプの能力だ。

			　何かの拍子で効果を発動してしまい、望まない相手に襲われる。

			　能力をコントロールできていなければ、有り得ない話ではない。

			　そう推察する一方で、その極度に怯(おび)えた様子を見たイリアは、彼女がその原因について言い出すまで対処は控えることにした。

			　荒(あら)療(りよう)治(じ)ではなく順を追った解決でこそ、本当の意味で彼女が心を癒(いや)すことができると考えたからだ。

			　だから今は、普通に過ごす。

			　イリアはそう決めていた。

			　街でも普通に過ごせるようになったと言っても、さすがに教えの一環のようにダークエルフを嫌(けん)悪(お)する教会には近づかないが、街を散策する程度の余裕は生まれている。

			「お腹すいたー」

			　ぐいぐいと引っ張りながら指し示す露店からは甘い香りが漂ってくるが、スイーツであれば自分で作った方が量も質も上だろう。

			　そう思うが、前世の記憶を含めてその場で買い食いすることに意味があるのだと知っているイリアは、不承不承とルーラを甘やかした。

			　人一人分もない間(かん)隔(かく)でベンチに座り、二人でクレープのようなスイーツを食べる。

			　いまだ生産方法が確立されていないため、高価となる砂糖は使われていないが、桃を使ったソースは十分に甘い。

			「ん～」

			　口いっぱいに頬張り、笑顔を浮かべるルーラは食べることに夢中になっているようだが、彼女に釘付けになっている男は多い。

			　最初に街に連れ出した時と同じベンチなのだが、あの頃のルーラとはとても同一人物とは思えないだろう。

			　イリアはルーラから視線をスイーツに移し、口に運ぶ。

			「美味(おい)しいね、お母さん！」

			　それは、間違いなくルーラの声だった。

			　食べようとしていた手を止め、跳ねるようにルーラに顔を向ける。

			「お母さんって……」

			　そんな歳じゃない。

			　そもそも相手がいない。作る気もない。

			　色々な突っ込みが頭に浮かんだが、イリアがそれらの言葉を口にすることはなかった。

			　無邪気な笑顔が浮かんでいると思ったルーラの顔には、絶望に似た表情が張り付いていたからだ。

			「……ルーラ？」

			　イリアは、俯(うつむ)いてしまったルーラの顔を覗きこむ。

			　その表情には苦痛と困惑が入り混じり、血の気が引いたように陰(いん)鬱(うつ)とした翳(かげ)を落としていた。

			　彼女の目で見ても、状態異常にかかっている様子はない。

			　手を伸ばし、耳に掛けるように髪を撫(な)でると、ルーラはゆっくりとイリアに視線を向けた。

			「……どうしたの？」

			「……」

			　返答はない。

			　しかし、今にも泣き出しそうな表情に顔を歪(ゆが)めたルーラは、無理やり笑顔を浮かべようとしているようにも見えた。

			　その後は、明らかに気落ちしたルーラと部屋に戻り、生活習慣はそのままに、しかし口数は少なく過ごしていく。

			　無理矢理聞いても仕方ない。

			　そう考え普段通りに過ごしたイリアは、いつも通りに寝床に就いた。

			　ごそごそと動く音がして顔を向けると、すぐそこに枕を抱えたルーラが立っていた。

			「……一緒に、いい？」

			　俯(うつむ)き、目を合わせずに彼女の口から洩(も)れたのは囁(ささや)くような呟(つぶや)き。

			　潜(もぐ)り込んでくることばかりだったが、こうして自ら言い出すのは初めてのことだった。

			「いいよ」

			　端に寄って間(かん)隔(かく)を開けると、お礼を言うように小さく頷(うなず)き、ルーラはぎこちない動きでベッドに入ってきた。

			　お互い目を合わせず、天井を眺める時間が続く。

			　ルーラにとって、久しぶりに感じる痛い沈黙だった。

			　それでも彼女は聞くと決めた。

			「……イリアは」

			　声が震える。

			　勇気を出したはずなのに、思いの外自分の声は小さく……ルーラは決意が萎(な)えていく心地がした。

			「うん」

			　イリアの相(あい)槌(づち)。

			　それだけで、背中を押された気がした。

			　普通を装(よそお)え。

			　自分を叱(しつ)咤(た)して、悟られないように努力する。

			「イリアは、禁書を調べ終わったら、どうするの……？」

			「……そうだなぁ」

			　間の抜けた声に、ルーラはついイリアを見てしまう。

			　すぐそこにあるイリアの表情はどこか苦笑しているようで、天井を眺めているその青い眼は冷たい色のはずなのに、いつもの優しい温かさがあった。

			「私ね、探してるものがあるんだ」

			「……蘇(そ)生(せい)法(ほう)……？」

			「それは、どっちかっていうとついでかな」

			　禁(きん)忌(き)をついでと言ってしまうイリアにルーラは呆れながら、それでも「らしい」と思ってしまう。

			「だから、まずは世界中のいろんな所を回ろうって思ってる」

			「…………そう、なんだ……」

			　普通の反応を返せたはずだ。

			　ルーラはそう願いながら、イリアから天井に視線を逸らす。

			「うん。だから、禁書を調べ終えたら、また旅に出るつもり」

			「……ふぅん」

			「だから――」

			　イリアは、その続きを口にすることはなかった。

			　ルーラが抱き着いてきて、その頭をイリアの身体に埋めてくる様子が「聞きたくない」と言っているように思えたからだ。

			　ルーラにとって、それは自分でも予期しない咄(とつ)嗟(さ)の行動だった。

			　言葉にできない心の声が咄(とつ)嗟(さ)に動かした行動。

			　それでも、不意に感じた手の感触……撫(な)でるイリアの手が心を温めてくれるようで、ルーラは、心が締め付けられるようだった。

			　

			　翌日から、ルーラは人が変わったように研究に没頭し始めた。

			　それはイリアも知りえないことだが、その集中力と傾(けい)倒(とう)は、火竜との戦闘で負傷する前のルーラ以上だった。

			「お昼ごはん、ここに置いとくね」

			「……ありがと」

			　二人で食事を取ることもなくなった。

			「ん？　今日はイリアちゃん一人かい？　珍しいね」

			「ルーラも頑張ってるんです」

			「そりゃいいもん作って応援してあげなきゃね」

			「はい」

			　二人で外出することもなくなった。

			「ルーラ……そろそろお風呂に入らないと臭うよ？」

			「……もう少ししたら入る」

			　入浴も期間が開くようになり、イリアの入浴中に乱入してくることはなくなった。

			「……うぅ……やだ…………」

			「……」

			　ベッドに潜(もぐ)り込んでくることがなくなり、うなされているのを見かけるようになった。

			　生活の形態それ自体は本来想定していたものであり、イリアも自由に過ごせる時間が増えたことで、書庫に赴(おもむ)いて禁書の内容を調べることが多くなった。

			　ベッドでルーラに告げたように、イリアにはこの生活を一生続けるつもりがない。

			　イリアはルーラを自分にべったりな妹のように思っており、家族愛に近い親愛を抱いているが、魔法ギルドの総本山と王国の王都という環境は人が多すぎる。人が多くなれば管理は行き届かなくなり、治安は悪化する。

			　その上、禁書という力は人の欲を呼び寄せる。

			　いつか何かが起こるかもしれないという危険性は、イリアの探し求めるものとは合致しない。

			　もっと条件に当てはまる場所を探したいイリアにとって、ルーラが一人で生きていけるよう自立することは望ましいことだった。

			　少し打ち込みすぎているきらいはあるが、研究が済めばそれも収まるだろう。

			　それなら、少しでも一人の環境に戻っていた方がいい。

			　そう考え、イリアは少しずつ部屋にいる時間を減らしていった。

			（次はベッドの撤(てつ)去(きよ)かな）

			　書庫から戻り、ベッドを撤(てつ)去(きよ)するタイミングを考えながらルーラの部屋に戻る。

			　その時だった。

			　轟(ごう)音(おん)が鳴り響き、激しい揺れが魔法ギルドの総本山を襲う。

			「!?」

			　警備に当たっていたギルド員は敵襲かと焦りながら身構え、通路やエントランスにいたギルド員は恐怖と困惑、ハプニングに対するわずかな興奮で辺りをきょろきょろと見回している者ばかりだった。

			　そんな中を、イリアは風のように駆けていく。

			　実際に、彼女が通り抜けた場所にいた者は、突風のようにしか感じなかっただろう。

			　そんな速度でルーラの部屋に戻ったイリアは、ドアノブに手をかけて驚(きよう)愕(がく)した。

			（動かない……）

			　念のため結界を解いて全力でドアノブを開こうとしたが、取っ手がもげただけで扉はまったく開かなかった。

			（……時間の固定、かな）

			　通路一帯に広げた結界を張って人の侵入を防ぎ、イリアは詠(えい)唱(しよう)を始めた。

			　

			　イリアがいれば、何でも分かるような気がした。

			　今まで解読できなかった場所も読めるようになり、色々なアイディアがいくつも湧(わ)いて、何かに書き記すまで覚えていられるかどうかの方が不安だった。

			　二人でする食事は楽しかった。

			　習いながらする料理は楽しくて、たとえ失敗しても笑顔で食べてくれるイリアが大好きだった。

			　掃除は楽しくなかった。

			　それでも綺(き)麗(れい)になれば確かな達成感があって、イリアに褒(ほ)められると心が温かくなって、もっと綺(き)麗(れい)にしようと思えた。

			　服を着ることが楽しくなった。

			　イリアに可愛(かわい)いと言ってもらえると嬉しくて、いつも可愛(かわい)いイリアのようになりたくて、色々な服や靴を見るようになった。

			　街を歩くのは楽しかった。

			　あんなに可愛(かわい)いイリアの隣にいられることを自慢したくて、お似合いだと言われた時は本当に嬉しかった。

			　お風呂に入ることが楽しかった。

			　身体を洗うとさっぱりして心地よく、髪もいつまでも触っていたくなるくらい柔らかくなったのが嬉しかった。なにより、いつも落ち着いているイリアが慌てるのを見られたのがすごく楽しかった。

			　眠ることが怖くなくなった。

			　イリアの隣で寝ると心が安らかでいられて、あの夢を見ずに済むようになると気付いてからは、いつも潜(もぐ)り込むようになっていた。

			　友達のようであり、姉のようであり……母のように感じていた。

			　そう気付いたのは、無意識のうちに自分でそう口にしたからだ。

			「美味(おい)しいね、お母さん！」

			　その一言だった。

			　その一言で、自分が彼女の姿に母の面影を重ねていたことを自覚した。

			　母の優しさ。

			　母の温かさ。

			　彼女……イリアといると、その全てが満たされるようだった。

			　自覚したその日は特に酷(ひど)かった。

			　全ての振る舞いが母と重なり、彼女の行為全てが母のした行動のように変換される。

			　気が狂いそうだった。

			　彼女は母とは違う。

			　母のように、自分を殺そうとしない。嘘を吐かない。

			　そう思うのに、どうしても猜(さい)疑(ぎ)心(しん)が湧(わ)いてくる。

			　不安だった。

			（イリアは、お母さんと同じじゃない）

			　そう確信したくて、自分を押し潰そうとする恐怖を、枕を抱きしめることで誤(ご)魔(ま)化(か)しながらイリアのベッドに向かった。

			「……一緒に、いい？」

			　振り絞るように出した声は小さく、それでもイリアは招き入れてくれた。

			　自分のベッドのように冷たくない、人の温もりを感じる布団に潜(もぐ)る。

			　しばらくの間、天井を眺めていた。

			　あんなに遠く、高かったはずの天井が、こんなにも近い。

			　ルーラは自身の変化を自覚して、かつての自分ではないと勇気を振り絞る。

			「イリアは、禁書を調べ終わったら、どうするの……？」

			「……そうだなぁ」

			　訊ねた質問には、すぐに返答があった。

			　イリアは探し物をしているらしい。

			　禁書の閲(えつ)覧(らん)許可を求めたように蘇(そ)生(せい)法(ほう)が目的ではないらしいが、口ぶりから察するにここにはないものなのだろう。

			「だから、まずは世界中のいろんな所を回ろうって思ってる」

			「…………そう、なんだ……」

			　ルーラの予感は的中した。

			　だが、これは嬉しい的中だった。

			「うん。だから、禁書を調べ終えたら、また旅に出るつもり」

			「……ふぅん」

			「だから――」

			　その言葉を遮(さえぎ)るように、ルーラはイリアに身体を寄せた。

			　もう大丈夫。

			　それ以上は言わないで。

			　――謝らないで。

			　そんなルーラの無自覚な内心を察したようにイリアは彼女を拒まず、頭を撫(な)で続けてくれた。

			　イリアの優しさ、温もりを肌に感じながら、ルーラは思う。

			　イリアは、誤(ご)魔(ま)化(か)さずに自分を突き放してくれた。

			（イリアは、お母さんじゃない）

			　だからせめて、大好きな彼女が安心して旅立てるよう、自分も努力すべきだろう。

			（絶対、成功させる）

			　過去の清算。

			　いや、彼女が求めるのは、過去のやり直し。

			　過去が変わればその未来も変わってしまうかもしれない。

			　成功すれば、イリアにとってルーラは見ず知らずの他人になるかもしれない。

			（それでいい）

			　そう思う。

			　イリアは後(こう)顧(こ)の憂(うれ)いがそもそも存在しなくなり、ここで消費した時間を別のことに費やせるのだから。

			　そう思うのに、胸が締め付けられるように痛かった。

			　そして、次の朝からは研究に没頭した。

			　書庫に篭(こも)って解読を進め、解読した記述を元に実験を行う。

			　あえてイリアは見なかった。

			　あえて一緒に行動しないよう心掛けた。

			　そうしないと、弱い自分が出てきてしまいそうだった。

			　しばらくそうした毎日が続くと、部屋でイリアを見かけることが少なくなった。

			　禁書の調査を進めているのかもしれない。

			　もしかしたら調査が終わりかけていて、出ていく準備をすすめているのかもしれない。

			　――寂(さび)しい。それ以上に――

			　そう思いかけた心を振り払い、無心になって研究に没頭する。

			　気付けばすぐ傍(そば)に食事が置いてあり、冷めてしまった料理を食べていると頬を伝うものがあった。

			　気のせいだと思い込むように強引に目元を拭(ぬぐ)い、締め付けるような胸の痛みを誤(ご)魔(ま)化(か)すように料理を口に詰め込んでいく。

			　そして、それは完成した。

			　時間の逆行を可能にする時空魔術、リラ・バープレイス。

			　限定的な術式を加えて洗面所の水を流して術をかけると、しばらく流れていたはずの水が蛇口に吸い込まれるように上昇し、やがて洗面台には水滴一つ残らず、〝水が流れていた時間〟は消失した。

			　その結果を見て、ルーラはしばらく立ち尽くす。

			　しかし、時間が経つにつれて頭は冷えて目の前で起きた事象を理解する。

			「やった……」

			　湧(わ)き上がる感情が抑えられない。

			「やった！　イリア！　できたよ！」

			　部屋中を走り回ってイリアを探すが、彼女の姿はどこにも見当たらなかった。

			　彼女が本当に冷静であればイリアの到着を待っただろうし、危険がないかを調べるため、さらに検証を重ねようとしただろう。

			　しかし、連日の徹夜と強(きよう)迫(はく)観(かん)念(ねん)から、彼女は冷静な状況判断ができなかった。

			　どうせ忘れてしまうんだ。

			　ルーラは、すぐに術を発動させることを決意した。

			　失ってしまう前に、綺(き)麗(れい)な思い出のまま終わらせようと思った。

			「――変わることない流れ」

			　ルーラが詠(えい)唱(しよう)を開始すると、周囲のありとあらゆるものが色を失っていく。

			　線のみで描かれていた風景は左右に伸びて、伸びて、伸びて……やがて、その端は遥か彼方へと広がり、幾重にも重なった横に流れる線は、目で捉(とら)えられぬ細さに至り、消失する。

			　真っ白な空間にあって、しかし幾(き)何(か)学(がく)模様の陣の上に立つルーラだけは人の形を保ち、その七十二節からなる呪文を正確に暗唱。

			　時間の指定、位置の指定。そして、

			「――リラ・バープレイス！」

			　詠(えい)唱(しよう)を完了した。

			　その瞬間、世界は暗転した。

			「……」

			　ルーラは興奮していた。

			　おそらく、自分は時間の流れを遡(さかのぼ)っているのだろう。

			　やり直せる。

			　今度は全部上手くいく。

			　上手くやってみせる。

			　だが、変化は一向に訪れない。

			「……？」

			　おかしい。

			　そうルーラが考え始めた時だった。

			　閃(せん)光(こう)のように急激に彩(いろど)りを取り戻した空間にルーラが目を細め、恐る恐る目を開くと、そこはかつて見た風景。

			　背の高い木々の森に佇(たたず)む、コテージのような一軒家。

			（……これ、家だ）

			　本当は、そう呟(つぶや)いたはずだった。

			　しかし、その呟(つぶや)きが声になることはなく、ルーラはようやく自分に起きている異変に気が付いた。

			（声が、出ない？　でも、この体）

			　視点が明らかに低い。

			　そう。子供の視点だ。

			　時間を巻き戻すことに成功した。

			　そう喜びかけたルーラに、次の異変が付きつけられる。

			「きょうはあんまり山菜とれなかったね……」

			（え!?）

			　いきなり自分の口が動き、言葉を発した。

			　それだけでなく、身体はすぐ横を見上げる動作を行うが、それも彼女の意志ではない。

			「そうね。お父さん、ちゃんと狩ってきてくれるかしら」

			　見上げた先でこちらを見下ろし、そう言いながら苦笑いを浮かべる女性。

			　長い耳、金色の髪、青い眼……そして、褐(かつ)色(しよく)の肌。

			　間違いようがない。

			（お母……さん）

			　こんな優しく微笑(ほほえ)み、語りかけてくれる人だったのか。

			　今さらのように思い出し、ルーラは目頭が熱くなるのを感じた。

			　しかし、今この体が涙を流すことはない。

			「お父さんのこと悪く言っちゃ、めっ、だよー」

			「ふふ、そうね。ごめんなさい」

			　母の手が伸びてきて、頭を撫(な)でる感触がする。

			　目が細められ、心が温かくなる感覚を、ルーラは他人の身体のように感じていた。

			（あ……ああ……）

			　ルーラは、全身を襲う寒気に支配されていた。

			　その表情を少女の身体が表すとすれば、それは絶望そのものだっただろう。

			（ちがう……）

			　絶望で折れそうになる心を何とか抑え込み、ルーラは叫ぶ。

			（違う！）

			　私が望んだものは、これじゃない。

			　これではまるで意味がない。

			　そうルーラは直感していた。

			　これは駄目だ。

			　失敗だ。

			　止まれ、変われ、終われ。

			　叫ぶルーラの声はどこにも届かず、彼女は母とともに洗濯物を畳(たた)む感触を子供のルーラとして体感していた。

			「ただいまー」

			　家のドアが開いて、灰色の髪をしたダークエルフの青年が顔を出す。

			（ダメ！　来ちゃだめ！　お父さん！）

			　ルーラの声は届かず、青年は右腕を掲(かか)げて狩ってきた鳥を晒(さら)す。

			　それを見た家族は「わぁ」と歓声に似た声を上げる。

			「どうだ、すごいだろう」

			　胸を張る青年が、ルーラの視界にどんどん大きくなっていく。

			　駆け寄っている。

			　これはルーラの記憶にある通りの行動だった。

			（だめぇ!!）

			「お父さん、だーいすき！」

			　母を真似た父と娘の口づけ。

			　それは、ただのスキンシップのはずだった。

			「……ルーラ」

			「？」

			（お父……さん……？）

			　青年は、ルーラをぎゅっと抱きしめる。

			　それは、傍(はた)から見れば感極まった父親の抱(ほう)擁(よう)に見えるだろう。

			　だが、第三者のように見ていた……見せつけられていたルーラは、その異変に気付いていた。

			　それまで、愛おしい者を見る慈(じ)愛(あい)に満ちていた目が、一転。

			　情欲を含んだ、粘(ねん)着(ちやく)質(しつ)なものに変化していたことに、ルーラは気付いていた。

			　そしてそれは絶望に至る。

			　夜。

			　ルーラと母が寝静まると、意識の中のルーラは身体が運ばれる感覚で目を覚ましていた。

			　直後、口を嘗(な)め回すような感触がして、子供のルーラが目を覚ます。

			　そして、目を開いた先にいたのは欲情に支配された眼差しで我が子を見下ろす、父の一糸纏(まと)わぬ姿だった。

			「お父むぐっ」

			（やめて！　お父さん！）

			　ルーラの声は届かない。

			　そもそもこの時、子供のルーラは口を押さえつけられて声が出せる状態ではなかった。

			　父の手が、実の娘の身体に伸びる。

			　発展途上というのも早い未熟な身体を、壊しかねない勢いで撫(な)でまわしていた父親だったが、やがて服の感触さえ邪魔になったのか、強引に服を引き千切っていく。

			　ルーラの身体は恐怖に怯(おび)え、失禁で床が濡れていく。

			（お父さん！　やめて！）

			　父親の暴走は止まらない。

			　貪(むさぼ)るようにルーラの膨(ふく)らみさえ微かな胸を貪(むさぼ)るように吸い付いたかと思えば、強引に股を開かせて失禁によって濡れた股(こ)間(かん)にしゃぶりつく。

			　父親の一物は、娘が相手とは思えないほどにそそり立っていた。

			（ダメ！　お願い！　やめて！）

			　ルーラの叫びは誰に対してのものだったのだろうか。

			　父親が自分の物を掴(つか)み、娘の股(こ)間(かん)に宛がおうとしたその時だった。

			「いやぁぁああああああ!!」

			　獣(けもの)じみた悲鳴を上げ、少女は両手を前に突き出す。

			　それは父親を跳ね除けようとしただけの本能的な行為だったのだろう。

			　しかし、事態はそれで済まなかった。

			　少女の両手がまばゆい閃(せん)光(こう)を放ち、雪崩(なだれ)のような魔力が父親の体内に流れ込み、彼の内部で暴走した。

			　全ての内臓を掻き乱された父親は身体を痙(けい)攣(れん)させ、動きをとめた瞬間バケツをひっくり返したような血を吐いて卒(そつ)倒(とう)した。

			　この時すでにルーラに意識はなく、彼女が次に目が覚めた時、父親は隣のベッドに寝かされていた。

			（……お父……さん）

			　絶望は続く。

			「あなた、ごはんですよ」

			　ルーラの視線の先で、母親はベッドに横たわる父親の肩を揺らしていた。

			　いつまでも起きない父親に呆れたのか、母親は拗(す)ねたように口をとがらせてルーラの下に戻ってきて椅子に座る。

			「仕方ないから二人で食べましょ」

			「……う、うん」

			（……お母さん……）

			　子供のルーラにはそう言う他ない。

			　それからの生活は、それまでと同じように行われていった。

			　朝から昼まで畑を耕(たがや)し、昼からは夕食の食材を取りに森に入る。

			　しかし、その間父親はずっと寝ているだけだった。

			　身動き一つせず。

			　そんな日が何日か続くと、家を異(い)臭(しゆう)が覆(おお)うようになっていた。

			　子供のルーラにはそれを母親に告げることができなかった。

			　だが、どうしても臭いに耐えられず、ルーラは母親に訊ねることにした。

			　勇気を振り絞り、その結果、自分に何があってもいいよう身構えながら、母親に訊ねた。

			「お母さん……お父さん、どうして起きないの？」

			「あの人はね、寝坊助さんなのよ。ずっとそう。いつまでたっても子供なんだから」

			「……起こさなくて、いいの？」

			「疲れてるのよ。貴女(あなた)は何も心配しなくていいのよ」

			（お母さん……）

			　ルーラはもう何も訊ねることができなかった。

			　嫌なことを聞いたかもしれない。

			　怒ってるかもしれない。

			　そう考えたルーラだが、母は優しかった。

			　いつもルーラを気遣い、頭を撫(な)で、痛いくらいに抱きしめてくれた。

			　だが、ある日ルーラは目撃してしまう。

			「コルトぉ……あぁっ……」

			（……）

			　ギシギシとベッドを揺らす一つの影。

			　それは一糸纏(まと)わぬ姿で父に跨(またが)り、一心不乱に腰を動かす母の姿だった。

			「ひっ」

			　思わず声を上げてしまったルーラを、真っ赤に血走った双(そう)眸(ぼう)が貫(つらぬ)く。

			「やだ……あなた、ルーラに見られてしまったわ。恥ずかしいっ……」

			（お母さん……）

			　頬を染め、しなを作る母の姿は美しいが、それだけに恐ろしいナニカにルーラの目には映った。

			　恐怖で動けないルーラに、母親の手が伸びる。

			「貴女(あなた)もいつか知らないといけないんだから、ちゃんと見てなきゃだめよ？　ほら……こっちにいらっしゃい？」

			「いやっ！」

			（っ……！）

			　反射的に跳ね除けた手を、娘を、母親は見開いた眼で眺めていた。

			　あらゆる感情を失った表情のまま、母親は立ち上がる。

			「ご、ごめっ……」

			　ごめんなさい。

			　そう口にしようとしたルーラに覆(おお)い被さる影。

			「……あんたが」

			（やめて……）

			　掲(かか)げられた母親の手。

			　それはすぐに振り下ろされ、ルーラの頬を強打した。

			「あんたが殺したんだろうが!!」

			　娘の髪を掴(つか)み、引きずり、横たわる父親だったものに押し付ける。

			「お前が殺したんだ!!　私の愛したコルトを!!」

			　髪を掴(つか)んだまま投げ飛ばされ、ルーラは身体を床に強打した。

			　涙を流し、咳込む我が子を見下ろすその瞳(ひとみ)に温かい感情はない。

			　その瞳(ひとみ)から流れ落ちるものがあっても、それは彼女の溜(りゆう)飲(いん)を下げるどころか逆(さか)撫(な)でする。

			「なんであんたなのよ……なんで……こんなガキなんか……！」

			（……）

			　呪(じゆ)詛(そ)を呟(つぶや)くように、ブツブツと口を動かしながら母親はゆっくりとルーラに歩み寄り、立ち上がることもできない少女に覆(おお)い被さるように膝を突いた。

			　そして、その細い首に手をかける。

			（お母さん！）

			「あんたなんか……産まなきゃよかった……！」

			「か、はっ……！」

			（お母さん！　ごめんなさい！　おねがい！　やめて！）

			　ぎしぎしと軋(きし)むような音を聞きながら、ルーラは母親を仰(あお)ぎ見る。

			　怒りの形相は恐ろしく、しかし、流れ落ちる涙がその悲しみの大きさを物語っていた。

			　精神的な負荷が大きかったせいだろうか。

			　よく見れば痩(や)せこけた頬が痛々しい母親には、娘を一思いに殺すほどの力はなく、それだけ余計に苦しみは続く。

			「ごめ……さ、い……ご、…………さい……」

			（ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……！）

			　必死に謝ろうとするが、空気が漏れるだけで言葉にならない。

			　だが、母親は言葉を察したのだろう。

			「絶対許さない」

			　そう言って、首を絞める手に篭(こも)る力を強くした。

			「お、か……さ……」

			　お母さん、ごめんなさい。大好きでした。

			　遠ざかる意識の中で、最後にそう告げようとした。

			　だが、言葉にならなかった。

			「…………っ」

			　不意に、首にかかる力が弱まったのを感じた。

			　その時、彼女を動かしたのは、純粋な生存本能。

			　ルーラは自分を殺そうとする手を払いのけ、必死に駆けだした。

			　靴も履(は)かず、振り返らず、ルーラは夜の森を走った。

			　喉が焼けついたように痛みを訴えてきて、疲れて棒のようになった足は上手く動かなくなり、ルーラは転倒した。

			　追いかけてくる。

			　捕まったら殺される。

			　這(は)いつくばるように必死に進んでいたルーラだったが、やがて体力が尽き、気絶するように意識を失った。

			　逃げ纏(まと)う身体の疲労を感じながら、ルーラは考えていた。

			（なんで……追い駆けてこなかったんだろう）

			　必死で逃げようと、所(しよ)詮(せん)子供の足が大人の母親に敵うはずはない。追いつかれないということは、追い駆けてこなかったとしか思えなかった。

			　のたれ死ぬと思ったのか、もうどうでもよくなったのか。

			（お母さん……）

			　泣くこともできず、ただ記憶を追体験するルーラは完全に疲(ひ)弊(へい)していた。

			　それでも、絶望は続く。

			　森で倒れていたルーラを見つけたのは、通りかかった旅人の男性だった。

			　彼はルーラに食事を分け与え、ルーラは何とか命を繋ぐことができた。

			　男に笑顔を向ける子供のルーラに、意識の中のルーラが叫ぶ。

			（そいつについてっちゃ駄目！）

			　しかし、彼女の声は届かず、旅人はルーラを奴(ど)隷(れい)商(しよう)に売り払った。

			　ダークエルフでは値がつかないと足元を見る奴(ど)隷(れい)商(しよう)と旅人が口論を始めたのを見計らい、なんとか逃げ出すことができたルーラだが、そんな彼女を待ち受けていたのはダークエルフに対する迫(はく)害(がい)だった。

			（ああ……）

			　石を投げられ、罵(ば)倒(とう)されるのは毎日のこと。

			　時には直接的な暴力を振るわれ、聞いたこともない罪を擦り付けられて牢(ろう)獄(ごく)に入れられた。

			（ここ……）

			　見知らぬ男に暴力を振るわれ、ルーラが縋(すが)る思いでやってきたのは教会だった。

			　教会は怪(け)我(が)を治してくれる。

			　そう噂で聞いたルーラが藁(わら)をも縋(すが)る思いで訪れた先で待っていたのは、笑顔の裏に押し殺された殺意だった。

			　ルーラは、人という生き物に恐怖を抱いた。

			　さらに何度目かの投(とう)獄(ごく)で魔術を知る隣人に教えを乞(こ)い、魔術を会得したルーラは傭(よう)兵(へい)ギルドに登録し、生活の種を得た。

			　しかし、そこでも迫(はく)害(がい)は続いた。

			（っ……）

			　あらぬ嫌(けん)疑(ぎ)で報(ほう)酬(しゆう)を全て没収され、強(ごう)姦(かん)しようとした相手を撃退した行為を一方的な暴力行為と見(み)做(な)され、保釈金という借金を背負わされた。

			　全て支部ぐるみの仕業と聞いてその支部を離れたものの、食い扶(ぶ)持(ち)に困るためギルドを抜けるわけにもいかなかった。

			　そんな悪循環に陥(おちい)りながら、ルーラは人目の届かない遺跡の調査に訪れる。

			（ここは……）

			　そこで、ルーラは転機となる一冊の本を見つける。

			　神話時代の文字で書かれていたその本を解読すると、読み解けた文に書かれていたのは空間そのものを超えて移動する魔術だった。

			（ここでやっちゃ駄目！）

			　実際に行ってみると確かに距離と時間を無視して移動することができたが、恐ろしく燃費が悪く、ルーラの膨(ぼう)大(だい)な魔力のほとんどを消費してしまった。

			　野宿を余儀なくされたルーラだったが、後をつけていたギルド員たちに禁術となる空間魔術を使用した犯罪者として連行されてしまう。

			　結局本も失った挙句に投(とう)獄(ごく)されたルーラだったが、彼女はむしろ今までにないような生に満ちた目をしていた。

			　――空間魔術が実在するなら、時空魔術だってあるはずだ。

			　それが、彼女にとっての希望となった。

			　覚えた空間魔術でいつでも脱(だつ)獄(ごく)はできるが、一度使えば魔力が激減して戦闘は難しい。

			　大人しく釈放を待っていたルーラだったが、彼女の下を訪れたのは鍵(かぎ)を開けるギルド員の職員ではなく、魔法ギルドの人間だった。

			「こんにちは、御嬢さん。私はサムエル。魔法ギルドの学校で理事を務めております」

			　その男の言葉を全面的に信用したわけではないが、相互利益という関係は分かりやすかった。

			　それ以上に、禁書の閲(えつ)覧(らん)許可をくれるという条件は、彼女にとって喉から手が出るほどに求めていたものだった。

			　仮契約を結んだことで即時釈放されたルーラはサムエルと別れ、本契約を結ぶため一人で魔法ギルドの総本山があるミスリレージュ王国の王都を目指した。

			　王都でもルーラを見る目は相変わらず厳しかったが、魔法ギルドの総本山に着く頃のルーラは、それらに反応できるほどの身体的・精神的余裕は持ち合わせていなかった。

			「では、貴女(あなた)の部屋はここになります」

			（……）

			　魔法ギルドで案内された部屋。

			　それはまさしく、イリアと過ごした研究棟の部屋だった。

			　だが、少女になったルーラには何の感(かん)慨(がい)もない場所であり、さっさと一人になりたいとドアを開いて中に足を踏み入れた。――その瞬間。

			　

			「きょうはあんまり山菜とれなかったね……」

			（う、そ……）

			「そうね。お父さん、ちゃんと狩ってきてくれるかしら」

			　ルーラの意識は、再び子供のルーラのもとに宿っていた。

			　再び繰り返される、過去の体験。

			　ただ見るだけで何もできないのに、延々と繰り返される苦痛の時間。

			　何度繰り返せば済むのだろうか。

			　過去に戻る回数は、十を超えた時点で数えるのを止めた。

			　自分の意志で目を瞑(つぶ)ることもできず、ただ同じ絶望を何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も見せつけられる。

			（……はは）

			　ルーラは笑った。

			　これは罰(ばつ)だ。そう思うようになった。

			　神のみが許された、過去を変えるという人の分を超えた行為の咎(とが)。

			（ははは）

			　ルーラは理解した。母はルーラを見逃したのではない。

			　意識の中にいる自分に気付いて、この永遠に続く咎(とが)を受けることを知って放置することにしたのだ。

			　そちらの方が、殺すよりも自分を苦しめることができるから。

			（はは、あはは、あははははっははははははっはっはははっはは!!）

			　ルーラは笑った。

			　もう何も変えることはできない。死ぬことすら許されない。

			　自分はここに、この永遠に続く最低最悪の人生を、永遠に繰り返すだけ。

			　何がしたかったんだろう。

			　何を求めたのだろう。

			　この、何もできずに漂うじぶんはなんなのだろう。

			　じぶんはだれだ。

			　じぶんとはなんだ。

			　このころそうとするおんなのめにうつるおんなのこはだれだろう。

			　じぶんは――

			「ルーラ」

			　そう、呼ぶ声がした。

			　牢(ろう)獄(ごく)に閉じ込められた少女が、その少女を仰(あお)ぎ見る。

			　今までなかった展開に、意識の中の彼女はただただ困惑した。

			　海のような深みのある青い瞳(ひとみ)に、光のように輝く黄金色の髪。耳は長く、肌は雪のように白い。

			　綺(き)麗(れい)。

			　少女は単純にそう思った。

			「迎えに来たよ」

			　そう言って手を差し出す少女は、しかし目の前の少女を見ていない。

			　そう。

			　その目はまるで、認識できないはずの自分を見ているようだった。

			「帰ろう？」

			　そう言って微笑(ほほえ)む少女の手を、褐(かつ)色(しよく)の手が払い除けた。

			　少女は驚いた表情を浮かべるが、決して怒ったりせず、ただ苦笑を浮かべるだけ。

			　それが、どうしようもなく胸を締め付ける。

			「いや」

			　それは、久しぶりに耳(じ)朶(だ)に響く声だった。

			　いつも空しく響くばかりだった彼女にとって、それは驚くべきことだったはずなのに……そんなものには一切反応を見せず、褐(かつ)色(しよく)の肌の少女の目は色白の少女に釘付けだった。

			　顔の緊張具合が、彼女を睨(にら)みつけていることを教える。

			「どうせ、　　も私を捨てるんだ」

			　口から声が漏れる以上に、心の奥底から溢(あふ)れ出るものが止められない。

			「捨てないよ」

			「嘘だ!!」

			　叩きつけるように叫ぶ。

			「なら、どうして私をほっといて禁書のところに行ったの!?」

			　

			　――私が一人で研究に没頭したからだ。

			　

			「どうして私を一人にするの!?」

			　

			　――そうなるよう、私が避けていたからだ。

			　

			「どうしてっ……」

			　分かっているのに、言葉が止めどなく溢(あふ)れ出す。

			「どうして……一緒にいてくれないの……!?」

			　ぼやけてはっきりしない視界に動くものがある。

			　それは次第に大きくなっていき、

			「ずっと一緒にいてよ……いなくなっちゃやだよぉ……」

			　その大きくなった動くものに抱きしめられ、少女を温かさが包んだ。

			　しかし、次の瞬間、少女はその温かさを突き飛ばす。

			「こんなのいらない!!」

			　少女は叫ぶ。

			　もう頭の中がめちゃくちゃで、感情を吐き出すだけの子供のようだった。

			「またなくなって寂(さび)しい思いをするくらいなら、こんなのいらない!!　知りたくない!!」

			　またこの温かさを感じられるなんて思っていなかった。

			　またあの優しさに触れられるなんて思わなかった。

			　あると思えば欲しくなる。

			　なのに、それに裏切られるのが怖い。

			　またなくなって、寂(さび)しい思いをするのが辛い。

			「どうせイリアも、私を裏切るんだ!!」

			　イリア。

			　そう。イリアだ。

			　その名前を思い出した時、目元に触れるものがあって、止まらないと思っていた涙を拭(ぬぐ)ってくれた。

			　輪郭を取り戻す視界にはイリアがいて、その背景には少女の見てきた絶望が川のように流れていくのが見えた。

			　いくつもの奔(ほん)流(りゆう)のように映像が流れる空間に、イリアと少女は立っていた。

			　見ないで。

			　そう叫ぼうとする少女の口元にイリアの指が伸び、行動を制する。妖(よう)艶(えん)としか言えない笑みを浮かべたイリアは、少女の頬に両手を添える。

			　力は籠(こ)められていないはずなのに、身動きが取れない。そして、イリアは目を閉じ少女に顔を近づける。

			　

			　――駄目。

			　――やめて。

			　――このままじゃ貴女(あなた)まで。

			　

			　金(かな)縛(しば)りにあったようにその思いは言葉にならず、やがて唇と唇が触れあう。

			　もっと。

			　触れ合うだけの口づけに、少女はイリアの背に手を伸ばす。

			　しかし、その願いは叶わなかった。

			「……ぁっ」

			　顔を離した二人の距離は人ひとりの間(かん)隔(かく)もない。

			　目を閉じたままのイリアはやがて目を開き、二人の視線は交(こう)錯(さく)する。

			　怖かった。

			　イリアも父親のようになってしまうのではないかと思うと、全身に寒気が走り、震えが止まらなくなる。

			　だが……イリアは笑った。

			　いつもと変わらない、海のような深みのある……なのに、温かさと眩(まぶ)しいくらいの命の輝きを湛(たた)えた青い眼を細めて。

			「こんなもので、私は変わらない」

			「っ……」

			　イリアは少女の頬から手を離し、そしてその手を背に回して抱き寄せる。

			「言ったでしょ？　私は我(わが)儘(まま)なの。私を変えられるのは私だけ」

			　耳元で囁(ささや)かれる言葉は熱く、寒気に支配されていた身体が熱を帯びていくのを感じる。

			「私は貴女(あなた)が大好きだよ、ルーラ」

			「…………ほんと……？」

			　背中に回されていた手がルーラの頭を撫(な)でて、彼女をいっそう強く抱き寄せる。

			「それだけは、絶対に裏切らない」

			　行き場をなくしていたルーラの手がイリアの背に回され、ルーラはしがみつくようにイリアを抱きしめた。

			　また涙が止めどなく溢(あふ)れてくるが、この距離では関係ない。

			「……うんっ」

			　そうだ。ルーラは思う。

			　ずっと考えてきた。

			　自分は、人を好きになってはいけないと。

			　大好きだった父は狂い、そして死に、大好きだった母に殺されかけた。

			　

			　――自分が好きになれば、きっと、その人を失ってしまう。

			　

			　だから、ルーラはそう思わないようにした。心を閉ざした。

			　なのにイリアは強引にこじ開けて来たから……違う。閉ざした扉の隙間から触れた手が温かくて、かけてくれる言葉が優しくて……気付けば、扉は開かれてしまっていた。だから、行動には出さないようにした。

			　イリアと過ごした日々は楽しくて、心が穏やかでいられて、それもあやふやになってしまったけれど……絶対、言葉にだけはしないよう気を付けた。

			　絶対に失いたくなかったから。

			　大好きな人に、変わって欲しくなかったから。

			　でも、イリアは違った。

			　変わらなかった。

			「……わたし、……イリアを、好きになっていいの……？」

			「うん」

			　受け入れられた。

			　それが嬉しくて、緩(ゆる)んだ心が堰(せき)を切ったように、ルーラは今まで溜めてきた感情を一気に吐き出す。

			「好き……！　イリア、大好きっ……！」

			　声を震わせながら、嗚(お)咽(えつ)を混ぜながら。

			　それでも、ルーラは告白を続けた。

			　何度も、何度も。

			「うん。ありがとう」

			　イリアの答え。それは自分の言葉だとルーラは思った。

			　助けてくれてありがとう。

			　色々なことを教えてくれてありがとう。

			　

			　――そばにいてくれて、ありがとう。

			　

			　胸に詰まって声にならない歯(は)痒(がゆ)さを、ルーラは抱きしめる力を強くすることでしか伝えられなかった。

			　抱き返される感触があって、ルーラは今度こそ泣くことしかできなかった。

			　今まで溜めこんできた悲しさを流しきるように。

			　今まで抱えてきた寂(さび)しさを紛(まぎ)らわすように。

			　どれだけの時間をそうしていただろう。

			　やがて泣き疲れたのか、ルーラはイリアに抱き着いたまま眠りこけてしまった。

			「しょうがないなぁ……」

			　イリアはその場にルーラを寝かせ、詠(えい)唱(しよう)を開始する。

			　使うのは時間と空間を歪(ゆが)め、指定座標に跳躍する時空間魔術。

			　発動した魔術によって、二人のいた空間はルーラの部屋に戻っていた。

			　ルーラを抱え、寝室のベッドに向かう。

			　イリアは、古い映画のフィルムのように流れていくルーラの過去を見て思うことがあった。

			　彼女の母親は、本当にルーラを逃がしたのではないか、と。

			　愛する夫を失った狂気に駆られながらも、自分を母と呼ぶ娘の声でほんのわずかにでも正気を取り戻し、殺すことができなくなったのではないか。

			　そう思った。

			（まぁ、自分の子供を殺そうとした時点で親失格なんだけど）

			　ルーラの泣き腫(は)らした頬を撫(な)でながら、イリアは苦笑を浮かべる。

			　自分のしたことが、彼女にとってどれだけプラスに働いたかは分からない。

			　これであのトラウマも解決した、なんて都合のいいことは起きないだろうが、それも仕方ないことだと思っている。

			（全部、自分がしたいからしたことだしね）

			　結局、自分には人のために何かをすることはできない。

			〝もう〟できない。

			　それでも、

			（できれば、幸せになって欲しい）

			　そう思うことは止められない。

			　泣き疲れて眠ってしまったダークエルフの少女は、可愛(かわい)い可愛(かわい)い妹だ。

			　彼女のために何かできなくても、幸せを願うことくらいは許されるだろう。

			「……いりあぁ……」

			「……ヒ――」

			　頭を撫(な)で、イリアは大事な妹に回復魔術(ヒール)をかけようとして……やめた。

			　腫(は)れた顔が戻るまでは世話を焼こう。

			　それが、今思いついた彼女の我(わが)儘(まま)だった。

			　

			　翌日、目を覚ました直後のルーラは現実を受け入れるので精一杯といった様子で、ほとんど何も話さずぼんやりとしていた。

			　幼少時代の約五年間を、流れていた映像の速さから計算しても少なくて五十回。

			　いくら長寿に耐えられる精神を持つダークエルフとはいえ、トラウマばかりを繰り返されれば、心が壊れてしまっていてもおかしくはない。

			　そう危(き)惧(ぐ)したイリアだったが、

			「むにゃ……」

			「……」

			　翌朝、イリアのベッドに潜(もぐ)り込み幸せそうな寝顔を見せるルーラを見て、杞(き)憂(ゆう)だと直感した。

			　しかも、以前のように可愛(かわい)げのある添い寝ではない。

			　手足を完全にイリアに回し、密着するような格好で眠りこけていた。

			「ルーラ……離して」

			「んぅ……？」

			　腕を退かそうと掴(つか)みながら声をかけると、半覚(かく)醒(せい)のルーラが目を開く。

			　目が合って、数回瞬(まばた)きしたルーラは現状を理解したのだろう。

			「ん～」

			「んむっ!?」

			　おもむろにキスをした。

			　人の如何(いかん)に拘(かか)わらず、朝一の口づけは気持ちが良いものではない。

			　そう感じたイリアと違い、唇を離したルーラは頬を上気させて満足そうに笑顔を浮かべる。

			「えへっ」

			「……えへっじゃないから。起きなさい」

			「つれないなぁ」

			　拗(す)ねたようにぶーたれながら起き上がるルーラ。

			　ようやく解放されたイリアは溜(ため)息(いき)を吐き、服を着替えて朝食の準備を始める。

			　何も言わずに準備を手伝い始めたルーラの顔は穏やかで、どこにも先日の追体験による陰は見られなかった。

			「「　いただきます　」」

			　テーブルを挿み、二人で食事を始める。

			　いくらか会話を交わし、後遺症はなさそうだとイリアが内心で安(あん)堵(ど)した時のこと。

			「お父さんがああなっちゃったのって、やっぱり私がキスしたせいなんだよね？」

			　イリアは危うくオレンジジュースを吹き出すところだった。

			　いきなりの話題転換はままあることだが、何でもないことのように振る軽さではない。

			　半ば呆れ顔のイリアに対して、ルーラはわずかに眉尻を下げた微笑(ほほえ)みを浮かべる。

			「……大丈夫。もう、大丈夫だから」

			「……そっか」

			　強がりではなさそう。

			　そう判断して、イリアは彼女に自身の能力を教えることにした。

			「……そう。貴女(あなた)の唇には、魅(み)了(りよう)の口づけっていうキスした人を魅(み)了(りよう)してしまう力があるの」

			「魅(み)了(りよう)……」

			　そう呟(つぶや)きながら、ルーラは自分の唇に触れる。

			　たらこ唇というほどではないが、ほどよい大きさで瑞(みず)々(みず)しさが艶(えん)美(び)な唇だ。

			　幼児体型な上に痩(や)せ細り、カサカサだった頃に比べるべくもなく、街に出れば自然と目を向ける男性は少なくない。

			「使っていればある程度はコントロールできると思うけど、効果をなくすことはできないと思う。だから――」

			「しないよ」

			　イリアが言葉を言いきる前にルーラは即答した。

			「キス、するつもりないから」

			　考えただけで怖気が走る。

			　以前からあった忌(き)避(ひ)感(かん)と恐怖心に加え、危機感と嫌(けん)悪(お)感が足された今、ただの道具としても使おうとは思わなかった。

			「……そっか」

			　イリアはルーラの人生のことを思うと少し申し訳なくなってしまうが、それでもルーラ自身が言いきってくれたことで安心した部分も多少あった。

			　これは確証がないためイリアの予想だが、ルーラの父親にかかった魅(み)了(りよう)の効果は小さいものだったと考えている。

			　だが、父親のルーラに対する家族愛……情愛が高すぎたため、それが魅(み)了(りよう)の効果で異性への恋(れん)慕(ぼ)へと変換され、また、魅(み)了(りよう)の効果そのものが弱かったためにルーラの支配下にも置かれず、中途半端に理性を失った状態で欲情を暴走させてしまった。

			　成長した今なら、もっと強い効果を発揮して完全な支配下に置くことができるかもしれない。

			　だが、そんな愛はルーラの心を救うどころか、強く歪(ゆが)めてしまうだろう。

			（……そんな考えに走らないでくれて、良かった）

			　そんな考えごとをしていたイリアは、ルーラが隣に座るのをむざむざと許してしまう。

			　そして、

			「んー」

			「っ」

			　本日、二度目のキスをした。

			　キスをするつもりはなかったんじゃないの。

			　半眼で見据えるイリアの視線からそんな言葉を先読みしたのだろう。

			「イリア以外はね」

			　ルーラはそう言って、小悪魔のような笑顔を浮かべた。
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			　そしてイリアに抱き着き、肩に顔を埋めてその感触を堪(たん)能(のう)するように目を瞑(つぶ)る。

			「……イリア、大好き」

			　その言葉に含んだ熱っぽさはまるで異性への愛の告白のようだが、それでいいとルーラは思った。

			　イリアは絶対に自分を裏切らず、見捨てず、嘘を吐かない。

			　自分は、イリアさえ信じられればそれで満たされる。

			　イリアさえいればいい。

			　強がりや諦(てい)念(ねん)ではなく、本気でそう思えた。

			　そんな彼女を撫(な)でながらイリアは答える。

			「私も好きだよ。……家族としてね」

			「えー」

			　不満を露わにしても、それは本心ではない。

			　とはいえ、このままでは面白くない。

			　はっと何かに気付いたルーラは、跳ねるようにイリアから離れ、正面からまっすぐに向き合った。

			「じゃあ結婚しよ！」

			「無理です」

			「うわーん！　フラれたぁ～！」

			　今にも泣き出しそうな表情で情けない声を上げ、ルーラは再びイリアに抱き着いた。

			　だが、その身体に埋めた顔には微笑(ほほえ)みが浮かんでいる。

			　ルーラも本気で言っているわけではなかった。

			　こうして呆れながらも受け入れてくれる優しさが大好きだった。

			　こうして直に温もりを感じられることが嬉しかった。

			　きっと、彼女はもうすぐここを離れていくだろう。

			　悲しいけれど、それでこそ自分が好きになったイリアだと安心している自分がいた。

			　

			　――我(わが)儘(まま)で、そのくせ優しくて可愛(かわい)くて、かっこいい……大好きな人。

			　

			　せめて今この時間だけは、その温もり、優しさを感じていたかった。

			　思い切り甘えようと思った。

			「ルーラ、そろそろ片付けよ」

			「ぶー」

			　離れ際に撫(な)でてくれた頭に触れながら、ルーラは一度目を閉じて微笑(ほほえ)みを浮かべ、次の瞬間には拗(す)ねたような表情を作って食器をキッチンに運ぶイリアの後を追った。

			　洗うのを手伝いながら、ルーラは思い出したように口を開いた。

			「私、逆行魔術の研究止めようと思うんだ」

			　またそんな重大なことを。

			　再び半ば呆れながら、イリアはルーラの成長を感じて苦笑を浮かべる。

			「止めるの？」

			「うん。あの空間に行って思ったんだけど、この世界って……なんて言うのかな。モノはこうだ、っていう決まり事が寄り集まってできてるんじゃないかって思ったんだ」

			　情報の集合体。決まり事……それは世界の法則を指しているのだろう。

			　過去という情報が隔(かく)絶(ぜつ)された空間に飛ばされたことで、ルーラは第三者視点でこの世界を見つめることができるようになっていた。

			「だから、魔術は因(いん)子(し)を操作して現象を発現させるわけじゃなくて、決まり事の変更に魔力を使って、その結果に因(いん)子(し)が使われるって感じじゃないのかなーって」

			　厳密には法則を変えるのではなく、情報を書き換えて現象を引き起こすことになる。

			　魔力を極限まで消費することで脱力感に襲われるのは、自分という情報の維持に使われるべき魔力を失ってしまうからだ。

			　様々な助言や忠告がイリアの頭に浮かぶが、それを言う無(ぶ)粋(すい)は犯さない。

			「それで？」

			　他の誰かであれば鼻で笑われるようなことを、イリアは茶化さずに先を促(うなが)してくれる。

			　それが嬉しくて、ついつい笑みが零(こぼ)れてしまう。

			「だから、そのことを調べていこうって思ってる。魔術は何なのか。どこまでできるのか」

			　以前イリアに研究内容を語った時の彼女とは打って変わり、その瞳(ひとみ)は希望を見据える輝きと活力で満ちていた。

			　過去の心の傷を受け止め、先に目を向けるルーラの内面に確かな成長を感じ、イリアはもう大丈夫だろうと微笑(ほほえ)みを浮かべた。

			「ルーラならできるよ」

			　疑問に対する明確な答えではないし、根(こん)拠(きよ)も挙げられていない。

			　それでも、

			「……うん！」

			　ルーラにとっては、何よりの励(はげ)みだった。

			　

			　それから五日後、イリアは旅立って行った。

			　一人の生活はやはり寂(さび)しく、相変わらず魔法ギルドの人間は嫉(しつ)妬(と)の目を向けてくる。

			　街の人間はイリアがいなくても態度を変えずにいてくれるが、旅の人間にはそんなものはお構いなしとばかりに嫌(けん)悪(お)や憎悪を向けてくる者がいた。

			　それでも、自分を受け入れてくれる人がいるということが、彼女を支えていた。

			　絶対に信じられる人がいるということが、こんなにも心強いとは思わなかった。

			　昼食の後片付けを終えたルーラは、ふと気付いたキッチンの意外な広さに手を止める。

			　寂(さび)しいと思う反面、その心の中に残る温かさを感じて苦笑を浮かべた彼女は、作業部屋に向かい書きかけの資料に立ち向かう。

			「……よし！」

			　傭(よう)兵(へい)ギルドの人間は人を護衛し魔物を狩り、商業ギルドの多くは利益を得ようと駆け回り、農業ギルドの所属員は収穫のために汗を流し、盗(とう)賊(ぞく)ギルドの人間は闇(やみ)の中で蠢(うごめ)いている。

			　彼らにしてみれば、魔法ギルドの人間は夜となく昼となくじっと机に張り付いて、自らは動こうとせず、呪文や書物と睨(にら)めっこしているように思えるのだろう。

			　そんな偏(へん)見(けん)そのものと言える者も多く、それこそ魔術師の本分だと嘯(うそぶ)く者もいるだろう。

			　しかし、今の彼女……ルーラ・ネリウスには当てはまらない。

			　

			　一人膝を抱え、過去ばかりを見ていた少女はもういない。

			　今、彼女の目は先を見据え、自らの意思で歩き出したのだから。

		

	
		
			少年の刃

		

	
		
			　打ち寄せられた波が打ち砕(くだ)かれ、白い波しぶきを上げる断(だん)崖(がい)。

			　四方を絶(ぜつ)壁(ぺき)で囲まれたその島は、人を寄せ付けぬ孤島だった。

			　その岸の縁に、一人の少年が立っている。

			　まるで今にも自殺するかのように崖(がけ)の先に立つ少年は、崖下に広がる海を見下ろしていた。

			　いや、海を見ているのではない。彼は、海の中を凝(ぎよう)視(し)していた。

			　常人には捕らえられない影を捉(とら)えた少年は、飛び降りるのではなく、崖(がけ)を蹴(け)るように海中へと飛び込んだ。

			　矢のように海へ突入した少年の起こした水しぶきは小さく、彼が飛び込んだという痕(こん)跡(せき)はすぐに波にのまれて消えた。

			　流れる波が２回ほど岸壁に打ち寄せた頃。

			「ぷはっ」

			　再び少年が海から姿を現すと、彼の手には大きな魚が握られていた。

			　活きが良く、ビチビチと跳ねる魚にまったく動じず、むしろ満足げにその様子を眺めていた少年は岸をよじ登り、水の張った桶(おけ)にその魚を入れた。

			　布で体を拭いてから服を着た少年は、桶(おけ)を担いでその先に広がる森の中を駆けていく。

			　彼が目指すのは、森を流れる川に隣接した一軒の小屋。

			「見て、大きいのとれた」

			　駆け込んだ彼は、魚の大きさを見せつけるように突きだしながら小屋へと飛び込む。

			　布団をかぶりながらも上半身を起こした女性は、その様子をみて柔らかく微笑(ほほえ)む。

			「これは料理のしがいがあるね。待っておいで」

			「うん」

			　女性の微笑(ほほえ)みはむしろ、魚の大小ではなく少年の笑顔によってもたらされたものだったが、無邪気に女性に駆け寄る少年に気付いた様子はない。

			　ゆっくりと立ち上がる女性は備え付けの台所に向かい、調理の準備を始める。

			「ガブリル、いつものようにやってごらん？」

			「うん、わかった」

			　ガブリルと呼ばれた少年は、まな板に乗りきらない魚を押さえ込むように掴(つか)み、包丁でその頭を切り落とした。

			　そして腹を裂くと、内臓を取り除いて瓶(かめ)の水を使って洗う。

			「あ、忘れてた」

			　包丁の刃を返して鱗(うろこ)を剥がした後は、骨と身を切り分けるように三枚におろす。

			「うん。上手になったね」

			　頭を撫(な)でられて笑顔を咲かせる少年に、女性もまた微笑(ほほえ)みを強くする。

			「次はどうしよう、お母さん」

			「そうだね……じゃあ――」

			　その優しい笑みを見たくて、少年は母親の言葉に素直に従った。

			　初めは、食べられる山菜や果実を教わった。

			　次は行ってはいけない場所、してはいけないことを教わった。

			　最低限の安全を確保した次は洗濯を教わり、その次に人との関わりが少ないからと後回しにされていた文字や言葉を教わった。そして、一番最近教わっているのが料理だ。

			　教わったことをちゃんとできると母は喜び、その笑顔を見るのが少年は大好きだった。

			　次第に母はあまり動かなくなっていったが、これは自分に任せてくれているからだろうと単純に考えていた。

			　島以外の多くを知らない少年には、知らないものを想像するということの方が難しかった。

			　貝よりもきれいな石があること。火よりも明るいものがあること。

			　……いつか、大好きなものが見られなくなる日が来ること。

			　そんな日が来るなんて、少年は想像もしていなかった。

			　少年の一日は、その日に使う水を川から汲(く)んでくることから始まる。

			　隣で寝る母を起こさないように静かに移動して、水(みず)瓶(がめ)を背負って川に向かう。

			　川と言っても山に降り注いだ雨が低きへ流れるものではなく、地下水が自然に噴(ふ)き出たものが川となって海に流れ落ちていくだけのものだ。

			　その水を特に不思議に思ったことはなく、こういうものだ、と考えるガブリルは水(みず)瓶(がめ)いっぱいに水を汲(く)んで家路についた。

			　いくらかの山菜と魚の干(ひ)物(もの)を二つほど回収して、朝食の準備を始める。

			　おかしい。

			　そう思ったのは、いつも起きてくる時間に、母がまだ寝たままでいたからだ。

			「お母さん、もうごはんだよ？」

			　労わるように、優しく揺するが返事はない。

			「……お母さん？」

			　覗き込んだ顔。

			　その表情に生気はなく、いくら少年が呼んでも揺すっても、彼女が目を開くことはなかった。

			　

			　優しい母は死んだ。

			　少年がそう理解するのに、さほど長い時間はいらなかった。

			　ただ、初めは受け入れることができなかった。

			　夜、すぐ傍(そば)にいてくれたあの温かさはもうない。

			　朝、笑顔で起こしてくれたあの声はもう聴けない。

			　朝も昼も夜も、独りでする食事が美味(おい)しいとは思えなかった。

			　そして気付く。

			　母が教えてくれた料理や家事、生活の方法……それらは全て、自分が一人で生きていけるようにという、母の遺してくれた優しさだったということを。

			　少年は泣いた。

			　今まで一度も泣けなかったことが嘘のように、泣き続けた。

			　涙も嗚(お)咽(えつ)も胸の痛みも、二度と止まらないような気がして、怖くてどうしようもなかった。

			　次に彼が意識を取り戻したのは、すっかり夜が明けた頃。

			「……？」

			　喉がカラカラで、擦りすぎたのか目元がひりひりする。

			　それでも、何かを感じたガブリルは家を出て、墓のある岬(みさき)へと向かった。

			　何かいる。

			　近づくにつれて強くなる気配に、少年の足は速くなる。

			　死んだものが生き返るなんて、有り得ない。

			　自然の中で多くの生き死にを見てきた彼だからこそ、その変えようのない真実を受け入れていた。

			　それでも、彼の足は岬(みさき)へと向かう速度を緩(ゆる)めなかった。

			　死者が生き返ることは有り得ない。

			　彼のその認識は正しく、岬(みさき)にいた後ろ姿は、母とはまったく似つかないものだった。

			　落(らく)胆(たん)したわけではなかった。

			　だが、動けずにいたガブリルをよそに、後ろ姿の人物はゆっくりと振り向く。

			　黒に朱色の襟(えり)の着物と、漆(しつ)黒(こく)の髪を波風に揺らす男性。

			　真っ赤な瞳(ひとみ)が色白の肌に浮かび、その額には二本の大きな角が天に伸びていた。

			　知らず、ガブリルは自分の額に触れていた。

			　こめかみのちょうど上にある二本の隆(りゆう)起(き)。

			　それに触れては、母は微笑(ほほえ)み、言った。

			　

			　――これは、あなたがお父さんの子供だっていう証――

			　

			　連(れん)鎖(さ)するように、少年の記憶が蘇(よみがえ)る。

			　それは、遠い誰かを思っているような表情の母が言った言葉。

			　

			　――もし人と違っていても、それは貴方(あなた)に尊(とうと)い血が流れてる証なの。誇(ほこ)りに思っていいことなんだから――

			　

			「……お……が」

			　それは、涙を流しながら眠る母の口から洩(も)れた言葉。

			　

			　――――　、どこ……――

			　

			「……えが……」

			　それは、今際の際に告げた言葉。

			　

			　――最期に、もう一度だけでも……――

			　

			「おまえがぁぁぁああああああああ！」

			　それらの意味がガブリルの中で結びついた瞬間には、彼は男の下に跳んでいた。

			　全力で蹴(け)った土は後方に弾け飛び、身体を強打する風を物ともせず振りかぶった腕を、男に向けて叩きつける。

			　しかし、その拳(こぶし)は男に容易(たやす)く躱(かわ)され、海に落ちる既(すんで)の所で留まったガブリルは、再び男をその目で捉(とら)える。

			　彼の中に渦巻くのは、初めての感情だった。

			「どうしてっ」

			　それは怒り。

			「どうしてもっと早く来なかったんだ！」

			　何度殴り、殴り、殴りつけても、全て躱(かわ)され往(い)なされてしまう。

			　その度に彼の全力の拳(こぶし)を受ける木々は、石は、地面は、脆(もろ)くも弾け飛んだ。男が後方に進むのに沿って無残に破壊された自然が、その異常さを物語っていた。

			「母さんは」

			　殴る。躱(かわ)される。

			「母さんは、お前をずっと、待ってたんだ！」

			　殴る。

			　涙でぼやけた視界では躱(かわ)すまでもなく、空を切る。

			　自分じゃダメだった。

			　そのことが、彼の胸を締め付ける。

			「なんでっ」

			　最後くらい、あの優しい笑顔が見たかった。

			　悲しい笑顔でいて欲しくなかった。

			「なんであってあげられなかったんだよぉぉぉぉおおぉおおおおおお！」

			　目を瞑(つぶ)り、振りかぶった拳(こぶし)。

			　当てるという意思すらなく、ただ怒りに任せただけの拳(こぶし)には……手ごたえがあった。

			　肉を潰し、骨を砕(くだ)く感覚が手から伝わる。

			　ガブリルが半ば呆然としながら目を開くと、拳(こぶし)の先には男の胸板があった。
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			「言いたいことはそれだけか」

			　それだけ。

			　その一言で済まされ、ガブリルは再び胸中にどす黒い怒りが湧(わ)きあがるのを感じた。

			　しかし、それと同時に身体が竦(すく)むような感覚に襲われる。

			　口をわずかに開閉するだけで何も言えずにいる少年に、男は告げる。

			　静かに、厳格に。

			「お前もあれの血を引く子供ならば、容易(たやす)く涙など見せるな」

			　容易(たやす)くなんかない。

			　今まで一度も泣いたことなんかない。

			「何も知らない癖(くせ)にっ……！」

			　歯を食いしばりながら拳(こぶし)を振りかぶり、いつの間にか涙を堪(こら)えようとしていた少年の目に、男が振り上げた右腕が見えた。

			「いい加減、大人しくせんか！」

			　次の瞬間に感じたのは、頭上からの衝(しよう)撃(げき)。

			　殴られた、と察したのは、地面の冷たさを感じてしばらくした頃。先に殴る隙も、避ける余裕もなかった。

			「……もう、この島には住めんな」

			　それが、少年が意識を手放す前に聞いた最後の言葉だった。

			　

			　少年が目を覚ますと、そこはしっかりとした造りの部屋だった。

			　敷かれた畳(たたみ)は解れもささくれもなく、煙で燻(いぶ)さずとも虫が湧(わ)かないことは一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)。

			　壁に剥がれた塗(と)装(そう)や劣化などは見られず、障子にも脆(もろ)い紙を使っていることからも、この部屋が風雨に晒(さら)されることはないと分かる。

			　戸を恐る恐る開けると、そこには庭が広がっていた。

			　ただの自然ではなく、壁に囲まれた土地のなかには整えられた木々や池があり、耕(たがや)された畑もあった。

			　そして、その畑で草を抜く一人の男。

			　その男を捉(とら)えたガブリルは、胃の下が縮こまる感覚を抑え込むように手を握りしめ、歯を食いしばりながら男を睨(にら)んだ。

			　その視線に気付いたのか、男は立ち上がって顔だけをガブリルに向ける。

			「起きたか」

			　少年の様子など気にした様子もない男は、手を拭(ぬぐ)いながら縁側へと歩みを進める。

			「こちらへ来なさい」

			「……いやだ」

			　口をついて出たのは拒否の言葉だった。

			　そこに正当な理由はない。

			　ただ単純に、言いなりになるのが嫌だった。

			「……」

			「……」

			　歩みを止めた男と少年の間に沈黙が下りる。

			　やがて男は小さく息を吐くと、ガブリルから視線を外して歩みを再開する。

			「……あれにも躾(しつけ)は無理だったか」

			　その呟(つぶや)きが引き金だった。

			　母を侮(ぶ)辱(じよく)された。

			　その怒りに任せて襲い掛かったガブリルは、しかし呆気なく返り討ちにあい、先日と同様の末路を辿(たど)った。

			　そしてそれは、その後も幾度となく続いていった。

			　

			　次の日は「そのような襤(ぼ)褸(ろ)をいつまでも着ているな」と言われたことが切っ掛けだった。

			　その次は「感情を剥(む)き出しにするのは獣(けもの)のすることだ」という言葉。

			　来る日も来る日もガブリルは男に怒りの矛(ほこ)先(さき)を向け、その度に打ちのめされた。

			　少年は歯(は)痒(がゆ)かった。

			　いくら殴りつけても堪(こた)えたためしはなく、ただ自分の無力さを思い知るばかりで、やり場のない憤(いきどお)りにむしゃくしゃする日々が続いた。

			　男としても、自らの住居を島と同じように荒れ地にされるのを嫌ったのだろう。

			　ガブリルの拳(こぶし)を受けてはお返しとばかりに少年の意識を刈り取る一撃を見舞う、その余裕が少年の憤(いきどお)りに拍車をかけた。

			「……決めた」

			　ガブリルは、目覚める度に戻ってくる、自分に宛がわれたらしい部屋でそう呟(つぶや)いた。

			　そしてその日の真夜中、少年は男の家を飛び出した。

			　行くあてはないが、恵んでもらわなくても食事は自分で用意できる。

			　男が自分の父だとしても、自分と母を放っておいたような者の下に居座る義理はない。

			　そう考えての出(しゆつ)奔(ぽん)だった。

			　男の家は中にいても広いと感じていたが、外から見ると改めてその大きさに驚いた。

			　島に住んでいた頃の小屋と比べたら、何倍、いや、何十倍でも足りないかもしれない。

			　だからと言って、その屋敷が自分の住む場所とは、とうてい思えなかった。

			　それは、あの男を父と思えないのと同様にだ。

			　しばらく野を駆けると、孤島とよく似た岬(みさき)に着いた。

			　そして、岬(みさき)から海を添うように走ると、しばらくして似たような場所に戻ってきたことに気付く。

			「島……なのかな」

			　そう呟(つぶや)いて、どうでもいいと振り払う。

			　なら、海を渡ればいいだけだ。

			　ガブリルは、以前島で過ごしていた時と同じように岬(みさき)から海に飛び込んだ。しかし、

			　――違う。

			　それが、潜(もぐ)り込んだ海の様子を見た少年の第一印象だった。

			　波は穏やかで、泳ぐ魚の中には見たこともない模様をしているものもあった。

			　海底を歩くカニや、海(かい)藻(そう)の合間から顔を出す小さな魚たち。

			　故郷の海とは違い、彼の胸中では寂(さび)しさより物珍しさが勝っていた。

			　思い返せば、屋敷の森も故郷の島とは違っていたことを思い出す。

			（あいつがいなきゃ、いろんなものを見つけられたかもしれないのに）

			　ふつふつと湧(わ)き上がる怒りに任せて水を蹴(け)る。

			　かれこれ数時間は水上に出ていないが、彼の肺活量は常(じよう)軌(き)を逸しており、問題なく泳ぐことができた。

			　だが、不意に身体がぐらりと流れに押される感覚がした。

			　何となしに不安を覚えた少年が周囲を窺(うかが)うと、魚などの生物が一切存在しなくなっていることに気付く。

			　直後、ガブリルは身体の自由を失った。

			　感覚としては、嵐の日の波に似ている。

			　しかし、この海の流れはその時とは桁(けた)違(ちが)いに強い。

			　自然で生きる中で、最も避けるべきは「混乱すること」に他ならない。

			　そう体感で悟っているガブリルは、波に身を任せて心を落ち着かせることにした。

			　まず上下を判別し、海上を目指す。

			「!?」

			　そう考えた彼の身に、ギシリと軋(きし)むような痛みが走る。

			　身体をもみくちゃにされるような強い海流が、彼を引き裂こうとするかのように上下から襲い掛かっていた。

			　自然じゃない。

			　痛みと困惑の中でそう理解したガブリルは、全力で水を蹴(け)ってその場を離れることにした。

			　それは野生の勘ともいうべき咄(とつ)嗟(さ)の行動だった。

			　波に翻(ほん)弄(ろう)されていた彼は捉(とら)えることができずにいたが、彼の真下には瓦(が)礫(れき)と化した船(せん)舶(ぱく)の残(ざん)骸(がい)がいくつも転がっていた。

			　彼の体がもう少し脆(もろ)ければ、あるいはもう少しその先へ流されていたら、彼の身もその瓦(が)礫(れき)と同じ運命を辿(たど)っていただろう。

			　だが、少年は命を取り留めた。

			　まるで海中から射出されるミサイルのように運よく海上に脱したガブリルは、海中からは想像もできなかった空の平穏さに驚(きよう)愕(がく)する。

			　嵐でもないのに、海が異常に荒れている。眼下に広がる海が、自分を飲み込もうとする巨大な怪物に思えた。

			（海の中はダメだ……！）

			　そう判断した少年は、着水すると同時に海上に向けて水を蹴(け)る。

			　流れに呑み込まれる前に脱出する手段を取った彼は、海上を跳ねるトビウオのように海を進んだ。

			　しばらくすると、海中に入った瞬間の感覚が変わってくる。

			（……もう、大丈夫……？）

			　そう考えた矢先のことだった。

			　潜(もぐ)るのを躊躇(ためら)い、海上を泳いでいた彼の目に映ったのは、どんよりとした灰色の雲。

			　天気が崩れる。

			　それが分かっていても、あの奇妙な海流の中に戻る選択肢はない。

			　泳ぎを再開したガブリルは、予想通り嵐に巻き込まれることになった。

			　だが、この嵐も何かが違った。

			　鳴り響く雷と強風、身体を強打する雨はまだいいとしても、何かが違う。

			　そう感じても、ガブリルはその「何か」を見つけられなかった。

			　波に揺られ、常に動いている彼が「まったく動く様子のない雲」に気付くことができなかったのは、無理もない話だろう。

			　雨の痛みは、男の殴(おう)打(だ)に比べれば屁(へ)でもない。

			　だが、強風にあおられた波はガブリルを幾度も呑み込もうとする。

			　いい加減鬱(うつ)陶(とう)しく感じたガブリルは、嵐による雷と高波をやり過ごすため、意を決し再び海中に潜(もぐ)った。

			　先の海流がその判断を躊躇(ためら)わせていたのだが、結果で言えば彼の警戒は杞(き)憂(ゆう)だった。

			　荒れていることは荒れているが、それは嵐の海では普通といえる荒れ方で、ガブリルの身体能力をもってすれば、その中を進むことは容易(たやす)いことだった。

			　潜水しながら泳ぎを再開したガブリルは、やがて流れが穏やかになったのを感じた。

			　ゆっくりと浮上すると、その空には途切れ途切れの雲があるばかりで、先ほどの嵐が嘘のように波も穏やかになっていた。

			「……まぁ、いっか」

			　もうどうせ戻ることもない。

			　そう考えたガブリルは、再び泳ぎ始めたのだった。

			　

			　やがて空が明るくなってきた頃。

			　ようやく見えてきた陸地に、ガブリルの心は躍った。

			　島から出たことのない少年にとって、見えてくる港町はまるで綺(き)麗(れい)な貝(かい)殻(がら)のように輝いて見えた。

			　砂浜から上がってきた少年に、周囲の人々は呆然とした表情を浮かべていた。

			　だが、母と男以外の人間を見たことがないガブリルは、自分を眺める人々の表情を理解することができなかった。

			　さらに少年は、人の目があるにも拘(かか)わらず、服を脱ぎ、両手で絞り海水を取り除いた。

			　悲鳴に似た声が聞こえそちらを見ると、母と似た人間……女性たちと目が合うが、何かを言ってくる様子もないので放っておくことにした。

			　裸で歩くなという母の言いつけを守り、下着は穿(は)いたまま街を闊(かつ)歩(ぽ)する。

			　街は見たことのない物で溢(あふ)れ、まるで魔力を宿しているかのように彼を魅(み)了(りよう)し、度々その足を止めさせた。

			　とはいえ、その幸福な時間もそう長くは続かなかった。

			「おい坊主、なんだその恰(かつ)好(こう)は」

			　かけられたらしい声に振り向くと、そこには鎧(よろい)を着こんだ男が二人。

			　武器を手にしていることからも警戒心を募(つの)らせていることが窺(うかが)えるが、ガブリルは平然としていた。

			　野生の獣(けもの)と違い、目の前の男たちの闘争心があまりに薄かったからだ。

			「濡れちゃって、乾いてないから」

			　取りあえず聞かれたことに素直に答えようと、ガブリルは手にしていた着物を掲(かか)げる。

			　その態度に怪(け)訝(げん)な表情を浮かべながらも、男の一人が小さく息を吐いて腰に下げた剣の柄から手を離した。

			「……坊主、人前でむやみやたらに肌を晒(さら)すのは獣(けもの)のすることだ。恥ずかしいことなんだぞ？」

			「……あー」

			　濡れたままの服は不快で、海に入る時はいつも服を脱いでいた。そのため他の知識に埋もれてしまっていたが、言われてみれば、母にも同じことを言われたことがあった。

			　欠けていた常識を思い出した少年だが、最も欠けていたのは「人に見られることに対する羞(しゆう)恥(ち)心(しん)」だろう。

			　悪意や変態的嗜(し)好(こう)もなく、純粋無(む)垢(く)な表情を浮かべる少年に、もう一人の男も手にしていた槍(やり)を肩に担ぎ直し、警戒態勢を解いた。

			　それから、互いに見合って頷(うなず)いた男たちの一人が少年に向き直り、頷(うなず)いて見せる。

			「そうなんだ。乾くまでいていいから、詰所まで来なさい」

			「話も聞きたいからな」

			　詰所とはなんだろう。

			　新たに浮かんだ好奇心に穏やかな笑みを浮かべ、「うん」と頷(うなず)いた少年に、男たちだけでなく周囲にいた者たちにも安(あん)堵(ど)が広がる。

			　彼らは皆、異質極まりない少年に声をかけることすらできずにいたため、いつの間にかその行く末を見守るようになっていた。

			　そんな人々の視線が途切れた詰所という場所は、石造りの砦(とりで)だった。

			　今まで住んできた建物とはまったく異なる、その重く冷たい雰囲気を物珍しそうに眺める少年を椅子に座らせ、男の一人が彼の正面に座り、もう一人が部屋の入口に立った。

			「さて、坊主。……っと、いつまでも坊主じゃ悪いな。名前はなんていうんだ？」

			「ガブリル」

			「ガブリルくんか。一応聞いとくけど、ギルドの登録証は持ってるか？」

			「ぎるどの、とう……？」

			　首を傾げるガブリルに、正面の男は苦笑した。

			「いや、知らないならいい。まぁ、なんだ。私たちは衛兵だから、この街を守るのが仕事なんだ。だから、坊主みたいに知らないうちに外から来た人に話を聞かなきゃならんのさ」

			「へ～」

			　感心した様子のガブリルに気を良くしたのか、男はテーブルに肘(ひじ)をついて少し前かがみになりながら笑いかけた。

			「なに、ガブリルくんが正直に答えてくれれば、また街を歩けるようになる」

			「うん。答える」

			　いい子だ、と前置きをして、衛兵の男は本題に入る。

			「歳はいくつだ？」

			「えっと……12歳」

			「……本当か？」

			　男の漏らしたような猜疑の声に不満を抱くわけでもなく、ガブリルは平然と首(しゆ)肯(こう)する。

			　座る男がもう一人の男に視線を向けると、彼もまた驚いたような表情を浮かべていた。

			　１４０センチ程度に見える少年の背丈は、12歳の平均よりもかなり低い。

			　加えて、どこか無防備にも映るそののんびりとした少年の雰囲気が、見た目の幼さに拍車をかけていたため、彼らにとって少年のその年齢は意外なものだった。

			「……ふむ。じゃあ次だ。生まれはどこだ？」

			「…………島？」

			　そんなざっくりとしたガブリルの回答を、しかし男たちはそれほど不思議には思わなかった。

			　陸地の住人でさえ、僻(へき)地(ち)の村では自分の国はおろか、所属する領地の名前さえ知らずにいる者が多い。

			　他との交流を持たない島等の生まれであれば、それは尚更だろう。

			「その島からどうやってここに来たんだ？」

			「えっと……泳いで」

			　本当は、生まれた場所とは別の島から泳いできた。

			　その考えが言葉の間にはあったが、聞かれたことに答えよう、という彼の妙な素直さが、答えを簡(かん)潔(けつ)なものにしていた。

			　だが、男たちにはとうてい信じることはできず、その間は「言い淀(よど)んだ何かがある」と認識されてしまった。

			「泳いできたって、どこから？」

			　まさか島と言うんじゃないだろうな。

			　そう内心で苦笑しながら問いかけた彼に返ってきた言葉は、

			「島から」

			　まさにその通りのものだった。

			「……」

			「……」

			　男たちは視線を交わし、少しだけ考える。

			　近隣の島には交(こう)易(えき)があり、そうでなくともこの国の政府が税金逃れを許すはずがない。

			　さらに言えば、この子供の体力で島からこの街に泳いで渡ることができるとは、とうてい思えなかった。

			「……島からずっと泳いできたのか？」

			　この幼さだ。もし嘘なのだとすれば、ボロを出すかもしれない。

			　そう考えての問いかけに、少年は平然と頷(うなず)く。

			「うん。変な流れのところとか、嵐に遭って大変だった」

			　男たちは驚(きよう)愕(がく)した。

			　海流や天候の変化は海には付き物だが、彼がやってきたらしい砂浜の方角と照らし合わせると、一つの可能性が浮上する。

			　それは、近隣の漁師はおろか、海・空のルートを使う商業ギルドにも広く認知されている〝死の海域〟を通ってきた、という可能性だ。

			（いや……）

			　男は可能性という言葉を否定し、ただの疑惑へと引き戻した。

			　確かに死の海域の先の島から来たのだとすれば、この少年の異様さ・無知さにも説明がつく。

			　しかし、死の海域に入った者は、まず嵐による暴風と高波、そして雷に曝(さら)され、もしそこを抜けたとしても荒れ狂う龍のような海流に砕(くだ)かれてしまう。

			　それは鋼鉄でできた船(せん)舶(ぱく)だろうが、泳ぎに秀でた魚人であろうが変わらない。

			　だからこそ〝死の海域〟なのだ。

			（……そう言っておけば、詮(せん)索(さく)されないと思ったのか？　……いや、しかし）

			　少年の様子を見ても、嘘を言っているようには見えない。

			　しかし、そう考えるように仕向けられているとしたら？

			　二本の小さな角が見えているあたり、魚人ではなさそうだが、獣人であったとしても、そもそも何の種族かも明らかではない。

			（……いかんな）

			　疑い始めてしまえばきりがない。

			　椅子の背もたれに体重を預け、思考を落ち着かせようと試みていたところに、ノックの音が男の耳(じ)朶(だ)を叩いた。

			「どうした」

			　立っていた男が部屋のドアを開くと、同じ鎧(よろい)に身を包んだ男が胸元に手を当てる敬礼をしてみせた。

			　その敬礼は堂々としたものだが、その衛兵の表情には困惑が見て取れた。

			「湾岸部で、諍(いさか)いが起きていまして」

			「それを何(な)故(ぜ)、俺たちに？」

			「それが、初めは単なる喧(けん)嘩(か)だったようなのですが、妙に拡大を見せていて……」

			　その報告を聞いた男たちは互いに顔を見合わせ、座る男は覗き見るようにガブリルに視線を移した。

			　この少年は先発隊で、後続が混乱を引き起こす間に何か行動を起こすつもりなのだろうか。

			（……なら、ここで殺しておくか？　……な、なにを馬鹿な……）

			　男は、さも当然のように浮かんだその考えに驚(きよう)愕(がく)して頭を振った。

			　見れば、立っている男も信じられないものを見たような表情をしているのが見えて、男は直感的に自分と同じような考えに至ったことを察した。

			　何かがおかしい。

			　そう判じた男の行動は速かった。

			「ガブリルくん。悪いが少しの間、地下の牢で過ごしてもらう」

			「？　うん、わかった」

			　牢の意味が分からずに了承したガブリルに怪(け)訝(げん)とした表情を送りながらも、男たちは立ち上がって少年の移送に取り掛かった。

			　砦(とりで)の地下はひんやりと涼しく、夏の茹(うだ)るような暑さにはちょうど良さそうだが、まだ少し濡れている服を着るガブリルには少々肌寒かった。

			　加えて通気性が悪いのか、地下全体に蔓(まん)延(えん)するカビ臭(くさ)さが、人並み外れた嗅(きゆう)覚(かく)を持つ彼には辛かった。

			「ここが牢かぁ……」

			　石が綺(き)麗(れい)に敷き詰められた壁と、鉄の仕切り。

			　見たことのない光景に興奮するガブリルだが、それもものの数分で飽きてしまった。

			　彼をここに送った男たちは、すぐにこの場所を離れてしまい、話し相手もいない。

			　騒動を片付けたらまた来るとは言っていたが、人がやってくる気配もない。

			「……まぁいっか」

			　ガブリルは一つ欠伸(あくび)をして、備え付けのわずかに湿った敷布団の上で横になった。

			　思い返してみれば、母と暮らした島を出てからゆっくりと休んだ覚えはなく、いくら常識外れの肉体とは言え、遠泳による疲労はその小さな体に蓄(ちく)積(せき)していた。

			「……もう、ちょっ……と……」

			　待ってみようかな。

			　そう口にするまでもなく、ガブリルの意識は眠りの中に落ちて行った。

			　

			　夢の中で、ガブリルは海を泳いでいた。

			　白く大きな蛇(へび)に追いかけられ、逃げ続けていたはずの彼はいつの間にか身動きが取れなくなり、海の中に深く、深く沈んでいく。

			　夢を見るような浅い眠りだったせいだろうか。

			　それとも、野生の勘が働いたのだろうか。

			「……、？」

			　目を覚ましたガブリルは、微かに聞こえる足音に身体を起こした。

			　カツン、カツンと聞こえてくる金属音は、衛兵の着ていた鎧(よろい)のものとよく似ていた。

			　しかし、聞こえてくる音の調子に違和感を覚えたガブリルは、自然と警戒する態勢に入っていた。

			　来る。

			　音の大きさから階段を降りたらしいと予想したガブリルは鉄(てつ)格(ごう)子(し)に張り付き、足音の人物が現れるだろう斜向かいの曲がり角に注視した。

			　まず姿を現したのは、小刻みに震える斑(まだら)模様の槍(やり)。

			　徐々にその長さを見せていく槍(やり)が通路ほどの幅に伸びると、やがて鎧(よろい)に包まれた本体がその姿を見せた。

			　全身を包む鎧(よろい)が重いのか、気(け)怠(だる)そうに一歩一歩、ゆっくりと歩いて来る。

			　鈍くも光沢を放っていたはずの鎧(よろい)は槍(やり)同様に黒い模様をそこかしこに染め上げており……この時点でガブリルは、それが血だとようやく気付いた。

			「ヒッ」

			　少年の耳に聞こえてきたのは、鎧(よろい)から洩(も)れたような微かな声。

			「ヒヒッ」

			　やがてそれは大きくなり、

			「ヒヒッ、ヒハハハッハッハッハッハハハハハ！」

			　地下牢全体を震わせるほどの笑声へと変(へん)貌(ぼう)した。

			　フルフェイスの兜(かぶと)の合間から覗く目は赤く血走り、口から零(こぼ)れる涎(よだれ)が喉元の結合部から浸み出ていた。

			「っ」

			　目が合った。

			　そう直感したガブリルが鉄(てつ)格(ごう)子(し)から身を引くと、聞こえていた足音が、少しずつ速くなる。

			　走ってくる。

			　そう気付いた直後だった。

			　鉄(てつ)格(ごう)子(し)に叩きつけられた槍(やり)の、甲(かん)高(だか)い金属音が牢に響いた。

			　縦に伸びる鉄(てつ)格(ごう)子(し)を槍(やり)が抜けるには、縦に振り下ろすか突くしかない。

			　しかし叩きつけながら歩いているのか、徐々にその長さを増していく槍(やり)は何度も何度も鉄(てつ)格(ごう)子(し)に打ち付けられる。当然、槍(やり)は少年に届かず、無意味な金属音ばかりが地下牢に響く。

			　不意に地に落ちた槍(やり)は乾いた金属音を響かせ、やがて足音だけが聞こえるようになった。

			「ヒャハ、ッヒヒャハッハッハハハハッハハハ」

			　ついに牢の前に姿を現した衛兵は、けたたましい笑い声を上げながら鉄(てつ)格(ごう)子(し)を殴りつける。

			　何度も、何度も、何度も。

			　やがて何かが潰れるような鈍い音が笑い声の合間から聞こえると、尚もガブリルの下に向かうために鉄(てつ)格(ごう)子(し)が邪魔なのか、衛兵はその頭を打ち付け始めた。

			　喉への負担からか、擦れていく笑い声と金属音。

			　耳に不快な余(よ)韻(いん)を残しながらそれらの音が途絶えると、衛兵は鉄(てつ)格(ごう)子(し)にのめり込むように崩れ落ちた。

			　その唐(とう)突(とつ)な幕切れに初めこそ警戒していたガブリルだが、全く動かずにいる衛兵にゆっくりと近づいていく。

			　衛兵に呼吸はなく、脈打つ音も聞こえない。

			「……何がしたかったんだろ」

			　衛兵の死を認めたガブリルはそう呟(つぶや)くと、鉄(てつ)格(ごう)子(し)に手をかけた。

			　この場所にいても意味がないし、また別の者が来ても面倒にしかなりそうにない。

			「……んぐぐぐぐ……！」

			　両手で隣り合わせの鉄(てつ)格(ごう)子(し)を、力ずくで抉(こ)じ開ける。

			　天井との結合部分から零(こぼ)れ落ちる砂を無視して、悠々と通れるだけの隙間を広げたガブリルは牢を後にした。

			　地下を出て、まず感じたのは砦(とりで)の窓から見えた空の明るさだった。

			　空(くう)腹(ふく)具合から言って同じ日とは思えず、日を跨(また)いだことを知った。

			　そして、次第に強くなる臭いに鼻を抓(つま)む。

			　砦(とりで)の通路を少し進むと、臭いの原因が分かった。

			　彼の目前にあったのは、累(るい)々(るい)と転がるいくつもの死体。

			　それらはどれも血(ち)塗(まみ)れで、鎧(よろい)や無事な衣服の上が濡れていたことからも返り血を浴びたことが分かった。

			　そして、異(い)臭(しゆう)の正体は彼らが垂れ流したらしい糞(ふん)尿(によう)だった。

			　いくら世情に疎(うと)いガブリルといえど、この状況が異常であることくらいは分かる。

			　そして砦(とりで)を抜け出した彼の目の前に広がっていたのは、砦(とりで)で見たもの以上に凄(せい)惨(さん)な有様の市街だった。

			　衛兵だけではない。商人に漁師、着飾った女性やガブリルよりも幼い子供……老若男女、その全てが死体となって、街の至る所に転がっていた。

			「……」

			　街が死んでいる。

			　つい先ほど見たように思い出すことができた活気と煌(きら)びやかさが、この街のどこにも存在しない。

			　地下よりもはっきりと聞こえてくる喧(けん)噪(そう)も、陽気さとは真逆の怨(えん)嗟(さ)と憎悪に塗(まみ)れ、まるで獣(けもの)の鳴き声のようだった。

			「……」

			　これほどまでに死体で溢(あふ)れているというのに、半ば茫(ぼう)然(ぜん)としたままのガブリルの視界には、動くものがいくつもあった。

			　爪(つめ)で抉(えぐ)られ、血が滲(にじ)むにも拘(かか)わらず男の首を絞め続ける女。

			　すでに動かない死体を鎧(よろい)ごと岩で打ち付け続ける子供。

			　腱(けん)を切られ、ぶら下がる腕や足を引きずりながらも剣を叩きつけあう二人の兵士。

			　金属の音、声にならない叫び、獣(けもの)じみた悲鳴。

			　それらの行動の意味、理由が理解できずに眺めたまま立ちすくむガブリルに、やがて殺害を終えた人間が気付き、歩み始めた。

			　来る。

			　そう分かっていても混乱する頭は行動を起こすよう体に命令を下すことができず、近づいてくる、焦(しよう)点(てん)の合わない人々の様子をただ捉(とら)えるばかりだった。

			「っ」

			　不意に視界が陰り、動かせなかった視線を空へと向ける。

			　彼の上空を過ったのは、大きな鳥。

			　そして頭上から徐々に大きくなっていく存在を、少年は見ていた。

			「……ひと？　っ！」

			　そう呟(つぶや)いた直後、轟(ごう)音(おん)と衝(しよう)撃(げき)を伴って少年の眼前にその何者かが着地した。

			　衝(しよう)撃(げき)に堪(こら)えきれず、尻(しり)餅(もち)を突いたガブリル。眼前を覆(おお)う粉(ふん)塵(じん)が晴れていくと、その人物が屋敷の男であることが分かった。

			　男はガブリルを睥(へい)睨(げい)し、検分を終えてから周囲を見渡す。

			「……遅かったか」

			　ガブリルを襲おうとしていた者は男が着地した際の衝(しよう)撃(げき)で吹き飛ばされたが、それでも別の者は立ち上がり、ある者は這(は)ってでも近づこうとしていた。

			　眼下に座り込んだままのガブリルに視線を戻した男は、先のように睨(にら)み付けるでもなく、ただ困惑と恐怖の入り混じる表情を浮かべる少年から視線を外した。

			「……帰るぞ」

			「……」

			　告げた言葉に返答はなかったものの、視界の端に映る顔には硬さが見て取れた。

			　それでも、噛(か)みつくような反抗心や、逃げ出すような恐怖心は見られない。

			　この街に溢(あふ)れているのは、子供が見るには凄(せい)惨(さん)にすぎる光景だ。

			　受け入れることも拒絶することもできずにいるのだろう。

			　そう考えた男はガブリルを抱えるように持ち、半ば強制的に運ぶことを選んだ。

			　まるでドラのような指を鳴らした音が街に響き、鳥や獣(けもの)が一斉に逃げ出す中で、一匹の鳥が彼らに近づいてきた。

			　家一棟はありそうな巨鳥の足に捕まり、二人は街を飛び去った。

			　半ば呆然としたまま男の脇に抱えられたガブリルの眼下に広がるのは、死(し)屍(し)累(るい)々(るい)と化した街。やがて、一つの死体が彼の目に留まった。

			　血に塗れた剣を持ち、目を見開いたまま笑顔で絶命するその人物は、詰所でガブリルと話していた衛兵の男だった。

			　母ほどの喪(そう)失(しつ)感(かん)はない。

			　しかし、つい先ほどまで話していたような感覚が残るガブリルには、他の住民同様に「死んだ」で済ますことができず、ただ呆然と死にゆく街を眺めていた。

			　暴風が吹き荒れる雲の中を突っ切り、乱れ狂う海流を尻目に島を目指す。

			　空の旅は、お世辞にも快適とは言えなかったが、行きの苦労を考えれば数倍も楽だった。

			　空から見下ろす海や雲。

			　普段であれば胸が躍るような光景にも、少年の心は喜びを見いだせずにいた。

			　それは屋敷に戻ってからもしばらくは変わらず、憎いはずの男を見て睨(にら)みはしても、刃向うことはしなかった。

			　

			　――街が死ぬと、あんなふうになっちゃうんだ。

			　

			　活き活きとして、きらきらと輝いて見えた「街」の死が、その変(へん)貌(ぼう)が、どうしても脳裏から離れてくれなかった。

			　母の死に感じた寂(さび)しさや悲しさとは違う、身体の芯が冷え込むような感覚。

			　ガブリルは自覚できずにいたが、それは彼が初めて知った「死への恐怖」だった。

			　呑み込むこともできず、忘れることもできず、ガブリルは半ば呆然と日がな一日を過ごしていた。

			　そんなある日のこと。

			「……？」

			　屋敷が何か騒がしい。

			　この屋敷にはガブリルと男以外には獣(けもの)がいくつかいるだけで、人が入ってくることができない孤島のため、毎日が静かだった。

			　その静(せい)寂(じやく)が破られ、屋敷の空気が重く感じられた。

			　かと言って調べる気にもなれず、部屋に閉じこもったままのガブリルは、近づいて来る足音に気付いた。

			　初めこそ男のものかと思ったが、食事の時間ではなく、さらに言えば聞こえてくる「音」がまったく違っていた。

			　やがて足音は少年の部屋の前で止まる。

			　障子の襖(ふすま)が映す影は細く、男とはまったく異なるものだった。

			　それはどちらかと言えば、母に似ていて――

			「初めまして。ガブリルくん、だよね？」

			　開かれた襖(ふすま)の先に現れた人物は、母よりも幼い少女だった。

			　金髪の長い髪は細く透き通るように輝いて見え、白い肌に浮かぶ青い眼には海のような深さを感じた。

			　ガブリルも魅入ってしまうほどの整った顔の側面には、街で見たどの人間とも違う長い耳が見て取れた。

			「私はイリア。ちょっとお話しいいかな」

			　イリアと名乗った少女は微笑(ほほえ)み、部屋へと足を踏み入れた。

			　

			「緊急依頼、ですか？」

			　イリアの復唱に、受付に立つ兎耳の女性は朗(ほが)らかな笑みを浮かべたまま首(しゆ)肯(こう)した。

			「うん。ちょっと前にね、ここから南にあるデゥーベルっていう街で、住民が殲(せん)滅(めつ)する事件があったの。国としては見過ごせないってことで、調査隊が派遣されることになったのね？　それで、護衛する人手が必要になったってわけ」

			　ギルドでも用いられている軍事用語としての殲(せん)滅(めつ)は１００％の損(そん)耗(もう)。30％の全滅や50％の壊滅とは、まさに桁が違う。

			　軽い調子で話してはいるが、のっぴきならない内容にイリアは眉尻を下げた。

			「……それって、国の軍が動くべきなんじゃないんですか？」

			「そうなんだけどね～……、ほら、ウチの国って今、隣のペールガスと緊張状態でしょ？　いざという時のために国軍を割くわけにはいかない、ですって」

			（……うーん）

			　ペールガス王国は、彼女がいるポードルーテ王国の北西にある国で、南で起きた事件であれば彼の国が関与したとは考えにくい。

			　そう判断したからこそ、ギルドを頼ったのだろう。

			　そう考えることにしたイリアは「まぁいっか」と胸中で呟(つぶや)き、兎(うさぎ)の獣人の受付嬢に改めて向き直る。

			「それって私だけじゃありませんよね？」

			「もちろん。ランクがＢ以上の傭(よう)兵(へい)ギルドの人に声をかけてるところ。イリアちゃんが行ってくれると助かるんだけどな～」

			「……媚(こび)を売る相手、間違ってません？」

			　しなを作って頼み込むその姿はあざとく、しかし「あざとい」と思える程度には可愛(かわい)らしい。

			　しかし、イリアは傍(はた)から見れば明らかに彼女よりも年下の同性で、さらに言えばこの時のイリアはその実力を隠しながら過ごしていた。

			　気さくに話す程度の信頼関係があるとはいえ、こうまでして引き込もうとする理由として考えられるのは、二つ。

			「……達成ノルマでもあるんですか？」

			「ぎくっ」

			　可能性の高そうな理由を口にすると、受付嬢はわざとらしく身をのけぞらせた。

			　良く言えば隠し事ができない、悪く言えばアホの子という性格から考えれば、このリアクションにも特に裏はないのだろう。

			　イリアの両肩をがしっと掴(つか)んだ受付嬢は、泣きつくように捲(まく)し立てる。

			「しょうがないんだよ～、国の偉い人たちは協力してくれないなら税金上げるって言うし、下手にそんなこと言えばギルドの人たちはこの国から出て行こうとするし～」

			「わかった、わかりましたから、揺らさないでください」

			「ほんと!?　今聞いたよ！　聞いたからね!?」

			　両肩を掴(つか)んでいた手を離した受付嬢は、慌ただしく依頼表を差し出した。

			　依頼内容は先ほど聞いた話と相違がなく、報(ほう)酬(しゆう)や拘(こう)束(そく)時間など、詳細についても問題はなかった。

			　ただ一つ、出発が明日であることを除けば。

			「ずいぶん急な話なんですね」

			「うーん、国の方がだいぶピリピリしてるみたい」

			　余計な問題は無視したいが、少しでも可能性があるなら確認せざるを得ない。

			　そんな意思が見え隠れする要求には、この国に置かれたギルド連合も辟(へき)易(えき)しているようだ。

			「あんまり上手くいってないんですね、この国とギルドって」

			「まぁね～……。でも、どこも同じじゃない？」

			　受注登録の処理を行いながら、受付嬢は苦笑した。

			　国とギルドの関係は、まさに水と油。混ざり得ることはないが、その地に生きる人々にはどちらも欠かせない存在だった。

			　そしてそれは、イリアが各地を回る際に調べる項目の一つでもあった。

			　隣国との緊張状態が続いていることも含め、国とギルドの不和が大きくなりつつある現状を考えれば、彼女の選択肢は一つしかない。

			（もういっか）

			　別の国に行ってみよう。

			　そう結論付けたイリアは受付嬢から登録証を受け取り、合流予定の街・ブラムルーテに出発した。

			　

			　前日にブラムルーテに入っていたイリアは、遅れることなく調査隊の集合に参加した。

			　イリアが見(み)目(め)麗(うるわ)しい少女ということもあり、中には色目を使ってくる者もいた。とはいえ、さすがにＢランク以上という制限の設けられた依頼を受注していることもあり、その実力への疑いを口にする者はいなかった。

			　ブラムルーテが事件のあったラブラムに最も近い大都市であったこともあり、調査隊はその日のうちに現地入りした。

			　そして彼らは、街の至るところに残る惨(さん)状(じよう)の痕(こん)跡(せき)に絶句した。

			　調査のために埋葬されず、警備の一手を担っていた砦(とりで)に並べられた死体の数は山一つを覆(おお)い隠すほどに思え、そのどれもが人為的に殺されたのだと分かる傷を生々しく残していた。

			　街には雨でも流しきれなかった血(けつ)痕(こん)がそこかしこに残り、獣(けもの)が食い散らかした跡と思われる肉片や骨も転がったままだった。

			「……こいつら、殺し合いでもしたのか？」

			　死体を検分していた調査隊の一人が呟(つぶや)き、部下を一人呼び寄せる。

			「死体の数を確認してくれ。登録されている住民の数と照らし合わせるんだ」

			「はい。直ちに」

			　部下の男はさらに部下たちに命令を伝え、死体の下に散らばっていく。

			　その一方で、ギルド員たちも動き始めようとしていた。

			「俺らは周囲の警戒と、索敵だな」

			「割り当てはどうする？」

			「んー、適当でいいだろ」

			「じゃあ私は索敵に入ります」

			　イリアは皆に先んじて立候補し、大義名分を得て砦(とりで)を後にした。

			　死体の数に臆した。街の惨(さん)状(じよう)に尿意を催(もよお)した。

			　そんな意味の言葉を口汚く吐く連中を無視してイリアが向かったのは、クレーターのような衝(しよう)撃(げき)の跡が残る「何かが着弾」したような大通りの一角だった。

			（何かが落ちてきて、何かが起こった……？）

			　しかし検分していく中で、着弾の衝(しよう)撃(げき)で弾き飛ばされたらしい石畳をひっくり返し、イリアはその可能性を否定した。

			　石畳の表面に血が残っていることから考えて、先に何かが起こった後に何かが着弾したと判断したからだ。

			（うーん……、住民が殺し合う、か）

			　敵国の工作員が紛(まぎ)れ込んだことで殺し合いが始まったのだとすれば、少なくない数の人間が逃げようとしているはずだ。しかし、残された死体のほとんどには、正面から血を浴びたような跡があった。

			　それは「目の前にいる人間に斬られた」か「斬って返り血を浴びた」からと考えられ、逃げている人間も同じような跡が残るとは考えにくい。

			　ならばなぜ、住民同士が殺し合うようなことになったのか。

			　住民同士の仲がもともと険悪で、何かが切っ掛けとなり抗争に発展したのだろうか。

			　殺し合いを促(うなが)すような大規模な呪術が展開され住民たちが狂い、この惨(さん)状(じよう)となったのだろうか。

			（魔法の陣みたいなものはないし、魔力の残りカスもないしな～……）

			　どれもしっくりこないイリアは思考に引っかかるような感覚を覚えて、その原因を探った。

			　狂い。

			　その言葉が原因と気付くと同時に、彼女の脳裏には一つの文字が浮かび上がった。

			　それは、魔法ギルドに保管されていた禁書に記されていた〝狂乱〟の文字。

			　彼女が読んだ一文を抜きだせば、「鬼神の息には狂乱の作用があり、彼の者の周囲にいたものは皆、血を貪るように踊り狂った」となる。

			　血を貪(むさぼ)るように、を殺人衝動。踊り狂った、を殺し合ったと解釈すれば、ちょうどこの街の状況に当てはめることができる。

			　ただし、それは合致するだけ。

			　証拠は何一つ存在しないのだから、彼の者が原因と決めつけるつもりはなかった。

			（……何か残ってないか、一通り探してみよう）

			　思考を切り替え、索敵と同時に探索を行ったイリアだが、街の中に目ぼしい発見は無かった。

			　やがてその日の調査は終わり、街のはずれでテントをはり睡眠をとる。

			　その翌日、索敵ではなく調査隊の護衛に回ることになったイリアは、砦(とりで)の中で一つの書類に目を付けた。

			　実際には血でぼろぼろになっていたが、【錬金術】による複製と復元で、読み取ることができるようにしたものだ。

			　その書類は、捕(ほ)縛(ばく)した者や容疑者を牢に入れるための手続き書のようで、最近牢に入れられたらしい少年についての記述があった。

			『――下着姿で街を歩く少年を連行。取り調べにより不可解な供述をしたため、一時的に拘(こう)束(そく)する。

			　――備考：少年は死の海域を泳いで渡航してきたと供述している。それ以外の点について、不審な点はなし』

			（死の海域？）

			　穏やかではないその字面に目を引かれたイリアは、手近な調査隊の人間に声をかけた。

			　もちろん書類は無に還した。余計な面倒事は避けておく。

			「あの、ちょっといいでしょうか」

			「ん？　なんだ？」

			　進まない調査状況に不満を募(つの)らせているのか、隊員の横(おう)柄(へい)な口調にも態度を変えず、イリアは何でもないことのように訊ねる。

			「死の海域ってご存知ですか？　あまりこの国のことに詳しくなくて」

			「死の海域か。この地域ではちょっと有名な話だな」

			　隊員の男性は辺りを調べる手を止めて語りだす。

			　その様子は先ほどまでと違い活き活きとしていて、彼自身も興味を抱いているものなのだろうと察した。

			「この街から南の海は、ずっと動かない嵐に覆(おお)われてるんだ。暴風と雷、それと高波で船は粉々になって、進むことができない。どこにでも馬鹿はいて、じゃあその先に何があるんだ、と好奇心に狩られた魚人が海中を進んだんだ。だが、いつまでたってもそいつは帰ってこない。死んだんだって言う奴と、嵐の先には楽園があって、帰ってくるつもりがないんだ、って言う奴がいた。何人もの魚人や富豪が幻の楽園を夢見て嵐の先を目指したんだが、ある時運よく嵐の先を抜けた船の乗組員が、命からがら街に戻って来たんだ。その乗組員は死人みたいに真っ青な顔で言ったそうだ」

			　

			　――嵐の先には楽園なんかない。ただ、人を呑み込む海の魔物が住み着いてるだけだ。

			　

			「ってな。まぁそれも大昔の話で、今は風と水の結晶柱が天然の結界を作り上げてるんだろう、ってことで片が付いてるんだがな。なんにせよ、その一帯は足を踏み入れた者に破滅をもたらす死の海域、と呼ばれるようになったわけだ」

			「調査をほったらかしにして講(こう)釈(しやく)を垂れるとは、随(ずい)分(ぶん)偉くなったな？」

			「た、隊長殿!?」

			　語っている途中でやってきたことに気付かなかったのか、隊長と呼ばれた男の冷たい視線に、隊員は狼(ろう)狽(ばい)しながら苦笑を浮かべた。

			「いやぁ、最近死の海域なんて、誰も見向きもしないじゃないですか。なんか嬉しくなっちゃって」

			「ふむ。まぁ、海の街に生まれた男なら、一度は夢を抱く場所だな」

			　隊長の男も覚えがあるのか、隊員の言葉に同調するような態度を見せる。

			　かと思えば真剣な表情でイリアに向き直り、まっすぐに少女の目を見ながらその真意を問うた。

			「なぜ死の海域のことを？」

			「この街の先にあると聞いたことがあるので、少し気になっただけです。面倒をおかけしました」

			　平然と言ってのけた少女の口調や態度に、取り繕(つくろ)いや欺(ぎ)瞞(まん)は見受けられない。

			　本当のことを言っている。

			　そう判断した隊長は隊員に二言三言、苦言を零(こぼ)し、連れだって少女の下を去っていった。

			（南、か）

			　残されたイリアは彼の方向を見遣り、【千里眼】を発動した。

			　海の先には台風さえ逃げ出しそうな嵐が続き、そこを抜けると一見穏やかそうな海上に出たが、少し海中に視線を移すと、その流れの異様さは明らかだった。

			　さらに距離を延ばすと、見えてきたのは断(だん)崖(がい)に囲まれた孤島。

			　その中央には屋敷や蔵が建ち、座敷と思われる場所には目を伏(ふ)せて黙(もく)祷(とう)する男の姿があった。

			　その額には天を突くような二本の角。

			　獣人とも取れる特徴だが、彼女の目に宿るスキル【神の目】が映しだすのは〈鬼神〉の文字。

			　見て取れるそのステータスも、常人とはまさに桁(けた)違(ちが)いのものだった。

			（……うぇ～）

			　あれの下に向かうのかと思うと、原因を追求しようという気分が萎(な)える。

			　原初の三神は争いをやめない神々と人々に嫌気がさして姿を隠したと伝わっている。ステータスの如何(いかん)はともかくとしても、現に世俗から隔(かく)絶(ぜつ)された場所に住む彼の者が、協力的な態度を示してくれるとは思えない。

			　それでも、街の住人全員が死に絶えるなどという悲惨な事件は、そうあっていいものではないのだから、防げるものならば防ぎたい。

			　それが現状を見て彼女の抱いた意思……「自分のしたいこと」だった。

			　

			　それから四日後。

			　朝食会議としてその日の予定や役割分担などを決める場で、隊長の男が調査隊や護衛のギルド員たちに向けて声を発した。

			「誠に遺(い)憾(かん)ではあるが、本日をもって今回の調査を打ち切る」

			　安(あん)堵(ど)したような表情を浮かべる者、悔(くや)しそうに俯(うつむ)く者……その反応は様々だが、国策は融(ゆう)通(づう)が利かないことを承知しているからか、異を唱える者はいなかった。

			　結局、五日続いた調査は原因らしい原因を見つけられずに終了した。

			　唯一、死体のほとんどはラブラムの住民で、登録証を持つギルド員を除けば他国の人間が見つからなかったことを確認できたことが収穫だろうか。

			　思い思いにブラムルーテに到着した一行は、ささやかながら（調査した事件が事件だけに、打ち上げという言葉は自重した）食事会を開くことになったが、イリアはこれを辞退。

			　余計な疑いをかけられないよう、真逆の門から街を出てから飛行魔術を発動し、迂(う)回(かい)するようにラブラム方向へ向かった。

			　ラブラムはそのまま素通りし、海上に出てしばらくすると、真っ黒な雲が視界に増えてきた。

			　水中に潜(もぐ)れば服が濡れるため、イリアは高度を上げて雲の上を飛ぶことにした。

			「……え!?」

			　しかし、いつまで経っても黒い雲は途切れず、超高空に延々と伸びていた。

			（……結界か）

			　人為的なものなのかもしれない。

			　そう判断したイリアは、空中に停止して詠(えい)唱(しよう)を始める。

			「――其処は彼処、坐(ざ)す鳥に契(ちぎ)り、舞う獣(けもの)に安(あん)寧(ねい)の沓(しゆう)座(ざ)を三度問い、解れ、満たせ、説けよ」

			　その言葉が意図するところは、結晶柱の封(ふう)印(いん)。

			　因(いん)子(し)の結合を抑制・乖(かい)離(り)させることでその働きを阻(そ)害(がい)し、魔術の発動を止めるトラン・サペルの上位魔法。

			「――トラン……」

			　フィクセル、と詠(えい)唱(しよう)を完成させる間際、イリアは因(いん)子(し)に干(かん)渉(しよう)させていた魔力を霧(む)散(さん)させた。

			　このまま発動すれば、雲は消え、何の問題もなく島に向かうことができるだろう。

			　だが、それはイリアのみならず、全ての存在……悪意を持つ者にも言えることだ。

			　かつてエルフの里に侵攻した悪魔と同じことを、今度は自分が原因で起こしてしまうかもしれない。

			　そう考えたイリアは詠(えい)唱(しよう)を変更し、別の魔術を発動させた。

			「――来て、タンポポ」

			　空中に生じた陣が瞬(またた)き、光が消失する頃には一頭の獅(し)子(し)が、イリアに向けて頭を垂れていた。

			　鬣(たてがみ)、四肢、尻尾、それぞれに眩(まばゆ)い閃(せん)光(こう)を走らせる獅(し)子(し)の頭を撫(な)でると、獅(し)子(し)は翡(ひ)翠(すい)色をした瞳(ひとみ)を細めて、ごろごろと喉を鳴らす。

			「ちょっと嵐の中を突っ切りたいの。行ってくれる？」

			『もうちょっと撫(な)でて』

			　言いながらスリスリと擦り寄る獅(し)子(し)に、イリアは自然と微笑(ほほえ)みを浮かべる。

			　まだ幼さが残るとはいえ、威(い)厳(げん)のあるその容姿とは異なり、甘えたことを言う性格からダンデライオンではなくタンポポと名付けたのだが、彼の性格は一向に変わっていないらしい。

			　それが可愛(かわい)く思えて、イリアはモフモフを堪(たん)能(のう)しながら使い魔の喉や頭、背中を撫(な)でていく。

			　やがて満足したのか、立ち上がってあらぬ方を向いたタンポポの背中にイリアは跨(またが)り、向かう先を示した。

			『ちゃんと捕まってて』

			　言いながらも、淡い紫色の薄いベールがイリアを覆(おお)うように展開される。

			　初速度こそ遅いものの、二歩目、三歩目と進むうちに加速は増していき、瞬く間もなく雲の中へと突入する。

			　そう捉(とら)えた直後には、すでに嵐の中を抜けていた。

			　雷への耐性のみならず、直線を駆ける速度で言えばタンポポの種族、皇虎に勝る神(しん)獣(じゆう)はいない。

			『……これだけ？』

			　くるりと振り向いたタンポポの不満げな口調に、イリアは首(しゆ)肯(こう)を返すしかなかった。

			　尤(もつと)も、それは彼女としても予想できた反応だったが、できるだけ使い魔たちと交流を持とうというイリアの配慮だった。

			　とはいえ、それで不満を抱かせてはただの余計なお世話でしかない。

			「ごめんね。次はもうちょっと走れるところに呼ぶから」

			『別にいい。ぶらっしんぐとお肉くれるなら』

			　ブラッシング（を含めた触れ合い）と食事。

			　どちらもイリアと長く接することになる行為で、使い魔の婉(えん)曲(きよく)な愛情表現だった。

			　それにイリアが気付いたかはともかくとして、もう二度、三度撫(な)でてから、タンポポは帰還した。

			「さて、と」

			　万が一敵対した時のことを考え、使い魔は連れて行くことができない。

			　イリアは荒れ狂う海流の上空を飛び、鬼神の住む島を目指した。

			　やがて海の様子が穏やかになると、頬を撫(な)でる風も柔らかくなり、そこは平穏という言葉が良く似合う風景となった。

			　見えてきた島も、打ち寄せる波を弾く断(だん)崖(がい)を除けば、自然豊かな森が広がっていて、前世の記憶に残るギアナ高地のような雄大さがある。

			　結界に守られ、安心で安全。

			　こんな場所に住むのもいいかもしれない。

			　そんなことを思いながら島に着陸したイリアは、ほぼ同時に森から姿を現した人物を見つけて居住まいを正した。

			「……他者が入り込んだのは、いつ振りだろうな」

			　そう言いながらあらぬ方を見遣る瞳(ひとみ)は血のような赤。潮風に靡(なび)く髪は黒く、イリアの遠い記憶を刺激するが、その極端に白い肌とイリアの倍はありそうな巨(きよ)躯(く)が、記憶の常識からはかけ離れていた。

			　そして、何より目を引くのが、その額から伸びる雄々しい二本の角。

			「突然の訪問、失礼いたします。私はイリアと申します、鬼神様」

			「……」

			　自身の素性を言い当てられたことで警戒心が増したのか、ピクリと眉(まゆ)を動かした鬼神は腰に据える太刀に手をかける。

			「……我を知りながら訪れたのであれば、よもや寄り道ではあるまい。何用だ」

			　吐かれる一言一言に、まるで気迫を乗せたような圧力が生じる。

			　常人であればそれだけで気を失ってしまうような威(い)圧(あつ)感でも、少女が動じる様子はない。

			「ここから北にある、ラブラムという港町を御存じでしょうか」

			「……」

			　無言は肯定。

			　そう判断したイリアが言葉を続ける。

			「その町で、先日住民が全員死亡する事件がありました。その件について、気になる点がございましたので、ご教示いただきたく存じます」

			　威(い)圧(あつ)には平然とするくせに、こちらを敬(うやま)う姿勢に欺(ぎ)騙(へん)や慢(まん)心(しん)は感じない。

			　何より、こうして間近で話しているにも拘(かか)わらず、変わった様子は見られない。

			　目の前で頭を下げたままの少女に興味を抱いた鬼神は、それをあえて隠しながら先の言葉を促(うなが)す。

			「気になる点だと？」

			「はい。街にいた住民は、まるでお互いに殺し合ったような死に方をしていました。そんな状況は、ふつう考えられません。……住民全員が、狂ったのでなければ」

			「……ふむ。回りくどいな」

			「では単刀直入に」

			　イリアはにっこりと微笑(ほほえ)み、口調そのものは変えずに鬼神に問いかける。

			「鬼神様の持つ狂乱の性質には、そんな効果がありますか？」

			「……」

			　互いに視線を交えながら、その顔に浮かべる表情は真逆。

			　沈黙の先に動いたのは、真意を測りかねた鬼神だった。

			「我が狂わせた。そう言ったらどうするつもりだ」

			「そうですね……不幸な事故であれば、以後同じことが起きぬようご遠慮願います。故意だとすれば、相応の報いは受けていただきます」

			　言い切った瞬間、赤い光が煌(きら)めいた。

			　その光の正体は、抜き放たれた刃の宿す血のような朱色だった。

			　鞘(さや)から一(いつ)閃(せん)、少女の細い首めがけて抜き放たれた斬撃は、その白い肌に触れることもなく制止していた。
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			　しかし、それは鬼神が意図した状況ではない。

			　確実に断ち切ろうとした斬撃を止められ、鬼神はほんのわずかに眉根を顰(ひそ)めた。

			「……これは、故意によるものだった、という返事と捉(とら)えていいんでしょうか」

			　身動ぎはおろか、刀に意識を向けることもせず、ただ自身を見返す少女の目は、先ほどと何ら変化はない。

			　それは怒りや恐怖はおろか、一切の動揺が、だ。

			「……斬りかかった非礼は詫(わ)びよう」

			　刀を鞘(さや)に納めた鬼神は、折り目正しくその腰を折ってイリアへと頭を下げた。

			　殺す気で攻撃を仕掛けたとはいえ、鬼神……ヒトとは一線を画す神が、素性の知らない人間に謝罪する。

			　普通なら死んでたんですけど。そんな胸中の不満を忘れ、驚きを隠せずにいたイリアに薄く笑いながら、鬼神は踵(きびす)を返して背中を見せる。

			「立ってする話でもあるまい。屋敷で説明しよう」

			「……ありがとうございます」

			　武士武士してるな。

			　そんな感想を今さらのように抱きながら、イリアは鬼神の後を追って島の中ほどにある屋敷へと向かった。

			　屋敷は木造で、玄関を通ると微かに煙の臭いがしたのは屋根の藁(わら)葺(ぶき)を燻(いぶ)るためだろう。

			　障子の襖(ふすま)や部屋に敷き詰められた畳(たたみ)はまさに日本的で、イリアは感動するよりもまず違和感を覚えていた。

			　何より異質なのは、屋敷の外れに見えた蔵の中で作られている醤(しよう)油(ゆ)や味噌だろう。

			（似てるって言っても、これは似すぎだよね……？）

			　訝(いぶか)るイリアをよそに先へ進む鬼神についていくと、案内されたのは広々とした座敷だった。

			　いわゆる上座と下座もなく、用意された座布団に座ったイリアは、改めて鬼神と正対する。

			「我は鬼神、名はノイタテュームという。改めて、先ほどの非礼を詫(わ)びたい」

			　言って床に拳(こぶし)を縦に突き、鬼神は深々と頭を下げた。

			　殺そうとしたことをすぐ水に流せるものではない。それをかつての記憶からも知っている彼にとって、この謝罪は話の取っ掛かりという側面が強かった。

			　しかし、

			「お受けいたします」

			　少女は謝罪を受け入れる。

			　驚きを隠すことができず、鬼神は顔を上げた。

			　彼の視線を受けて、イリアは改めて笑みを浮かべる。

			「とはいえ、私もずかずかと入り込んできた身ですので、お互い様、ではどうでしょうか」

			　侮(あなど)っているのではない。

			　そう素直に感じられて、鬼神は無意識に笑みを浮かべていた。

			　そしてその表情を自覚して、いつか感じたことのある感覚が脳裏を過り、鬼神の思考は過去に向かおうとする。それは彼自身の記憶か、その血に刻まれた記憶か――。

			「鬼神様？」

			　だが、イリアの声で我に返り、すぐにその思考を中断した。

			「いや、なんでもない。では本題に入ろう」

			　体を起こして居住まいを正した鬼神に倣(なら)い、イリアも正座した身を正す。

			　不思議と静けさが増したような感覚が過ったものの、そこに張り詰めたような険(けわ)しさはない。

			　正座をして凛(りん)と佇(たたず)むイリアに妙な親和性を感じながら、鬼神はゆっくりと口を開いた。

			「我の持つ、狂乱についてだったか――」

			　

			（有り得ない……あのおっさん有り得ない……！）

			　イリアは眉を顰(ひそ)め、怒りをぶつけるように床を蹴(け)った。

			　鬼神から話を聞いたイリアは、彼に許しを得て別室にいるという少年の下に向かっていた。

			　そんな彼女が目を見張ったのが、道中に残る破壊の跡だ。

			　折れた柱や、踏み抜かれたような床。壁には無残な穴が開き、縁側にはその残(ざん)骸(がい)が転がっていた。

			　生活に支障がない程度に修(しゆう)繕(ぜん)された廊下を歩きながら、イリアはいまだに沸(ふつ)々(ふつ)と沸き続ける怒りを抑えながら、目的の部屋の前に立った。

			　いる。

			　そんな感覚が襖(ふすま)越しに感じられて、立ち止まったイリアは一つ深呼吸をして気持ちを落ち着かせ、障子の貼られた襖(ふすま)を開いた。

			　こちらを見ていたらしい少年の瞳(ひとみ)と瞳(ひとみ)が交差して、イリアはその表情に浮かぶ警戒心を解こうと笑顔を浮かべた。

			「私はイリア。ちょっとお話いいかな」

			　言いながら部屋に足を踏み入れても、少年の態度に変化はない。

			　理解できていないだけかもしれないが、警戒心を強められるよりはいいだろう。

			　そう判断したイリアは、近すぎず、遠すぎない位置に膝をつき、少年と目線の高さを近づける。

			「ガブリルくんだよね」

			　返ってきたのは、ほんのわずかな首(しゆ)肯(こう)。

			　ちゃんと反応していることに安(あん)堵(ど)して、イリアは彼に訊ねた。

			「君はお父さんが嫌い？」

			　優しい微笑(ほほえ)みのまま吐かれた言葉に、ガブリルはぎょっとした。

			　だが、彼がしばらく返事をできなかったのは、その驚きのせいではなかった。

			「……嫌いだ」

			　振り絞るようにして吐き出した言葉を、ガブリルは忌(いま)々(いま)しそうに噛(か)み締める。

			　そんな少年の表情を見て、イリアは微笑(ほほえ)みに苦笑を混ぜる。

			「どうして嫌い？」

			「……あいつは、お母さんをほったらかしにした」

			　お母さんは、ずっとあいつを待っていたのに。

			　続く言葉に胸が締め付けられて、ガブリルは抱えた膝に顔を埋める。

			　忘れていた怒りが再燃して、伏(ふ)せた顔の奥からギリ、と歯噛みする音がした。

			「……ほったらかしにしていたんじゃないとしたら？」

			　イリアの言葉に、ガブリルは顔を上げなかった。

			　だが伏(ふ)せたままの表情には虚を突かれたような驚きが浮かび、噛(か)み締めていたはずの歯はいつの間にか開かれていた。

			　ほったらかしにされていたわけじゃない。

			　考えもしなかったその可能性に、ガブリルは思考が追い付かなかった。

			「何か思い当たることはない？」

			　聞きだしたいのではなく、思い出して欲しい。

			　そんなイリアの意思をくみ取るまでもなく、ガブリルの脳裏には色々な事実が思い浮かんでいた。

			　最も彼の記憶で引っかかりを覚えたのは、料理に使っていた調味料だ。

			　塩や砂糖のみならず、味噌や醤(しよう)油(ゆ)……いつしか不思議に思わなくなっていたが、いつまでも減らないあの調味料を、母はどこから手に入れていたのだろうか。

			　なぜ、作る方法を誤(ご)魔(ま)化(か)したりせずに、そのまま置いて違和感が残るようなことをしたのだろうか。

			　膝から顔を離し、思い悩むように顔をしかめる少年にイリアは微笑(ほほえ)みかける。

			　感情が思考を阻(そ)害(がい)するなら、感情に左右されない立場から提示すればいい。

			「……本当は、お母さんも気付いて欲しかったんじゃないかな。お父さんは、あなたたちを見捨てたわけじゃない、って」

			「……、でも」

			　でも。それは理解を拒む言葉。

			　だがその一方で、それは可能性を受け入れたことを示す言葉でもある。

			　だからこそ、イリアはここで彼に真実を告げる。

			「お父さんと貴方(あなた)には、人を狂わせてしまう体質があるの」

			「…………え？」

			　ようやく彼女を見たガブリルと視線が合って、イリアは彼を諭(さと)すよう、噛(か)み砕(くだ)くようにゆっくりと、続きの言葉を紡(つむ)いでいく。

			「この体質は〝狂乱〟って言ってね、苛(いら)々(いら)するのが我慢できなくなっちゃったり、欲しいって思うことに歯止めが利かなくなっちゃったりするんだ。だから、貴方(あなた)たちの近くにいる人は、暴れたり喧(けん)嘩(か)を始めたりしちゃうんだけど……心当たりはない？」

			　彼女の言葉を聞いて、初めに思ったのは「母は違ったし、それならこの人もおかしくなるんじゃないの？」ということ。

			「……あ」

			　しかし、すぐに思い至ることがあった。

			　それは、島を出て行き着いた街の、惨(さん)状(じよう)。

			　記憶と示された情報を繋ぎあわせる聡(さと)さを持っていた少年は、しかし認めることができずに声を上げた。

			「で、でも、それなら、お母さんが……！　イリアだって……！」

			　それは縋(すが)るような声音だった。

			　事実、彼の理性は自分の吐いた言葉を「違う」と訴えかけていた。

			　それでも、彼の感情はそれを受け入れることができなかった。

			　当然だ。

			　彼の胸中を理解した上で、イリアはそう思う。

			　思うからこそ、伝えなければならない。彼に、理解してもらわなければならないと思った。

			「私は貴方(あなた)たちと似たようなものだから大丈夫なんだけど……、お母さんはね？　特別な体質だったんだって」

			　それは、先ほど鬼神から聞いた事実だった。

			「貴方(あなた)のお母さんは、〝狂乱〟に耐えられる珍しい体質だったみたい。だけど、貴方(あなた)を生んで少ししたら、少しずつおかしくなっちゃったんだって」

			　ぼかして言ったものの、鬼神から伝えられた内容は聞くに耐えないものだった。

			　赤ん坊の首を絞める、放り投げようとする、地面に叩きつけようとする……。

			　それまでの彼女は、どちらかと言えば病弱で物静かな人物だった。しかし育児のストレスとしては過激すぎる行動と、何より理性そのものが失われたような言動。

			　鬼神は自身のもつ狂乱に加え、子供から発せられるものが重なったことで、彼女の特異な体質の限界を超えたのだろうと結論付けた。

			　そしてそれは、正しかった。

			「だから、貴方(あなた)のお父さんとお母さんは話し合ったの」

			　

			　――母と過ごせぬことほど、子にとって不幸な生はあるまい。

			　

			「お母さんが貴方(あなた)を預かって、お父さんは陰ながら助ける――――　……って」

			　鬼神には、不老不死の血が流れている。

			　それを加味した上での判断だったのだろうが、母親が亡くなってからすぐに駆け付けたところを見ると、子への愛情がなかったわけでもないだろう。

			　そう思えても、イリアは湧(わ)き上がってしまう怒りを鎮めるように呼吸を一つ置いて、改めてガブリルと向き合った。

			　いや、ガブリルは半ば茫(ぼう)然(ぜん)としたように視線を落としているため、視線が交わされることはなかったのだが。

			「あいつは……、あいつは、僕たちのことを、捨てたんじゃ……ないの……？」

			「そう言ってるね」

			　聞いただけだから、断定はしない。

			　それでも否定されなかったガブリルは、何かを考え込むように動かずにいる。

			　先ほどのように衝動的に否定しないところを見れば、彼の胸中を窺(うかが)い知ることができる。

			　だから、イリアは彼が答えを出すのを待った。

			　その答えは、明確な結論でなくてもいい。ただ、今ある情報を受け入れて、彼の中にある迷いに決着がつけられたらいいとイリアは思った。

			「……」

			「……」

			　どれくらいの時間が経っただろうか。

			　ゆっくりと顔を上げたガブリルの視線が、イリアの視線を捉(とら)える。

			「……あの人と、話したい」

			　どこか縋(すが)るような視線と声。

			　そう感じても、イリアはガブリルが言葉にするのを待った。

			　ただ微笑(ほほえ)むだけで応えのないイリアの姿に後押しされるように、ほんの少しだけ体を前に押し出してガブリルは言った。

			「……一緒に、来てくれる？」

			「いいよ。いこっか」

			　優しい声の承諾に小さな安(あん)堵(ど)の溜(ため)息(いき)を零(こぼ)したのも束の間、表情を決意を込めたような硬いものに変えたガブリルがまず歩きだし、イリアは彼の後に従った。

			　

			　向かった先の座敷では、鬼神が難しい表情のまま目を伏(ふ)せながら座り込んでいた。

			　その厳格な雰囲気に圧されたのか、ガブリルはわずかに足取りを重くしたものの、すぐに持ち直して鬼神の正面に立ち止まる。

			　すでに気付いていたからか、ゆっくりと目を開いた鬼神は、正面に立つガブリルを認めても動揺は見せず、ただ彼をじっと見据えた。

			　ガブリルも同様に、ただ鬼神とにらみ合うようにしながらも、一向に口を開く兆しは見られない。

			　ポツ、ポツ、と庭の池に小さな波紋を作る音が聞こえて、イリアがそちらに目を向けるとほぼ同時に雨が降り始めた。

			　それが切っ掛け、だったのだろう。

			「……座りなさい」

			　先に口を開いた鬼神の言葉にわずかな反抗心を見せつつも、ガブリルはその場に座り、協調の意思を示した。

			　それを認めた鬼神が小さな息を吐いたのをイリアは見たが、それはいまだ残るガブリルの反骨心に辟(へき)易(えき)したものではなく、こうして話し合う場ができた安(あん)堵(ど)の溜(ため)息(いき)のように思えた。

			　その予想は、先の鬼神との会話から彼自身がガブリルとの関係修(しゆう)繕(ぜん)を望んでいると、イリアには感じられたからだ。

			「……我が、お前の父だ」

			　――そこから!?　まだ言ってなかったの!?

			　突いて出そうになった声を何とか飲み込んで、イリアは二人のやり取りを追った。

			「……」

			「……」

			　が、彼らの会話は一つも進まない。

			　無言の屋敷を満たすように、雨音を立てる空模様には終わりが見えず、降り続ける雨に濡れるどこか懐かしい縁側から見える風景に、イリアはいつしか目を奪われていた。

			　溜まった雨水の重さに堪(こら)えきれなくなり、揺らいだ葉から落ちた滴が池に落ちる。

			　仕方ない。

			　進歩のない状況にそう判断したイリアは立ち上がり、その行動に気を取られた二人の視線を見返しながら、彼女は鬼神に向けて口を開く。

			「台所と食材、お借りしてもよろしいでしょうか」

			「う、む……、いや、構わないが」

			「ではお借りします。お二人はそのまま、ご自身の目的を果たしてください」

			　半ば切り捨てるように言って、イリアは【千里眼】で見かけていた台所へと向かった。

			　台所と言っても、そこは大昔の日本のような釜(かま)が備わっているだけの土間。もちろんシンクなどは存在しないので、小難しい料理はできそうになかった。

			　しかし、それでも「場所」さえ借りてしまえばどうとでも言い訳がつく。

			　イリアはチートで強化された【錬金術】で調理器具を生成し、ありあわせの食材で料理を始めた。

			　干しシイタケなどで出汁を取り、大根とワカメを入れたら沸(ふつ)騰(とう)させないように気を付けながら味噌を溶かす。

			　生成した七輪で魚の開きを炙(あぶ)り、副菜に磨り潰した胡(ご)麻(ま)とほうれん草の和(あ)えものと、ワカメときゅうりの酢(す)の物を作っておく。

			　水に浸して十分に水分を吸わせた米と大麦を生成した土鍋で炊いて、一通りの調理は完了した。

			　一方その頃、座敷で向き合う二人はと言えば、イリアが去った後も進展はなく、雨音だけが部屋に満ちているようだった。

			「……」

			「……」

			　しかし、そんな二人の様子がどこかおかしい。

			　落ち着きなく視線が彷徨(さまよ)い、よく見れば握りしめた手もそわそわと揺れている。

			　その原因は、イリアが台所に向かってからしばらくして漂い始めた、食欲を掻き立てる香りだった。

			　何度生(なま)唾(つば)を飲んだことだろう。

			　鬼神は優先すべきことが明白だから。ガブリルはここで離れては負けだと無意識に考えていたから、その場を動かずにいた。

			　動けずにいた。

			　だからこそ、襖(ふすま)が開いた時の二人の視線は、さすがのイリアでも軽く引くくらいの圧力を持っていた。

			「……昼食を作りましたが、食べますか？」

			　半ば、答えの分かりきっていた問いだった。

			「うん」

			「……いただこう」

			　片や強い首(しゆ)肯(こう)、片や自制するあまり妙に重苦しい口調となった肯定。

			　感情を表に出さないのか出せないのか。

			　いずれにせよ、妙なところで似ていると感じる二人に、イリアは苦笑に似た笑みを浮かべた。

			「分かりました。少し待っていてくださいね」

			　そう言って去っっていくイリアの背中を見遣り、再び座敷には沈黙が下りる。

			　心を焦らせていた要素がなくなったからか、一緒に固(こ)執(しゆう)していた何かも落ちたように、二人の心は妙に落ち着いていた。

			「……ミコトの……、母の料理は食べたか」

			「……うん。おいしかった」

			　会話というには、それはあまりにも足りないものばかりのやり取りだった。

			　それでも、今の二人にはそれで十分だったのだろう。

			「……そうか」

			　小さくそう言って、ほんの微かな笑みを鬼神が浮かべたのをガブリルは半ば茫(ぼう)然(ぜん)としながら眺めていた。

			　そして思う。

			　この人もまた、母が好きだったんだ、と。

			　そう思えたからこそ、憎しみや妬(ねた)みを含まない純粋な問いかけが口から洩(も)れた。

			「……お母さんと、どうして会わなかったの？」

			　あの少女から聞かなかったのか？

			　そう鬼神は考えたが、すぐに違うと思い直した。

			　聞いた上でなお、自分の口から聞きたいのだろう。そう考えて、鬼神は改めてガブリルと視線を合わせる。

			　自分によく似た瞳(ひとみ)の色を持つこの子供には、どことなく妻の面影が残っている。

			　今さらのようにそんなことを感じた自分がいかにも愚(おろ)かで、こんな父親では又聞きの話を信用できないのも当然と思えた。

			「……我らの体には、人を狂わせる力がある。だが、あれは……お前の母は、我とともにいても狂うことのない、特別な体質の人間だった」

			「……うん」

			「だが、さすがに二人分は無理だったのだろうな……。鬼神の血が二人いてはミコトも耐えることができない。そう判断した我らは話し合い、ミコトがお前を預かることにした。……少なくとも、我がまともに子育てができるとは思わなかったからな」

			　嘘だ。

			　視線を逸らした鬼神を見て、ガブリルは直感的にそう思った。

			　それでももう、憎いとは思えなかった。

			「お前を運んだ大きな鳥がいただろう。あれに籠(かご)を縛(しば)りつけて作物をやりとりしていたのだがな。返す時に入っていた手紙でお前の成長は知ることができたが……あいつは自分のことをほとんど書かなかった」

			「お母さんのこと……？」

			　ガブリルの復唱に、小さく息を吐いて頷(うなず)きを返す。

			「あれは体が弱かった。気(き)丈(じよう)に振舞ってはいたがな。……最後のやり取りでは、籠(かご)も手紙も持ち帰らなかったのを見て、あの島に向かった」

			　だが、間に合わなかった。

			　それは、今でも彼の中に残る悔いの念だった。

			　その表情に滲(にじ)む感情を理解する。……できてしまう。

			　二の句を継ぐことのできない沈黙が下りて、雨音だけが耳(じ)朶(だ)を叩いていく。

			「……ごめんなさい」

			　聞こえてきた言葉に、鬼神は反射的に顔を上げた。

			　俯(うつむ)くように視線が下がっていたことにも気付かず、彼は正面に座る少年の頬を伝うものを見て言葉を失っていた。

			「……ごめん、なさい」

			　ガブリルは、ただ頭を下げた。

			　

			　――勘違いしてごめんなさい。

			　――殴ろうとしてごめんなさい。

			　――お母さんに、会わせてあげられなくてごめんなさい。

			　

			　様々な言葉が思い浮かんでも、胸が詰まって言葉にならなかった。

			「……いい」

			　聞こえてきた声には、頭に触れる感触があった。

			　ゆっくりと顔を上げると、鬼神が頭に手を置いているのだと気付く。

			「……すまなかった。よく、ここまで育ってくれたな。……ガブリル」

			　髪をくしゃりと撫(な)でる感触は、母のしてくれた撫(な)で方とは大きく異なっていた。

			　それでも、どこか懐かしい感覚がして、

			「……お父さん」

			　そう、自然と口にしていた。

			　

			　イリアが膳(ぜん)に載せた料理を運んできたのは、それから少ししてからのこと。

			「ごめんなさい、三人で食べるには少ないだろうと思って、おかずを作ってました」

			　それが彼女の言い分だったが、ガブリルはともかく鬼神は意味深な視線を一度向けるだけで深く追及はしてこなかった。

			　イリアとしても「気を使って一度台所に戻りました」などと言えるわけがなく、ただ流してくれた鬼神の思惑に乗って食事を二人の前に運ぶ。

			「えっと、一応説明しますが、ご飯は大麦を混ぜた麦飯で、味噌汁は大根とその葉っぱを使ったもの。あと、卵焼きとホウレン草と胡(ご)麻(ま)の和(あ)え物、それと魚の開きがあったので、それを使わせていただきました」

			　鬼神の方はイリアの説明に耳を傾けつつ頻(しき)りに関心していたが、ガブリルはほとんど聞くこともなく料理をかきこんでいた。

			「私がいただく分の食材は、代金よりもほかの食材をお渡ししますか？」

			「必要ない。こうして用意してくれただけでも有難い」

			　有無を言わせない物言いだが、これまでのやり取りを見れば本心からそう思っているのだと分かって、イリアはそれ以上の問答は不要とこの話題を切り上げることにした。

			「もうないの？」

			　空のお椀(わん)を手にしたまま、残念そうな表情を浮かべるガブリルに笑みを返し、お椀(わん)を受け取る。

			　よそってくると同時にお櫃(ひつ)ごと持ってきたイリアからお椀(わん)を受け取り、無邪気に喜ぶガブリルとは対象的に、鬼神は苦笑を浮かべて小さく頭を下げた。

			「すまない」

			「いえ。作った人間としては、おいしそうに食べてくれるのが一番ですから」

			「……そうか」

			　そういって握ったままのお椀(わん)をお膳(ぜん)に置こうとしない鬼神を察して、イリアは気付かないふりをしながら彼に訊ねた。

			「おかわり、いかがですか？　まだ沢山あるんですが」

			「……頼もう」

			「はい」

			　お椀(わん)を受け取り、よそうイリアから視線を外すと、正面に座るガブリルは急いで口に含みすぎたのか、喉に詰まらせそうになって味噌汁をすすっていた。

			「……美味(おい)しいな」

			「……うん」

			　ぎこちないながらも頷(うなず)きあう二人を目端に捉(とら)え、イリアが微笑(ほほえ)みを浮かべたのに気付いた鬼神が、気恥ずかしそうにほんの少し目線を下げた。

			　だが、そんな優しい空気に包まれたのも束の間。

			「……でも、お母さんのご飯のほうがおいしかった」

			「……ガブリル」

			　子供の不(ぶ)躾(しつけ)な言葉に鬼神は眉(まゆ)を顰(ひそ)めた。

			　父の咎(とが)めるような声の理由が分からず、「だって……」と戸惑うガブリルにイリアは笑いかけた。

			「それはそうだよ」

			　イリアが笑って肯定したことに、鬼神も驚きを隠せずに彼女を見た。

			　とはいえ、そもそも感情の出にくい顔なのか、ほとんど眺めているようにしか見えないが。

			　そんな彼らに笑いかけ、イリアは言葉を続ける。

			「お母さんの料理はガブリルくんのことを想ってつくったものだからね。だから、私の料理より美味(おい)しいんだよ」

			　そう言われてしまえば、鬼神としては異論を挿むことができない。

			　少女の料理はこれまで味わったこともないほどに美味(おい)しい。

			　それは同じ材料を使ったとはとうてい思えないほどだが、その一方で感じていた「何か足りないような感覚」が、彼女の言葉で納得してしまった。

			　そんな不(ふ)遜(そん)な考えに気付いてハッと視線を上げた鬼神はイリアと目が合い、微笑(ほほえ)んで見せた彼女が全てを察してなお笑顔を浮かべたような気がして、バツの悪さを感じていた。

			「……しかし、上手くつくるものだな。かれこれ十年近く自炊しているが、ここまでには遠く至らん」

			「やり方を覚えれば、すぐに良くなると思いますよ？」

			　実際に、彼女が今回使用したスキルは調理道具を生成した【錬金術】と、焼き加減などを見る【鑑定】、そして精米に【調理】スキルを少し使用したくらいだ。

			　精米以外はスキルアシストがなくとも、経験でカバーできるものばかりだ。

			「ふむ……」

			　教わりたいのか、考えるようなしぐさを見せる鬼神とは対照的に、料理にはまったく興味がないらしいガブリルが別のことに興味を持ったらしく、彼女に声をかけた。

			「イリアっていくつなの？」

			　いくつ。

			　身長などの数値も考えられる言葉だが、十年近く、という鬼神の言葉から生まれた疑問だろうとイリアは考えた。

			　歳を女性に聞くのは褒(ほ)められたことではない、という言葉がイリアの脳裏を過ったが、そもそも彼女は年齢を気にする歳ではなかった。

			「私？　12だよ」

			「なっ……」

			　驚きの声を上げたのは、ガブリルではなく鬼神。

			　すぐに自分の失態に気付いて咳払いで誤(ご)魔(ま)化(か)そうとしても遅く、逆にその様をイリアに笑われてしまう。

			「よく信じてもらえないので、気にしないでください」

			　それはそうだろう、と鬼神は思う。

			　見た目は確かによく見ればどこか幼さが残ってはいるが、何より精神的に落ち着きすぎているように思えたからだ。

			　もちろん、その理由をイリアが話すことはない。

			「そういえば、イリアはどうしてここに来たの？」

			「あー、うん。狂乱の体質について聞きに来たんだけどね」

			「今さら隠さなくてもいい」

			　イリアの言葉を遮(さえぎ)るように言った鬼神の言葉は、しかし皮肉や嫌味は含まれておらず、ただ許容するような響きがあった。

			　それを感じて、イリアは一つ息を吐いて緩(ゆる)い微笑(ほほえ)みを浮かべて言葉を言い直す。

			「実は、狂乱の体質が本当に危ないもので、その持ち主がどうしても外に出たいって言うなら……これを渡そうと思って来たの」

			　これ、と言いながら差し出されたのは、一つのペンダント。

			　その透き通る空のような青い石のペンダントに強く反応したのは、ガブリルではなく鬼神だった。

			「これは……？」

			「鎮(ちん)守(じゆ)の枷(かせ)という宝具です。これは呪いの武器が持つ恐(きよう)慌(こう)や狂化作用を打ち消すと伝えられているものですが……本当の効果は、所持者が触れているものの恐(きよう)慌(こう)・狂化作用を外に出さない、というものなんです」

			「……！」

			　イリアの説明でその意味するところを察した鬼神とは対照的に、ガブリルはまったく分からないと首を傾げていた。

			「簡単に言うと、これを付けているものは、道具であれ人間であれ、狂乱みたいな効果が外に漏れなくなるの。狂乱の体質を持っていても、普通の人たちに影響を与えない、ってこと」

			　そこまで言うと、「ああ」と納得したような声をガブリルがあげた。

			　そこでイリアは鬼神に向き直り、わずかに真剣みを含ませた表情で彼に訊ねる。

			「私からもお聞きしたいのですが、いいでしょうか」

			「答えられることであれば答えよう」

			「味噌や醤(しよう)油(ゆ)の作り方は、ご自分で？」

			　鬼神の視線からは、わずかな躊躇(ためら)いが見て取れた。

			　しかし、一度目を瞑(つぶ)ってから開かれたその視線に、迷いはもう含まれていなかった。

			「いや、これはミコトが……妻が始めたものだ。確か、ジョウゾウ……だったか。あれの生まれた家で営まれていたことの模(も)倣(ほう)だと言っていたな」

			「……この家や蔵も、奥様の意見を参考にされたのですか？」

			　イリアの言葉に、鬼神は目を見開くほどの驚(きよう)愕(がく)を露わにした。

			「知っているのか!?　ミコトの生まれたニホンのことを！」

			　日本という名を知っていることと台所の体系から考えて、おそらく江戸時代頃の人だろうか。

			　そう考える傍(かたわ)らで、イリアは無意識のうちに宝具を握る手を強めていた。

			「…………彼女と、同じ境(きよう)遇(ぐう)の人を、知っているもので」

			「……そうか」

			　その声には、明らかな失望が含まれていた。

			　だがすぐに頭(かぶり)を振って気を晴らした鬼神は、それまでと変わらない表情を浮かべた。

			　むしろ、自身に残っていた未練に気付いたのか、自(じ)嘲(ちよう)するような雰囲気にも思える。

			　その一方で、イリアの中には自責の念が渦巻いていた。

			「もう一つお聞きしたいのですが……、奥様は、よく咳き込んだりしていませんでしたか」

			「ああ……、そうだ。この島やガブリルと住んでいたあたりの島以外ではすぐに体調を崩すほどだった。こちらに来る以前はそうでもなかったらしいがな……」

			　やっぱり。

			　当たって欲しくなかった予想が的中して、イリアは目を伏(ふ)せた。

			　どうやらこの世界には、あちらの世界から人が流れてきてしまうことが稀(まれ)にあるらしい。

			　こちらにやってきた地球人は、言葉や文化などの差異に苦しめられることになる。

			　だが、それ以上に彼らの障害となるのは、空気が合わないこと。

			　これは文字通りの意味で、地球とは異なる空気に体が適応できず、酷(ひど)い場合には体を壊し、命すら蝕(むしば)まれてしまう。

			　それはこちらにいるべきではない人間が紛(まぎ)れ込んでしまった宿命で、逃れられないものなのかもしれない。

			　それでもイリアは、自分の間の悪さを呪わずにはいられなかった。

			　どうした？

			　イリアの気落ちした様子を見てそう声をかけようとした鬼神だが、彼女の考えていることが分かるような気がして口を噤(つぐ)んだ。

			　彼の脳裏を過ったのは、座敷に案内して事の経緯を話した際の行動だった。

			　

			　――なんで言ってあげないんですか。言わなきゃ分かってもらえませんよ。

			　

			　ガブリルに対しての行動が不誠実だと静かな怒りを露わにした少女は、純粋に自分たち親子のことを考えているのだと思えた。

			　そんな性格の人物なのだから、おそらく今回も彼女自身のことで気落ちしているのではあるまい。

			　先ほどの会話から考えて、妻の体調のことが関係するのだろう。そう鬼神は推測した。

			「……あれを治す方法を知っていたのか？」

			「いえ、そうではないんですが……」

			　やはり。

			　そう思う傍(かたわ)らで、彼自身、意外に思うほど冷静に考えていた。

			　治(ち)療(りよう)以外でミコトのことを考えているのであれば、それはおそらく彼女の持つ宝具の恩(おん)恵(けい)……狂乱の体質一人であれば耐えられた、ということだろう。

			　彼女の言葉が真実であり、あの宝具を使うことで鬼神とガブリル、どちらかの狂乱の体質を抑えることができるのであれば、親子三人で暮らすことができたかもしれない。

			（体が弱いからこそ、悔いのない生を送って欲しい……か）

			　それは彼自身の考えであり、イリアが気落ちしている理由とは違うのかもしれない。

			　それでも彼は、不思議と他の考えが思い浮かばなかった。

			　三人で暮らせたらよかったという気持ちは確かにある。その上で、彼は言う。

			「……気にするな」

			　それは本心からの言葉だった。

			　そして、彼の考えが的中していたからこそ、イリアは内心を読まれたのかと驚(きよう)愕(がく)を混ぜた視線を鬼神に向ける。

			　しかし、その視線は受け取らず、鬼神はただ姿勢よく味噌汁のお椀(わん)を傾けていた。

			「……ありがとうございます」

			　イリアは苦笑を浮かべた。

			　それは気遣われたという気恥ずかしさからくる笑みではなく、他人の人生に干(かん)渉(しよう)するという分を超えた自分の考えに対する自(じ)嘲(ちよう)によるものだった。

			「？」

			　そんな二人のやり取りを、ただ首を傾げながらガブリルは眺めていた。

			　彼としては早くご飯のおかわりが欲しかったのだが、なんとなく声のかけづらい空気だったからだ。

			「あ、ごめんね」

			「ううん」

			　空のお椀(わん)に気付いたイリアがガブリルからお椀(わん)を受け取り、おかわりをよそう。

			「して、イリア」

			「はい。あ、おかわりですか？」

			「いや、あ、うむ。頼む」

			　本当の用件は違ったが、欲求に負けてお椀(わん)を差し出す。

			　気恥ずかしさに視線を逸らしながらご飯の盛られたお椀(わん)を受け取り、鬼神は彼女に先の言葉の続きを訊ねた。

			「その宝具を我らに預けてから、お前はどうするのだ」

			「私ですか？　私は世界中を見て回っている途中なので、旅を再開します」

			「そうか。……なら、一つ頼まれてはくれないだろうか」

			「頼み、ですか？」

			　イリアの復唱に、鬼神は頷(うなず)いて見せる。

			　そして、われ関せずと食事を続けるガブリルを一(いち)瞥(べつ)。

			「その見聞の旅に、この子を連れて行って欲しい」

			「……え？」

			　疑問の声を漏らしたのは、イリアではなくガブリルだった。

			　せっかく親子と認め合えたのに、なぜ。

			　そう問いかけるようなイリアの視線を見返しながら、鬼神は言葉を続けた。

			「この子はまだ幼い。狭い世しか知らず狭(きよう)量(りよう)な者となるより、広い世を知り大きな者に育って欲しいと思うのは当然だろう」

			「……」

			　イリアは思案する。

			　いつもの彼女であれば、面倒だからと言って断っていただろう。

			　しかし、狂乱の体質を抑えられると言った手前、その体質を理由に断ることはできない。

			　何より、いまだ彼女に残る「もっと早く訪れていれば、親子で過ごせたかもしれない」という後ろめたさが、イリアに拒否の言葉を選ばせてくれなかった。

			「……女子供で旅をするのは、少し危険だと思いますが」

			「我に異を唱えさせぬ威(い)圧(あつ)を放っておいて、よく言う」

			　思い出すのは、経緯を聞いたイリアがガブリルと話す許可を求めた時のこと。

			　ガブリルのことを思っての行動だと察した面もあるが、それを差し引いても彼女を止める言葉を出せた確証はない。

			　言葉の割に皮肉を含まない小気味よい笑みを浮かべて言った鬼神に、イリアは小さく息を吐いた。

			　やはり、人の弱みに付け込むようでいい気はしない。

			　彼女の吐いた息を溜(ため)息(いき)と捉(とら)えた鬼神は、笑みを苦笑に変える。

			「これは思い付きではあるが、そなただからこそ頼もうと思えた。どうだろうか」

			「それははっきり申し上げてますが、気のせいだと思います」

			　彼女は、彼女自身がしたいと思ったことしか行動していない。

			　独りよがりの期待をされて、勝手に失望されては堪(たま)らない。

			　初めて見せた彼女の拒絶に驚きを隠せずにいた鬼神に、イリアは一度苦笑を見せた後で真剣な表情に戻し、口を開いた。

			「なんにしても、ガブリルくんの意思を聞いていません」

			　水を向けられた形のガブリルだが、当の本人はさほど気にした様子もなく、

			「うん。外、行ってみたい」

			　と簡単に答えた。

			　その軽さをイリアが不安に思ったのも無理はないだろう。

			「……ちゃんと考えてる？」

			「うん。外の世界を見なさいってお母さんも言ってたし、いろんな物があって楽しかった」

			　楽しそうに語るガブリルに、イリアは違和感を覚えた。

			　前半はいい。親しいものの死に囚われるよりも、それを乗り越えることで前に進むことができると彼女自身は考えている。

			　しかし、後半は違う。

			　大勢の人の死を招いたことに対して、先ほどは確かに恐怖心を抱いていた。にも拘(かか)わらず、楽しかったと言った彼に強がりや嘘は見られず、本心から言っているように思えた。

			　それがどうにも引っかかる。

			　とはいえ、本人が望んでいるのであれば、いよいよ断る動機はない。

			「……分かりました。お引き受けいたします」

			　こうして、イリアの旅にガブリルという鬼神の嫡(ちやく)子(し)が加わることとなった。

			「ついでと言ってはなんだが、この子の稽(けい)古(こ)を見てもらいたい。我の剣を見ても動じぬお前なら、武術の心得はあるのだろう？」

			　逃げ道を防ぐような物言いに小さな溜(ため)息(いき)を零(こぼ)し、イリアは苦笑を浮かべる。

			「武術と言っても我流ですから、しっかり教えることはできませんよ？」

			「構わん。我とて我流だ。頂に上る道は数多(あまた)に見えて、その実上りきれる者か否かの違いでしかない」

			「……」

			　スキルという概(がい)念(ねん)が関わってくるため、イリアとしては彼の持論を肯定せざるを得ない。

			　が、人の努力をスキル全てで決めてしまうようで、チートで力を得た彼女は肯定の意を示すことはできなかった。

			　そんな彼女の様子をどう勘違いしたのか、

			「……そうだな。旅の同行を願い出ておいて、さらに付け加えるだけというのも虫が良すぎるか。……何か、お前の意に沿うものがあればよいのだが」

			　そう言って考え込む様子を見せる鬼神。

			　彼の言葉を払う報(ほう)酬(しゆう)と捉(とら)えたイリアは、彼に提案することにした。

			「もしよろしければ、お父上などから聞いていればで構いませんので、原初の神の話をお聞かせ願えませんか？」

			「ふむ……」

			　イリアがそれを望むのであれば、彼としてはその願いを叶えることはやぶさかではない。

			　しかし、嬉(き)々(き)として話せるような類(たぐい)のものではなく、なにより自身が口の達者な方ではないことを自覚している鬼神は躊躇(ためら)う素振りを見せた。

			　魔法ギルドの書庫にも、神々の生きた時代の初期に関しては、伝聞のような真(しん)偽(ぎ)の不明な記録しか残っていなかった。

			　イリアとしては、同じ伝聞でも神代の直系から、生の情報として聞くことに意味があった。

			「長くなるようでしたら、お酒と何か摘むものをご用意いたしますが」

			「ぐ、む……」

			　昼食を堪(たん)能(のう)した身としては、それは実に魅力的な提案だった。

			「……そうだな。上手く話せるか自信はないが、それを望むのなら応えよう」

			「ありがとうございます」

			　その後、鬼神の話は夜まで続き、初めこそ夕食にばかり気を取られていたガブリルだが、結局イリアと一緒になって父の話を聞いていた。

			　いつの間にか眠ってしまったガブリルを運ぶということで話は終わることになり、我が子を抱き上げて運ぶ鬼神を見送ったイリアは、宛がわれた部屋で床に就いた。

			　

			　夜が明けて、朝食を終えた後。

			　屋敷の玄関で、鬼神と向き合うようにイリアとガブリルが立っていた。

			「では、よろしく頼む」

			「はい。とは言っても、ガブリルくんの頑張り次第ですが」

			「分かっている」

			　イリアの軽口に微笑(ほほえ)みを返し、鬼神はガブリルに視線を移す。

			「……」

			「……」

			（なにこの不器用親子）

			　妙な沈黙に、イリアは胸中で嘆(たん)息(そく)した。

			「……旅には危険がつきものだ。これを使いなさい」

			　そう言って差し出されたのは、漆(しつ)黒(こく)の鞘(さや)に納められた太刀。

			　先日イリアに向けて抜き放たれた、赤い刀身の刀だった。

			「……いいの？」

			「この島には鍬(くわ)一つあればいい」

			「……ありがとう。……お父さん」

			　イリアよりも小柄な少年に、その太刀は大きい。

			　しかし、大事そうに抱えるその姿に鬼神は目を細め、小さく頷(うなず)く。

			　別れを惜しむ素振りは見せず、踵(きびす)を返して歩き出したガブリルを見遣り、イリアはもう一度鬼神に頭を下げてから、それに続いた。

			　

			　我が子の旅が、実りあるものであるように。

			　この世界に眠る、友であり、家族であり、敵でもある〝彼女〟と、妻であるミコト。

			　彼女たちに一度だけ祈(いの)るように目を伏(ふ)せ、鬼神は踵(きびす)を返して屋内に足を進めた。

			　

			　一方、島を出たイリアとガブリルは、

			「……ここ、どこ？」

			「……どこだろ」

			　道に迷っていた。

			　右を見ても左を見ても、風になびく草原が広がっている。

			　こんな場所に彼女たちがいるのは、ひとえにイリアの使い魔であるタンポポの気まぐれだった。

			　呼び出されて来てみれば、見知らぬ子供を乗せろと言われたのだから、気まぐれというよりは八つ当たりと言った方が正確か。

			　ともあれ、ポードルーテ以外の国に行きたかったイリアが「好きなだけ走っていいよ」と言ったこともあり、彼女は文句を言える立場でもない。

			　巻き添えを食った形のガブリルも、見たことのない地平線を見て目を輝かせているので、あながち外れとも言えなかった。

			　イリアは【千里眼】で周囲を見渡し、それなりに大きな街を見つけた。

			　後はその街に向かうだけだが、すでに帰ってしまったタンポポのように使い魔がヘソを曲げてしまう可能性もあるため、そのまま徒歩で向かうことにする。

			「と、そのまえに」

			「？」

			「じゃーん」

			　手ぶらだったはずのイリアが瞬(またた)く間に手にしていたのは、衣類一式。

			「やっぱり、刀の修行ならこれだよね！」

			　肯定も否定もされないのをいいことに、イリアはガブリルに着替えるよう促(うなが)す。

			　訳も分からぬままガブリルが着たのは、股下の道着。

			　足場に左右されないよう、靴は草(ぞう)履(り)からブーツに履(は)き替えさせた。

			「よし！　じゃあ、行こっか」

			「うん」

			　特に不安そうな様子も不満そうな態度も見せずに首(しゆ)肯(こう)したガブリルを伴って、イリアは歩みを進めた。

			「イリアは強いの？」

			　しばらく歩いた頃、変化のない周囲の風景に飽きたのか、鞘(さや)に納めたままの刀を振りながらガブリルが訊ねた。

			　イリアとしてはなんとなく答えづらい質問で、

			「うーん……けっこう強い、かな？」

			　そうぼかすしかなかった。

			　当然、ガブリルとしては首を傾げるしかない。

			「けっこう？」

			「……ちょっと試してみよっか」

			　そう言いながら髪を後ろ手に括(くく)った次の瞬間、彼女の手には一振りの刀が握られていた。

			　どこからか取り出した様子も、それを見逃すような時間もなかったのに。

			　ガブリルはただただ感心しながらイリアを眺めていると、不意に何かを捉(とら)えたようにあらぬ方向へと顔を向けた。

			　イリアはその様子を見てわずかに目を細め、ガブリルと同じ方を見遣る。

			「！」

			　常人を遥かに超えたガブリルの視力が、草に紛(まぎ)れる茶色の異物を捉(とら)えた。

			　それは蛇(へび)に似て、しかし四肢のある姿は鰐(わに)ほどの大きさがある。

			「あれはサガリっていう魔物。けっこう素早いし、顎(あご)が強くて奥歯には神経毒があるから、噛(か)まれないようにするのが第一かな」

			　そう言いながら、イリアはガブリルの前へと先んじる。

			　ともに出ようとするガブリルを微笑(ほほえ)みで制すと、イリアは刀と同様にいつの間にか手にしていた道化師のような仮面を被り、刀を鞘(さや)ごと左の腰に宛がう。

			　ただそれだけのはずなのに、ガブリルは背筋に寒気が走るような息苦しさを感じた。

			　くる。

			　次第に大きくなる草をかき分ける音は、そう思った途端に止んだ。

			　その直後。

			　チン、と鍔(つば)が鳴る音がして、イリアの手前に両断された魔物の死体が転がった。

			「今のは見えた？」

			　魔物の死体に視線を奪われていたガブリルは、かけられた声で我に返ると同時に、先ほどまで感じていた息苦しさが消えていることに気付く。

			　一泊置いて、イリアの問いかけを改めて考える。

			「ううん。見えなかった」

			「今のができるようになるのが、当面の目標かな」

			　目標。

			　そう言われて、ガブリルは一度魔物の死体を見てからイリアに訊ねた。

			「今のはなに？」

			「今のは、居(い)合(あい)の抜(ばつ)刀(とう)術(じゆつ)」

			「……いあい？」

			　首を傾げるガブリルに微笑(ほほえ)みを返し、鞘(さや)から刀を抜く。

			　斬ったばかりの刃には血がべっとりとついていて、垣(かい)間(ま)見える鋼の光沢を隠しておどろおどろしい禍(まが)々(まが)しさを放っていた。

			「こうやってお互いに武器を構えて、力を試すのが試合。で、武器を構えずに、居ながら……普通にしてても戦える状態でいるのが居(い)合(あい)。分かる？」

			「わかんない」

			「そっかー」

			　まぁ理屈でわからなくても問題ない。

			　そう割り切って、刀を鞘(さや)に戻す。

			「こうして鞘(さや)に納めたまま、すぐに攻撃を出すのが抜(ばつ)刀(とう)術(じゆつ)。それと、これにはもう一つ特徴があってね」

			　言いながら掲(かか)げた右手の先に現れたのは、拳大の火の玉。

			「普通に振り下ろしてみて？」

			「うん」

			　ガブリルは言われた通り、抜いた刀を両手で持ち、火の玉に向けて振り下ろす。

			　一瞬赤い刀に引き摺(ず)られるようにして両断された火の玉だが、すぐにくっついて元の状態に戻ってしまう。

			「次は居(い)合(あい)で斬ってみるね」

			　言った直後、火の玉が上下に切り裂かれた。

			　刀身や風圧に揺れることなく二つに裂かれた火の玉は、まるで霧(む)散(さん)するように消滅した。

			「こんなふうに因(いん)子(し)の結合そのものを切るから、魔術も斬って防げるようになるよ。これがもう一つの特徴。……なんだけど、これができるように、まずは基本からやっていかないとね」

			「うん」

			　12歳の男の子なら、もう少し反抗的だったり生意気だったりするのがほとんどだ。

			　だが、これまでの彼から受ける印象は、純朴な素直さ。

			（島育ちだから……？　お母さんの育て方が良かったのかな）

			　そんなことを考えながら、素直に頷(うなず)いたガブリルと歩みを再開する。

			　彼女たちが歩いていた場所は先ほどの魔物、サガリの生息圏だったらしく、たびたび彼らに襲われることになった。

			　イリアが次第に迎え撃つ力を抑えていくと、ガブリルは彼女の剣術が見えるようになったのか、暇を見つけては刀を振るう。

			　イリアは特に口出ししようと思わなかった。

			　彼女の眼には、彼が潜(せん)在(ざい)的に【剣術】系統のスキルに高い適性があることが示されていたからだ。

			　それでも、不安に思うことはある。

			「あ、ちょっと待って」

			　そうイリアに声をかけたかと思うと、おもむろに用をたし始める。

			　羞(しゆう)恥(ち)心(しん)の疎(うと)さは、島育ちの奔(ほん)放(ぽう)さゆえ、だろうか。

			「……ガブリル。あのお屋敷の時はどうしてたの？」

			「厠(かわや)でしてたよ」

			　そこはさすがに教育されているらしい。

			「なら、家の外では？」

			「何も言われてないよ」

			「そっか」

			　なら話は単純だ。

			　彼の素直さなら、言われたことはしっかり守るだろう。

			「外で用をたす時は、なるべく人目につかないところですること。いい？」

			「うん。わかった」

			「街の中では、寄ったお店のトイレとかを使うことになるから、人目につかないところでもしたらダメだからね」

			「……わかった」

			　神妙な表情で頷(うなず)くものの、用をたしている最中のせいで、いまいち説得力がなかった。

			　それから歩みを再開した二人だが、イリアの眼と力もあり障害という障害もなかったため、辺りが暗くなる前に街に到着した。

			　平地に置かれたその街は、外敵から身を守るたの城壁で囲まれ、その城壁を囲むように堀が築かれていることから、魔物だけでなく人同士の争いに備えているものであることが分かる。

			　街道に沿って跳ね橋の上を通り、仮面と刀を消し、髪を解いたイリアたちが街の中に入ろうとすると、門の脇に立つ兵士たちに呼び止められた。

			　鈍い銀色の鎧(よろい)を身に纏(まと)い、槍(やり)を手にした男性の兵士。

			　その物々しい姿とは裏腹に彼女たちを見る目は優しく、二人の……特にイリアの姿を見て目を見開いたものの、すぐにそれまでと変わらない視線を彼女たちに向けた。

			「君たち、ギルドの登録証か通行証はあるかい？」

			「はい。受注している依頼はありませんが、私は冒険者ギルドです。この子は、弟子……みたいなものです」

			　言いながら登録証を差し出すと、それを受け取った男性は「ほう」と感嘆の声を漏らした。

			「その年で冒険者の資格を得るなんて大したもんだ。あ、いや。こんな上から目線で言える立場じゃないってことだな」

			「いえ。お褒(ほ)めいただきありがとうございます」

			　イリアの返した言葉に、男性はいよいよ苦笑せざるを得なくなった。

			　傭(よう)兵(へい)ギルドに含まれる冒険者の肩書は、とりわけ取得するのが難しいとされている。

			　それも当然で、冒険者はギルド連合と協定を結んでいる国ならば、行き来に必要な関税などが免除され、自由に動き回る権利があるからだ。

			　ギルド連合がその人格を保証し、世界中を自由に行き来できるだけの力を持つ者。

			　それが、冒険者という肩書を持つ意味だった。

			「とはいっても、そっちの子は身分証がないなら税がかかってしまうけど、大丈夫かい？」

			「はい。ギルズで大丈夫ですか？」

			「ああ。もちろん」

			　代金を支払い、二人は無事に街の中へと入ることができた。

			　先ほどからまったく会話に入ってこなかったガブリルだが、彼はその背丈の何倍もある城壁や、城門から見える街の光景に目を奪われていた。

			「まず登録証を作って、宿の確保。その後ゆっくり観光しよ？」

			「うん」

			　ごねずに承諾する素直さに、イリアは思わず彼の頭を撫(な)でていた。

			　ガブリルもそれを拒まず、むしろ気持ちよさそうに頬を緩(ゆる)ませた。

			　その光景が第三者にどう映っていたのかと聞かれれば、門番の男性が目を細めていたのを見れば一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)だろう。

			「ギルド支部に行くなら、この通りをまっすぐ行って、二つ目の大通りを曲がればいいよ」

			「ありがとうございます」

			　親切な男性に頭を下げ、イリアはフードを浅く被り、ガブリルとギルド支部に向かった。

			　通りは露店と行き交う人々で賑(にぎ)わい、進むたびに強くなる様々な香りや客寄せの声が、ガブリルの意識を引き寄せる。

			　しかし、その度にイリアに手を引かれる様は、まるで寄り道しようとする弟をたしなめる姉のようだった。

			　やがて二人が辿(たど)り着いた、石造りの重厚な建築物。そこに下げられた看板に書かれていたのは〈ギルド連合支部〉の文字だった。

			　木製の扉を開くと、アルコールの匂いが鼻を突いて、ガブリルはその表情を顰(しか)めた。

			　一方でイリアはすでに慣れているのか、ずんずんと奥に向かって歩いていく。

			　店の奥に並ぶ受付カウンターに立つ人物は三人で、男性が二人と女性が一人。

			　その全員が開いている様子で、イリアは迷わず女性の下へと向かった。

			　水牛のような角を持つ受付嬢は、目の前に現れた少女と少年にほんわかとした笑みを見せる。

			「いらっしゃいませ～。どうしたのかしら」

			「ギルド登録をお願いしたいのですが」

			「二人分？」

			「いえ、この子だけです」

			　ガブリルに視線を移した受付嬢は、その体(たい)躯(く)を改めて見て、笑みに苦笑を混ぜた。

			「えっと、君の歳はいくつ？　十歳以下だと、ご両親の承諾が必要なんだけど」

			「十二歳だから大丈夫」

			「え……」

			　確認するようにイリアを見た受付嬢に、首(しゆ)肯(こう)を返しつつ補足する。

			「それと、私から推(すい)薦(せん)したいんです」

			「え？　えっと、登録証を見せてくれる？」

			「はい」

			　どこか半信半疑といった受付嬢だったが、イリアから差し出された登録証を受け取ると、困惑半分、申し訳なさ半分といった苦笑を浮かべた。

			「申し訳ありません。Ｂの方だったのですね。推(すい)薦(せん)でしたら、こちらの紙に記入をお願いします」

			「畏(かしこ)まらなくても大丈夫ですよ。気にしませんから」

			「そ、そう？　……Ｂランクの人なんて滅多に来ないから吃驚(びつくり)しちゃった」

			　以前に姿と名を偽(いつわ)っていた時の登録証はランクＳだが、やはりその時も驚かれ、それ以上に敬(うやま)われ、それよりもさらに恐れられた。

			　そんなことを思い出しながら差し出された紙を記入して返すと、内容を確認した受付嬢は首を傾げた。

			「冒険者じゃなくて、戦士の加入推(すい)薦(せん)になってるけど大丈夫？」

			「はい、大丈夫です」

			　冒険者の資格は、依頼を受注せずとも国境を無料で越えることができるなど、その取得する難度に相応(ふさわ)しい権利を得ることができる。

			　しかし、権利を得るにはまずその責任を自覚しなければならない。その責任は、ガブリルが自分で選び、学ばなければならないとイリアは考えていた。

			　そしてそれは、そこまで面倒を見る気はない、という彼女の線引きでもあった。

			「ランク判定の試験は受ける？」

			　受付嬢に問われると、その意味が理解できなかったらしいガブリルが首を傾げながらイリアを見る。

			　その様子を見てとり、本分を全うする受付嬢が言葉を続けた。

			「その試験を受けると、今の実力に見合ったランクから始められるんだけど、受けないと最低ランクのＦから始めることになるの。試験には時間とお金がかかっちゃうけど、どうする？」

			「受けてみよっか」

			「うん。わかった」

			　特に思うところはなかったのか、ガブリルは素直に頷(うなず)き、試験を受けることとなった。

			　とはいえ、辺りは暗くなり始めていたため、試験を行うのは翌日ということなり、二人は宿を探すことにした。

			　受付嬢の紹介もあり、特に苦もなくそれなりの宿を見つけた二人は、その一階で夕食をとった。

			　テーブルに出されるバスケットに入れられたパンや、サラダとスープ、そしてステーキは言わば定番の組合せと言える。だが、いわゆる和食ばかりだったガブリルにはとても新鮮に映ったようで、終始目を輝かせていた。

			「……そろそろ、今後のことを話したいんだけど、いい？」

			「むぐ、もむむ」

			「急がなくていいから、ちゃんと飲み込んでから話しなさい」

			　小さな体(たい)躯(く)のどこに入るのか不思議なほど食べ続けていたガブリルも、イリアの声でようやくその手を止めた。

			「取りあえず、この国がどんな状態なのか見たいから、二日は街を歩いてみるけど、その間ガブリルは依頼を受けて剣の練習をしてもらうことになると思う。いい？」

			「うん」

			「とは言っても、最初は色々分からないだろうから、明日は私もついていくね」

			「わかった」

			　素直なのはいいことだが、こうも反応が淡(たん)泊(ぱく)だと本当に分かっているのかどうか不安になってしまう。

			　会ったばかりなのだから心配ばかりしても仕方ないと思うことにして、その日はすぐに就寝することにした。

			　

			　そして、翌日。

			　朝食を済ませた二人はまっすぐにギルド支部に向かった。

			「あら、早いのね」

			　昨日と同じ受付嬢に迎えられた二人は、案内されるまま中庭に向かった。

			　壁に立てかけられた木製の武具。塀に沿って並ぶ木を軸(じく)に藁(わら)を巻きつけられた案(か)山(か)子(し)はあちこちがボロボロで、その年季の深さを物語っていた。

			「ここで待っていてくれる？　試験官を連れてくるから」

			「分かりました」

			　受付嬢が屋内に戻っていくのを見送ったイリアは、木の槍(やり)などを珍しそうに手に取るガブリルの下に向かった。

			　彼女が近づいてくるのに気付いたガブリルは、木刀を手に取ってイリアに示す。

			「これで戦うの？」

			「そう。相手を殺すのが目的じゃないからね」

			「これでも死んじゃうよ？」

			　そう言ったガブリルの表情に変化はない。

			　それが、イリアには奇妙に映った。

			「……そうだね。でも――」

			「おいおいボウズ。そういうことは、まず相手を倒せるようになってから言いな」

			　その奇妙さを理解する間もなく、どこか嘲(あざけ)るような口調とともに現れた男に、イリアの言葉は遮(さえぎ)られた。

			　男の服装は受付に立っていた男性と趣(おもむき)が似ており、試験官であることが窺(うかが)えた。

			「で、どっちが試験を受けるガキだ？」

			「ぼく」

			「……はぁ。朝っぱらから面倒くせぇ。そこから好きなの選べ」

			「これ」

			　手にしていた木刀をそのまま差し出したガブリルを見て、仰(ぎよう)々(ぎよう)しく溜(ため)息(いき)をついた男は中庭の中ほどまで進み、感触を確かめるように木剣を軽く振る。

			　気(け)怠(だる)そうに木剣を肩に乗せた男は、改めてガブリルを見遣り、口角を上げた。

			「さっさと始めるぞ。お前がどの程度か見てやる」

			　男の言葉に頷(うなず)き、ガブリルは男に近づいていく。

			　少年の視線は戦いに臨むもの。だが、その歩みは普段通りで、勢いをつけて切りかかろうとしているようには思えない。

			　男もそう感じたらしく、笑みを消して木剣を下げたその姿からは、警戒が見て取れた。

			「!?」

			　だが、その警戒はガブリルが立ち止まったことで無駄となってしまう。

			　立ち止まったガブリルはわずかに腰を落とし、木刀を左の腰に添えて身動きしない。

			　イリアやその形を知っている者であればその行動の意味が分かるが、知らない者には〝戦闘中に動きづらい姿勢をとる〟行為は異様に映る。

			　結果、男は先ほどとは種類の違う警戒を強めなければならなくなった。

			「……チッ」

			　しばらく続いた膠(こう)着(ちやく)状態に嫌気がさした男は、木剣を握り直し、

			「面倒くせぇ！」

			　駆け出した。

			　進行方向はガブリルの左側。彼が出した結論は、何か狙いがあるとしても、その弱点を突けばいいという単純明快な回答だった。

			　その疾(しつ)走(そう)する速度は速いが、基本的な身体能力が人並み外れているガブリルは容易(たやす)くそれを捉(とら)える。

			　体の向きをずらす。

			　それだけの行為が、慣れない彼の身体の軸(じく)を歪(ゆが)ませるには十分だった。

			（鈍い）

			　左手を鞘(さや)に見立て、イリアの技を真似る。

			　だが実際に彼が放ったのは、彼女の剣とは似ても似つかないほどに遅く、無様なもの。

			「っ……！」

			「あ、ぶねぇ！」

			　試験官の男が避けたのも、偶然ではなかった。

			「甘い、な！」

			　振り下ろされた木剣を刀で受けたことで、居(い)合(あい)は打てなくなる。

			　体格で圧倒できるという男の読みは、予想外のガブリルの膂(りよ)力(りよく)で外れた。

			　しかし、いくら身体能力が優れ馬鹿力があろうと、技術では遠く及ばない。

			「……ま、こんなもんだな」

			　結果として、ガブリルは木剣を突き付ける男を見上げることになった。

			「まぁ、なんだ。経験を積め。そうすりゃお前の勝ちだ」

			　木剣を肩に乗せ、ガシガシと頭を掻きながら言う男に、それまでの嘲(あざけ)りは見られない。

			　斜に構えていても、根はまともな人。

			　そんな印象に変えたイリアは、男が自分に意識していることに気付いた。

			「お前が推(すい)薦(せん)したってＢランクだよな。さっきのはお前が教えたのか？」

			「私がしたのを見よう見まねでやってみたみたいですね。全然ダメでしたけど」

			　苦笑するイリアとは裏腹に、男の表情は真剣みを帯びていく。

			　ガブリルが立ちあがり、服に付いた土を払っていると、男はようやく口を開いた。

			「やってみてくれねーか？」

			「……その前に、ガブリルの試験結果を聞きたいんですが」

			「ん？　ああ、Ｅってとこだな。力は強いし目もいいが、如何(いかん)せん経験が足りねえ。総合的に見て、実力不足だな。そう伝えておくさ」

			「ありがとうございます。えっと……」

			「名前か？　フレイザーだ」

			　いまだ真剣みの抜け切っていないフレイザーに、イリアは少し考えるふうを見せてから向き直る。

			「フレイザーさんはここの方ですよね？」

			「ああ。そうだ」

			「なら、やって見せますから、その代わり、この国のことを教えていただけませんか？」

			「ん？　いいぜ。いくらギルド員っつっても、限度はあるけどな」

			「構いません」

			　交渉成立。

			　イリアはガブリルの下に向かい、木刀を受け取る。

			　本来は鞘(さや)に納めた刀でやるものではないのか？

			　ガブリルの姿勢からそう考えていたフレイザーは、イリアに刀で実践してもらうよう口を挿もうとして、

			「っ――」

			　できなかった。

			　彼を襲ったのは、まるで喉元に切っ先を突き付けられているような感覚。

			　それが、どこからか現れた仮面を着けただけの、いまだ構えも取らずに佇(たたず)んでいるだけの少女から発せられている。

			　わずかに腰を落とす。

			　それだけで、嫌な汗が全身から噴(ふ)き出すようだった。

			「いきます。…………見えました？」

			「……いや、見えなかった」

			　ただ、彼女が何かをしたのだけは分かった。

			　正確に言えば、彼の〝勘〟がそう言っているだけなのだが、その勘を信じて生き延びてきた経験がある彼にしてみれば、それだけで彼女の言葉を信じるには十分だった。

			「まぁ本物がこういうもんだ、って知れただけでいいと思うことにするさ。嬢ちゃんたちはこれから予定あんのか？」

			「ガブリルの登録が終わったら、依頼を受けようと思っています」

			「じゃあ、その間にこの国のことを教えてやるよ。それでいいか？」

			　イリアに続きガブリルも頷(うなず)いたのを見て、フレイザーは案内するように屋内に戻って行った。

			　その後に続き行き着いた先は、支部の二階にある応接間と書かれた部屋の前。

			「入るぞ」

			　ノックもなしに入って行ったフレイザーの先では、椅子に座っていた女性が彼を見て大きな溜(ため)息(いき)をついた。

			「あんたね……執務中なんですけど」

			「なら執務室でやれや。下は人目が多いからな。嬢ちゃんもこっちの方がいいだろ？」

			　話を向けられたイリアは、男の言葉に苦笑してフードを取った。

			　改めて露わになったその容姿を見て、女性が思わずといった様子で立ち上がる。

			「うっそ……エルフ……!?」

			「まじか……」

			　そこまでは察していなかったらしいフレイザーに、イリアは苦笑を返す。

			「気を遣わせてしまったようで申し訳ありません。でも、目立つのが嫌で隠していただけですので、そこまで気を遣っていただかなくても大丈夫ですよ」

			　柔らかくも毅(き)然(ぜん)としたイリアの態度に、フレイザーと女性は返す言葉を忘れたように茫(ぼう)然(ぜん)としていた。

			　唯一変わらなかったのが、すでに彼女の容姿を見知っていたガブリルだ。

			「エルフって珍しいの？」

			「うん。森に引きこもって出てこないからね」

			「引きこもってって……」

			　自らの種族を貶(おとし)めるような言葉。

			　しれっと吐かれた毒に、ようやくフレイザーたちは反応することができた。

			「立ち話もなんだし、どうぞかけて」

			　招くようにソファへと促(うなが)す女性に従って、イリアとガブリルは応接間の中に足を踏み入れた。

			「まず、この国についてだったな？　このランラリブ王国は――」

			　フレイザーの説明は、その粗(そ)野(や)に思える振る舞いとは打って変わって分かりやすいものだった。

			　部屋にいた女性はこの街グレイスリブ支部の支部長を務めており、名はグリニスといった。彼女はその目端の利く性格を存分に発揮して、分かりやすいものの客観性に欠けたフレイザーの説明をその都度補(おぎな)ってくれた。そして、それが支部長と副支部長という二人の関係性を如実に表しているような気がして、イリアには面白かった。

			　話はガブリルの登録証が完成しても続き、結局四人は応接間で食事をとりながら話すこととなった。

			　一通り国の情勢などを聞いた後は、自然とイリアたちの話題になった。

			　とはいえ、イリアは自身のことを詳しくは語らず、フレイザーたちも無理に聞こうとはしなかった。

			　その一方で、ガブリルに関しては本人がほぼ全てを語り、

			「……お前、苦労したんだな……！」

			　と、フレイザーの涙を誘っていた。

			　大粒の涙を流す彼にドン引きしていたイリアに、グリニスは半ば呆れたように笑いながら肩を竦(すく)めて見せた。

			「彼、いっつもこうなのよ。単純なんだから」

			「うっせ！　よし、ガブリル！　昼飯は俺が奢(おご)ってやる！　じゃんじゃん食え！」

			「ありがとう」

			　すでに少なくとも三人前は食べているのだが、ほんわかと笑うガブリルを見ては、イリアも止めることはできなかった。

			　そうして、イリアの知識とガブリルの食欲を満たして、食事会と化した談話は終了した。

			　

			　応接間を後にした二人は、予定通り依頼を受けるために一階に戻り、依頼の書かれた紙が貼られる掲示板を眺めていた。

			　掲示板には貼られた依頼でほとんど隙間が見えず、ガブリルは眩暈(めまい)がするほどの文字に感嘆の息を漏らした。

			「依頼ってたくさんあるんだね」

			「この辺りだけじゃなくて、他の国のものもあるからね」

			　ほとんどの場合、他国の依頼を受けるのは国境を越える関税を免れるためであり、その恩(おん)恵(けい)を受けられる傭(よう)兵(へい)ギルドばかりだ。

			　とはいえ、他国のものは受注から達成まで時間がかかるため、貼られている依頼は相応の期間が設けられているものに限られていた。

			「まぁしばらくはこの国にいるから、そっちは置いておいて……」

			　イリアは依頼表を見比べて、一枚を手に取った。

			　紙に書かれていたのは、「グレイスラットの駆(く)除(じよ)」という文字。

			　ラットとはいうものの、長い四肢をもつその姿は犬に近く、犬ネズミという名でも呼ばれているこの国特有の種だ。

			　生態の特徴として繁(はん)殖(しよく)力が強く、草食寄りの雑食であるため作物を荒らすこともあり、常に駆(く)除(じよ)対象として依頼が出ていた。

			　また、草食ゆえか強力な毒性などは持たず、食糧を得るために個々の行動範囲が広いため集団での行動もとらず、未熟な者が相手としながら資金を稼ぐにはうってつけの依頼だった。

			「まずは、刀の戦闘に慣れないとね」

			「うん。わかった」

			　イリアから紙を渡されたガブリルが、促(うなが)されるように向かったカウンターで受付の男性に依頼表を差し出す。

			「受注登録だな？　登録証を出してくれ」

			「はい。これでいいんだよね？」

			「そうだ。ちょっと待っててくれな」

			　受付の男性はガブリルから登録証を受け取ると、手元のガラス盤(ばん)にそれを置いて作業を進めていく。

			　イリアにしてみれば見慣れた光景だが、ガブリルからすれば何もかもが新鮮で、ずっと男性の作業を目で追っているのが微笑(ほほえ)ましかった。

			「……登録完了だ。依頼表はいるかい？」

			　ガブリルはイリアを見、彼女が頷(うなず)くのを真似て男性に首(しゆ)肯(こう)してみせる。

			　そうして依頼表と登録証を受け取った後は、実際に討(とう)伐(ばつ)するだけ。

			　街を出て指定の森に行くと、ガブリルは島と似て、しかしまったく異なる森の雰囲気に目を瞬かせた。

			「私は見てるから、自由に動いていいよ」

			「うん……わかった」

			　ガブリルは刀を鞘(さや)から抜いて、故郷の森でしていたように五感を研ぎ澄ませた。

			　風で戦ぐ草木の音には、不規則にみえて一定のリズムがある。そこに生まれる異音が、植物ではない何かがいることを教えてくれる。

			　人並み外れたガブリルの聴覚が何かを捉(とら)え、そう感じた瞬間には駆け出していた。

			　森と言っても、木々の間(かん)隔(かく)は人間が三人は並んで通れるだけの道があり、しかしガブリルは聞こえる音への進路方向によって、木を壁に見立てて飛び跳ねるといった芸当をしてみせる。

			（平地よりよっぽど強いかも）

			　それを追っていたイリアが感嘆していると、やがてガブリルは足を止めた。

			　彼の速度が速すぎて、奇襲の形になったのだろう。

			　振り向いたガブリルの手には、刀で串刺しにされたグレイスラットの姿があった。

			「うん。一体討(とう)伐(ばつ)だね」

			　相変わらずのほほんとした笑みを浮かべるガブリルだが、その表情が不意に曇る。

			「……これ、どうしよう」

			「私が預かっておくね。次は突き刺すんじゃなくて、斬って倒してみよう」

			「斬って？　うん、やってみるね」

			　それからガブリルは、イリアの言葉を忠実に守って討(とう)伐(ばつ)を行った。

			　殺傷する武器としての扱いは及(きゆう)第(だい)点(てん)でも、刀としての扱いは拙(つたな)い。

			　そんな欠点などを明らかにしつつ依頼をこなした二人は、そのまま街に戻り達成登録を済ませ、夕食をとることにした。

			「よぉ、お二人さん。これから夕食か？」

			　声をかけてきたのは、支部長を伴ったフレイザーだった。

			「はい。お二人もですか？」

			「おう。一緒に食うか？」

			　フレイザーの言葉に、彼の後ろでグリニスが小さく息を吐いたのを見て、イリアは彼女の胸中をなんとなく察した。

			　直後に目が合ってしまい、お互いに苦笑を浮かべる。

			「この人もそう言ってるし、どうかしら」

			　そこまで言わせてしまっては、断る方が失礼だろう。

			　何より、フレイザーとガブリルはすでに行くものとして考えているようだった。

			「……ごめんなさい。ご一緒させていただきます」

			「子供はそんなに気を遣っちゃダメ。さ、行きましょ？」

			　ぽん、と背中を押されるようにしながら、イリアは先を行く男二人の後を追った。

			　四人が向かった先は、食堂や居酒屋というよりもレストランのような、どこか落ち着いた雰囲気のある飲食店だった。

			　四人掛けのテーブルに着くと、初めてのイリアたちを慮(おもんぱか)ったのかフレイザーが次々と注文を決めていく。

			　その様子をぽけーっと眺めるガブリルを見てクスリと笑みをこぼしながら、グリニスはイリアに耳打ちする。

			「ああ見えて子供好きなのよ」

			　それにしては、最初に会った時はかなり邪(じや)険(けん)に扱われたような気がする。

			　そう考えたイリアの内心を察したように、体を席に戻しながらグリニスは微笑(ほほえ)む。

			「傭(よう)兵(へい)ギルドの仕事なんて、危険だったり粗暴な人ばかりでしょ？　それを分かって欲しかったんじゃないかな」

			　粗暴なのは素だけどね。

			　そう付け加えながらも、その表情に嫌(けん)悪(お)や不快感は見て取れなかった。

			「理解されてるんですね」

			「……まぁね」

			　ほんの少し笑みを苦笑に変えながらも、否定しないところが大人っぽいとイリアは感じた。

			　それに対して、対面するように座るフレイザーのなんと子供っぽいことか。

			　しかし、身振り手振りでメニューの料理を説明してガブリルを喜ばせている様は、歳の離れた兄弟というよりはむしろ――

			「親子みたいですね」

			「……あのくらい、自分の子も可愛(かわい)がってくれるといいんだけど」

			　何のことはない感想と聞き流しそうになったイリアだが、その意味に気付いて反射的に彼女を見た。

			　12歳なら分かってもおかしくないか。

			　そんなふうに微笑(ほほえ)んだのを肯定と捉(とら)え、イリアは彼女に向き直る。

			「おめでとうございます」

			「ありがとう」

			「まだ食事は普通にできますか？」

			「そうね……もしかして、詳しい？」

			「少しだけ」

			　さすがに普通の声量で話せば耳に届くのか、二人のやりとりに気付いたガブリルが首を傾げた。

			「どうしたの？」

			「二人に子供ができるから、おめでとうって」

			　フレイザーは照れくさいのか頭を掻きながら視線を逸らし、一方でガブリルは二人を眺めた後、辺りを見渡してまた首を傾げた。

			「……こども？　どこにいるの？」

			　少年の反応に、三人は「ああ……」と似たような苦笑を浮かべた。

			「おなかの中にいるの。あなたも、お母さんのおなかの中にいたんだよ？」

			「おなか……」

			　グリニスの言葉にガブリルは彼女の腹部に視線を注ぐが、どう見ても人が入っているとは思えない。

			　そんなガブリルを見かねたのか、グリニスはガブリルを手招きする。

			　彼女の行動を察したフレイザーが背中を後押しして、ガブリルはその腹部を目の前にした。

			「耳を当ててみて。もしかしたら、赤ちゃんの声が聞こえるかも」

			　もちろん、彼女も本気で言っているわけではない。

			　何より、まだ８週を過ぎたばかりの胎(たい)児(じ)が動くとも知らないのだから、声などもってのほかだろう。

			　だが、耳を当てる少年の聴覚は、人とは桁外れの能力を有していた。

			「……ほんとだ」

			「……え？」

			「きこえた。すごく小さいけど」

			　グリニス本人の脈(みやく)動(どう)とは少し異なる、小さな鼓(こ)動(どう)。

			　それを確かに耳にしたガブリルは、その生命の神秘にただただ感動していた。

			　信じられない。

			　不信ではなく、単純に驚(きよう)愕(がく)を露わにするグリニスとフレイザーに、イリアは苦笑しながら伝える。

			「この子の耳は人の何倍も優れてるんです。聞こえていても不思議じゃないと思いますよ」

			「まじか！　うわぁーちくしょう！　なんつー羨(うらや)ましい耳してんだコイツっ！」

			「あわわ」

			　頭をガシガシと撫(な)でられ、ガブリルは相変わらずぽわぽわしながらも、どこか嬉しそうだった。

			　しかし、それも束の間の幸福でしかなかった。

			「でも、子供ってどうやってお腹のなかにできるの？」

			　純粋無(む)垢(く)な瞳(ひとみ)で放たれた疑問に、誰もうまく言葉を返すことはできなかった。

			　それ以後の会話は、できるだけそちらに話が流れないよう注意しながら話題を選ぶという、ひどく神経を使うものとなった。

			　これでは妊(にん)婦(ぷ)の負担になる。

			　そう考えたイリアが、花を用いた例え話でひとまず納得させることに成功し、何とか事なきを得るのだった。

			　そうして楽しい夕食を終えた後は二人と別れ、イリアとガブリルは宿に戻り、汗を流して床に就いた。

			　しかし、初めての経験ばかりのガブリルは、すぐに寝付くことができなかった。

			　興奮を紛(まぎ)らわせようと、隣のベッドに眠るイリアに声をかける。

			「最後に何を渡してたの？」

			「……ん？　ああ、妊(にん)婦(ぷ)さんの注意しなきゃいけないこと」

			　この世界には。治(ち)癒(ゆ)・治(ち)療(りよう)の魔術があるため、出産における危険度は低い。

			　しかし、生活習慣によっては母子を危険に至らしめる可能性があるため、その点についての注意事項をイリアは渡していた。

			　彼女の持つ前世の記憶から引き出した知識な上に、見た目はともかく少女でしかないイリアの助言だ。彼女たちを納得させるためにエルフの知恵だ、と嘘を吐くことになったのは仕方のないことだろう。

			「……みんな、お母さんのおなかの中で生まれたんだね」

			「そうだね」

			　もちろん、魔物などの例外も存在する。

			　だが、彼の言いたいことはそんなことではないだろう。

			　続く言葉を待ったイリアだが、それが聞こえてくることはなく、

			「……ガブリル？」

			「……ううん。なんでもない。おやすみ」

			　そう言ってイリアのベッドに背を向け、ガブリルは目を閉じた。

			　

			　翌日からは、先日イリアが言っていたように別々の行動をとることになった。

			　朝食を食べた後はともに依頼表を眺め、イリアが課題のような形で討(とう)伐(ばつ)対象を選ぶ。

			　ガブリルが討(とう)伐(ばつ)に向かっている間、イリアはこの国の情勢などについて聞き取りを行い、また実際にその目でも確かめていった。

			「二人とも、元気でね」

			「無茶はしても無理はすんなよ」

			　結局二日以上滞在することになったものの、グリニスとフレイザーと別れの挨(あい)拶(さつ)を交わし、別の街に行った後も基本的にやることは変わらなかった。

			　ガブリルはイリアの課題として出された依頼を熟しながら刀の練習を行い、イリアは調査の足を広げる。

			　イリアが持つ【神の眼】に狂いはなく、剣術に天才的な能力を秘めていたガブリルは、危なげなくイリアの課題をこなし、かつ効率的にその実践的な技術を身に付けていった。

			　国の山間部にほど近い高原に行けば、果樹園を荒らすサルの魔物の討(とう)伐(ばつ)依頼を受けて、報(ほう)酬(しゆう)に加えて宴(うたげ)を催(もよお)された。山間部の鬱(うつ)蒼(そう)とした木々を抜けた先の村では、移り住んできたというオオカミの魔物の群れを討(とう)伐(ばつ)し、村の歓(かん)待(たい)を受けることとなった。

			　ガブリルが知ったのは、戦う技術だけではない。人との触れ合い……人の悲しみに触れて胸が苦しくなり、逆に喜んでいるのを見れば心が温かくなった。

			　母ではない人、家族ではない人との関わりが、こんなにも自分の気持ちを動かすとは思わなかった。

			　

			　二人の旅は続く。

			　山間の村では、たわわに実った真っ赤な果実に目を輝かせ、河川に面した村では魚を罠(わな)にかけて獲るという思いもよらない知恵に目を白黒させ、高原一面に実った果実を濾(こ)して造った飲み物を口にして、目を回した。

			　どれもこれも、ガブリルが想像もできなかったものばかりで、休む暇がないほど心躍る毎日を過ごしていた。

			　イリアとしても、楽しそうな笑顔が横にあるだけで、これまでのどこか作業的だった調査に向かう足が軽くなったような心地がした。

			　だが、時折ガブリルは、不意にその笑顔を曇らせることがあった。

			　一度目は、彼の視線の先にあったのが母子だったこともあり、寂(さび)しいのかもしれないとイリアは考えた。

			　二度目、三度目……。

			　気付く回数が重なるにつれて、その理由が分からなくなっていく。

			　旅を始めてから季節が一巡りしようかという頃。

			　ちょうどこの国で初めに訪れた街へと続く道にいたイリアたちは、依頼で収穫した素材などを売り払ってしまうため、村や町を除けば隣に位置する街に立ち寄った。

			　身軽になった頃には辺りは暗くなり始めており、今から初めの街に戻っても城門は閉められているだろうから、と二人は泊まってしまうことにした。

			　ガブリルとしても、強く記憶に残っていたのだろう。支部長の子供が生まれているかもしれないとイリアが言うと、ほわほわとした笑みはそのままに、目を輝かせた。

			　だが、またその笑顔に影が差す。

			　ちょうどいい。そう思うことにして、イリアはツインのベッドに横になりながら、ガブリルに訊ねることにした。

			「何か心配事？」

			「……ううん」

			　嘘だ。

			　そう分かっても、

			「大丈夫」

			　本人がそう言うのなら、深く追及する気はなかった。

			　それでも、聞いてから間があったことで、彼自身が自分の異変に気付いていることが分かり、そしてその異変を自分が気にかけていると知らせることができた。

			　取りあえず、それだけで十分だろう。

			　この時の彼女は、そう思っていた。

			　

			　翌日、二人は街を出て、二人で最初に訪れた街、グレイスリブを目指した。

			　もともと「この国で初めに訪れた街だから」という理由で向かっているわけではなく、ちょうど次の国に繋がる街道が、その街に通じていただけだった。

			　それでも、それなりの感(かん)慨(がい)はある。

			「この国はもう出るんだよね？」

			「うん。だいたいのことは分かったからね」

			　この国、ランラリブ王国の街は平和だ。

			　しかし一旦街の外に出ると、王族と軍部の対立で外部への監視が緩(ゆる)くなっているせいか、各地で野盗や山(さん)賊(ぞく)といった犯罪組織が幅を利かせ、事実イリアたちも何度か交戦することになった。

			　ギルドとしては依頼を受けてから討(とう)伐(ばつ)を開始するというシステムから後手に回ってしまっており、いたちごっこのような状況になってしまっている。

			　その上、言ってしまえば後手に回ってしまうのは結局のところ口実でしかない。この国のギルド連合は、国民の信頼を得ることで王国政府に対する優位性を強め、さらに国民から資金を得ようと消極的な討(とう)伐(ばつ)しか行っていない、というのが実情だった。

			　ギルドが力を強くすれば、王国政府と軍は執(しつ)政(せい)者と防衛力というその立場が危うくなる。しかしこの国では、協力するどころか互いの弱みに付け込もうとさらに対立を深め、最悪の場合衝(しよう)突(とつ)することになる可能性がある。

			　それ以上に、イリアたちをスカウトしようとした反軍部組織が国民を扇(せん)動(どう)し、軍部とそれを野放しにする王族に対して反(はん)旗(き)を翻(ひるがえ)す可能性も高い。それを鎮圧しようとして戦争が起きれば、目も当てられないことになるだろう。

			　平和で安全な場所に住みたいと考えるイリアにしてみれば、候補に入れる理由がない国、というのが結論だった。

			「次はどこの国にいくの？」

			「うーん、どこにしよっか。何か見たいものはある？」

			「美味(おい)しいものが食べたい」

			「グレイスリブの支部長さんたちに聞いてみよっか」

			「うん」

			　そんなほのぼのとした会話を交わす彼女たちだが、豚にも似た巨大なリスの魔物・アグレスカンクをばっさばっさと倒していた。

			　今回の課題は「放(ほう)屁(ひ)させる前に絶命させること」。

			　放(ほう)屁(ひ)は強(きよう)酸(さん)で、吸い込んだ器官を破壊する上に、触れたそばから壊(え)死(し)させていく猛毒だ。

			　絶体絶命に陥(おちい)った場合にのみ放たれるこの最悪な屁(へ)は、放った自身がその酸と毒に冒されて死に絶えることから、自爆放(ほう)屁(ひ)と名付けられていた。

			　この放(ほう)屁(ひ)から逃れるには、遠距離から仕留めるか、放(ほう)屁(ひ)される前に仕留める二種類の方法しかない。

			　前者は魔術や弓といったある程度の実力があれば比較的安全な手段だが、後者は極論を言えば〝生命の危機を感じさせる前に殺す〟ことになり、素早く、かつ確実に仕留める高い技術が必要となる。

			（大丈夫そうかな）

			　一振りで確実に首と胴を離し、あるいは縦に両断して即死させていくガブリルの姿は、イリアの胸中にほんの少しあった不安を払(ふつ)拭(しよく)させるには十分だった。

			　そう思った矢先。

			「あっ」

			　呑(のん)気(き)とも言える間の抜けた声を上げたガブリルの目の前では、最後の一匹となった魔物の背後が陽炎(かげろう)のように揺らめいていた。

			　最後の一匹となったことで、自らの死を悟ったのだろう。

			　斬る前に放たれてしまった致死のガスが迫る。

			　逃げなきゃ。

			　そう思うよりも先に吹いた風が、ガブリルの周囲から淀(よど)んだ空気を一(いつ)掃(そう)した。

			「惜しかったね」

			「……うん」

			　ほわほわとした笑みの中にも、落(らく)胆(たん)の色が見て取れた。

			「取りあえず素材になるものは回収して、街に行ってからお昼にしよっか」

			「うん。分かった」

			　イリアが生成した袋に魔物の死体を詰め込み、改めて街へと進路を向けた。

			　やがて街道の森を抜けると、城門が見えてきた。

			　他にも城壁のある街や都市は見てきたガブリルだが、やはり初めに見たからこそ印象が強く残っているのか、高く聳(そび)える壁をどこか感(かん)慨(がい)深げに見上げていた。

			　門番として立つ鎧(よろい)を着た兵士に登録証を見せて門を通過。

			　立ち並ぶ露店から聞こえる客寄せの声。道を急ぐ者、子供が走り回り、穏やかな笑顔がそこかしこに見て取れる。

			　街の中は変わらぬ盛況ぶりで、通りは活気に溢(あふ)れていた。

			　懐かしい。

			　初めに滞在したせいか、そんな郷愁に似た感覚を覚えながらガブリルが歩みを進めていると、不意にイリアが足を止めた。

			　彼女の視線の先を辿(たど)ると、そこには一人の男性の姿があった。

			「おお！　イリアじゃねぇか！　……てことは、隣のはガブリルか!?　でかくなったな！」

			「お久しぶりです」

			「ひさし、ぶり」

			　がしがしと頭を撫(な)でられながらイリアの言葉に続くと、フレイザーは快(かい)活(かつ)に笑い声をあげた。

			「ほんと久しぶりだな！　でかくなりやがって！」

			　目新しい料理や食材への好奇心、彼自身の食欲、イリアの栄養管理もあって、ガブリルの身長はイリアの肩ほどの高さから、彼女を見下ろすほどまでに成長していた。

			　とはいえ、まだフレイザーよりは小さく、その幼さの残る容姿もあって子供に思えるのだろう。

			「よし、今日はウチで飯を食え！」

			　そう言いながら頭を撫(な)でる素振りは、初めに会った頃となんら変わりない。

			　いつもの緩(ゆる)い表情もどこか嬉しそうに見えて、そんな様子を微笑(ほほえ)ましく思いながら、イリアは気になった点を口にした。

			「うち、ですか？」

			「ああ。結構前に買ったんだ。宿舎は三人で暮らすには狭いからな」

			　照れくさそうに笑うフレイザーに笑みを返し、イリアは一番訊ねたかったことを口にした。

			「おめでとうございます。お子さんはもう？」

			「いや、助産婦の婆が言うにはもうそろそろなんだがな……。っとそうだ。婆がイリアに会いたがってたぜ。お前のメモで大助かりだとよ」

			「それは良かったです」

			　そう言いながら、イリアは内心では少なからず驚いていた。

			　かつて地球でも「妊(にん)婦(ぷ)は子供の分も体力をつけるために、できるだけ多く食事をとった方が良い」などの間違った考え方が広まったことがあった。すると、その考え方に囚われてしまい、「妊娠中毒や流産の危険に繋がる」といった情報が明らかにされるまで、無理やりにでも間違った方法を押し付けようとする者もいた。

			　それはこの世界でも同様で、特に迷信の類(たぐい)を信じる者は科学的根(こん)拠(きよ)を示されても頑(かたく)なに信じようとしない傾向があった。そして、その傾向は神や魔法のような「よく分からないが、確かに存在する」ものがあるこの世界では、余計に強いようにイリアには思えた。

			　だからこそ、イリアの示した今までの常識を覆(くつがえ)すような情報をすぐに取り入れ、その上感謝までするというそのお婆さんに彼女は驚いていた。

			「俺は買い出しの途中なんだが、お前たちは？」

			「他の街で受けた依頼を達成したので、報告に行く途中です」

			「そうか。なら応接間で待ってろ。俺の許可はもらってるって言えば大丈夫だ。じゃあな」

			　ほとんど有無を言わさぬ流れのまま、フレイザーは去ってしまった。

			　強引なところも変わっていない。

			　そんなふうにガブリルと苦笑を交わし、二人は支部に向かった。

			　ギルド支部で依頼達成の報告と集めた魔物の部位を売り払った後、言われた通り応接間で待っていた二人だが、イリアは応接間の変(へん)貌(ぼう)に呆れていた。

			　一言でいえば、汚い。

			　書類はあちこちに散らばり、丸めたらしい紙(かみ)屑(くず)や零(こぼ)れたインクが部屋やテーブルを汚していた。

			　まさかと思い執務室と書かれた部屋のドアを開けると、イリアはすぐにそのドアを閉め、見ないふりをすることにした。

			（グリニスさんが怒るだろうから、放っておこう）

			　一方、散らかり放題の空間にどこか落ち着かないイリアとは打って変わり、ガブリルはいつものようにぽけーっと辺りを見渡しているだけだった。

			「まだここに来てから三百日も経ってなかったんだね」

			「どうして三百日？」

			「赤ちゃんができて生まれるのがそのくらいなんだよ」

			　この世界でも、妊娠期間はいわゆる十月十日。日数で言えば２８０日が出産予定日となる。

			　この世界の暦で言えば、ちょうど八か月もの間旅してきたことになるが、そう考えるとガブリルの成長は著(いちじる)しいものだった。

			　ただ、それは戦闘技術と身体能力についての評価だ。

			（あとは、精神年齢だけど……）

			　イリアとの旅で知識を得たことで、常識知らずな行動はなくなった。

			　しかし、世俗から隔(かく)絶(ぜつ)された世界で長く生きてきたためか、のほほんとしたマイペースなところは変わらない。

			　むしろ初めは父親との確(かく)執(しつ)で気を張っていたのか、マイペースっぷりは増していると言えた。

			　そののほほんとした雰囲気があるせいか、精神的な成長が分かりづらい。

			　助言や苦言を素直に聞き入れる素直さを元から持ち合わせていたから尚更だ。

			　まだ十二・三歳ということで、成長を焦るような歳ではない。

			　しかし、彼のように高い戦闘能力を持っていたり、このまま傭(よう)兵(へい)ギルドを続けるのであれば話は別となる。

			　戦闘が日常になることで高(こう)揚(よう)した精神が戻らなくなり、子供じみた動機による殺傷を行う。命乞いなどの同情に流され、損傷を負う。

			　そんな事態が予想されるからだ。

			　彼の性格なら大丈夫だろうと思えることでも、実際に父親の件で激怒したことを考えれば、子供の未熟な精神ではどう転ぶか分からない。

			　それが、イリアの危(き)惧(ぐ)するところだった。

			（……とはいってもなぁ）

			　戦闘での悪い点を指摘することも、食事や生活習慣の改善で体調を管理することもできる。

			　しかし、精神面での成長を促(うなが)す方法が、彼女には分からなかった。

			（……ん？）

			　と、そこまで考えて、イリアは考えることをやめた。

			　ガブリルの成長は「旅に同行させて見聞を広げる」という目的の、いわば副産物でしかない。

			　同行者としてするべきことかもしれないが、彼女自身がやりたいことではない。

			　そう考えると、彼女の中で悩む必要はなくなった。

			（やっぱり性格悪いなー、わたし）

			　そんな自分に苦笑しながら立ち上がり、イリアはガブリルに向き直る。

			「ただ待ってるのもなんだし、お菓子でも買ってくるね」

			「あ、僕も行く」

			「ガブリルはここにいてくれる？　フレイザーさんが帰って来た時、誰もいないと困るでしょ？」

			「あー、そっか。待ってるね」

			　のほほんとした笑みを浮かべたまま、駄々を捏(こ)ねることなくガブリルは立ち上がったソファに再び腰を下ろした。

			　素直なのか、そもそも何も考えていないのか。

			　相変わらずのガブリルに力なく笑い、イリアは扉へと向かった。

			「じゃあ行ってくるね」

			　そう言ったのと、階下から階段を上る音が聞こえたのはほぼ同時。

			　駆け上がってくる様子にわずかな疑問を感じながら、イリアは扉を開けずにそのまま人が来るのを待った。

			　やがて聞こえてきたのは、フレイザーではなく女性の声だった。

			「副支部長！　いらっしゃいますか!?」

			「フレイザーさんなら、外出中です。もうすぐ帰ってくると思いますよ」

			　ドアを開きイリアが説明すると、やってきた女性は狼(ろう)狽(ばい)した様子を見せる。

			「ええっと、どこに行ったのか分かる？」

			「いえ。買い出しとしか聞いていません」

			「ぅあー、困ったなぁー……」

			「どうかしたの？」

			　言われるまで聞かずにおこうとしていたイリアだったが、ガブリルが女性に訊ねてしまった。

			　訊ねてしまえば聞かないわけにはいかず、経験上、こういった場合何かに巻き込まれるような気がしてならなかった。

			「支部長……グリニスさんの陣(じん)痛(つう)が始まったらしいの」

			「じんつう？」

			「……何かあったんですか？」

			　言われた言葉の意味が分からなかったガブリルをよそに、イリアはその先の言葉を求めた。

			　確かに父親であるフレイザーにしてみれば、出産に立ち会えないのは悔(くや)しいだろう。

			　しかし、それが焦る理由とは思えなかった。

			「それが……立ち会うはずだった教会の教徒の人が先に来た急(きゆう)患(かん)で手がはなせないらしくって、付き添えないの。うちにいる人たちは応急処置程度しかできないし……」

			　イリアの不安は的中した。

			　もちろん、回復を務めるラトヴェスター教の教徒がいなくても、事なきを得る場合の方が多い。

			　しかし、逆に言えば事故が起きることもあるということだ。

			　彼女の記憶にある日本でも、母子が危険に曝(さら)される例はいくつも存在していたのだから、科学において遅れているこの世界なら、その可能性はより高いと言える。

			「イリア、どういうこと？」

			「……万が一の場合に回復してくれる人がいないんだって」

			「……危ないの？」

			　それまで理解できていなかったためにのほほんとしていられたガブリルだが、イリアの言葉を聞いて表情を曇らせる。

			　人の死を悼(いた)む。

			　鬼神の島で話した時、街で大勢の死体を見てきたことを忘れているような素振りを見せていた彼からすれば、それは大きな成長に思えた。

			「大丈夫。すいません、私が付き添いをしたいのですが、案内していただけませんか？」

			「え、っと……いいんですか？」

			　出産の場合、教徒の回復術は無償で行われる。

			　報(ほう)酬(しゆう)は出ないけど、大丈夫？　という婉(えん)曲(きよく)な問いかけにイリアは微笑(ほほえ)んで頷(うなず)きを返した。

			　支部長と赤子。そのどちらかが命を落としても、誰かが悲しむことになる。

			　そんなものは見たくないし、望まない。

			　これは紛(まぎ)れもなく、〝彼女のしたい〟ことだった。

			「……」

			　女性の後に続いて駆けるイリアの背中を追いながら、ガブリルの表情は晴れなかった。

			　案内されたのは、大通りから外れた一軒家の立ち並ぶ区画にある、一階部分に積まれた白いレンガが印象的な家屋だった。

			　鍵(かぎ)が開きっぱなしの家に入り、廊下を抜けて寝室に向かうと、ベッドで呻(うめ)き声を上げる支部長とその脇に立つ老齢の女性がいた。

			「アモイさん！　代わりの人を連れてきました！」

			「代わり？　ちゃんとできるんだろうね」

			「ど、どうなんでしょう」

			　さすがに場馴れしているのか、落ち着いた様子で訊ねるアモイに引き換え、狼狽(うろた)える女性がイリアを見る。

			「大丈夫です。回復は任せてください」

			「ほう。ならこっちも手伝ってもらおうかね」

			「へ？　あ、えっと、そっちの経験は――」

			「アタシの言ったことをしてくれればいいさ。ほら、さっさとこっち来な！」

			「え、ぇえ!?　しょ、消毒しないとっ……」

			　老体を強引に引き離すこともできず、イリアは手を引かれるままにベッドへと連れて行かれてしまった。

			　手(て)持(もち)無(ぶ)沙(さ)汰(た)となったガブリルはぽけーっと佇(たたず)んでいたが、

			「あんたは旦那を呼んできな！」

			　と一(いつ)喝(かつ)されて家を後にした。

			　他にすることもないので、ガブリルは言われた通りフレイザーを探すことにした。

			　まず一足飛びに家の屋根に飛び乗り、街を一望できる場所を探す。

			　時間を鐘(かね)の音で知らせる時計塔を見つけたガブリルは、そのまま家の屋根を伝うように駆け出した。

			「いないなぁ……」

			　途中、見える範囲でフレイザーを探すが見つからない。

			　集合住宅が増える市街区画に連れて家屋は高くなり、自然と屋根の上を走るガブリルを見つける者がいなくなったのは好都合だった。

			　そして辿(たど)り着いた時計塔から、眼下に広がる街を眺める。

			　常人であれば人の判別など不可能だが、彼の視力であれば問題はなかった。

			「……」

			　見る。

			　見る。見る。

			「……いないなぁ」

			　いくら広域を見渡せると言っても、死角は多い。

			「……何してんだ、お前」

			　声に反応して視線を向けると、そこには鐘(かね)のある足場から身を乗り出して屋上を見上げるフレイザーがいた。

			「フレイザーを探してた」

			「あん？　俺を？　ああ、待たせすぎちまったか。悪いな。いつも鐘(かね)を鳴らす爺がついさっき腰をやっちまったらしくてよ。代役ってわけだ。あー面倒くせぇ」

			「大変なんだ」

			「おう」

			　フレイザーを見つけたことで、のほほんとしだすガブリルだったが、既(すんで)の所で本来の目的を思い出した。

			「そう、大変だ」

			「あん？」

			「もうすぐ生まれるって」

			「ほーん……はぁ!?」

			　あまりにガブリルがのほほんとした雰囲気のまま言ったために聞き流しそうになったフレイザーだが、理解すると同時に今度は思考が空回りを始める。

			「生まれる!?　え、はぁ!?　どうする!?　何すりゃいいんだ!?　おむつか!?　おむつは用意してあるし……！」

			「呼んで来いって言われた」

			「それだ！」

			　慌ただしく駆け出したフレイザーの後を、ガブリルはついていく。

			「鐘(かね)はいいの？」

			「知るかそんなもん！　誰も聞いちゃいねーよ！」

			「そうなんだ」

			　決してそんなことはない。

			　しかし、愛する妻の出産に駆け付けようとする男を止められるものは、この街のどこにも存在しなかった。

			　一方、その頃フレイザー邸では――

			「ほら。その便利な魔法でさっさと新しい布とお湯を用意しな」

			「は、はい」

			「あんただっていつかは子を産むんだ。覚えといて損はないよ」

			「有り得ないですから！」

			　とイリアはいいように扱き使われていた。

			　まさに非情な現実、能あるタカは使われる、である。

			「グリニぶべっ！」

			　ちょうどやって来たらしいフレイザーが、寝室にかけられていた結界に弾き飛ばされた。

			「なんだこれ!?」

			「騒ぐんじゃないよ！　この嬢ちゃんが張った結界の魔法さ」

			「嬢ちゃん……？　その仮面、イリアか」

			　状況を説明するのに合わせて結界を解除すると、グリニスの呻(うめ)き声が聞こえるようになり、フレイザーの眉(まゆ)は情けなく山を描く。

			　アモイはドアの前で佇(たたず)むフレイザーに、しっしっと手を振って追い払う。

			「あんたの役目はも少し先だ。大人しく待ってな」

			「よ、よろしくたのむ！　グリニス！　俺もここにいるからな！」

			　バタン、と勢いよくドアを閉められ、フレイザーは部屋の中を見ることも叶わなくなってしまった。

			　再びイリアが結界を張ったのだろう。苦しむ声が聞こえてこなくなったことで締め付けられるような居心地の悪さは解消されたが、中の様子がまったく分からないという不安に駆られてしまう。

			「……菓子、食うか」

			「うん。ありがとう」

			　のほほんとしたままのガブリルでいくらか気は紛(まぎ)れるものの、やはり落ち着かないフレイザーは立ったり座ったり、ドアの前を行ったり来たりと忙しなく動き続けていた。

			　そんな様子をガブリルはじっと眺め、不思議に思っていた。

			　どうして、自分の父親とフレイザーはこうも違うのだろうか、と。

			（もしかしたら、お父さんもこんなふうに狼狽(うろた)えたりしてたのかな）

			　考えてみたもののまったく想像できず、ガブリルは一人首を傾げていた。

			　そんな奇妙な空間に、やがて聞こえてくる声があった。

			　それは泣き声。

			　どこか動物じみたその泣き声にフレイザーは銅像のように動きを止め、ゆっくりと開かれるドアを凝(ぎよう)視(し)していた。

			　開かれたドアから姿を現したのは、仮面を外したイリア。

			「どうぞ」

			　彼女の招きにつられるように、どこかたどたどしくフレイザーが寝室に足を踏み入れると、アモイの腕の中で泣き叫ぶ小さな生命があった。

			　耳をつんざくような鳴き声だが、不快さはどこにもなく、一歩一歩近づくたびに、ただ彼の心の中には喜びだけが満ちていった。

			「よく泣くのは元気な証拠さ。男の子はこうじゃないとね」

			「おとこ……そうか、男の子か」

			　そう呟(つぶや)きながら毛布にくるまれた赤子を受け取るフレイザーの頬を、絶えることなく涙が伝っていく。

			「グリニス、見えるか？」

			「……あなた。……ええ。すごく可愛(かわい)い……」

			「ああ……。当たり前だ。俺とお前の子供なんだから……」

			　父と母と子。

			　家族だけの空間を邪魔しないように、イリアは寝室を後にした。

			　居間に出ると、同じく家族の光景を見ていたらしいガブリルを見つけて、近寄っていく。

			「僕も」

			　ぽつりと零(こぼ)したガブリルの視線の先には、生まれたばかりの家族の光景。

			「僕も、あんなふうだったのかな」

			「……そうだね」

			　イリアは頷(うなず)く。

			「お父さんとお母さん……みんなに祝福されて生まれたんだよ」

			「……うん」

			　それを認められるだけの温もりが、彼の中にあったのだろう。

			　穏やかな笑みを浮かべたガブリルは、

			「……」

			　一瞬だけ、その表情を曇らせた。

			　そしてその後、少年の表情から笑みが消えた。

			　

			　出産後は、本来であればアモイやその弟子がしばらく母子の傍(そば)に付くのが慣例だった。しかし、出産が重なったため「アンタならできる」の一言でイリアに任されてしまったのが運のつき、だったのだろう。

			　グリニスの出産から五日ほどの時が経ち、半ば強制的に赤子の面倒を見せられていたイリアが解放されたことで、ようやく出立の目途が立った。

			「うー」

			「こーら、シャノン。嬢ちゃんが困ってんだろー？」

			「ぁう！」

			　イリアの服を掴(つか)む手を離すのを嫌ったのか、その小さな手を離そうとする父親の手を弾く。

			　この世の終わりのような表情を浮かべるフレイザーをよそに、周囲には微笑(ほほえ)ましい空気が流れていた。

			「随(ずい)分(ぶん)と懐かれたもんだね。どうだいイリア。物騒なことなんかやめて、アタシの手伝い、しないかい？」

			「ありがとうございます。でもごめんなさい。私、まだいろんなところを見て回りたいので」

			「そうかい？　残念だねぇ」

			　承諾されないのを予想していたのか、あまり落(らく)胆(たん)の表情を見せないアモイだが、その言葉は本心であるようにイリアには感じられた。

			　それも彼女の人柄ゆえだろう。だからこそ、任せられるものもある。

			「お渡ししたメモに関しては、ご自由にお使いください」

			「ああ。頭の固い連中には難しいだろうけどね。ケツ蹴(け)っ飛ばしてでも広めるさ」

			　本当に心強い。

			　アモイとそんな話をしているうちに、立ち直ったらしいフレイザーがガブリルの頭を撫(な)でながら、笑う。

			「二人とも、本当に助かった。何度も言うとしつこいかもしれんが……ありがとう」

			　その笑みは、それまでに見た彼のどの笑顔よりも優しいものに見える。

			「アタシにはなにもないのかい？」

			「んなわけねーだろ。婆さんには感謝してもしきれねーって」

			　しんみりとしてしまった空気は薄れて、穏やかな雰囲気が流れる中で、イリアとガブリルは最後の別れを告げる。

			「じゃあ、そろそろ行きますね。グリニスさんによろしくお伝えください」

			「ああ。達者でな。……お前たちは家族みたいなもんだ。いつでも帰ってこい」

			「……うん。ありがとう」

			　最後に頭を撫(な)でられ、二人は出発した。

			　フレイザーの言葉は紛(まぎ)れもない本心だろうが、おそらく彼なりの気遣いなのだろうとイリアは察していた。

			「……寂(さび)しい？」

			「……うん」

			　その表情に、それだけ？　という言葉をイリアは飲み込んだ。

			　

			　出産の日以降、ガブリルの表情は晴れず、笑っていてもそれは上手く貌(かたち)にならず、無理に笑おうとしているのが丸分かりだった。

			　幸い、イリアが赤子の面倒を見ている間は修行兼資金稼ぎの依頼を熟していたため、フレイザー夫妻にはそれほど気を使わせずに済んだが、それでも彼らは察していただろう。

			　イリアは夫妻と時折視線が合っては苦笑を交わし、口には出さなくとも気にかけている空気を感じていた。

			（お母さんのことを思い出しちゃった、とか……？）

			　それなら、時間が何とかしてくれるのを待つしかない。

			　他の何かが原因だとしても、本人が言いたくないのなら、言うのを待つしかない。

			　どちらにせよ待つことになるが、下手に刺激して傷口を広げるよりはいいだろう。

			　イリアはそう考えていた。

			　それが甘かったのかもしれない。

			　そう思ったのは、グレイスリブを発ってから数日後のこと。

			「……えっと」

			　イリアは、依頼から帰って来たガブリルに、なんと声をかけようか迷っていた。

			　場所は湾港都市ラムリブとグレイスリブの中間に位置する商業都市、ページャムリブ。

			　イリアが次に行こうとしている国の情報を仕入れている間、ガブリルはいつも通り修行を兼ねた依頼を受けているはずだった。

			　だが、帰って来たガブリルは右腕を損傷しており、血止めのために引き裂いたのか、右腕の袖(そで)がまるまる切り取られていた。

			「依頼は成功した？」

			「……うん」

			　沈んだ雰囲気は相変わらずだが、どこかヘコみ具合が増しているのは怪(け)我(が)のせいだろうか。

			「その怪(け)我(が)は、魔物にやられたの？」

			「……うん。倒しきれなくて」

			「……変な個体でもいた？」

			「ううん……。聞いてた通りの魔物だった」

			　この日、ガブリルに倒させた魔物はミミクリークラブ。

			　擬(ぎ)態(たい)を得意とするこの蟹(かに)型のモンスターは、擬(ぎ)態(たい)を見破られた場合に二種類の行動をとる。

			　まず、周囲に仲間がいない場合、一目散に逃げる。

			　反対に、周囲に仲間がいる場合は、その鋏(はさみ)を打ち鳴らす合図を出して、一斉に襲いかかる。

			　今回の課題は、擬(ぎ)態(たい)している魔物を見つけ、見破られたことを察知される前に倒すこと。

			　倒しきれずに怪(け)我(が)を負ったということは、一斉に襲いかかられた、ということだろう。

			　だが、変異を起こした個体でもなければ、ガブリルが後れを取ることは考えられなかった。

			（今まで失敗らしい失敗なんて、したことなかったのに）

			　そこまで考えて、イリアは一計を案じた。

			「……そっか。自分で何が悪かったのか、どうすれば次は同じ失敗をしないか、考えてみてね」

			「……うん。分かった」

			　傷が深くても、ガブリルの身体であれば一晩寝れば回復するだろう。

			　だが、ベッドのシーツを汚したと小言を言われるのも面倒だと、イリアは回復魔術を施してから床に就いた。

			　翌日。

			　同じ依頼を成功させることで、失敗により喪(そう)失(しつ)した自信を補(ほ)填(てん)させ、自ら思考するように促(うなが)す。

			「……」

			「……ごめんなさい」

			「謝らなくてもいいんだけどね……」

			　そんなイリアの目論見(もくろみ)は、失敗した。

			　彼女の目の前にいるガブリルは、腹部から血を流していた。

			「昨日と同じ失敗？」

			「……ううん。襲ってきたのは倒せたんだけど、逃げたのがたまたま居合わせた人のところに行っちゃって……」

			「それを庇(かば)ったの？」

			「……」

			　無言の首(しゆ)肯(こう)に、それならしょうがないか、とイリアは考えることにした。

			　しかし、ここで彼女は気付くべきだった。

			　襲ってきた個体は倒せたということは、擬(ぎ)態(たい)していた魔物を見つけられても、気付かれる前に倒すことができなかった、ということに他ならないのだと。

			　さらに翌日。

			　イリアたちは港湾都市ラムリブに向けて移動する際に、行商護衛の依頼を受けた。

			　道中には特筆すべき獣(けもの)や魔物はおらず、盗(とう)賊(ぞく)や野盗も問題にならない。

			　そう考えたイリアだが、

			「……」

			「…………ごめんなさい」

			「いや、怒らないでやってくれ！　この子は俺を助けてくれたんだ！」

			「……依頼主様がそうおっしゃるのであれば」

			　ガブリルを擁(よう)護(ご)しているのは、行商の男性。

			　彼の言う通り、ガブリルは彼を守るために負傷した。

			　しかし、男性が襲われる原因となったのが、そもそもガブリルが担当していた馬車左側から襲ってきた野盗を討ち漏らしたことにある。

			　野党のステータスは並以下。

			　まずガブリルであれば問題ないレベルだ。

			（……なのに、さっきの戦いぶり）

			　彼女が感じたのは、一言でいえば「迷い」。

			　その結果、剣は鈍り、依頼主を危険に曝(さら)すという失態を犯してしまった。

			（もしかして、今までのも？）

			　そう考えれば、辻(つじ)褄(つま)は合う。

			　剣が鈍ったせいで即座に倒せず、多数の魔物を処理できずに手傷を負う。

			　襲ってきた魔物は倒した、ということは、擬(ぎ)態(たい)した状態のまま倒せなかった、ということ。

			「……ガブリル。これからも依頼を受けて大丈夫？」

			「……うん」

			　彼自身、自分の異変に気付いていないわけがない。

			　それでも依頼を受けるというのなら、改善する意欲があるということだ。

			　そう判断したイリアは、

			「そう、分かった」

			　と、彼の意思を受け入れた。

			　その日、ラムリブで衣類や食料を買った二人は、そのまま宿泊。

			　翌日、海を挿んだ隣国の一つ、ラーバティコス王国への定期便に乗り込んだ。

			　定期便は客船ということもあり、内装は格式高い調度品で纏(まと)められ、20日は航行が可能なだけの食糧や物資が積み込まれていた。

			　ラウンジホールでは催(もよお)し物が開かれ、バーで開かれているカジノなど、日々の航(こう)海(かい)を飽きさせないよう工夫がされていた。

			　以前のガブリルであれば目を輝かせていただろうそれらだが、今の彼を動かすには足りなかったらしい。

			「……はぁ」

			　ガブリルを一人部屋に残し、イリアは甲(かん)板(ぱん)の縁で溜(ため)息(いき)を零(こぼ)した。

			　郷に入っては郷に従えということで格式に合った格好をしているせいか、行く先々で話しかけられることがいつもより多かった。それもすぐに慣れた彼女は、面倒くさいと無視を決め込んだ。

			　しかし、ガブリルに関しては慣れることはおろか無視することもできず、人を育てたこともない彼女には、どうしても荷が重く感じられてしまう。面倒くさいと振り切れないほどに。

			「……アンナさんならどうしただろう」

			　悩みを聞いて導くのか、自分で悩みを解決するまで待ってあげるのか。

			「……考えても仕方ないか」

			　どれだけ考えても、自分はアンナではない。

			　いつも通りの結論に至った彼女は、しかし先ほどよりも晴れやかな表情をしていた。

			「……？」

			　不意に見遣ったその先に、イリアは違和感を覚える。

			　海の魔物なら面倒だな、と考えながら【千里眼】を発動させた彼女の目に映ったのは、人。

			　海に浮かぶ漂(ひよう)流(りゆう)者(しや)だった。

			　

			　漂(ひよう)流(りゆう)者(しや)を拾い上げ、医務室に運んだイリアは一旦部屋に戻って服を着替えていたが、船員に呼ばれ、ガブリルとともに船長室に向かうことになった。

			「船が襲われたらしいのです」

			　船長室に案内された二人は、到着するなり船長にそう告げられた。

			「船、ですか？」

			　首(しゆ)肯(こう)した船長が見遣るのは、テーブルに広げられた海図。

			　丸いボタンの置かれた場所がイリアたちの乗る客船の現在地で、赤い三角形の置かれた位置が、襲われたという船の場所だろう。

			「ヒバネルという豪商がいるのですが、先ほど救助したのは、ヒバネルが所有する船の乗組員だそうです。彼が言うには、ヒバネルの船が海(かい)賊(ぞく)に襲われ、占(せん)拠(きよ)されてしまったようです」

			「……そのヒバネルという人を助けるんですか？」

			　襲われた場所が分かるのなら、避けて通ればいい。

			　わざわざ客船でもある定期便の船長が、個人の船を気に掛けるのには理由があるのだろう。

			　そのイリアの予想は当たり、船長は肩を竦(すく)めて苦笑を浮かべた。

			「彼はラーバティコス一の商人と言っても過言ではありませんから。彼が持つ権利が消失したとなれば、一気に失業者が増えるでしょうね」

			「それは大変ですね……」

			　どこか他人事のように言うイリアに、船長は「それに」と続ける。一度溜(ため)息(いき)を吐いてから海図を見た彼の視線は、人が変わったように鋭い。

			「同じ船乗りとして、艦(かん)を乗っ取られるという暴挙は我慢がならんのですよ」

			　船長室に集まっていた各部門の長と思われる者たちも、船長に同調するように笑みを浮かべた。

			　だが、その笑みから感じられるのは客船らしい温厚さではなく、まるで傭(よう)兵(へい)のような獰(どう)猛(もう)さ。

			「……で、私たちを呼んだ理由をお聞かせ願えますでしょうか」

			　笑顔で首(しゆ)肯(こう)した船長の表情からは、先ほどの鋭さは消えていた。

			「ご存じの通り、この定期便は客船として運航していますので、傭(よう)兵(へい)ギルドや魔法ギルドの方が乗船されることは少ないのです」

			　でしょうね、とイリアは胸中で首(しゆ)肯(こう)した。

			　九割以上の傭(よう)兵(へい)ギルド員にとって、この船のような雰囲気は無駄に格式張っていると敬遠され、そもそも割高な運賃を払ってまで航(こう)海(かい)を優雅に楽しもう、という思考がない。

			　だからこそ、素行の悪い者と乗り合わせたくないというイリアのような人間は、こちらの船を選ぶことになる。

			「私たちにも、船の奪(だつ)還(かん)を協力して欲しい、ということでしょうか」

			「察していただけて助かります。協力ですから、この船からも腕利きを送り込みます。客船だけに護衛には気を使っていますから、後れを取ることはまずないでしょう」

			　その自信はどこからくるんだ。

			　そんな疑問を抱かせないだけの雰囲気が、彼らにはある。

			　彼らだけでも大丈夫なんじゃないだろうか。そう考えたイリアだが、

			「分かった」

			　と、ガブリルが先に答えていた。

			　もちろん、拒否もできると船長の視線は告げている。

			　しかしイリアとしても、失敗続きのガブリルのことを考えると、自ら名乗りを上げた彼の意欲を削ぐことはできなかった。

			「分かりました。お引き受けいたします」

			「よろしくお願いいたします。では、早速ですが段取りに入りましょう」

			　やはり慣れている。

			　感心するよりも呆れながら、イリアは次々と打ち立てられていく計画に耳を傾けた。

			　

			　夜の闇(やみ)を映す海を、三隻(せき)の小舟が切り裂いていく。

			　魔力を込めることで推進力とするボートに乗っているのは、三隻(せき)合わせて24名。

			　時折梟(ふくろう)の鳥人が空を飛び、方角を修正しては豪商の船(せん)舶(ぱく)に近づいていく。

			　イリアとガブリルに割り当てられた役割は、乗組員の証言から得た情報の一つ……捕(ほ)虜(りよ)が集められているというダンスホールの脅(きよう)威(い)を取り除くこと。

			　ボートを船に隣接させ、ロープをひっかけて静かに潜入していくさまは特殊工作員のようだった。

			　そんな感想を抱きながら、仮面や武器は生成せずに髪だけを括(くく)っておく。

			「（いこっか）」

			「（うん）」

			　傭(よう)兵(へい)ギルド……いわば戦闘のプロ扱いでも、見た目は少女と少年。

			　安全を確保され、最後に乗り移った二人は、段取り通りホールへと続く通路に潜入した。

			　船の内装は豪(ごう)華(か)絢(けん)爛(らん)。

			　贅(ぜい)の限りを尽くしたと言わんばかりの輝きは、キラキラというよりもギラギラとして、目に痛い。

			　毛の立ったふかふかの絨(じゆう)毯(たん)のおかげで足音は消せるが、代わりにガブリルの刀が鳴らす金具の音が、余計に響くようにも感じられた。

			（……ん？）

			　妙な気配を感じたイリアは、通路の途中にあった部屋の前で立ち止まる。

			　ドアには魔術の結界が施されており、周囲に付いた傷跡から、海(かい)賊(ぞく)が入ろうとして入れなかった部屋なのだと分かった。

			　何のことはなしに結界を解いたイリアは内部に侵入。

			　部屋は宝物庫だったらしく、金銀財宝が所狭しと溢(あふ)れていた。

			「……あれは」

			　彼女の視線が留まったのは、その奥。

			　鳥(とり)籠(かご)のようなケージの中には、

			「ん～！　ん～!!」

			　と呻(うめ)き声を上げる、蝶(ちよう)々(ちよう)のような羽の生えた小人が捕まっていた。

			　その口を塞いでいる猿(さる)轡(ぐつわ)を解き、手足を縛(しば)る紐(ひも)を斬ると、小人は全身の凝りを解すように体を伸ばす。

			「ありがと！　おねえちゃんたち、見たところこの船の人たちじゃないよね？　私、妖精だからって捕まえられてたの！」

			　口を封じられていた鬱(うつ)憤(ぷん)を晴らすかのように喋(しやべ)る妖精を手で制し、イリアはここに来た旨(むね)を伝えることにした。

			「私たちは、この船を海(かい)賊(ぞく)から解放しにきたの。危ないから、まだしばらくはこの部屋にいてね？」

			「ええ～!?」

			「大丈夫。もうあの扉の結界も解いたから、いつでも出れるよ」

			「う～……」

			　不承不承と承諾の意を示す妖精と別れ、イリアとガブリルはダンスホールのドアの前に辿(たど)り着いた。

			　偶然か、開かれたままの扉からガブリルが内部を覗く。

			「っ！」

			　その先に広がっていたのは、虐(ぎやく)殺(さつ)。

			　彼女たちが覗いたその瞬間にも、無造作に転がる死体の山がまた一つ高くなった。

			『ひゃは、ひゃはははは！』

			「あ、あなた……！　そんな、あ、あぁああああ！」

			『ぎゃははははは！　もっといい声で泣いてくれよぉ！　げひゃひゃひゃひゃ！　あ、次はお前な』

			　集められた無抵抗の人間を一人ずつ連れて行き、他の捕(ほ)虜(りよ)の前で殺しているのだろうか。人のものとは思えない所業だった。

			　殺しているのは、海(かい)賊(ぞく)の長と思われる華(か)美(び)な装飾を纏(まと)った人物。

			（……あれは）

			　イリアが目を凝らそうとした、その時だった。

			　次の被害者となる船乗りらしい少年が、無理やり長の下に引きずられていく。

			「……だめだ！」

			　何かを思うよりも先に動いたのはガブリルだった。

			　一足飛びに50メートル以上の距離を詰めたガブリルの剣は、海(かい)賊(ぞく)の腕を斬り裂いて、引きずられていた少年を解放する。

			　乱入者が現れたことで海(かい)賊(ぞく)たちは剣を抜き、ホールにいた海(かい)賊(ぞく)の総数が知れた。

			　しかし、捕(ほ)虜(りよ)たちを取り囲むように位置しているため、人質を取られてしまう可能性は高い。

			「……ああもう！」

			　イリアは仮面と弓を生成。

			　捕(ほ)虜(りよ)を取り囲むような位置にいた海(かい)賊(ぞく)たちを同時に射貫くと、それを認めたガブリルが他の海(かい)賊(ぞく)たちに切りかかった。

			　甘い。

			　その剣筋に一(いち)抹(まつ)の不安を感じながら、イリアは今にも爆発してしまいそうな狂(きよう)騒(そう)直前の捕(ほ)虜(りよ)の塊(かたまり)に向け、鎮(ちん)静(せい)の魔術を放つ。

			　これで、我先に逃げ出そうとした捕(ほ)虜(りよ)でパニックになり、どさくさに紛(まぎ)れた海(かい)賊(ぞく)を仕損じることはなくなるだろう。

			　そう考えた矢先、金属音がホールに響いた。

			「くっ……！」

			「よくもやってくれたなこのガキャァ！」

			　ガブリルが、海(かい)賊(ぞく)の剣を受けている。

			　彼の剣なら、受けることなく真っ二つにすることもできただろう。

			　なのになぜ。

			　そう考える暇もなく、流れていく状況にイリアは弓を構えた。

			「がッ」

			「グげッ」

			　身動きの取れないガブリルに追い打ちをかけようとする海(かい)賊(ぞく)を射殺し、次の戦況に備える。

			（その前に）

			　イリアは、海(かい)賊(ぞく)の船長を見た。

			　彼に表示されるステータスは重なっているように見え、何より船長とでも書かれているべき職業欄には〝悪魔に取り憑(つ)かれた者〟と表示されていた。

			（うへぇ）

			　面倒なことになった。

			　そう感じている間にも状況は動く。

			（やばっ）

			　捕(ほ)虜(りよ)の集団の中に、海(かい)賊(ぞく)が紛(まぎ)れ込んでいたらしい。

			　女性の首元に剣を押し当てながら立ち上がった海(かい)賊(ぞく)を見た船長は、ガブリルとイリアに向けて怒声を発する。

			『てめぇら動くな！　へっ、助けにきたんじゃ見捨てられねぇよなぁ？』

			　戦闘態勢を緩(ゆる)めたガブリルを見て、彼の目の前に立つ海(かい)賊(ぞく)は下(げ)卑(び)た笑みを浮かべて刀を振り上げる。

			　しかし、その手が振り下ろされることはなかった。

			「残念だけど、意味ないよ」

			　修行は終わりとばかりに放たれた矢が、海(かい)賊(ぞく)のみを正確に貫(つらぬ)いていく。

			　その衝(しよう)撃(げき)のあまりに当たった先から身体は吹き飛び、まるで全ての矢を同時に放っているかのような速度で海(かい)賊(ぞく)たちの身体を射貫いていく。

			　海(かい)賊(ぞく)の船長には、動けないよう足を貫(つらぬ)く。

			「――浄化せよ、静は理に。閉じた環の外に座す、内なる門は界の獄」

			　そして、神聖魔術の詠(えい)唱(しよう)を開始。

			　発動点、船長の足元に白光の陣が結ばれていくと、

			『ギィガァィアヤアア!!』

			　船長は、この世のものとは思えない叫び声をあげた。

			　さっさと消えて。

			　そんなイリアの願いは空しく、海(かい)賊(ぞく)の船長は這(は)い蹲(つくば)りながらもその手を捕(ほ)虜(りよ)たちに向けた。

			　その姿はまるで、助けを求めているようで、

			『――ヒャハッ、打ち砕(くだ)け、死に曝(さら)せぇ!!』

			　歪(いびつ)な弧を描く口から発せられたのは、道連れを望む呪(じゆ)詛(そ)。

			　その手から発した光は毒々しい紫色の陣を描き、巨大な円柱の水流が捕(ほ)虜(りよ)たちを飲み込もうと殺到する。

			「っ――！」

			　ガブリルの眼は捉(とら)えていた。

			　その迫りくる水が、飲み込んだものを一瞬で蒸発させていく様を。

			　この水は猛毒だ。このまま水がみんなを飲み込めばどうなる？

			　答えは簡単だ。

			　みんな死ぬ。

			「!?」

			　イリアは目を疑った。

			　動きを止めていたと思ったガブリルが動いたかと思えば、逃げるわけでもなく水流から捕(ほ)虜(りよ)を守るように前に立ち、その拳(こぶし)を床に叩きつける。

			　轟(ごう)音(おん)を立てて床は崩(ほう)落(らく)し、水はそちらへと逸れていく。

			　しかし、全てではない。

			　尚も止まることなく流れていく毒の水流は、やがてガブリルを飲み込むだけでは飽き足らず、捕(ほ)虜(りよ)の集団を飲み込んだ。

			『ヒ、ヒヒ……』

			　掠(かす)れた笑い声をあげる船長に、イリアは問いかけた。

			「何がおかしいの？」

			　できるだけ多くの道連れを作れたのだから、当然だろう。

			　そう言おうとしてできなかった船長であった何かは、少しでも長く満足感に浸ろうと捕(ほ)虜(りよ)の固まっていた場所に目をやり、

			「誰も死んでないよ」

			　と満面の笑みで吐かれた言葉の通り、無傷なままの捕(ほ)虜(りよ)たちの姿を見て言葉を失った。

			　神王結界。

			　何人も害せず、何人も害することのない無(む)為(い)の空間をつくるこのスキルは、彼女の持つ無敵の結界だった。

			（とはいっても）

			　神王結界の範囲外と同様に、強(きよう)酸(さん)を浴びたような有様のガブリルに、イリアは複雑な表情を向けた。

			　回復魔術をかけることで、その傷はたちどころに回復する。

			　しかし、今回はそれを「よかったね」の一言で済ますことはできなかった。

			「嬢ちゃんたち無事か！」

			「な、なんだこれは……！」

			　ホールの有様に、駆け付けた定期便の乗組員たちは絶句した。

			「こちらは終了です。海(かい)賊(ぞく)の船長と思われる人物は倒しました。確認しますか？」

			「あ、ああ」

			「……この中で、責任者はいらっしゃいますか？」

			　さすがに乗組員というべきか。

			　混乱の最中にもてきぱきと事後処理を行っていく乗組員たちを尻目に、イリアたちができることは捕(ほ)虜(りよ)の回復やメンタルケアだけだった。

			　船の持ち主であるヒバネルは、駆け付けた時にはすでに私室で殺されていたこと。

			　船の航(こう)海(かい)は、ヒバネルが買い取ったという妖精を披露するためのものだったこと。

			　妖精の姿はどこにもなく、逃げたか、あるいはヒバネルが騙(だま)されていたのだろうということ。

			　戻った客船で事態の説明や報(ほう)酬(しゆう)について話し合ったイリアだが、正直どうでもよかった。

			　それ以上に解決すべきこと。

			　はっきりさせておくべきことがあったからだ。

			　

			　ラーバティコスの湾港都市、ケルティコスに到着するや、イリアは宿屋を真っ先にとり、その一室でガブリルと対(たい)峙(じ)した。

			「貴方(あなた)が言わないならそれでもいいと思ってたけど……さすがにもう見過ごせません」

			「イリア……。ごめんなさい」

			　頭を下げて、俯(うつむ)くガブリルの視線を上げるよう、腰を下ろして目線の高さを合わせる。

			「済んだことだし、私が傷つけられたわけじゃないから謝らなくてもいいよ」

			　イリアの浮かべた微笑(ほほえ)みは本物で、その言葉が本心なのだと分かった。

			　でもね、とイリアは言葉を続けた。

			「あんなことを続けてたら、貴方(あなた)が命を落としてしまうかもしれない。それでも、貴方(あなた)は今日みたいな状況で、また同じことをするつもりなの？」

			「……」

			　否定しないということは、否定したくないということ。

			　それはつまり、肯定と同意だ。

			「貴方(あなた)にとって、他人を庇(かば)うことは自分の命より大事なことなの？」

			　正当な理由、あるいは固い決心に基づく行為なら、イリアも止めることはできない。

			　止めるつもりもない。

			　だが、それが自分の命を軽んじた行為なら、強制的に鬼神の下に帰す。

			　そのあと島を出てどうなろうと知ったことではない。

			　ただの死にたがりと行動をともにするつもりは、彼女にはなかった。

			「……わかんない」

			　それが、彼の回答だった。

			「……そっか」

			　否定も肯定もせずにそう呟(つぶや)き、立ち上がろうとしたイリアに、ガブリルは「僕は」と再び口を開いた。

			　それは、イリアに向けられたものではなく、独白だったのかもしれない。

			「僕は……大勢の人を、何の罪もない人たちを、殺した……」

			　イリアとの旅で、ガブリルは多くのことを知った。

			　常識と言われる知識。戦闘技術。魔物のこと。

			　……人のこと。

			　フレイザーの一家との関わりで、命というものを知った。

			　生まれてくる命。それを喜ぶ父と母。

			　命とはそういうふうにして……祝福されて生まれてくるのだと知った。

			　そしてそれは、きっとどの街の、どの国の、どんな人たちでも同じなんだろうと思う。

			　彼らの笑顔が、同じく喜びで溢(あふ)れているように。

			　どの場所の人たちも、一生懸命生きていたのと同じように。

			「……みんな、笑ってた。ほかのどの街の人たちとも変わらない、みんな、生きてたのに……、ぼくが、あの街の人たちの人生を狂わせた……」

			　その大勢の命を奪ってしまった。フレイザーの赤子と同じように、笑顔で迎えられ、祝福されて生まれてきた人たちの命を奪ってしまった。

			　もし、あの港町にフレイザーがいたとしたら？

			　もし、フレイザーの街に最初に辿(たど)り着いていたら？

			　考えれば考えるほど胸は絞めつけられるようで、自分のしてきたことの重大さ、罪の重さがのしかかる。

			　だから、ずっと考えていた。

			「ぼくは……どうすれば、みんなに許してもらえるんだろう」

			　この罪は、どうすれば償(つぐな)えるのだろう。

			「どうすれば……」

			　みんなと同じように、笑えるのだろう。

			　答えは出なかった。

			　だから、できるだけ多くの命を守ろうと思った。

			　僕の身体は頑丈だから、少しくらい傷ついても平気だ。

			　そんなふうに、考えた。

			　でも、ある時ふと考えた。

			　誰かを守るために、別の誰かを殺していいんだろうか、と。

			　また僕は、無意味に誰かを殺してしまうんじゃないか、と。

			　そう考えるうちに太刀筋は鈍り、身体は思うように動かなくなった。

			　その結果がこれだ。

			「……僕は、どうすればいい？」

			　自分を見下ろすイリアの表情は、変わらない。

			　嫌(けん)悪(お)感や呆れ、不快感のような感情も、怒るような、激情も見られない。

			　ただイリアは身を屈(かが)め、ガブリルと目線の高さを合わせて、言う。

			「自分を犠牲にしてでも人を守ろうとして、その罪を償(つぐな)おうとしたんだね」

			　そんなイリアの言葉に返って来たのは、静かな首(しゆ)肯(こう)。

			　そっか、ともう一度呟(つぶや)いて、イリアは続ける。

			「理由は分かった。でも、その答えは自分で出しなさい」

			　それは、突き放すような言葉だった。

			「でも、僕は、……僕には、わからなくて……」

			「じゃあ、私が殺していいって言えば、貴方(あなた)はフレイザーさんたちを殺せる？」

			「できないよ……」

			　できるわけがない。

			　なぜそんな意地悪なことを言うのか。ガブリルの視線からそんな意思を感じ取ったのか、イリアはふっと柔らかな笑みを浮かべる。

			「それでいいんだよ。誰を守りたいとか、誰を斬らなくちゃいけないとか……そういうことは他人任せにしちゃ駄目。私だって、自分のした罪をどうやったら償(つぐな)えるのか、なんて分からないし」

			「イリアも？」

			　イリアはただ頷(うなず)く。

			「私がどれだけ大勢の人を助けても、どれだけの魔物を殺しても……私が殺した人は生き返らない。結局全部、自己満足にしかならないから」

			　そう言ったイリアはどこか悲しそうで、その口調はどこか自(じ)虐(ぎやく)のようにも思えた。

			　ガブリルは俯(うつむ)く。

			　なんでも知っていると思っていたイリアにも答えが分からないものに、自分が答えを出せるのだろうか。

			　行き先の見えない真っ暗な闇(やみ)の中にいるような不安が、彼の胸を締め付ける。

			　そんな彼を見て、彼の言葉を聞いて、イリアは思い至る。

			「……ガブリルは、後悔することが怖いんだね」

			「後悔……」

			　言われてみれば、確かにそうだ、と思う。

			　あの時、あの街に行かなければよかった。

			　あの時ちゃんと斬っておけば、誰かに迷惑をかけることもなかった。

			　……でも、殺す相手を間違えて、また後悔してしまうのが、怖い。

			「今日みたいに、誰かを庇(かば)ったりした時だけじゃないよ。迷いながら揮(ふる)う力は、周りの誰かや、あなた自身を傷つけることになる。別の方法があったんじゃないかって、きっと後悔もする」

			　ガブリルは顔を上げた。それは、彼がまだ答えを探す意思のある証だろう。

			　そんな彼を見て一度微笑(ほほえ)み、イリアはその笑みを消してガブリルと正面から向き合うように居住まいを正し、言う。

			「ガブリル。刀は、誰かを殺すものだよ」

			「殺す、もの……」

			　無意識に反(はん)芻(すう)するように漏れた言葉に、イリアは「そう」と頷(うなず)く。

			「刀は殺すもの。その結果が誰かを守るためであっても、それは変わらない。抜く時は殺す時。……それを忘れないで」

			　そんなことを言われれば、もっと刀を抜けなくなる。

			　どうして、またそんな意地悪なことを言うんだろう。

			　悲しげな視線を向けるガブリルに苦笑を返し、イリアは立ちあがる。

			「別にね、戦わなくてもいいんだよ」

			「……え？」

			「戦うにしても、絶対に刀を使わなきゃいけないわけじゃない。素手で敵を倒してもいいし、庇(かば)ってまで戦うくらいなら、逃げちゃってもいいの」

			　ガブリルは、鞘(さや)に収まっている刀を見る。この刀が、父から貰ったものだから、だろうか。

			　いつの間にか、刀で戦うことしか考えていなかった自分に気付いて、ガブリルは気が抜けてしまった。

			　肩の荷が下りた。

			　後に思い返せば、そう気付くことができるだろう。

			「戦い方なんかいくらでもある。そのなかで、刀は相手を……相手の何かを殺そうとした時にだけ、覚悟をもって抜けばいい」

			「覚悟……」

			「そう。こいつは殺す。これだけは斬る。……そう覚悟を決めて、抜き放つ」

			　そういうものにすればいい。

			「なんなら、掛け声でも決めちゃうとか」

			「掛け声？」

			「うん。『ガブリル、敵を断ち切る！』とか、『一意専心！』とか、『ガブリル、抜(ばつ)刀(とう)する！』とか。覚悟を決めて、言葉にするの」

			「……抜(ばつ)刀(とう)……」

			　真剣に考えるガブリルを見て、イリアは小さく安(あん)堵(ど)の息を吐いた。

			　これで、素直なガブリルは覚悟なしに刀を抜くことはなくなるだろう。

			　鬼神の膂(りよ)力(りよく)であればその肉体だけで戦うことはできるが、むしろ下手に「殺してしまう」と考えてしまう刀と違い、加減ができる分、そちらの方が安全に事を運べるかもしれない。

			　それでも、彼が本当に悩んでいる答えを出せるわけではない。

			　ただ意識を逸らしただけだ。だが、思考の闇(やみ)に囚われ続けるよりはずっといい。

			「どうしてあんなことをしたのかも聞けたし、覚悟の話は取りあえずこれくらいにして……」

			　イリアは視線をあらぬ方へ向ける。

			「そろそろ出てきたら？」

			「……なんでわかったの？」

			　ヒョコッと物陰から姿を現したのは、船で見た妖精だった。
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			　妖精は蝶(ちよう)々(ちよう)のような羽を羽ばたかせてフヨフヨと舞い上がり、イリアの下へと向かってくる。

			「勘？」

			「エルフって、勘も鋭いんだ」

			　感心した様子を見せる妖精と向き合うようにイリアが体を向けると、妖精はわずかに体をビクつかせた。

			　そんな妖精を極力脅えさせないように微笑(ほほえ)みながら、イリアは彼女に問いかける。

			「私たちを追ってきたのは、私がエルフだから？」

			「……うん。エルフを見たの、初めてだったから」

			「だろうね。エルフって、妖精が嫌いみたいだから」

			「……うん。妖精も一緒」

			　妖精の首(しゆ)肯(こう)に、イリアは驚き半分、納得半分で彼女を見つめていた。

			　その気(き)儘(まま)な性質で神因(いん)子(し)を失い、呪われた体へと変えられた妖精種を、エルフは同じ祖をもつ種族として激しく嫌(けん)悪(お)していた。

			　エルフが嫌(けん)悪(お)しているのなら、逆にその堅苦しさを妖精が嫌っていても不思議ではない。

			「なら、どうして私を追ってきたの？」

			「……私を見ても、嫌な気持ちが見えなかったから」

			（ああ……、【精霊の眼】か）

			　妖精や精霊が持つ【精霊の眼】は、見た者の感情を知覚する能力がある。

			　ならば、確かに害(がい)意(い)や嫌(けん)悪(お)感を抱いていないことは明白だっただろう。

			　それを感じ取ったからこそ、この妖精は単純に変わったエルフに興味を抱き、近づいてきただけなのかもしれない。

			「私はイリア。貴女(あなた)は？」

			「！　わたし、パーシャ！」

			　受け入れられたと思ったのだろう。

			　満面の笑みを咲かせて名を名乗る妖精の少女は可愛(かわい)らしく、イリアにも自然な笑みが浮かぶ。

			「あのね、お願いがあるの！」

			「お願い？」

			「うん！　私も、一緒にいさせて！」

			「あー……」

			　パーシャは可愛(かわい)らしく、着実に男らしさを露(ろ)呈(てい)し始めているガブリルとの二人旅よりは、旅に潤(うるお)いをもたらしてくれるだろう。

			　だが、今はまずい。

			　イリアの眼には、パーシャが尋(じん)常(じよう)ではない魔力と、それを操る資質を持っていることが分かっていた。

			　それでも、それは遠距離に限った話であり、至近距離に入られた場合には手立てがない。

			　万が一のことがあれば、おそらくガブリルは体を張ることになるだろう。

			　イリアが止めようとしても、状況次第ではその隙を与えないだけの身体能力をガブリルは持っている。だからこそ、それが仇(あだ)となる。

			　守られたパーシャは、ガブリルに感謝するだろう。

			　それはおそらく、ガブリルに満足感を与えることになる。

			　そしてそれは、自分の内側にある答えではなく、外側に依存した考えを招く切っ掛けとなりかねない。

			　それこそイリアが危険視している結末だ。

			　外からの要因で導き出した答えは、脆(もろ)く、歪(ゆが)みやすい。

			　自分のしたいようにすると言いながら、そこから〝他者〟という要因を徹底的に排除して、〝自分のしたいこと〟を歪(ゆが)ませてしまっていた、かつてのイリア自身のように。

			「ごめんね。今はちょっと無理なんだ」

			「ええ!?　どうして!?」

			「この子の修行中だから、一緒に行くことはできないんだ。ごめんね」

			「やだ！」

			　矢継ぎ早の拒絶に、ピシリとイリアの笑みが硬直した。

			　その空気を感じたのか、ぽけーっと傍(ぼう)観(かん)していたガブリルがそろりそろりとイリアたちから離れようとする。

			　イリアは誰にも優しく理性的だが、敵対する者、理由もなく意に反する者には厳しい。とても厳しい。幸い、妖精はイリアしか見えていないようで、ガブリルの動きには気付いていない。

			　が。

			「じゃあ」

			　がしっと。

			　首根っこを掴(つか)まれて逃げられなくなったガブリルを引き寄せ、イリアは言う。

			　変わらぬ笑顔のまま、

			「次の町に着くまでに、私たちに追い付けたらね」

			　と。

			　

			　結論で言えば、パーシャは追い付けなかった。

			　だがどういうわけか、翌朝になると枕元にパーシャがいた。

			　次の日も、次の日も。

			　一切ガブリルに興味を示さないことから考えても、ガブリルが手引きしたとは思えなかった。

			　さらに翌日。

			「……はぁ」

			　イリアは、枕元ですやすやと寝ている妖精を見て、深い溜(ため)息(いき)を零(こぼ)した。

			「パーシャ、起きて」

			「むにゃむにゃ……もう食べられないょ……」

			「おおう……」

			　まさか、異界の地でテンプレの寝言を聞くことができるとは。

			　そんなどうでもいい感想はすぐに捨て去り、イリアはパーシャを揺り起こす。

			　これまでは放置して出発していたイリアの変化に、ガブリルは黙って行く末を見守ることにした。

			「んむ……あ、あれ？　どうして……、シルタの実が消えてる……」

			「パーシャ、一つ聞かせて？　どうして私たちの居場所が分かったの？」

			「ぁえ？　あー……、えっと……精霊に教えてもらったよ？」

			　まだ眠気が拭(ぬぐ)いきれていないのか、目を擦りながら小首を傾げ、パーシャは言った。

			　イリアは項(うな)垂(だ)れる。

			　確かに、素(そ)養(よう)があれば精霊との会話は可能だ。

			　その可能性を思い至らなかったのは精霊が影響を受けないようイリアの前から姿を隠しているからであり、逆に言えば精霊は彼女の存在を認知しているということだった。

			　これでは、いくら逃げても変わらない。

			　それどころか、街に妖精が出没したという情報が広まり、パーシャに危険が及ぶ可能性が高まっていく一方だ。

			「でも、すぐ逃げられちゃうんだよね……なんでだろ」

			「パーシャ」

			「ふぇ!?　な、なに？」

			　ぶつぶつと考え事をしていたパーシャは、イリアの声に体ごとビクつかせる。

			　対するイリアに嫌な感情がないことは分かるのに、なぜか緊張してしまう。

			「一人でふらふらしてても危ないし、一緒に行こっか」

			　小さな体をさらに縮めるパーシャは、イリアの言葉が一瞬理解できなかった。

			　だが、「良かったね」というガブリルの声で我に返り、ようやく理解する。

			「ほんと!?　ありがとう！」

			「ただし、絶対に勝手な行動をとらないこと。戦いになったら、私から離れないこと。この二つを守れるなら――」

			「わかった！」

			　言い切る前にがばっと抱きつき、キラキラと輝くような瞳(ひとみ)で見上げてくる。

			　そんなパーシャに苦笑を浮かべながらその頭を撫(な)で、

			「よろしくね、パーシャ」

			「うん！　イリアおねえちゃん！」

			　二人の旅に、少女の妖精が加わった。

			　

			　それからの旅は、まるでパーシャの加入を祝福するかのように快晴が続いた。

			　湿気……水の因(いん)子(し)が多い雨の日は体が重く感じるらしく、パーシャは尚のこと上機嫌に話しかける。

			「え!?　お姉ちゃんて同じ年なの!?」

			「そうみたいだね。ガブリルも同じだよ」

			「ふぅん？」

			　パーシャはガブリルを見るが、さほど興味がないのか、すぐに肩に乗るイリアに視線を戻す。

			　興味がないことには一切関心を示さないあたりが妖精らしい、とイリアは苦笑する。

			「でもお姉ちゃんはお姉ちゃんだね！」

			「別に呼び捨てでもいいんだよ？」

			「お姉ちゃんがいい！」

			　何がそんなに嬉しいのかイリアには分からないが、その笑顔に他意はなさそうだった。

			　何かに気付いたように、パーシャはドヤ顔を浮かべる。

			「エルフと妖精ってもともと兄弟みたいなものって言うし！」

			「そうらしいけどね」

			　それを言えば、人神から生まれたとする人類は皆兄弟だ。

			「じゃあ、ガブリルはお兄ちゃん？」

			「えー」

			　不満そうに呟(つぶや)き、ふよふよと浮いたパーシャはガブリルの前に躍り出る。

			　腕を組み、睨(にら)むようにじっと見つめたかと思えば、パーシャは呆れたような笑みを浮かべた。

			「ガブリルくんはガブリルくんでいいよ～」

			　再びイリアの肩に戻ったかと思うと、何かを見つけたらしく、イリアの耳を引っ張ってそれを指差しながらはしゃぎ始める。

			　喧(やかま)しいと言うよりは、好意的に思えて賑(にぎ)やかと言った方が正確か。

			　ころころと表情を変えはしゃぐ妖精のおかげか、三人の旅は退屈という言葉を知らなかった。

			　

			　時は経ち、パーシャを加えてから、片手では数えられない日数が経過した頃。

			　三人は、街道脇に転がる岩に座り、昼食をとっていた。

			　ふわふわのパンにしゃきしゃきの野菜、こんがりと焼いた肉を濃厚なソースに潜(もぐ)らせて挿んだサンドイッチを、パーシャがその小さな口を目いっぱい開いて齧(かじ)りつく。

			　しっかりと咀(そ)嚼(しやく)して飲み下すと、自然と彼女の顔はだらしなく緩(ゆる)んでしまう。

			「おいしー！　……おいしいんだけどな～」

			　そんな笑みを浮かべていたかと思えば、拗(す)ねたように空を仰(あお)ぐ。

			　せっかくのイリアの手料理が食べられるというのに、空はどんよりとした雲が覆(おお)っていて、今にも雨が降りそうな空気だった。

			「おねーちゃん。魔法でバーっと天気良くできないの？」

			「できるけどやらないよ。そんなことしたら、農家の人たちに怒られるでしょ？」

			「んー、そっかぁ」

			　口元についたソースを拭(ぬぐ)ってもらいながら、何が楽しいのか、パーシャはけらけらと笑う。

			　確かに曇(どん)天(てん)では気分も落ちてしまうが、彼女のように賑(にぎ)やかな子がいるだけで、これまでとは大違いだった。

			　同行者の一人が沈んでいたから、尚更だ。

			　そう思うものの、最近は少し様子が変わってきているようにイリアの眼には映っている。

			「ねー、ガブリルもそんな顔してると、雨が降っちゃうよー」

			「ひはひほはーひゃ」

			「きゃはははは！」

			　痛いよパーシャ、とイリアには伝わっているのだが、それが分かっているのかいないのか、パーシャは尚もガブリルの頬を引っ張って笑い転げている。

			　悪戯(いたずら)ともいえない無(む)垢(く)で無邪気な笑顔に、やっと解放されたガブリルも苦笑を浮かべた。

			　そう。苦笑だ。

			　満面の笑みとまではいかなくても、笑みには違いない。

			（パーシャのおかげだね）

			　自分は人を笑わせる人間、人を笑顔にできる人間じゃない。そう分かるからこそ、パーシャの存在は有難かった。

			　虫のいい話だとは彼女自身思うが、パーシャへの感謝は本心だ。

			　下手な横槍をいれないようにバスケットを手に取って、分解してしまうためにイリアはそっと背後の森へと向かった。

			（！）

			　その瞬間に感じた悪寒。イリアは足を止めて悪寒の正体を探った。

			　やがて森の奥から見えてきたそれは、魔物。

			　その数はあまりに多く、しかもその全てが彼女たちの下に向かってきていた。

			　森の奥からだけではない。

			　四方八方、全方位からだ。

			（……なんで？）

			　数は特に問題ではなかった。

			　魔物の生息圏には入っておらず、魔物の種を超えて全ての個体が向かってきているという現象に、イリアは眉(まゆ)を顰(ひそ)める。

			　その一方で、別の異変が起こっていた。

			「なに、これ……！　からだ、が……っ」

			「パーシャ……？　イリア！」

			　ガブリルがイリアを呼ぶのとほぼ同時に、パーシャはその体を地に下ろし、何かを堪(こら)えるように身を屈(かが)める。

			　イリアが振り向いたその瞬間。俯(うつむ)いていたパーシャは、やがてその震えを止めた。

			　そして、不意に聞こえた声。

			『ゲヒャッ』

			「……パーシャ？」

			　それは、確かにパーシャの声だった。

			『ゲヒャヒャヒャヒャヒャ!!　やぁっとこの時がきたぜ！』

			「!?」

			「！」

			　だが、その紡(つむ)がれる言葉は荒々しく、可(か)憐(れん)だった容姿には禍(まが)々(まが)しい笑みが浮かんでいた。

			　視界に入れる。

			　それだけで状況を察したイリアは即座にガブリルを抱えて跳び、直後に真下から生えた氷の槍(やり)を躱(かわ)す。

			『ハッ、さすがだねぇ忌(いま)々(いま)しいねぇ！』

			「……生きてたんだ」

			　ガブリルを離したイリアは、溜(ため)息(いき)交じりにそう呟(つぶや)いた。

			　イリアの眼に個人名は映らないが、パーシャのステータスに重なって見えるステータスは、船長に重なって見えたものと同値。

			　殺したはずの悪魔だった。

			『大変だったぜぇ？　てめぇにバレねぇよう、コイツの服の中に隠れてんの』

			　確かに、【神の眼】は直接目にしているものしか読み取らない。【千里眼】で透(とう)視(し)でもしない限り、見破ることはできなかっただろう。

			　自分の甘さに毒づきたくなるイリアだが、それ以上に言いたいことがあった。

			「変態」

			『お褒(ほ)めいただき光栄だねぇ』

			　さっさと殺してしまおう。

			　そう思い、一歩踏み出そうとしたイリアは嫌な気配を感じて踏み止まる。

			　その直感は正しかった。

			『動くんじゃねぇよボケ！　オラオラオラ、氷の槍(やり)で串刺しになれや！　アイシクルスピアァ！　曇(どん)天(てん)の下で這(は)い蹲(つくば)れ！　ヘェイルストォーン！』

			　槍(やり)のような氷(ひよう)塊(かい)が次々と地面から突出し、二人の周囲に檻(おり)のような陣を形成。

			　空を覆(おお)っている雨雲は、魔術による雹(ひよう)や酸性雨の格好の素材となる。

			　現に、続けて唱えられた呪文で発生した拳大の雹(ひよう)が、あえてイリアやガブリルを掠(かす)めるような軌道で降り注ぎ、地面にいくつもの穴を空けていた。

			（うーん……）

			　ガブリルがその桁外れの身体能力で雹(ひよう)を弾く傍(かたわ)らで、降り注ぐ雹(ひよう)を躱(かわ)しながら、イリアは首を傾げた。

			　発動された魔術の威力や効果範囲は、パーシャの魔術適性では考えられないほどに高く、広い。

			（もしかして）

			　イリアは目を凝らし、その魔力の流れを観察する。

			　彼女の魔力は周囲に霧(む)散(さん)したかと思うと、消えたのと同量の魔力が悪魔から発せられる。

			　それはまるで、電池からエネルギーを吸収した電球が発光するような流れだった。

			「……そういうことかー」

			　イリアは納得する。

			　パーシャは攻撃魔術の適性が決して高いわけではなく、彼女が高い適性を持つ神聖魔術は、補助や回復が主であり、攻撃を主体とする効果を持つ術(すべ)は少ない。

			　だが、パーシャ自身に適性はなくとも、彼女の魔力を吸い上げて悪魔が使うなら話は別だ。

			『すげぇぜこりゃあ！　あんなデブじゃなくて初めからコイツにしとけばよかったなぁ！』

			　威(い)嚇(かく)し、弄(もてあそ)ぶように無駄な魔術を連発する悪魔。

			　悪魔の霧は魔術の余波を無視できるが、妖精の身体ではそうはいかない。砕(くだ)け散った雹(ひよう)の破(は)片(へん)がパーシャを裂いて血が噴(ふ)き出し、その白い肌から骨が露出する。

			　次の瞬間にパーシャの傷は消えたが、それは悪魔が治(ち)癒(ゆ)したわけではなく、その対面に立ち手を掲(かか)げるイリアによる回復だった。

			「パーシャの魔力使ってるくせに傷つけるとか、あんた馬鹿なの？　人質ならもっと丁寧に扱いなさい」

			『関係ねぇなぁ。脆(もろ)いコイツが悪ぃんだよ。ヒヒッ』

			　どちらの側に立っているのか分からなくなるイリアの言動。

			　それにも動じず、悪魔は煽(あお)るように笑いながら言う。

			『コイツが壊れるのが嫌なら、あんたらのどっちかがコイツの代わりになればいいんじゃねぇの？　いいぜぇ？　代わりになるってんなら、コイツは解放してやるよ』

			　何言ってんだこいつ。

			　呆れ半分のイリアが動こうとした、その時。

			「わかった」

			　承諾の言葉に、場が硬直する。

			　声の主はガブリル。

			　悪魔とイリアの視線を受けながら、彼ははっきりと言い放つ。

			「僕が人質になる。その子は解放して」

			『……へぇ？』

			　自分から言っておきながら予想外の展開だったのか、悪魔が興味深そうな声を上げる。

			　それが分かって、ガブリルは申し訳なさそうにイリアを見る。

			　その表情には怒りも悲しみもなく、彼女はただ目を瞑(つぶ)っているだけ。

			　怒っているにしろ呆れているにしろ、彼女が望んでいないことだけは分かった。

			「イリア、ごめん」

			「……勝手にしなさい」

			「……ごめん」

			　パーシャの周囲に漂う霧に向かって歩き出す背中を、イリアはただ黙って見送った。

			　いい機会だ。イリアはそう判断した。

			　一切の感情を切り離す氷のような冷たさと、子の成長を見守る親心のような温かさ。

			　そんな本人も自覚できていない彼女の胸中を悪魔が理解できるわけもなく、願ってもみなかった事態の好転に『交渉成立だ』とガブリルの申し出を受諾した。

			『泣かせるねぇ健(けな)気(げ)だねぇ。お前の身体に移ったら、ちゃぁんと解放してあげるから、安心しな』

			「っ」

			　何かが纏(まと)わりつくような感触がして、身体に違和感が生じる。

			　それが乗っ取られていく感覚なのだと察するが、しかし、視界の端に映るパーシャの身体は動かない。

			　動く様子は、一向に訪れない。

			「うそ、ついたの……？」

			『そうデース!!　乗っ取れるの、一人だけなんて誰も言ってねーしぃ!?』

			　身体に、纏(まと)わりつくような感触が広がっていく。

			『ヒャハッ！　ゲヒャハハハハハ!!　バァカバァカブワァーカ!!　せっかくの人質を返すわけねぇだろうが!!』

			「く、っ……」

			　麻(ま)痺(ひ)による痺(しび)れで感覚そのものが失われていくように、身体の自由が利かなくなっていく。

			　やがて動かなくなっているはずの身体が自分の意思をまったく介せずに動くのが分かり、得も言われぬ悪寒が走ったガブリルは、身体を動かそうと躍(やつ)起(き)になった。

			　このままでは、パーシャも助けられず、イリアにまで迷惑をかけてしまう。

			　身体を他人に自由にされる嫌(けん)悪(お)感よりも、そちらの方が彼にとって苦痛だった。

			　もう間違えたくなかった。

			　イリアの言っていたことは理解できたし、守りたかった。

			　それでも、自分を止められなかった。もしかしたら、自分の力があれば振り切れるかもしれない。そう考えた。

			　その結果がこれだ。

			　迷いながら力を使えば、周りも、自分も傷つけることになる。

			　

			　――本当に、イリアの言っていた通りだ。

			　

			　そう理解できても、もう遅い。

			「……ィ、ァ、ごめ……」

			『惨(みじ)めだねぇ愚(おろ)かだねぇ！　ゲヒャ、ヒャヒャヒャヒャ!!』

			　遠ざかる悪魔の笑い声を聞きながら、ガブリルの意識は、まるで濃い霧に包まれているように朦(もう)朧(ろう)としていく。

			　身体の乗っ取りを進めながら、悪魔はイリアへと語りかける。

			『さぁアンタはどうするよ』

			　嘲(あざけ)るように、

			『オトモダチを殺したくないだろ？　可哀想(かわいそう)だもんなぁ？』

			　憐(あわ)れむように。

			『おら、てめぇの身体も寄越せや。乗っ取ってもお前ら三人は生かしてやるよ。み～んな仲良く生きようぜぇ？　ヒャハッ、ヒャハハハハハハ!!』

			「それは無理」

			　イリアは即答した。

			　彼女の身体が悪意ある何者かに操られれば、災(さい)厄(やく)を招くことは想像に難くない。

			　二つの命と数えきれないほどの命。誰が見ても、選ぶべき選択肢は一つと答えるだろう。

			『おやおや。やるんですかぁ？　いいのかなぁ。こいつら死んじゃうぞぉ？』

			　悪魔は嗤(わら)う。

			　その癇(かん)に障(さわ)る嗤(わら)い声が、どこか遠くのもののように聞こえる。

			　混(こん)濁(だく)する意識の中で、ガブリルは見知らぬ風景を見ていた。

			　色(いろ)鮮(あざ)やかな花が咲き乱れ、微かに草木を揺らす風は心地よく、蜜の甘い香りが心を躍らせる。

			　視覚、触覚、嗅(きゆう)覚(かく)……五感全てで知覚するこの風景がなんなのか、ガブリルには分からない。

			　そして、彼が感じているのは五感だけではなかった。

			　それは胸を締め付けるような苦しみ。

			　その感覚を、ガブリルは感じたことがあるような気がした。

			　大勢の人を殺したと理解した時の苦しみだろうか。

			　そう考えたのも束の間、違うと感じたガブリルは記憶を遡(さかのぼ)り、

			（あれは……）

			　そして思い出す。

			　これは、母を失った後の悲しく、辛く、寂(さび)しいという気持ちなのだと。

			　だが、この風景は知らない。風景を見る視点も、ゆらゆらと揺れていて何かがおかしい。

			　そう気付いていくと、不意に胸の締め付けが強くなった。

			（何が……、あれは、パーシャ？）

			　視界に映った妖精。

			　しかし、よく見ればまったく異なる妖精だと気付いた、その直後。

			　

			　――どうして……。

			　

			　と、心の中に重なるような声が聞こえた。

			　パーシャではない妖精はふとこちらを見たが、すぐに視線を逸らし、逃げるように去って行ってしまった。

			　

			　――どうして、無視するの？

			　

			　再び聞こえた声と同時に増す苦しみ。

			　不意に視界がぼやけて、次いで目を擦るような感覚がした。

			（これは……パーシャの……？）

			　なんとなくそう思えて……そう思った瞬間、ガブリルは自分とパーシャという境界がさらに曖(あい)昧(まい)になった。

			（どうしてみんな、わたしを無視するんだろう。わたし、何も悪いことしてないのに）

			　悲しくて、つらくて、それが嫌だった。

			　気付いて。

			　みんな私に気付いて。

			　そんな思いの奥底にある本当の気持ちを自覚できず、ただ「家族に、誰かに見て欲しい」という気持ちばかりが表に出た結果が、悪戯(いたずら)だった。

			　何かを隠す。

			　虫を落として驚かせる。

			　そんな些(さ)細(さい)なものだった悪戯(いたずら)は、皆の眼を彼女に向けさせることに成功した。

			　しかし、同時に彼女は気付いていた。

			　その目が、気付かせていた。

			　自分に向けられる皆の感情が、日に日に悪くなっていくことを。

			　辛い。苦しい。

			　私は悪くない。私を無視しないで。もっと私を見て。

			　私はここにいるよ。

			　そんな思いは募(つの)りに募(つの)り……やがて、大きな騒動を引き起こしてしまった。

			　妖精の国を守る、世界樹の枝葉。

			　これを隠せば、皆はもっと驚くだろう。

			　そんな軽い気持ちで手を伸ばした結果……枝葉は枯れ、妖精の国を守っていた結界が解かれてしまう。

			　侵入した魔物を駆(く)逐(ちく)し、妖精王の魔力で結界を張りなおすことには成功したものの、森は荒らされ、多くの妖精が傷つき、妖精王は身動きが取れなくなってしまった。

			　妖精たちは嘆き、悲しみ……そして、怒る。

			　怒りの矛(ほこ)先(さき)はパーシャへと向かい、心ない言葉の果てに、彼女は妖精の里を追放された。

			　怖い。痛い。苦しい。

			　辛い。悲しい。寂(さび)しい。

			　こんなはずじゃなかった。

			　パーシャは泣き声を上げながら考えた。

			　ただ、皆に気付いて欲しかっただけだったのに。

			　ただ、家族に振り向いて欲しかっただけなのに。

			　……ただ、みんなと一緒に、笑ってみたかっただけなのに。

			　そう気付いて、パーシャは自分がしてきたことの愚(おろ)かさを呪った。

			　悪戯(いたずら)なんか、するんじゃなかった。

			　皆に迷惑なんか、かけるんじゃなかった。

			　後悔しても、もう遅い。

			　怖くて、辛くて、寂(さび)しくて……、それでも、帰る場所のないパーシャは彷徨(さまよ)い、行くあてもなく旅をした。

			　辛いことを忘れようと、寂(さび)しさを紛(まぎ)らわせようと、旅をした外の世界は、色々なもので溢(あふ)れていた。

			　見たこともない輝きを放つもの。見たこともない体を持つ動物。花や果実よりも甘いもの。

			　知らなかったものに触れる度、想像もしなかったものを見つける度に、心は躍り――

			　

			　不意に、心が締め付けられる。

			　

			　これは僕だ。

			　ガブリルは、自分と彼女の境界が曖(あい)昧(まい)な意識のまま、そう思った。

			　これは僕で、彼女の記憶。

			　同じ苦しみを持つ者同士の共感。

			　悪魔の支配という繋がりが、互いの意識と記憶を共有させていた。

			『ヒャハッ、さあどうするよおい！　死にたくねーって泣いてるこいつらを殺すんか!?　ヒャヒャッ！』

			　もうほとんど身体の自由が利かないはずのガブリルとパーシャは、泣いていた。

			　現実ではなく、お互いの過去の苦しみを理解し、互いのことを想って。

			「……はぁ」

			『あ？』

			　潮時かな。

			　イリアは溜(ため)息(いき)を一つ零(こぼ)すと同時に、道化師に似た仮面をつけた。

			　霧となって拡散するのを知っていて、なぜ視界を狭(せば)めるようなことをするのだろうか。

			　訝(いぶか)る悪魔が嗾(けしか)けた魔物を消し炭にしながら、イリアが「我に心(しん)咒(じゆ)あり」と呟(つぶや)いた瞬間、仮面は三つへと数を増やす。

			　そのいずれも、戦いとは無縁の柔(にゆう)和(わ)な表情をしていた。

			　巫術というスキルがある。

			　物や生物に天で漂う魂(たましい)を憑(ひよう)依(い)させ、その能力を発揮させたり、魂(たましい)から記憶を聞く効果のあるこのスキルには、同時に物や者に憑(ひよう)依(い)した魂(たましい)を、強制的に乖(かい)離(り)させる技も存在した。

			「十一面と名付く」

			　そして、悪魔が他者を支配するには二通りの方法がある。

			　一つは精神を乗っ取り、身体を支配する方法。もう一つが、精神を残したまま身体に〝憑(ひよう)依(い)〟して乗っ取る方法だ。

			　パーシャが身体の自由を失われた直後の状況を鑑(かんが)みれば、今回の場合は後者。

			　そして、悪魔の憑(ひよう)依(い)を払う術が、彼女にはある。

			「この神(しん)咒(じゆ)は、十一億の諸(しよ)説(せつ)なり」

			　わずかな言葉を吐いて、手をかざす。

			　悪魔には、たったそれだけの行為に見えただろう。

			　しかし、現象はそれだけに留まらなかった。

			『なっ!?』

			　唐(とう)突(とつ)に狭(せば)まる視界。

			　虚(きよ)無(む)から表れた憤怒の仮面が、パーシャとガブリルを覆(おお)う。

			　それを外そうと試みる間もなく、悪魔は乗っ取ろうとしていたはずの身体から、強力な反発力を感じた。

			『なに、しやがった……!!』

			「二人の身体から出て行って」

			『ぶベァッ!?』

			　問答を排して告げられた瞬間に感じたのは、まるで強大な壁に衝(しよう)突(とつ)したような衝(しよう)撃(げき)。

			　痛みから意識を引き戻した悪魔の視界に映ったのは、妖精を手に、少年を脇に抱えたエルフの姿だった。

			　ガブリルを地面に下ろし、パーシャを空中に消したイリアは一度周囲を見渡す。

			　辺りにいる全ての魔物を引き寄せたのだろう。その数は、ざっと見て千は超えている。

			　それでも、イリアのすることに変わりはない。

			「後は、全員倒すだけだね」

			『……クハッ』

			　イリアの声に返って来たのは、噴(ふ)き出すような笑声。

			『クヒャッ、ゲヒャヒャヒャヒャヒャ！　倒す!?　お前が!?』

			　耳障りな笑い声を止めた悪魔は、そう嘲(あざけ)りを込めた言葉を吐いて、霧へと変じた。

			　水の力を持つ悪魔。その体を霧状に変えて個を認識させにくし、物理的な抵抗を受け付けず、身体に溶け込んで支配するのだろう。

			　改めて見た悪魔のステータスでそう認識したイリアが魔力の操作を始めると、悪魔は再び笑い出す。

			『ハッ。オレに気付けなかったようなバカがよく言うぜ！　その小せぇ頭には何も入ってねぇのか!?　ゲヒャヒャヒャヒャヒャ！』

			「ほほう」

			　イリアは笑う。

			　いまだに残るその自信を粉々に打ち砕(くだ)いてから殺すのが、この積もりに積もった苛(いら)立(だ)ちを晴らすのには最も効果的だろう。

			　しかし、満面の笑みの裏で殺し方を練るイリアの肩に、触れるものがあった。

			「……イリア」

			　声をかけられ、無視するわけにもいかなくなったイリアは、取りあえず殺す方法は置いておき、声の主……ガブリルに視線を向ける。

			　いまだ憔(しよう)悴(すい)が見て取れるガブリルは、その視線をまっすぐに悪魔へと向けている。

			「イリア。僕がやる」

			「……」

			　確かに、彼に教えた技があればあの悪魔を倒すことができるだろう。

			　だが、今の彼にできるだろうか、という不安は拭(ぬぐ)えない。

			　精神的な疲労が癒えていない。完全に技を習得したわけでもない。

			　その上、彼が本気で戦えるのか分からない。

			　すぐに承諾しないイリアに、自分の抱える不安要素を自覚したガブリルは、

			「僕が、やるから」

			　それでも、引こうとはしなかった。

			「……分かった」

			　イリアは体の力を抜いて、一歩だけ下がる。

			　ガブリルの後ろに下がった形になった位置で、イリアは自分よりも大きくなった少年の背中を見遣り、微笑(ほほえ)みながら言う。

			「手は貸さないからね？」

			「……うん。ありがとう」

			　覚悟を試すように追い詰めたはずが感謝され、イリアは苦笑を浮かべて踵(きびす)を返す。

			　彼女の視界に映るのは、地を覆(おお)い尽くすような魔物の群れ。

			　群れというよりも、大群か。

			「手出しもさせないから」

			　少女の顔に、蠱(こ)惑(わく)の笑みが浮かぶ。

			　それだけで、人を殺す以外の感情などないはずの魔物の大群が、波を引くように後ずさる。

			　背後を離れていく馬鹿げた力を感じながら、ガブリルもまた半歩だけ足を引いた。

			　それは逃げるためではなく、迎え撃つための構え。

			　左手は鞘(さや)に、右手は柄に。

			　彼の目の前には、姿を変えた悪魔の霧が映っている。

			　明らかな脅(きよう)威(い)であるイリアの背後を突くため、無言で姿を変え、静かに強襲する強(したた)かさをもった悪魔だった。

			　あるいは、隙を突くためにあえて普段は煩(うるさ)くしていたのだろうか。

			（……どっちでもいっか）

			　姿は見えなくとも、確かに迫る圧力を感じながら、ガブリルはすっと目を閉じた。

			　彼の脳裏に浮かぶのは、溶けるような意識の中で見た光景。

			　四季折々の花が咲き乱れる、かつてパーシャが見た風景だ。

			　夢の中の彼女はずっと泣いていた。

			　彼女の悲しみ、寂(さび)しさ、苦しみ……全てが伝わってくる。

			　なのに、現実で会った彼女はいつも笑顔だった。

			　怒った時もあるし、無表情だった時の顔も知っている。

			　なのに、思い出すのは笑顔ばかり。

			　

			　――どうして、そんなに笑えるんだろう。

			　

			　不思議だった。

			　妬(ねた)ましいという感情はない。羨(うらや)ましいというよりも、ただ純粋に、すごいと思えた。

			　そんな彼女のように笑ってみたいと思うのと同時に、彼女の笑顔をずっと見ていたいと思えた。

			　

			　――そのためなら、僕は――

			　

			　刀は他者を殺すもの。

			　それを揮(ふる)う理由が誰かを守るためでも、誰かを殺したいと願った結果でもそれは変わらない。

			　抜く時は殺す時。

			　その覚悟ができた時だけ、刀を鞘(さや)から解き放つ。

			　

			　――僕は斬る。

			　

			（無駄だばぁか！　霧を斬って楽しいかい？　げひゃひゃひゃひゃひゃ！）

			　

			　――あの子の笑顔を汚すお前を、僕は斬る！

			　

			　居(い)合(あい)スキル、抜(ばつ)刀(とう)術(じゆつ)。

			　この世界において、それは魔力を使わずに因(いん)子(し)を断ち切る技。

			　悪魔。

			　それは、瘴(しよう)気(き)によって毒された精霊。精霊とは、命を持った属性因(いん)子(し)。

			　物理攻撃を受け付けぬ悪魔でも、

			「――抜(ばつ)刀(とう)」

			（ぎひゃ――――――ひゃ？）

			　その刃からは、逃れ得ない。

			『な、ば、バカ、な……　』

			　カチン、カチン、カチン。

			　鍔(つば)鳴りの音が響くたび、霧は裂かれ、その存在を文字通り霧(む)散(さん)していく。

			　このままでは死ぬ。消える。

			『ふ、ザけルなァアァァァアアア!!』

			　本能を襲う恐怖心に、悪魔はその大元を断とうと襲いかかる。

			　体を成(な)し、その槍(やり)のような手を伸ばして。

			『アァァアァアアア――――――――』

			　しかしそれも無(む)為(い)に帰す。

			　生を求めた槍(やり)は何者にも届かず、ただ細切れにされた悪魔だったなにかは……やがてその姿を消失させた。

		

	
		
			[image: p357.jpg]
		

	
		
			　カチン、と鞘(さや)に納めた刀を、ガブリルは改めて見遣る。

			　かつて見た技は、一度の鍔(つば)鳴りでいくつもの斬撃を生み出していた。

			「……やっぱり、イリアみたいに上手くはいかないね」

			「すぐ上手くなるよ」

			　もともと話しかけるように吐いた言葉だ。返答があっても別段驚くことではない。

			　どれだけの大群を相手にしていようと、背中を任せた相手はあのイリアなのだから。

			　振り返って見ると、案の定、汚れ一つない状態で平然とする少女の姿があった。

			「彼女は？」

			「大丈夫」

			　万が一にも敵から狙われぬための配慮だろう。

			　イリアが手をかざすと、それまで何もなかったはずの空中に、半透明の球が出現した。

			　その玉のなかで、妖精の少女は気持ちよさそうにすやすやと眠りこけていた。

			「……よかった」

			　少年の穏やかな笑みを見て、イリアもまた微(び)笑(しよう)を強くする。

			「……答えはみつかった？」

			「……うん」

			　ガブリルは一度刀を見てから目を閉じ、首(しゆ)肯(こう)した後にイリアに視線を向ける。

			　表情はそれまでの穏やかな少年のままだが、その瞳(ひとみ)に宿る力は強い。

			　見つけた答え。

			「僕――」

			「大丈夫」

			　それを口にしようとすると、イリアに遮(さえぎ)られた。

			「言わなくても大丈夫。それとも、私の同意が必要？」

			　彼女らしい意地悪な問いかけだ。

			　そんなふうに思えて、ガブリルは緩(ゆる)く頭(かぶり)を振った。

			「いらない」

			　これは、僕自身が見つけ出した答えだから。

			　他の誰にも、正しいかどうかなんて分からないから。

			「うん」

			　満足そうに笑顔を咲かせ、イリアは「さて、と」と一拍置いて、

			「パーシャ？　いつまで寝たふりしてるの？」

			「ふぇっ」

			　唐(とう)突(とつ)に話しかけられた妖精は、ビクリと体を跳ねてその目を開いた。

			「う、うぅ……」

			　イリアとガブリル。

			　二人の視線を一身に浴びて、パーシャはその小さな身を震わせた。

			　怖がってるのかな。

			　そんなガブリルの不安は、

			「……ごめんなさい！」

			　という土下座に似た妖精の謝罪で吹き飛んでしまった。

			　訳が分からない、というガブリルと、やれやれ、というイリアの表情。

			　そのどちらも見ることができず、パーシャは頭を下げたまま言葉を続けた。

			「……私、こんなふうに迷惑かけようだなんて思ってなくて……！　ごめんなさい！」

			　ガブリルは意外に思っていた。

			　記憶の中の彼女は、自分が悪いことをしても謝ることはなかった。

			　その彼女が、心の底から謝罪している。

			　彼女の後悔と反省が、自分のことのように理解できた。

			「いいよ。大丈夫」

			「え……」

			　すぐに謝罪を受け入れる声に、思わずパーシャが顔を上げる。

			　そこには穏やかに微笑(ほほえ)むガブリルと、同じく彼を見て苦笑を浮かべるイリアがいた。

			「私たちの誰も損してないからね」

			「お姉ちゃん……」

			　これまで、真剣に謝罪したことがなかったせいだろう。

			　謝罪を受け入れられた喜びで目を潤(うるお)ませるパーシャの額に、イリアが「ただし」と人差し指を突き付ける。

			「申し訳なく思うなら、反省すること！　同じ失敗を繰り返したら怒るからね？」

			「う、うん……！」

			　なんで喜んでるんだろう。

			　笑顔で頷(うなず)いたパーシャが理解できずにいたイリアとは違い、ガブリルはそんな二人を見て変わらずに穏やかな笑みを浮かべていた。

			　見放さずに、怒ってくれる。

			　それが何より嬉しいのだと、自分のことのように理解したからだ。

			　そんな彼の笑顔に気付き、視線を逸らすパーシャは、ほんのりと朱色に染まっていた。

			　

			　悪魔の討(とう)伐(ばつ)からわずかに時は立ち、透き通るような青空の下、森林に挟まれた街道を歩く少年が一人。

			　少年の肩には、蝶(ちよう)々(ちよう)のような羽の生えた小人……妖精が腰を下ろして足をバタつかせている。

			「あーあ、イリアおねえちゃんももっと一緒にいればよかったのに～」

			「そうだね」

			　それは紛(まぎ)れもない本心だ。だが、その一方で彼は思う。

			「でも、パーシャと二人っきりっていうのも、うれしいな」

			「が、ガブリル……」

			「パーシャはイリアと行かなくてよかったの？」

			「う、うん……。わたしも、その……ごにょごにょ」

			「？」

			　二人は気付かない。

			　彼らが今醸(かも)し出している甘ったるい雰囲気こそ、イリアの離脱を後押ししたものであることを。

			　イリア・シュルツは空気の読める人物である。

			　しかし、中には当然、空気の読めない人物も存在する。

			　街道の石畳を蹴(け)る蹄(ひづめ)の音に反応したガブリルが視線を向けると、全身を鎧(よろい)で固めた人間が三人、馬でこちらに駆けてくるのが見えた。

			「……見られてる？」

			「っぽいね」

			　不(ぶ)躾(しつけ)な視線を送られて拗(す)ねたように言うパーシャを肩に移動させ、ガブリルは街道の端に寄って馬が通れるだけの道を開けた。

			　しかし、三頭の馬が通り過ぎることはなく、二人の前に立ち止まって嘶(いなな)きの声を上げた。

			　三人は馬から降り、うちの一人が進み出てガブリルへと歩み寄る。

			「貴殿がガブリルだろうか」

			「そうだけど」

			「私は、とある高貴な方からの命で貴殿を訪ねた」

			「なにか用？」

			　毅(き)然(ぜん)と立つ全身鎧(よろい)の男性はフェイスガードを上げる。

			　露わになったその視線はまっすぐにガブリルを射貫くようで、しかしどこか悲しげな色を秘めていた。

			「その妖精を渡してもらえないだろうか」

			「……嫌だって言ったら？」

			「……申し訳ないが、力ずくで、ということになる」

			　ガブリルは鞘(さや)に左手を、柄に右手を添えて軽く目を閉じる。

			　

			　――僕は戦う。

			　

			　それは、彼が見つけた答え。

			　ずっと彼の中にあって、見つけ出したもの。

			　街を巡り、人を見て、感じたもの。

			　それは誰もが持っていて、それを失くしてしまうと悲しくて、それがあるだけで温かくなれる、大事なもの。

			　それは、笑顔。

			　

			　――僕は、パーシャを……パーシャだけじゃない。みんなの笑顔を守るために戦いたい。

			　

			「ごめん……」

			「いいよ」

			　

			　――こんな顔、させたくないから。

			　

			　肩の上で強く握りしめる彼女の笑顔を、

			　これまでの街で見た人々の笑顔を、守るために刀を振るう。

			　それが彼の見つけた答え。

			　誰かを殺す力を揮(ふる)う理由だ。

			　

			　そのためなら迷わない。たとえ誰かに恨まれても構わない。後悔しない。

			　

			　――これが、僕の覚悟だ。

			　

			　三つの害(がい)意(い)が迫ってくる。

			　話した男性の表情を見れば、ただ単純に害したいわけではないのだと分かる。

			　それでも。

			　

			「――抜(ばつ)刀(とう)」

			　

			　赤く閃(ひらめ)く光が尾を引いて、漆(しつ)黒(こく)の鞘(さや)に吸い込まれていく。

			　まるで魂(たましい)を食らうようなその光景から、後に魂食みと呼ばれるようになる刀を携(たずさ)えた一人の少年。

			　以後、傭(よう)兵(へい)ギルドで広く知られることになる、妖精を連れたこの少年の名は、ガブリル。

			　彼と戦場をともにしたものは、口を揃えて彼をこう称した。

			　折れず、曲がらず、一途に固く。

			　捉(とら)えどころのない穏やかな少年が、一たび力を揮(ふる)う時――

			　

			　彼自身がまるで一振りの刀のようだった――と。
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